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はじめに 

市川市の図書館は昭和 25年に市立市川小学校内に設置されたのを嚆矢とし、60年を超え

る歴史を刻んでまいりました。昭和 32年には葛飾八幡宮境内に初めて独立した図書館が設

置され、読書会の育成や独自の件名配架、青少年を対象とした少年室など、先駆的かつ本

格的な公立図書館サービスを開始しました。その後、自動車図書館による巡回サービスや、

行徳、信篤、南行徳の各図書館、平田図書室の整備を経て、平成６年には市民の念願であ

った中央図書館が建設され、地域図書館の支援や、新時代に対応する図書館サービスを展

開してまいりました。平成 21年には指定管理者制度を導入し、ＪＲ市川駅に直結する再開

発ビル内に市川駅南口図書館を設置しました。 

このほかにも小学校内に設置された市民図書室や公民館図書室、男女共同参画センター

や情報プラザなどの図書館関連施設との連携、市内の大学図書館との相互利用や相互貸借、

また民間事業者にもご協力いただきながら返却ポストを市内 12個所に設置するなど、利便

性の向上に努めてまいりました。 

平成 29 年度は、前年に行徳図書館に自動貸出機等のＩＣ機器を導入したことを踏まえ、

その効果などの検証を行うとともに、平成 31年度の中央図書館でのＩＣ機器導入を目指し

て、蔵書へのＩＣタグ貼付を開始し、機器導入等についてのプロジェクトチームを立ち上

げました。 

また、大野公民館図書室に続き、西部公民館図書室の活用も視野に入れ、市北部地域の

図書館サービスの拡充に向けた検討を進めました。 

サービスのソフト面では、昨年以上に地域や行政各部門と連携した企画展示やイベント

を展開したほか、こどもとしょかんにおいても調べ方案内（パスファインダー）を発行す

る等、図書館の利用普及にも努めてまいりました。 

今後も本市図書館は図書館法に規定された各種サービスを着実に実施するとともに、時

代のニーズに応えて行くための新たな取り組みも積極的に実施してまいりますので、皆様

には更なるご理解ご協力をお願い申し上げます。 

平 成 31 年 １ 月 

市川市中央図書館 

館長 冨島 淳一 
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１．市川市の概要

市川市は、千葉県の西部に位置し、北は松戸市、

東は船橋市・鎌ヶ谷市、南は浦安市及び東京湾に各

々面し、西は江戸川を隔てて東京都江戸川区・葛飾

区と相対している。 

市域は南北に細長く、北部の台地上には50ヶ所に

上る縄文貝塚、国分寺などがあり、中央には市川砂

州上に千葉街道が走り、黒松に囲まれて葛飾八幡宮

や中山法華経寺などが建つ。南部の低地には、旧江

戸川に沿って、成田街道の面影を残す街並みや、塩

田の名残をとどめる地名も多い。昭和９年に市制を

施行した。 

江戸・東京に近い市川市域は、自然環境にも恵ま

れ古くから豊かな文化を育んできた。古代には国府

が置かれ、万葉時代から「真間の手児奈」伝説や

「真間の継橋」が歌い継がれてきた。中世に活躍 

した日蓮の『立正安国論』（国宝）をはじめとする

遺筆は、今も法華経寺に伝わる。近世には、市川の

事蹟は『南総里見八犬伝』や『江戸名所図会』など

にも記されてきた。 

 近代以降も、伊藤左千夫・正岡子規・郭沫若らが

市川を題材にした作品を遺し、永井荷風・幸田露伴 

・東山魁夷・水木洋子・宗左近の終焉の地となった。

戦後も、中野孝次・五木寛之・井上ひさし・能村登

四郎・梶山俊夫らが住まい、活動の拠点となる。 

また、市民による読書活動や芸術活動にもめざま

しいものがあり、良好な｢郊外住宅都市｣｢文化都市｣

と呼ばれる所以である。 

位置   東経 139°55′52″ 

北緯 35°43′19″ 

（市庁舎）

面積   56.39ｋ㎡

東西延長 8.2ｋｍ

南北延長 13.4ｋｍ

人口 485,767人 

男 246,671人

女   239,096人 

241,371世帯 

（住民基本台帳人口 

H30.3.31現在） 



２．図書館の基本方針

公共図書館は、社会を取り巻く様々な課題や

個人の生き方について、市民一人ひとりが興味

と関心に従って自由に学び、必要な知識を得て、

考え、意見を作り上げるための資料・情報と 

学習の場を提供する生涯学習機関です。 

公共図書館はまた、歴史・芸術・文学などの 

幅広い優れた著作を収集し提供することによっ

て児童・青少年の人格形成や、心の豊かさを 

求める成人市民の教養と楽しみに資するための 

レクリエーション機関でもあります。

市川市立図書館はこれらの設置趣旨を基本 

方針として市民のための図書館運営に努め、 

たゆまぬサービスの向上をとおして、市民が 

いつでも、どこでも、誰でもが情報を得て学ぶ

ことができ、また学習成果を発揮できるような

環境を整備し、住みよい地域社会の形成に、 

さらには地方自治の基盤である市民の自立を 

支えることにより、本市の基本目標の一つで 

ある「真の豊かさを感じるまち」の実現に貢献

します。

平成30年度の目標 

(１) 図書館運営基本計画による評価の実施

「市川市立図書館運営基本計画」の評価指標に基づき、図書館活動の評価を行うとともに、

アンケートなどにより利用満足度を測定する。いずれも高い評価を目標として進捗管理を行

う。 

 また 図書館の運営形態についての検証を通じて、各事業（サービス）の最適な担い手につ

いて検討し、司書の採用補充も含め、将来の方向性を示す。 

(２) 蔵書の収集と効率的な管理、保存について

より効果的な図書館サービスを展開するため、「市川市立図書館の蔵書の構築に関する 

指針」に基づき、図書館資料の収集と更新を計画的に進めると同時に、以下の蔵書管理  

効率化事業を推進する。 

① 効率的な蔵書管理と自動貸出機設置による利便性の向上を図るためＩＣタグの導入を推進

する。中央図書館蔵書へのＩＣタグ貼付を計画的に進める。

② 収納スペース有効活用のため、地域行政資料を中心とした電子化を図る。

(３) 図書館サービスの向上について

より利便性と満足度の高い図書館サービスを提供するため以下の事業を実施する。 

① さわやかな応対を心がけ、接遇能力を向上する。

② 利用者支援能力の向上とレファレンスサービスの充実に努める。

③ インターネット等を活用した情報発信機能の向上を図る。

④ 様々な機会を通して図書館のＰＲに努め利用を促進する。

⑤ あらゆる機会を捉えた研修を通して職員の資質向上を図る。

⑥ 図書館未設置地域への図書館サービスについて検討する。

⑦ 図書館システムの更新を行う。



３．図書館のあゆみ 

昭和25年 ９月 創立開館（１日） 市立市川小学校に併設（２教室） 

小暮貞次館長 職員数３名

28年 11月 館外貸出開始

30年 ９月 市川市立図書館だより「まつかぜ」創刊（昭和48年３月58号まで刊行） 

31年 ４月 山岡寛章図書館長に就任 

32年 ４月 『市川市立図書館蔵書目録 昭和31年12月』発行 

５月 葛飾八幡宮境内に移転し独立館として開館（21日） 

１階を使用、２階は教育委員会と市役所の一部が同居 職員数６名 

33年 10月 お母さんの本棚開設 

34年 ７月 教育委員会と市役所の一部が新庁舎完成に伴い移転 図書館独自の建物となる 

35年 ６月 幼児用、児童用図書を件名配列 母と子の部屋、少年室を設置 全館使用開始 

11月 市川市読書会連絡協議会創立総会 

36年 １月 うずしお読書会創立 

37年 ５月 夜間開館実施（１日）19時30分まで ６名増員し職員数17名 

38年 ４月 書架室積層式書架に改造 

39年 ３月 市川市立図書館設置条例公布（31日） 

６月 行徳分館開館（１日） 徳願寺境内 18時まで開館 職員数３名 

42年 ４月 貸出方式をブラウン方式に切替え ２冊２週間 

村岡ゴム会長村岡信一氏より図書館建設のための指定寄付1,000万円 

43年 ５月 新館を境内本館隣の敷地に開館（11日）  

44年 ８月 子ども会文庫に対し図書のセット貸出開始（青少年課と共同）（～平成９年度） 

47年 10月 田村三雄図書館長に就任 

48年 ８月 冷暖房設備設置 

50年 ９月 移動図書館みどり号開設 京成自動車工業製造 

51年 11月 移動図書館第２みどり号運行 東京特殊車体製造 

53年 ４月 石橋賢一図書館長に就任 

54年 ２月 信篤図書館開館（１日） 行徳分館を行徳図書館に改称 

55年 ４月 行徳図書館、移動図書館を本行徳公民館図書室に移転 

56年 10月 行徳図書館新館開館（１日） 行徳支所４、５階 職員数５名 

57年 ８月 弘田稔図書館長に就任 

58年 10月 南行徳図書館開館（１日） 職員数４名 

60年 11月 市内５館をオンラインで結び、コンピュータによる貸出方式に移行（19日） 

62年 ４月 渡井章三図書館長に就任 

10月 平田図書室開室（11日） 職員数２名 

63年 ４月 断続的であった司書職の採用を毎年開始（～平成５年度） 

７月 第１みどり号更新 林田製作所製造（28日登録） 

10月 中央図書館等建設準備室仮設置 職員数４名 

平成元年 １月 『市川市の図書館』刊行（以降年次報告書として毎年刊行） 

４月 行徳図書館新館開館（15日） 行徳支所隣に単独館５階建て 職員数10名 

八幡、行徳でＣＤの貸出開始 

７月 中央図書館等建設準備室設置（管理部所属） 

９月 第２みどり号更新 京成自動車工業製造（29日登録） 

10月 中央図書館等（仮称メディアパーク市川）のコンペ当選作決まる（山下設計） 

２年 ７月 小川俊彦図書館長に就任 

３年 10月 公共図書館と学校図書館とを結ぶネットワーク事業の実験開始 

11月 女性センター開館 情報資料室と書誌情報を共有しオンライン貸出を実施 

４年 11月 中央図書館開館準備プロジェクト（15部会）開始 

５年 ７月 小学生向けおすすめの本のリーフレット「本のぽけっと」創刊 

６年 ４月 『市川市図書館資料収集方針』まとめる 

９月 市川図書館友の会創立（18日） 

10月 八幡本館（葛飾八幡宮境内）休館（１日～） 



平成６年 10月 コンピュータシステムを更新し、学校図書室とのパソコン通信を導入

11月 市川市中央図書館、こどもとしょかん 複合施設である市川市生涯学習センター

（メディアパーク市川）１階に開館（１日） 職員数39名

一般フロアに無断持ち出し防止ゲートシステム（BDS）を導入

「図書館だより」（40号～「市川図書館だより」）「Young Adult通信」創刊

７年 ９月 中央図書館第１回リサイクルブック市開催（10日試行、第２回 同年10月29日）

10月 公共図書館と学校図書館とを結ぶネットワーク事業を本格実施

８年 ３月 市川市読書会連絡協議会解散

４月 小倉勵図書館長に就任

10月 中央図書館が日本図書館協会建築賞を受賞（第12回）

９年 １月 館報『まつかぜ 市川市立図書館報』（合本復刻）を刊行

４月 千葉商科大学付属図書館とのネットワーク事業開始

レファレンス事例集「参考業務月報」を刊行（平成10年度「参考業務季報」平成

11年度～「新・参考業務月報」）

５月 学校、幼稚園への出張サービスを本格的に開始

９月 市川市ホームページ開設 同時に図書館ホームページ開設（15日）

10年 ４月 太刀川寛図書館長に就任

11年 ４月 市民図書室の所管を生涯学習課から図書館に移管

６月 夜間開館の試行（中央図書館：土曜日19時30分まで拡大 行徳図書館：開館を朝

10時にし、火曜日から金曜日19時30分まで拡大）

12年 １月 『市川市立図書館利用者アンケート集計結果報告書』まとめる

８月 第１みどり号廃車

10月 コンピュータシステムを更新し、インターネットで蔵書公開を開始する

４市民図書室（福栄、塩焼、大柏、稲越）、２公民館図書室（大野、西部）に

図書館システムのパソコンを設置し、予約図書の貸出を開始

13年 ３月 市川市立図書館開館50周年｢市川手児奈文学賞」創刊記念シンポジウムを開催

（22日）

４月 鈴木小夜子図書館長に就任

10月 楽山市との友好都市締結20周年記念として「楽山市図書コーナー」設立

14年 ３月 『市川の文芸風土と図書館の未来 シンポジウム記録集』刊行

４月 漆原利一図書館長に就任

中央図書館特別コレクションに星野道夫コーナーを開設

５月 携帯電話からの図書館資料検索サービスを開始

インターネットからのレファレンス受付開始

９月 うずしお読書会が1000回を迎え、11月には社団法人読書推進運動協議会より2002

年度第35回全国優良読書グループとして表彰される

11月 インターネットからの予約受付開始（図書、雑誌）

15年 ３月 第２みどり号廃車 自動車図書館車をＣＮＧ（圧縮天然ガス）車に更新

４月 行徳図書館に責任者を配置 支援サービス担当を新設 職員数58名

６月 曽谷公民館図書室に図書館システムのパソコンを設置し、予約図書の貸出を開始

７月 情報プラザに図書館システムのパソコンを設置し、予約図書の貸出を開始

ＣＴＩサーバを導入 中央図書館督促業務の自動化開始

８月 中央図書館予約連絡業務の自動化開始 中央図書館の電話応答案内システム稼動

開始

16年 ４月 図書館連絡車による市内物流便用務を全面委託

６月 東部公民館図書室に図書館システムのパソコンを設置し、予約図書の貸出を開始

17年 ４月 「子どもの読書活動優秀実践図書館」として、こどもとしょかんが文部科学大

臣表彰を受賞

７月 コンピュータシステムを更新し、所蔵する視聴覚資料のインターネット予約受付

開始

曽谷公民館、東部公民館、情報プラザ以外の各図書館等の端末機器を入替え

10月 千葉商科大学と協定締結、予約図書の貸出を同大学付属図書館で開始

教育センター「まなびの広場」を改修し、「文学プラザ」として開館



平成18年 ４月 中央図書館の祝日開館試行開始 

自動車図書館の貸出、返却業務を委託 

６月 中央図書館に韓国ソウル市特別区「江南区電子図書館閲覧コーナー」を設置 

７月 韓国原州市からの寄贈図書受入開始 「原州市図書コーナー」を設置 

10月 予約資料の宅配サービス開始 

19年 ３月 累積版冊子『本のぽけっと １号～20号』刊行（20年３月カラー版刊行） 

４月 行徳図書館の祝日開館試行 

生涯学習センターの全館管理業務を図書館に移管 

９月 インターネットからの貸出延長サービスを開始

11月 住基カードに図書館利用券機能を追加

中央図書館でＤＶＤの貸出開始

20年 ４月 露木芳輝図書館長に就任

６月 「青空文庫」作成電子テキストの書誌データをＷｅｂサーバで一括検索開始

７月 和洋女子大学メディアセンターと相互協力に関する確認書を取り交わし、８月

より和洋女子大学と市立図書館資料の相互貸借開始（当面は館内閲覧）

21年 ４月 中央・行徳図書館の祝日開館等の本実施（中央：土日祝日の閉館を18時に変更）

市川駅南口図書館開館（30日）、ＩＣタグによる蔵書管理システムを導入

指定管理者株式会社ヴィアックス

６月 行徳図書館３階にパソコンルーム開設（23年11月～無線LAN接続環境を整備）

22年 ２月 国立国会図書館のレファレンス協同データベースへの参加において、礼状受理

７月 「24時間テレビ愛は地球を救う」から障害者サービス用機器の寄贈を受ける

23年 ２月 中央図書館利用者アンケート実施（以後、毎年満足度調査として実施）

３月 東日本大震災により書架一部破損（11日） 計画停電に伴う臨時休館（14～18日）

計画停電に伴う閉館時間変更 全館17時閉館（19日～４月17日）

４月 松本雅貴図書館長に就任、職員数55名

「市川市立図書館中期計画」（平成23～25年度）発行

10月 地域図書館利用者アンケート実施 ｅモニターで貸出冊数のアンケート実施

11月 コンピュータシステムをＷｅｂアプリケーションである富士通iLisfieraに更新

システムサーバ14台で構成 クライアントパソコン105台を更新

中央図書館に外部データベース検索結果印刷のコインベンダープリンタを導入

24年 ３月 図書館メールマガジンの配信を開始

４月 中央図書館長に行徳図書館、信篤図書館、南行徳図書館の館長兼務辞令交付

条例改正により個人の図書貸出冊数を無制限から20冊へ

10月 ブックディテクションシステムの更新

25年 ２月 『市川市の図書館 昭和編』を編集、発行

中央図書館特別コレクションに渡邊二郎コーナーを開設

４月 生涯学習センターの全館管理業務を社会教育課に移管、職員数48名

７月 宅配サービスがシルバー人材センターを利用して再開（23年４月より休止）

10月 中央図書館書庫に可動式集密書架設置

26年 ２月 

４月 

６月 

市川駅南口図書館のパソコンを更新

生涯学習センターの全館管理業務を図書館へ再び移管、職員数45名

国立国会図書館デジタル化資料送信サービス開始

８月 市の刊行物販売を開始

27年 

11月 

１月 

３月 

４月 

ＤＶＤの貸出を２点とする試行を開始

開館20周年記念事業として、「市川市の図書館ポスター・標語」を募集、記念講

演会を開催

図書館オリジナルデザイン商品（エコバッグ・クリアファイル）の販売開始

図書館マナーキャンペーン実施

「市川市立図書館運営基本計画」発行

大里宗行図書館長に就任、職員数46名

11月 

12月 

中央図書館に教科書コーナー設置

図書館マナーキャンペーン実施



平成28年 １月 

３月 

４月 

ケーブルテレビにて「おすすめライブラリー」放送開始

スマートフォン対応Web-OPACサービス開始

乳幼児向け利用券発行開始

７月 行徳図書館資料をＩＣ化し、自動貸出機を設置

12月 大野公民館図書室資料をバーコード化し、蔵書管理と利用者管理を図書館システ

ムに一元化

ケーブルテレビにて「おすすめライブラリー」放送終了

29年 ２月 図書館マナーキャンペーン実施

11月 次期電算システム更新・ＩＣ化を見据えて館内に検討会を３グループ（ワーキン

ググループ１・２・３）を設置

30年 ２月 図書館マナーキャンペーン実施

４月 冨島淳一図書館長に就任 職員数42名



４．図書館組織図・委員会等 

（１）図書館組織図

（平成 30年４月現在） 

※ 内の施設は、図書館と連携して事業を行っている関連施設

内は生涯学習センター内の施設
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４名(２) 
再任用２ 

副参事 １名

中央図書館 31名、地域館 11名 

市内全館 42名（35） 

（ ）内の数字は司書有資格者数 

再任用 11名（週３日 10名・週５日 1名） 

 非常勤７名（週 35時間） 

スタッフ 79 名



図書館正規職員数 

（２）委員会・会議等

○各会議・委員会の役割

会 議 名 討 議 内 容

① 主幹会議
中央図書館、及び全館に関わる運営全般について協議・決定を行

う。館長・副参事・主幹で構成される。

② 実務担当者会議 
実務的な事項について、担当者が必要に応じて、連絡・調整・実

施案の作成を行う。 

③ 蔵書構成検討委員会
収集方針の検討、年度ごとの収集計画の立案、及び選書・蔵書構

成や館内整理日の実施事項等について連絡・調整を行う。

④ 研修委員会
全館の職員・非常勤職員・実習生等に対する研修のプログラムな

どの企画・実施及びスタッフマニュアルの管理を行う。

⑤ 広報委員会
「図書館だより」の編集や、「広報いちかわ」への情報提供等、  

図書館に共通の広報に関する企画・実務を行う。

その他、課題解決及び政策提案等のための対応会議を、プロジェクトを組み随時行っている。 

館名 担当 人数 うち司書 司書率 

図書館長 １ ０ 0  % 

副参事 １ ０   0  % 

中央 

企画運営担当 10 10 100  % 

資料・情報担当 ９ ８ 88.9% 

児童・青少年担当 ６ ６ 100 % 

総務担当 ４ ２ 50.0% 

合計 31 26 83.9% 

平田 １ １ 100  % 

行徳 ７ ５   71.4% 

信篤 ２ ２ 100  % 

南行徳 １ １ 100  % 

全館 42 35  83.3% 

【参考】市川駅南口※ 18 13 72.2% 

   

館 長

副参事

④研修委員会

（平成 30年４月現在）

蔵書構成検討委員会 ③

※市川駅南口図書館は指定管理者制度を導入

①

主幹会議

⑤広報委員会

実務担当者会議 ②



５．図書館及び関連施設の配置図 
平成 30年４月現在

図書館と関連施設の配置図 

№ 公民館図書室（▲） 所在地 

１ 大野公民館図書室 南大野２丁目 

２ 西部公民館図書室 中国分２丁目 

３ 曽谷公民館図書室 曽谷６丁目 

４ 東部公民館図書室 本北方３丁目 

５ 市川公民館図書室 市川２丁目 

６ 市川駅南公民館図書室 大洲４丁目 

７ 本行徳公民館図書室 本行徳 12 

№ 市民図書室（△） 所在地 

１ 稲越市民図書室 稲越町 518 

２ 大柏市民図書室 大野町２丁目 

３ 塩焼市民図書室 塩焼５丁目 

４ 福栄市民図書室 南行徳２丁目 

返却ポストの配置図 

№ 返却ポスト（■） 所在地 設置年 

１ 市川公民館 市川２丁目 H14.５ 

２ 旧八幡市民談話室 八幡２丁目 H14.５ 

３ 情報プラザ２階 南八幡４丁目 H14.５ 

４ 南行徳市民センター 南行徳１丁目 H14.８ 

５ 歴史博物館 堀之内２丁目 H15.９ 

６ 大柏出張所（大野公民館） 南大野２丁目 H16.８ 

７ 市川市役所仮本庁舎 南八幡２丁目 H29.５ 

８ 千葉商科大学付属図書館 国府台１丁目 H17.10 

９ 塩浜市民体育館 塩浜４丁目 H18.７ 

10 イオン市川妙典店 妙典５丁目 H19.７ 

H20.４ 

H25.６ 

11 中山窓口連絡所 中山４丁目 H19.７ 

12 ベルクス市川堀之内店 堀之内３丁目 H21.４ 

■ 7



６．施設概要   平成30年４月現在

館 名 中 央 平 田 行 徳 信 篤 南行徳 市川駅南口 

敷地面積 11,012㎡ ----- 4,958㎡ ----- 410㎡ ----- 

構造 鉄骨鉄筋 

コンクリート造

地上４階 

／地下１階 

鉄骨鉄筋 

コンクリート造

地上２階 

鉄骨鉄筋 

コンクリート造

地上５階 

鉄骨鉄筋 

コンクリート造

地上３階 

鉄骨鉄筋 

コンクリート造

地上３階 

鉄骨鉄筋 

コンクリート造

地上45階 

（３階部分） 

建築面積 6,164㎡ ----- 674㎡ 304㎡ 120㎡ ----- 

延べ床面積 6,411㎡ 256㎡ 2,223㎡ 912㎡ 360㎡ 573㎡ 

収容可能 

冊数 

1,000,000冊 40,000冊 155,000冊 55,000冊 36,000冊 43,500冊 

うち開架 200,000冊 39,000冊 100,000冊 45,000冊 23,000冊 43,500冊 

うち書庫 800,000冊 1,000冊 55,000冊 10,000冊 13,000冊 ----- 

開館年月日 平成６.11.１ 昭和62.10.11 昭和56.10.１ 昭和54.２.１ 昭和58.10.１ 平成21.４.30 

独立・併設 併設 併設 併設 独立 独立 併設 

閲覧席 358席 20席 183席 33席 16席 61席 

うち一般 200席 10席 80席 23席 10席 20席 

うち児童 60席 10席 62席 10席 ６席 11席 

その他 98席 ----- 41席 ----- ----- 30席 

駐車場 共有  99台 ----- 共有  69台 共有  20台 ----- ----- 

利用者端末 （※１）32台 １台 ６台 １台 １台 （※２）７台 

※１：うちWeb-OPAC３台、ＩＴブース９台、江南区電子図書閲覧パソコン１台、新聞社サイト閲覧パソコン１台、障害者専用１台含む

※２：うち外部データベース閲覧３台含む

（１）中央図書館 こどもとしょかん

市川市鬼高１－１－４  ＴＥＬ 047（320）3333（機械音声応答） 

047（320）3346（直通） 

ＦＡＸ 047（320）3351  

･交通 ＪＲ本八幡駅、ＪＲ下総中山駅より徒歩15分 

京成線鬼越駅より徒歩13分 

（ＪＲ本八幡駅北口よりコルトン 

プラザ行無料バスあり） 

･地下駐車場（99台） 

･開館時間 

火曜～金曜  10:00～19:30 

土・日・祝日 10:00～18:00 

こどもとしょかん 

火曜～金曜 10:00～18:00 

土・日・祝日 10:00～17:00 

第六中 

（新庁舎建設中） 



２０１７／９

↓
↓薬学 OPAC

78 B 78 A 64 A 64 B

77 B 言語 77 A ↓スポーツ 63 A 看護 63 B 日記

演劇 音楽T10 装飾 染織 陶芸 ↑漢詩

76 B 76 A 書道 版画 ↓ T9 ↓ 陶芸 陶芸 62 A 動物 植物 恐竜 62 B 詩 川柳
75 B 75 A 写真集 写真集 61 A 61 B

千葉県各市町村の資料 ＪＩＳ デザイン
74 B 74 A 書道 ↑ 洋画 T8 60 A 60 B

73 B 73 A 仏像 T7 洋画 59 A 民族 軍事 59 B

↓就職

72 B 社会 統計 72 A 美術全集 58 A ↑ 手話 58 B

71 B 地名 人名 71 A 彫刻 T6 ↑ 57 A 57 B 声楽 舞踏

↓ T5 産業 ↓資格 ↑邦楽

70 B ↑ 年表 70 A 社会科学 56 A 年金 56 B

69 B 新聞 69 A ↓博物館 55 A 商法 刑法 55 B 写真 印刷 骨董
地理 T4 歴史 宗教

68 B 68 A T3 54 A 民法 法律 自治 54 B 版画
67 B 白書 判例 法規・例規 67 A 53 A 国家 行政 自治 53 B

Web―OPAC　３台

66 B T2 52 A 東洋 52 B

65 B パンフ T1 51 A 皇室 51 B 彫刻

50 A 50 B 放送 水産
49 A 中世 明治 49 B

48 A 通史 48 B 産業

47 A 47 B 製造 家政

↓神話

46 A 神道 46 B 原子 航空
45 A 倫理 45 B

44 A 哲学一般・各論 44 B 河川 道路
43 A 知識 図書館 著作権 博物 ↓ 43 B 特許 ↓

雑誌 ク－１～３
ア-１ 図書館
ア-２ 週刊誌
ア-３ 生活情報
ア-４ SH1

ア-５ SH6

SH5 ↓ﾊﾜｲ

イ-１ ↓さわる絵本 42 A ｵｾｱﾆｱ ｱﾒﾘｶ ｱﾌﾘｶ 42 B 貿易 ↑ 広告 店舗 販売 商業
イ-２ 点字児 SH4 41 A 旅会話 41 B 金融 株・投資 保険
イ-３ SH3 雑誌 キ－１～３
イ-４ 40 A グルメ 九州 40 B 貨幣 簿記・会計事務 人事
イ-５ SH2 39 A 東北 39 B 経済史 ↓ 土地

新聞 目録 辞典 SH1 ↑北海道 ↑関東 国際経済

ウ-１ 時刻表 38 A その他 ﾌﾟﾛﾚｽ 相撲 水泳 ｽｷｰ 38 B

ウ-２ 37 A 陸上 ゴルフ 37 B

ウ-３ ↓競馬 ↓模型

ウ-４ 36 A ゲーム 将棋 将棋 囲碁 ﾗｼﾞｺﾝ折紙 36 B 情報

ウ-５ 35 A 演芸 落語 華道 35 B

ウ-６ ↑香道

34 A タレント ｱﾆﾒ 34 B ごみ

エ-１ 33 A 写真 ﾋﾞﾃﾞｵ 33 B

エ-２

エ-３ 思想 32 A 32 B

31 A バイク 自転車 星座 31 B

オ-１ 教育研究

オ-２ 30 A ﾊｰﾌﾞ 30 B

オ-３ 29 A 出産 29 B
名付け

カ-１ 28 A ↑ 28 B

カ-２ 会社情報 27 A 手芸 ﾋﾞｰｽﾞ造花 キルト刺繍 美容 27 B

キ-１ 農林水産 男子 26 A 和裁 家事 雑貨 26 B

キ-２ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 便所 25 A ↓ 25 B ｲﾀﾘｱ語・ｽﾍﾟｲﾝ語・ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ﾌﾗﾝｽ語図書
キ-３

24 A 24 B郭沫若 日本関係 雑誌 カ－１～２
ク-１ その他産業 23 A 23 B

ク-２

ク-３ 女子 22 A 22 B

便所 21 A 21 B 方言 英語
ケ-１

ケ-２
ケ-３ 20 A 20 B

ケ-４ 19 A 19 B

ケ-５

18 A 18 B

17 A 17 B 雑誌 オ－１～３

16 A 16 B

 Ｔ：大型本 ０：総記 15 A 15 B

 Ｒ：辞書・辞典 １：哲学 日本文学は作家の五十音順
 Ｉ ：市川の郷土資料 ２：歴史・地理 14 A 14 B

 Ｃ：千葉県の郷土資料 ３：社会科学 13 A 13 B 戯曲
 Ｙ：市川市民文庫 ４：自然科学

５：技術 12 A 12 B 戯曲 詩集
 Ｇ：旅の本 ６：産業 11 A 11 B

 Ｓ：スポーツの本 ７：芸術

 Ｄ：趣味の本 ８：語学 10 A 10 B

 Ｈ：暮らしの本 ９：文学 9 A 9 B

 Ｗ：戦争と平和の本 日本文学は作家の五十音順 講談社現代新書

 Ｘ：日本の現代文学の本 8 A 8 B

7 A 7 B

 Ｊ：ビジネスの本 雑誌 エ－１～３

 Ｎ：環境の本 6 A 6 B

 外国語：外国の本 5 A 5 B

 ８：言語の本
 Ｍ：外国文学の本 4 A 4 B

 Ｖ：新書 3 A 3 B

 Ｂ：文庫

 Ａ：ヤングアダルトの本 2 A 2 B

1 A 1 B 展示

歴史 宗教 AV8 文芸 娯楽 ｽﾎﾟｰﾂ

日本映画 ｱﾆﾒ AV7 落語 演芸

OPAC AV6 AV6 医学

AV5 AV5 自然 宇宙
OPAC

AV4 ﾋﾞﾃﾞｵ ＣＤ 新着 AV4 効果音 民族 邦楽
AV3 ラテン AV3 声楽宗教曲 

AV2 AV2 管弦
AV1 ソウル AV1

シニア
ルーム

２

↑特別コレクション

教科書

日本画

CD-BOOK

市川市関係の資料

ロ

ッ
カ
ー

①中央図書館フロア案内図

美術全集

特
集
展
示

人名辞典

人名辞典

作物栽培

哲学･心理学･宗教の事典類

永井荷風
特別コレクション

対面朗読室

数学

教育全般

民法

カセット

戦争と社会
戦争の記録

日本文学（ユ～ワ）

人物

日本文学（タ）

英米文学（ア～ケ）

世界文学全集

.シナリオ・戯曲

文庫文学（日本ナ～外国）

各社新書

ヨーロッパ諸国の文学・ほか
話し方

中国語図書

ドイツ文学

戦争と文学
戦争と科学

日本文学（シ～ソ）

フランス文学

日本文学（タ～ト）

日本文学（エ～オ）

日本文学（ミ～モ）

岩波新書 ↑

建設・土木
生産管理

技術・工学一般

英文読解・英会話

関西
企業・経営

訴訟法

電気工学

江戸

ｶﾞｲﾄﾞ(海外)

日本語

書道

地球科学

日本文学（ク～コ）
日本文学（カ～キ）

歴史の事典類

憲法
政治

伝記（日本人）
伝記（西洋人）渡邊二郎

特別コレクション

社会問題

雑誌・図書目録

百科事典・年鑑

出版　　↑ 星野道夫
歴史

地理

スポーツ

産業の事典類
工学系の事典類

辞書（外国語）

保育

物理学

芸術

図書館

医学全般

地図（１枚もの）

↓ガラス

生物の図鑑類　医学事典

芸術の事典類

社会学・教育・民俗学の事典類

現行法規

建築

武道

東山魁夷
↑特別コレクション

言語その他

ＥＮＧＬＩＳＨ　ＢＯＯＫＳ
洋書（英語）

すまい･インテリア

パン・菓子・飲み物

大活字本

古代

家庭の医学

家庭の医学

ロードマップ

工芸

手紙・冠婚葬祭

ファッション

各国料理

家庭の医学

編物

ガイドブック（日本）

.料理

関東

歴史学一般

登山　

映画・俳優・監督 映画論

東洋思想
読書

ヨーロッパ

↓ﾀﾞﾝｽ

鉄道　 自動車

利

用

者

用

端

末

（
O

P

A

C

）
８

台

点字図書

レファレンス
カウンター

記
載
台

点
字
図
書

臨床心理学

タウン誌

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

印刷機

カラー
コピー

市川市関係の資料

雑誌配架別主題一覧表

マスコミ 出版情報

電話帳

カ
ラ

ー
コ

ピ
ー

行政 統計

障害者
サービス室

自然科学

新
着
図
書

記
載
台

大活字本

園芸

書誌

特
集
展
示

1

↑書架55B：下２段は写真集

音楽史
体育理論 　歌舞伎　 　演劇

日本画

器楽

OPAC

農業　

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ ↓不動産

都市工学建築西洋哲学

古代・原始

ﾀ 全集（文学以外）

人生訓

仏教

ジャーナリズム

シニア
ルーム

各国史

ﾀ 全集（文学以外）

市民文庫
井上ひさし

園芸

政治・法律・経済の事典類

自然科学

地図

外科ほか

税金

ルーム

社
会
人
専
用
席

交通・観光

出版

仏教　

自然科学一般

機械工学

読
書
席
１

韓国語

アジア言語

ビジネス

読
書
席
２

俳句

畜産

↓リサイクル

洋書（英語）

建築　

韓国語

言語論

語彙・文法・作文
英語

日本に関する
洋書（英語）

韓国語

中国語図書

Ｎｏｖｅｌｓ

←原州市

ﾌﾞﾙｰﾊﾞｯｸｽ

科学

アジアの文学
↓ｼｪｲｸｽﾋﾟｱ

中公新書
東洋文庫

ｽﾎﾟｰﾂ・芸術・生活など文学

文庫（外国の文学）
文庫（日本の文学）

ヤング
文庫（０－８類）

ルーム

アダルト

中国文学

文学は作家の五十音順
文庫（日本の文学）
文庫（日本の文学）

美術・工芸

新聞（当月・前月分）

イ
－

１

新

聞

（
当

日

）

新

聞

縮

刷

版

スポーツ

歴史・地理紀行

日本の詩集

雑誌 ア－１

教育

ＤＶＤ

日本文学（ア～イ）

コンピュータ（総合）

コンピュータ（総合）

イ
－

２

ウ-４ウ-３

ア－２

ラベルの記号の見方

県報官報

イ－５

雑誌架

ウ-５ ウ-６

ウ-１
ウ-２

イ－３ イ－４

雑誌　ケー１～５（情報処理・コンピュータ雑誌）

現代用語

社会福祉 医学・看護

乗り物

総合誌

料理・美容 手芸

経済 ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報

調
べ
も
の
専
用
席

千葉県関係の資料

市川市関係の資料

パンフ

千葉県各市町村の資料

千葉県関係の資料

外国語雑誌　Ｍａｇａｚｉｎｅｓ

旅行・ﾚｼﾞｬｰ

各市町村の
資料

千葉県関係の資料

文学の事典類

↑

和歌・短歌

民話・伝説

辞書（日本語）

地名辞典 福祉

文学全集（日本）

文学研究

文学全集（日本）

化学

外国文学研究

洋画

古典

源氏物語

作家研究（日本）

釣り 写真

模型・無線 ﾃﾚﾋﾞ・ﾋﾞﾃﾞｵ

コ
ピ

ーｺﾚｸｼｮﾝ
自動車・ﾊﾞｲｸ囲碁・将棋 ペット

厚生

機械
自然科学

生物社会
鉄道

広報

ＯＰＡＣ

ア－５

クラシック
独奏曲

当日返却分

ア－３

児童

展

示

ガ

ラ

ス

ケ
ー

ス

洋楽ポピュラー

試聴ブース

試聴ブース ITブース

　映画音楽　シャンソン

日本のポピュラー音楽

料理・生活

ブラウジング・コーナー

ジャズ

ロック

日本のポピュラー音楽

 ｲﾝｽﾄｩﾙﾒﾝﾀﾙ等

試聴ブース

日本文学（ト～ナ）

オペラ

管弦楽曲

ITブース試聴ブース

協奏曲

室内楽曲

ITブース

落語

各国の社会情勢

戦争と
こどもの本

薬･家庭の医学

日本文学（ナ～ノ）

日本文学（イ～ウ）

外国映画 音楽

ＤＶＤ

←江南区

素材別料理

アウトドア

↑野鳥

インターネット

韓国語

環境汚染・環境保護

外国文学は作家の五十音順

読書・心理・社会・学校

アジア

茶道

中国語ほか

古典生物学

海洋工学

金属工学 化学工業キリスト教

宗教学

林業

美術館
日本画　西洋画

漫画・挿絵
イラスト

美術理論

　絵画技法

文学理論・文学史

工芸

作家研究

デザイン音楽理論

外交

教育全般

社会学

　西洋史

民俗学

社会問題

労働問題

生涯学習

社会思想

社会学

心理学

衛生学 内科・精神医学
動物学

日 本 史

アジア・中国史 地方史

天文学・地球科学

昭和史

学校

日本文学（ハ～ヒ）

日本文学（マ～ミ）

日本文学（サ～シ）

スポーツ 球技

釣り

ポピュラー音楽　↓
　楽譜

グルメ エッセイ

日本文学（ヒ～ホ）

経済学・経済思想

↓日曜大工

中部・北陸

健康法

経営管理

コンピュータ

環境一般

社会評論
経済史

環境と社会・自然

日本文学（ヤ～ユ）

野球

子育て

洋裁

英米文学（ホ～ワ）

英米文学（コ～ナ）

英米文学（ニ～へ）

.ペット 園芸・家庭菜園

環境一般

女性誌
ファッション 消費者
インテリア すまい

読み物

家庭生活

健康 出産・育児
芸術 演劇 映画

アウトドア ﾏﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ
相撲・格闘技 ｺﾞﾙﾌ・ﾃﾆｽ 球技

ｽﾎﾟｰﾂ一般

文芸読み物 歴史読み物

オーディオ 音楽

学習 語学・留学
ヤングアダルト

物理 生物

経営 金融

商業・広告 運輸交通
食品 電気通信

化学工業 公害 環境

建築

国文学 詩・俳句・短歌

国際情勢 地方自治 法律

保育 教育一般

AV8

ア－４

雑誌架
AV7

歴史・地理 社会

コンピュータ（ネットワーク）
コンピュータ（パソコン）
情報処理・情報管理 ｗｅｂＯＰＡＣ

メ
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

メ
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
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カウンター

②こどもとしょかんフロア案内図
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語
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絵
本
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物
語

ア
ジ
ア
の
物
語

イ
ギ
リ
ス
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ア
メ
リ
カ
の
物
語

ドイツの物語 北欧の物語 フランスの物語 その他の物語

児
童
文
学
研
究

調
べ
物
の
本

市
川
市

千
葉
県
の
資
料 図書館からの
おすすめの本

雑誌のコーナー

かみしばい（題名の五十音順）

くつろぎひろば

おはなし室

本をさがす
コンピュータ

展示コーナー

展示コーナー

展示コーナー

じょうほう
コンピュータ

こころ 日本の歴史

外国の歴史伝記K289

社会K300

祭りK386理科宇宙K440地球きょうりゅう

生物 植物 どうぶつK480 さかな むしK486 鳥K488

からだK490環境K519のりもの手芸・料理 機械産業K600

美術K700 音楽 劇 昔話K388ことばスポーツK780
あそび

日本の物語（かいた人のなまえの 五十音順）

詩・俳句K911 古典 全集K918

K913アK913コK913サ

K913フ

K913マK913ワ

Ｅﾓﾓ
（五十音順）

ＥﾐﾄＥｷｲＥｱｶ
（五十音順）

Ｅｱｵ
（五十音順）

（コ＿）

K949 K953

K933
ア

K933
コ

K933
サ

K933
ヒ

K933
ヮ

K92＿

ア行・昔話カ行

サ行

行事・ワ行←タ行

K100 K210

K290
地理

K457

工作K750

(R＿）
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Eｱｶ/ｺ
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覧
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算数

（五十音順）

012向け



③生涯学習センター(メディアパーク市川)フロア案内図

３階 

①文学ミュージアム資料室：２階文学ミュ

ージアムの資料室。

②教育センター：市内小・中・義務教育学

校、特別支援学校の教職員の研修と、子ど

もや保護者からの教育相談を行う施設。

③尐年センター：青尐年の健全育成のため

の補導活動や尐年相談業務を行う施設。

２階 

①文学ミュージアム：➊～➎

➊グリーンスタジオ：講演会・演劇公演・

コンサート・映画上映・朗読会が行える。

最大で 260 人を収容し、車イスへの対応も

可能。

➋ベルホール：講演会・演劇公演・コンサ

ート・映画上映・朗読会が行える。定員 46

名。

➌通常展示フロア：映画・演劇・小説・

詩歌・文芸に区分し、文学の街いちかわの

魅力を展示品・写真・映像を交え、紹介。

➍企画展示室：市川ゆかりの文学や映像

文化に関する企画展や展覧会などを行う。

➎映像メディア編集室：映像編集機器が

あり、映像や画像の編集が行える。

1 階 

①中央図書館：➊～➍

➊ポピュラーライブラリー：小説・趣味・

ビジネス書など、生活に役立つ資料を備え

ている。中高生のためのコーナーや、ＣＤ・

ビデオ・ＤＶＤのコーナーも設けている。

➋レファレンスライブラリー：調べものに

役立つ、専門書・辞典・郷土資料などを

集めたコーナー。調べものの相談にも対応。 

➌ブラウジングコーナー（軽読書席）：各種

新聞や雑誌をくつろいだ雰囲気の中で読め

る、軽読書コーナー。

➍こどもとしょかん：紙芝居・絵本を含め、

児童書３万点を揃え、定期的に「らっこの

会・えほんの会・おはなし会・わらべうた

であそぼう」を開催。

②中央こども館：18歳未満の子どもたちの

ための遊び場。

地下 1 階 

➊音楽スタジオ：尐人数の音楽練習に。

(担当課：２階①文学ミュージアム)

➋地下駐車場：99台収容。

(担当課：１階①中央図書館)

➌集会室・サークル室：読書会・図書館

ボランティア活動等に使用。

(担当課：１階①中央図書館)

コンピュータ 

研修室 

文学ミュージ 

アム資料室 

ふれんど 

ルーム 

市川 

第１ 

プレイ 

ルーム 

文学ミュージアム 

事務室 
文学研修室 

映像メディア 

編集室 

通常展示フロア 

企画展示室 

① 

② 
少年 

センター 

③ 

文学ミュージアム 

① 

➊ 

➋➌

➍ 

➎ 

① 

➊ ➋ 

➌ 

➍ 

② 

➊ 

➋ 

➌ 

●３階

●２階

●１階

●地下１階

中央こども館 

中央こども館 



（２）自動車図書館「みどり号」

固定館だけでは補いきれない地域の方々のための

図書館サービス。身体に障がいのある方、ご高齢の

方、または乳幼児のいる家庭、地理的障害のために

固定館を利用できない方等のために、北部地域を中

心に運行している。中央図書館地階を基地とし、駐

車場と自動車図書館用書庫を有する。 

ステーション数は全17箇所で、１ステーション当

たり30分から50分滞在し、主に図書の貸出、返却を

行う。雨などの悪天候のときには巡回を中止する。 

平成18年４月より、運転業務に加え、図書の  

貸出・返却業務も委託している。（３年間の長期継

続契約） 

車両仕様 

名称 みどり号 

登録番号 習志野 800 さ 7405 

車名 日野 

型式 ＫＫ－ＸＺＵ412Ｍ 

定員 ５人 

長さ 608㎝ 

幅 206㎝ 

高さ 271㎝ 

燃料 ＣＮＧ(圧縮天然ガス) 

総排気量 4.10ｋｗ 

登録年月日 平成15年３月27日 

製作 京成自動車工業 

積載冊数 3,000冊 

みどり号巡回表（平成30年度） 

曜日 午  前 午 後 

第 

１ 

・ 

３ 

週 

水 

★４ 柏井小学校

柏井１－1149－１

２:00～２:40 

★７ 若宮児童公園

若宮３－20

３:10～３:50 

木 

★16 塩浜体育館

塩浜４－９－１

10:20～10:50 

★３ 養護老人ホームいこい荘

大町521

２:00～２:40 

★12 山王公園

曽谷５－16

３:00～３:50 

金 

★15 （株）クボタ菅野ハイツ

菅野５－３－６

10:20～11:00 

★９ 堀之内公園

堀之内３－２

２:00～２:40 

★14 菅野小学校

菅野６－14－１

３:00～３:40 

第 

２ 

・ 

４ 

週 

火 

★16 塩浜体育館

塩浜４－９－１

１:30～２:20 

★17 島尻西公園

島尻１

３:00～３:40 

水 

★９ 堀之内公園

堀之内３－２

10:20～10:50 

★２ 市営大町第２団地

大町124

２:00～２:40 

★６ 宮久保小学校

宮久保５－７－１

３:10～３:50 

木 

★13 石橋下公園

国分２－９

10:20～11:00 

★10 歴史博物館

堀之内２－27－１

２:00～２:40 

★８ 北国分２丁目公園

北国分２－27

３:00～３:40 

金 

★11 国府台児童公園

国府台５－８

10:20～11:00 

★１ 市営大町第１団地

大町95

２:00～２:40 

★５ 大野小学校

南大野１－42－１

３:00～３:50 



（３）平田図書室

  市川市平田１－20－16  ＴＥＬ 047（321）2243 

ＦＡＸ 047（321）2243

・交  通 京成菅野駅より徒歩８分 

ＪＲ本八幡駅より徒歩10分 

・開館時間 火曜～日曜 ９:30～17:00

２８０
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ー
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公民館管理人室 

（４）行徳図書館
市川市末広１－１－31  ＴＥＬ 047（358）9011 

ＦＡＸ 047（358）9012 

・交  通 東西線行徳駅より徒歩５分 

・開館時間 火曜～金曜 10:00～19:30 

土・日・祝日 10:00～17:00 

 

（平成29年４月現在） 

  

屋
上
へ 

２階 子どもの本のフロア 

支所連絡通路

吹抜け

★：利用者端末  ：自動貸出機  

総記･哲学 

日本文学 

日本文学 

外国文学 

宗教･歴史 

歴史･地理 
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（５）信篤図書館

市川市高谷１－８－１  ＴＥＬ 047（328）8831 

ＦＡＸ 047（328）8831 

・交  通 東西線原木中山駅より徒歩２分 

・開館時間 火曜～日曜 ９:30～17:00

３階

おはなし室

（親と子のくつろぎの部屋）
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（６）南行徳図書館

市川市相之川１－２－４  ＴＥＬ 047（357）4188 

ＦＡＸ 047（357）4188 

・交  通 東西線南行徳駅より徒歩15分 

ＪＲ本八幡駅より浦安駅行きバス 

「欠真間」下車徒歩２分 

・開館時間 火曜～日曜 ９:30～17:00
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男子トイレ 

女子トイレ 
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（７）市川駅南口図書館

ＴＥＬ 047（325）6241

ＦＡＸ 047（325）6243

・交  通 ＪＲ市川駅より徒歩２分 

・開館時間 火曜～金曜 ９:30～21:00 

土・日・祝日 ９:30～18:00 

市川市市川南１－10－１ 

I-linkタウンいちかわ ザ タワーズ ウエスト３階

閲覧席 



① 指定管理者制度導入の経過

平成19年 ４月 南口図書館運営計画策定作業開始 

10月 行政経営会議（３日）において、Ａ棟３階（図書館・保育園）のレイアウト及び図書館 

運営形態（直営＋一部委託）の報告を行う 

20年 ９月 行政経営会議（17日）、指定管理者制度導入に関する会議（25日）において、市川駅  

南口図書館への指定管理者制度導入が正式に決定 

11月 12月議会開催（28日）、市川市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例の一部  

改正についての議案［市川駅南口図書館での設置及び指定管理者に管理を行わせること、

行徳図書館の祝日開館他（第31号）］、市川市立図書館設置条例の全部改正についての 

議案［中央図書館と生涯学習センターの祝日開館（第32号）］提出 

12月 環境文教委員会（２日）、議案第31号否決、第32号可決 

委員長報告・本会議議決（５日）、議案第31号及び第32号可決 

21年 １月 指定管理者公募受付（16～23日）に４社応募。選定審査会による１次審査（26･27日） 

２月 選定審査会による２次審査（２日） 

定例教育委員会（５日）指定管理者の指定の議案に係る教育委員会の意見聴取 

２月議会開会（16日）指定管理者の指定の議案（第84号）提出 

３月 議案第84号継続審議可決（３日） 

委員長報告・動議（11日）環境文教委員会審査期限付動議可決 

環境文教委員会（12･16･18･19日）選定評価表の見直し、適正なモニタリングの実施、 

３年後の制度継続を含めた見直し等、条件付きで議案第84号可決（19日） 

委員長報告・本会議議決（23日）議案第84号可決 

指定管理者の告示及び通知（27日）株式会社ヴィアックス 基本協定書締結（31日） 

４月 指定管理期間の開始（３年間:21/４/１～24/３/31） 

開館準備及び指定管理者研修（１～29日） オープニングセレモニー（30日） 

② モニタリング

平成22年 11月 21年度全期選定審査会（モニタリング結果審査・評価の決定）（８日） 

評価項目は、大項目全18項目、評価視点（評価事項）全46項目138点を設定 

23年 ８月 22年度全期選定審査会（モニタリング結果審査・評価の決定）（22日） 

評価項目を整理し、図書館サービスに直接関連する評価視点を３項目増 

24年 ８月 23年度全期選定審査会（モニタリング結果審査・評価の決定）（７日） 

25年 ２月 評価委員による評価項目検討審査会（15日）評価項目は、大項目全16項目、評価視点 

（中項目）全38項目102点とし、図書館サービス部分を重視する傾斜配分に改める 

３月 新評価項目での中央図書館モニタリング担当者による24年度上半期第１次評価（８日） 

６月 中央図書館モニタリング担当者による24年度全期第１次評価（14日） 

７月 評価委員会による24年度全期第２次評価（２日） 

選定審査会（モニタリング結果審査・評価の決定）（31日） 

11月 中央図書館モニタリング担当者による25年度上半期第１次評価（21日） 

26年 ６月 中央図書館モニタリング担当者による25年度全期第１次評価（13日） 

評価委員会による25年度全期第２次評価（30日） 

７月 「市川市指定管理者のモニタリングに関する実施要領」一部改正により第２次評価を選定

審査会会長へ報告 

８月 平成25年度モニタリング評価の決定

12月 中央図書館モニタリング担当者による26年度上半期第１次評価（５日）

27年 ６月 中央図書館モニタリング担当者による26年度全期第１次評価（19日） 

７月 評価委員会による26年度全期第２次評価（16日） 

８月 平成26年度モニタリング評価の決定 

12月 新評価項目での中央図書館モニタリング担当者による27年度上半期第１次評価（18日） 

28年 ６月 中央図書館モニタリング担当者による27年度全期第１次評価（17日） 

７月 評価委員会による27年度全期第２次評価（14日） 

８月 平成27年度モニタリング評価の決定 

12月 中央図書館モニタリング担当者による28年度上半期第１次評価（22日） 



29年 ６月 中央図書館モニタリング担当者による28年度全期第１次評価（15日） 

７月 評価委員会による28年度全期並びに指定期間全体（24年度～28年度）第２次評価（13日） 

９月 平成28年度モニタリング評価の決定 

12月 中央図書館モニタリング担当者による29年度上半期第１次評価（21日） 

30年 ６月 中央図書館モニタリング担当者による29年度全期第１次評価（15日） 

７月 評価委員会による29年度全期第２次評価（12日） 

10月 平成29年度モニタリング評価の決定 

③ 更新

平成23年 ５月 公の施設の指定管理者候補者選定審査会（18日） 

８月 指定管理者公募受付（７/31～８/11）に３社応募 

10月 選考委員会による１次審査（７日）選定審査会による２次審査（19日） 

11月 定例教育委員会（10日）指定管理者の指定の議案に係る教育委員会の意見聴取 

12月議会開会（25日）指定管理者の指定の議案（第39号）提出 

12月 委員長報告・本会議議決（２日）、議案第39号可決 

指定管理者の告示及び通知（９日）株式会社ヴィアックス 

24年 ３月 基本協定書締結（31日） 

４月 ２回目の指定管理期間の開始（５年間:24/４/１～29/３/31） 

26年 ３月 変更基本協定書締結（31日） 

28年 ４月 変更基本協定書締結（１日） 

５月 公の施設の指定管理者候補者選定審査会（24日） 

７月 指定管理者公募受付（７/７～７/14）に２社応募 

８月 選考委員会による１次審査（９日） 

10月 選定審査会による２次審査（12日） 

12月 定例教育委員会報告（１日）（第21号） 

12月議会開会（２日）指定管理者の指定の議案（第61号）提出 

委員長報告・本会議議決（９日）、議案第61号可決 

指定管理者の告示及び通知（21日）株式会社ヴィアックス 

29年 ３月 基本協定書締結（31日） 

４月 ３回目の指定管理期間の開始（５年間:29/４/１～34/３/31） 



評価一覧表　　施設名：市川市市川駅南口図書館　　指定管理者：㈱ヴィアックス　　適用期間：平成29年度全期

評価 評価点 評価 評価点

1 利用者アンケートの実施等に関すること 利用者アンケート調査を実施し、改善に努めているか。 B 2 - -

2 利用者の苦情等のトラブル対応は適切に行われているか。 A 3 A 3

3 電話での対応を含む職員の接客態度は適切か。 B 2 B 2

4 業務遂行に必要な要員配置及び司書有資格者は確保されているか。 B 2 B 2

5※ 労働関連法令を順守した雇用を行っているか。 B 2 B 2

6☆ 組織の指揮命令系統・チェック機能が確保されているか。 B 2 B 2

7 個人情報の保護に関すること 利用者の個人情報は、市川市個人情報保護条例に従って適正に管理されているか。 A 3 A 3

8☆ 指定管理者の経理に関すること 会計区分は適正に管理され、決算は適正に行われているか。 B 2 B 2

9☆ 文書管理に関すること 文書の管理及び保管は適切に行われているか。 B 2 B 2

10☆ 提出書類に関すること 提出書類は適正なものを期日までに提出しているか。 B 2 B 2

11※ 施設賠償責任保険の付保に関すること 施設賠償責任保険の加入は適切に行われているか。 B 2 B 2

12※ 第三者への一括委託に関すること 一括委任、一括委託は行われていないか。 B 2 B 2

13※ 施設の目的外使用に関すること 市川駅南口図書館の目的外使用は行われていないか。または、適正な目的外利用を行っているか。　 B 2 B 2

14☆ 市の財産の管理に関すること 市の財産の形状、形質等の変更はないか。 B 2 B 2

15☆ 仕様書の範囲内で適切に修繕を行われているか。 B 2 B 2

16 備品は適正に管理しているか。 B 2 B 2

17 施設の状況に関すること 委託業務の適正な履行の確認・管理が行われているか。（清掃・警備・各種保守点検） B 2 B 2

18 事故防止、安全対策がされているか。 B 2 B 2

19 事故等の緊急時、災害発生時の対応は確保されているか。 A 3 A 3

20※ 防火管理者は適正に配置されているか。 B 2 B 2

21 公共性の尊重に関すること 公の施設及び公共図書館であることを認識した管理運営が従事者まで徹底されているか。 B 2 B 2

22※ 法令等の遵守に関すること 市川駅南口図書館の設置管理条例及び施行規則に定める事項を遵守しているか。 B 2 B 2

23 情報の公開に関すること 情報の公開に努めているか。 B 2 B 2

24☆ 指定管理者の経営状況に関すること 指定管理者の財務状況は安定しているか。 B 2 - -

25 現場従事者等に対する研修は適切に行われているか。（含．配置前研修） A 3 A 3

26 短時間滞在型の駅前情報拠点としての特色を生かしたサービスを展開しているか。（外部データベース・ＩＣタグ） A 3 B 2

27 ビジネス支援サービスを積極的に展開しているか。 B 2 B 2

28 健康・医療情報提供の充実を図るための工夫がなされているか。 A 3 A 3

29 地域との連携を図ることにより機能的な図書館サービスを展開しているか。 A 3 A 3

30 行事は適切に行われているか。 A 3 A 3

31 ＰＲ活動等の努力が行われているか。 A 3 A 3

32☆ 利用者登録業務は適切に行われているか。 B 2 B 2

33 貸出返却業務は適切に行われているか。 A 3 A 3

34 予約業務は適切に行われているか。 A 3 A 3

35 レファレンス業務は適切に行われているか。（対応・内容について） B 2 B 2

36 レファレンス業務は適切に行われているか。（記録・報告について） B 2 B 2

37 資料管理業務は適切に行われているか。 B 2 B 2

38 書架管理業務は適切に行われているか。（含．月末館内整理・蔵書点検） B 2 B 2

【注】評価方法について

①評価視点ごとの評価点 ②総合評価の方法

全38項目（平成29年度全期）   全36項目（平成29年度上半期）

☆：Ｂ・Ｃ・Ｄの３段階で評価→6,8～10,14,15,24,32

※：Ｂ・Ｄの２段階で評価→5,11～13,20,22

その他の項目は、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段階で評価

87

職員の配置・補充体制に関すること

施設・備品の維持管理・修繕に関すること

事故・緊急事態の対応に関すること

図書館サービス業務に関すること

利用者の要望及び苦情に関すること

合計点

56点～  　点

改善 Ｄ評価あり

総合評価 合計評価点

優 95点～85点

84点～57点

可

良

総合評価

82

1ヵ年度 上半期

良 良

評価視点大項目No.

良 　89点～60点

可 　59点～  　点

改善 Ｄ評価あり

総合評価 合計評価点

優 100点～90点

評価 評価点

Ａ 3

Ｂ 2

Ｃ 1

Ｄ 0



（８）関連施設

① 市民図書室

市民図書室は、コミュニティスクールの一環と 

して市内小学校４校に設置された。 

平成11年度より生涯学習部生涯学習課から図書館

へ所管変更され、現在は中央図書館所管の非常勤職

員が市民ボランティアの協力を得て本の貸出・返

却・整理などを行っている。 

また、ボランティアが主体となって、おはなし会、

絵本の読み聞かせ会、人形劇、古本市を行うなどそ

れぞれ地域に密着したサービスを展開し、地域住民

の活動の場ともなっている。併設されている学校と

の連携も重視している。 

・利用(貸出)には、市立図書館とは別に、それぞれ

の図書室で登録が必要。借りた資料は、借りた図

書室にのみ返却可能。

・図書館システムの端末が設置されており、市立図

書館の蔵書が検索でき、市立図書館の図書・雑誌

の返却や予約の受付・受取ができる。

（市立図書館の蔵書検索、返却、予約の貸出の手

続きは非常勤職員が行っている）

・市立図書館の物流便は毎週水・土曜日に巡回

・開室日 水・土・日曜 

・開室時間 10:00～16:00

② 男女共同参画センター情報資料室

・市川市市川１－24－２ 市川西消防署４階

・ＴＥＬ 047（322）6700

 

 

・交通 ＪＲ市川駅 京成市川真間駅より徒歩５分

・貸出日 火曜～日曜 ９:30～17:00

（祝日・毎月最終火曜日は除く） 

・市立図書館の物流便は、毎週水・金・日曜日に巡

回する。

・床面積 93㎡

男女共同参画についての資料の収集と提供を行っ

ている。図書館とオンライン化されており、市立図

書館と共通の利用券で利用できる（貸出は10冊ま

で）。また、市立図書館の図書・雑誌の返却や予約

の受付・受取ができる。 

所管は、総務部男女共同参画課だが、図書購入の

費用及び運営の非常勤職員の費用は図書館の費目。 

③ 情報プラザ２階

・市川市南八幡４－２－５

・ＴＥＬ 047（314）0811

・交通 ＪＲ本八幡駅南口より徒歩１分

・利用時間 火曜～金曜 10:00～19:30

土･日･祝日 10:00～18:00 

（第４日曜日は除く） 

図書館とオンライン化されており、図書館の 

予約図書・雑誌の受取ができる。また、図書館 

資料返却用のポストが設置されている。 

（平成23年度より情報政策部情報政策担当から 

図書館へ所管変更） 

図書室名 住所・電話番号 床面積 開設年月日 

塩 焼 市 民 図 書 室 市川市塩焼５－９－８ 
135.0㎡ 昭和 56年 10月８日 

（塩焼読書センター） 047（397）6823 

稲 越 市 民 図 書 室 市川市稲越町 518－２ 
135.0㎡   昭和 56年 10月８日 

（ひばり図書室） 047（373）6013 

福 栄 市 民 図 書 室 
市川市南行徳２－２－１ 

112.5㎡ 昭和 60年 10月５日 
047（395）5020 

大 柏 市 民 図 書 室 
大野町２－1877 

315.0㎡ 平成 ３年 ４月１日 
047（338）7897 

市民図書室一覧



④ 公民館図書室

市内16の公民館のうち、大野・西部・曽谷・東

部・市川・市川駅南・本行徳の７館に公民館図書

室が設置されている。公民館の運営は、社会教育

課が行っており、図書室担当の非常勤職員につい

ても、社会教育指導員として社会教育課が配置し

ている。（大野は除く） 

図書館では、図書費負担と選書の審査を行って

いる。 

Ａ.大野公民館図書室…システムによる蔵書管理 

平成26年度より中央図書館所管の非常勤職員

が運営にあたっている。 

 市立図書館所蔵資料の返却、予約（図書・雑

誌）の受付・受取、蔵書検索などのサービスを

受けることができる。また、図書館で貸出した

ＣＤの返却を受け付けている。 

平成28年12月に蔵書をバーコード化し、蔵書

管理と利用者管理を図書館システムに一元化し

たことで、市立図書館の利用券で貸出が可能と

なった。 

図書の貸出点数は市立図書館と同じ20冊まで

拡大された。 

市立図書館の物流便が週３回巡回し、公民館

１階の大柏出張所には、市立図書館資料返却用

のポストが設置されている。 

Ｂ.西部・曽谷・東部公民館図書室 …受取拠点 

 市立図書館とは別にそれぞれの図書室で利用

登録が必要となり、借りた資料は借りた図書室

にのみ返却可能。 

  市立図書館システムの端末が設置されており、

市立図書館利用券で、市立図書館所蔵資料の予

約（図書・雑誌）の受付・受取、返却、蔵書検

索のサービスを受けることができる。 

  市立図書館の物流便が週２回巡回している。 

  また、平成29年10月１日より、曽谷公民館図

書室は日曜日、東部公民館図書室は火曜日を貸

出日とし、それぞれ貸出日が週３日に拡大され

た。 

Ｃ.市川・市川駅南・本行徳公民館図書室 

図書室の利用はＢと同様。 

市立図書館システムの端末は設置しておらず、

市立図書館資料の貸出返却はできない。 

但し、市川公民館には市立図書館資料返却用

のポストが設置されている。 

公民館図書室一覧 (Ａ・Ｂはオンライン端末設置) 平成30年４月１日現在 

公民館図書室名 住所・電話番号 開室日 貸出日・時間 床面積 

Ａ 大野公民館図書室 市川市南大野２－３－19 

047（339）3400 

火曜～日曜 

９:00～17:00 
火曜～日曜 

９:30～17:00 127.0㎡ 

Ｂ 西部公民館図書室 
市川市中国分２－13－８ 

047（371）2777 

火曜～日曜 

９:00～17:00 
水曜～日曜 10:00～12:00 

13:00～16:30 
112.0㎡ 

曽谷公民館図書室 
市川市曽谷６－25－５ 

047（372）2871 

火曜～日曜 

９:00～17:00 
水・土・日曜 10:00～12:00 

13:00～16:30 
144.0㎡ 

東部公民館図書室 
市川市本北方３－19－16 

047（337）8886 

火曜～日曜 

９:00～17:00 

火・水・土曜 10:00～12:00 

13:00～16:30 
81.0㎡ 

Ｃ 市川公民館図書室 
市川市市川２－33－２ 

047（321）1171 

火曜～日曜 

９:00～17:00 

水曜・土曜 ９:30～12:00 

13:00～16:30 
40.5㎡ 

市川駅南公民館図書室 
市川市大洲４－18－３ 

047（370）3564 

火曜～日曜 

９:00～17:00 

水曜・日曜 10:00～12:00 

13:00～16:30 
31.4㎡ 

本行徳公民館図書室 
市川市本行徳12－８ 

047（359）1351 

水曜・日曜 

９:00～17:00 
水曜・日曜 10:00～12:00 

13:00～16:30 
170.0㎡ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ



７．図書館コンピュータシステム

（１）図書館コンピュータシステムの概要

市川市立図書館では昭和 60 年にコンピュータシ

ステムを導入。平成６年の中央図書館開館に際し

て２回目の更新を行い、可変長 MARC の採用、学校

図書館とのパソコン通信連携を実施した。 

平成 12年 10月に富士通の iLiswing Ver2.0に３

回目の更新、また平成 17 年７月に同社の

iLiswing21/UX+に４回目の更新を行い、市内全域

へのネットワーク拡大とインターネットでのサー

ビス充実を行った。平成 23 年 11 月に５回目の更

新を行い富士通の iLisfieraを採用した。平成 28

年 11月にはこのパッケージが、Internet Explorer 

11 を利用した環境下においても正常に稼動する

ための設定を各機器に対して行っている。 

市川駅南口図書館では開館した平成 21 年４月に、

行徳図書館では平成 28年７月に、それぞれＩＣタ

グによる蔵書管理システム iLiscompを導入し、セ

キュリティゲートや自動貸出機等を設置。窓口業

務や蔵書点検業務の効率化を図った。 

平成 29 年度は、８月に「市川市図書館情報シス

テム再構築に関する情報提供依頼(ＲＦＩ)」を実

施、１月からは６回目のシステム更新と今後予定

されている全館へのＩＣ機器の導入準備のための

ワーキンググループの活動を開始するなど、図書

館コンピュータシステム再構築のための準備期間

となった。 

（２）インターネットでのサービス

平成 

12 年 10月 インターネットでの蔵書情報の公開

利用者自らＩＤとパスワードにより

貸出状況・予約状況の照会が可能

14年 ５月 携帯端末での蔵書検索を実施 

メールでのレファレンス受付開始

10 月 図書館ホームページが財団法人高度 

映像情報センター（AVCC）の主催す 

る公共ホームページ Goodsite 賞に 

選出 

11月 インターネットで図書・雑誌の予約 

受付を開始 

15年 ７月 ＣＴＩサーバを導入し、段階的に 

ｅメール及び電話による督促通知、 

予約通知の自動連絡を開始する 

17年 ７月 ＣＤ・ビデオのネット予約受付開始 

図書館ホームページのリニューアル 

TRC-MARC をＵからＴタイプに変更 

蔵書検索で内容紹介、著者紹介等の 

項目が検索対象となる 

18年 ３月 ＳＳＬ暗号化通信を導入 

市川市が韓国ソウル市江南区電子図

書館の閲覧ＩＤを配布開始 

10月 予約資料の宅配サービスを開始 

20年 ６月 「青空文庫」作成電子テキストの書 

誌データをＷｅｂサーバで一括検索 

開始 

21年 ６月 TRC-MARC を全件Ｔタイプに塗替え 

TRC雑誌 MARCを導入 

26年 10月 ＱＲコードを利用した目録検索結果

等の読み取りサービス「スマート簡

単検索（ALPACA）」運用開始 

28年 ３月 スマートフォン対応 Web-OPAC サー

ビス開始 

（３）ネットワークの拡充

平成 12年からの市内ケーブル回線網の敷設及び 

全庁的なイントラネット構築に伴い、図書館未設 

置地区へネットワーク拠点を増設。 

平成 

12年 10月 市立小学校に併設の市民図書室４室 

（塩焼・稲越・福栄・大柏）及び公 

民館図書室２室（大野・西部）にオ 

ンライン端末を設置し、図書館の予

約本を取り寄せて、貸出・返却を可

とする

14年 ５月 情報システム課が情報プラザに移転 

本庁－情報プラザ－生涯学習センタ 

ー間が 100Ｍbps の回線で接続され 

る 

15年 ２月 情報プラザ２階電子市役所で の

予約資料受渡しを実施 

６月 曽谷公民館図書室に端末を設置 

７月 情報プラザに端末を設置 

16 年 ６月 東部公民館図書室に端末を設置 



 

 

 

 

 

 

17 年 10月 行徳支所まで 100Ｍbps の回線とな 

り、図書館も支所より分岐して接続 

千葉商科大学付属図書館に端末を設 

置 

20 年 全庁的にネットワーク再構築が実施 

される 

21 年 ４月 市川駅南口図書館開館に伴い、100 

Ｍbps の光回線を接続し、業務端末 

９台、ＯＰＡＣ４台、自動貸出機３ 

台、セキュリティゲート２基を設置 

26 年 ４月 大野公民館図書室でＣＤ返却受付の 

試行開始 

28 年 ７月 行徳図書館に自動貸出機４台、セキ 

ュリティゲート２基を設置 

 11月 図書館情報システムを Internet 

Explorer 11に対応させるための設

定作業を行う 

29 年 ２月 大野公民館図書室の蔵書情報を図書 

館コンピュータシステムに組入れ、 

コンピュータによる蔵書管理を開始

全庁的に情報セキュリティ強靭化対

策が実施され、図書館業務はインタ

―ネット系回線での利用となる

（４）図書館内インターネット接続

サービス等
平成 

12年 10月 館内利用者端末（タッチパネル式） 

を増設（全館 26 台、レシートプリン 

タ付）

〔中央図書館〕Web-OPAC（キーボード

式）３台を新設

朝日新聞記事全文検索データベース

を導入

ビジネスルームに持ち込みパソコン

のインターネット接続環境を整備、有

線ＬＡＮ接続で４席

業務端末は全館全端末が本庁イント

ラ経由でインターネット常時接続が

可能とし、相互協力やレファレンス業

務等でインターネット上の情報源を

利用できるようになる

14 年 ５月 〔中央図書館〕｢ＩＴブース」として、 

視聴覚ブースにインターネット用パ 

ソコンを６台設置、無線ＬＡＮカー

ド貸出により利用提供

ビジネスルームのインターネット接

続を７席対応に変更

朝日新聞記事全文検索データベース

を館内 Web-OPAC で利用者に開放

17年 ７月 〔中央図書館〕日経テレコン 21を導 

入 

ビジネスルームのインターネット接 

続を 12席対応に変更 

｢ＩＴブース」をＵＳＢキー貸出に変 

更 

18年 ６月 〔中央図書館〕江南区電子図書館閲 

覧端末を韓国語資料の書架横に設置 

21年 ４月 〔市川駅南口図書館〕閲覧席 20席に 

情報コンセント（電源、ＬＡＮ）を 

設置、フリースポットでの無線接続 

も可能とする 

外部データベース閲覧端末３台を設 

置、プリントアウトサービスを可能 

とする 

10月 〔中央図書館〕毎日Ｎｅｗｓパック、 

ヨミダス文書館、聞蔵Ⅱブリタニカ

のオンラインデータベースを館内

Web-OPACで利用者に開放

12月 〔中央図書館〕障がい者専用パソコ 

ンを入替え、インターネット接続で、 

点訳及び DAISY等の音声資料対応

23年 11月 〔中央図書館〕コインベンダー式プ 

リンタ導入

ビジネスルームにフリースポット導

入、無線接続を可能とする

〔行徳図書館〕３階パソコンルーム

にフリースポット導入、無線接続を

可能とする

26年 ４月 〔中央図書館・市川駅南口図書館〕 

D1-Law.comを導入 

６月 〔中央図書館〕国立国会図書館「デ 

ジタル化資料送信サービス」「歴史

的音源」利用開始 

８月 〔中央図書館〕障がい者専用パソコ

ンを入替え

27年 ２月 〔中央図書館〕新聞閲覧パソコンに 

日経ヴェリタス電子版を導入 

６月 〔中央図書館〕国立国会図書館「デ 

ジタル化資料送信サービス」の複写 

サービスを開始

８月 〔中央図書館〕新聞閲覧パソコンに 

主要新聞社等のＷｅｂサイト閲覧の 

ための環境を整備 

29年 ４月 〔中央図書館・市川駅南口図書館〕 

LexisNexisJPの公共図書館への配

信中止に伴い、Westlaw.JAPANの試

行導入を開始 

６月 〔行徳図書館〕国立国会図書館「デ 

ジタル化資料送信サービス」利用開

始 



<参考> 

②データベース・プリント枚数(平成 29年度)

① オンライン・データベース導入一覧  [平成 30年４月１日現在] 

データベースタイトル 
中央 行徳 駅南 

業務 閲覧 視聴 業務 閲覧 視聴 業務 閲覧 視聴 

① 聞蔵Ⅱ：朝日新聞社オンライン記事データベース ○ ○ ○ ○ 

② ヨミダス文書館：読売新聞記事データベース ○ ○ ○ ○ 

③ 毎索：毎日新聞記事データベース ○ ○ ○ ○ 

④ 日経テレコン 21〔図書館向け〕 ○ ○ ○ ○ 

⑤ D1-Law.com:第一法規 法情報総合データベース ○ ○ ○ ○ 

⑥ 官報情報検索サービス ○ ○ ○ ○ 

⑦ ブリタニカオンラインジャパン ○ ○ ○ ○ 

⑧ MAGAZINEPLUS（日外アソシエーツ） ○ ○ ○ ○ 

⑨ 国立国会図書館「デジタル化資料送信サービス」 〇 〇 ○ ○ 

⑩ 国立国会図書館「歴史的音源」 〇 ○ 

⑪ 日経ヴェリタス電子版 〇 

⑫ ナクソス・ミュージック・ライブラリー ○ 

 

館 枚数 <うち、デジタル化資料送信サービス分> 

中央 1,693枚 <747枚> 
駅南 155枚 －

30年 ３月 〔市川駅南口図書館〕ナクソス・ミ

ュージック・ライブラリーの館内視

聴開始 
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８．平成30年度予算 

（１）市の予算 （単位：千円） 

項 目 平成30年度当初予算額 平成29年度当初予算額 対 前 年 度 比 

総 額 ２３８，３２５，０００ ２４１，９７５，０００ △３，６５０，０００

一 般 会 計 

特 別 会 計 

公営企業会計 

１４４，０００，０００ 

７４，２８８，０００ 

２０，０３７，０００ 

１４４，８００，０００ 

９５，１８３，０００ 

１，９９２，０００ 

△８００，０００

△２０，８９５，０００

１８，０４５，０００

（２）教育費 （単位：千円） 

科 目 平成30年度当初予算額 平成29年度当初予算額 対 前 年 度 比 

一般会計のうち教育費 １３，４２７，０００ 

（一般会計の９．３％） 

１１．８９０，０００ 

（一般会計の８．２％） 

１，５３７，０００ 

教育費のうち図書館費 ４２５，５２５ 

（教育費の３．２%） 

３４１，１６７ 

（教育費の２．９％） 

８４，３５８ 

（３）図書館費 （単位：千円） 

平成30年度当初予算額 細 節 平成29年度当初予算額 

総  計 ４２５，５２５ ３４1，１６７ 

７．賃 金 ７９，５５９ ◎非常勤職員等雇上料 ７９，５５９ ７９，１６３ 

８．報 償 費 ６３ 

◎報償金 ４７ 

◎講師謝礼金 １６ 

６３ 

９．旅 費 １１ ◎職員旅費   １１ １３ 

11．需 用 費 １０２，７２４ 

◎消耗品費 ８３，７５９ 

◎定期刊行物費 １０，３４３ 

◎印刷製本費  １，３０１ 

◎光熱水費  ３，１２４ 

◎物品修繕料  ４９９

◎自動車修繕料   １９４ 

◎施設修繕料  ３，５００ 

◎医薬材料費  ４ 

１０４，０８３ 

12．役 務 費 ２７，９２９ 

◎通信運搬費  ３，３７５ 

◎手数料 ２４，５４４ 

◎筆耕翻訳料  １０ 

２７，３３３ 

13．委 託 料 １５４，９８７ ◎委託料 １５４，９８７ ９５，９９３ 

14．使用料及び 

  賃借料 

２７，５３６ 

◎使用料 ３，２２６ 

◎賃借料 ２４，３１０ 

１９，７６７ 

15.工事請負費 １８，０００ ◎改修工事費 １８，０００ ０ 

18．備品購入費 ３，５２９ 

◎事業用機械器具費 ５１４ 

◎図書費 ３，０１５ 

３，６４５ 

19．負担金補助 

  及び交付金 

１１，１０７ 

◎負担金 １１，１０７ 

１１，１０７ 

27．公 課 費 ８０ ◎自動車重量税 ８０ ０ 



（４）館別資料費

○ 図 書 館 （単位：千円） 

館  名 
図 書 費 

視聴覚資料費 定期刊行物費 合 計 
消耗品図書 備品図書 計 

中  央 
 ３４，０８２ 

（３1，５９７） 

 ２，７１２ 

（２，７１２） 

 ３６，７９４ 

（３４，３０９） 

５３３ 

（５５４） 

  ６，２３４ 

（６，２２１） 

 ４３，５６１ 

（４１，０８４） 

行  徳 
８，５０３ 

（８，５０３） 

３０３ 

（３０３） 

 ８，８０６ 

（８，８０６） 

  ４２７ 

（４２７） 

  １，６９０ 

（１，７０３） 

 １０，９２３ 

（１０，９３６） 

信  篤 
  ２，１２７ 

（２，１２７） 

０ 

（０） 

  ２，１２７ 

（２，１２７） 

０ 

（０） 

５５０ 

（５５０） 

  ２，６７７ 

（２，６７７） 

南行徳 
 ２，１２７ 

（２，１２７） 

０ 

（０） 

  ２，１２７ 

（２，１２７） 

０ 

（０） 

５６０ 

（５６０） 

  ２，６８７ 

（２，６８７） 

平  田 
  ２，１３０ 

（２，１３０） 

０ 

（０） 

  ２，１３０ 

（２，１３０） 

０ 

（０） 

５２０ 

（５２０） 

  ２，６５０ 

（２，６５０） 

市川駅南口 
  ５，０５４ 

（５，７４７） 

０ 

（０） 

  ５，０５４ 

（５，７４７） 

３４６ 

（５０４） 

７３５ 

（７３５） 

  ６，１３５ 

（６，９８６） 

全 館 

ﾘｸｴｽﾄ

 １２，３７０ 

（１２，３７０） 

０ 

（０） 

１２，３７０ 

（１２，３７０） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

 １２，３７０ 

（１２，３７０） 

合  計 
６６，３９３ 

（６４，６０１) 

 ３，０１５ 

（３，０１５） 

６９，４０８ 

（６７，６１６) 

 １，３０６ 

（１，４８５） 

 １０，２８９ 

（１０，２８９） 

８１，００３ 

（７９，３９０) 

○ 図書館類似施設 （単位：千円） 

図 書 費 
視聴覚資料費 定期刊行物費 合 計 

消耗品図書 備品図書 計 

男女共同

参画ｾﾝﾀｰ 

２８０ 

（２８０） 

０ 

（０） 

２８０ 

（２８０） 

０ 

（０） 

１４ 

（１４） 

２９４ 

 （２９４） 

○ 公民館図書室（大野・西部・曽谷・東部・市川・市川駅南・本行徳の７図書室）  （単位：千円） 

図 書 費 
視聴覚資料費 定期刊行物費 合 計 

消耗品図書 備品図書 計 

公民館 

図書室 

 ３，０００ 

（３，３００） 

０ 

（０） 

 ３，０００ 

（３，３００） 

０ 

（０） 

０ 

（０） 

 ３，０００ 

（３，３００） 

○ 市民図書室（塩焼・稲越・福栄・大柏の４図書室）  （単位：千円） 

図 書 費 
視聴覚資料費 定期刊行物費 合  計 

消耗品図書 備品図書 計 

市 民 

図書室 

  １，２４８ 

（１，３６８） 

０ 

（０） 

  １，２４８ 

（１，３６８） 

０ 

（０） 

４０ 

  （０） 

  １，２８８ 

（１，３６８） 

○ 資料費総計 （単位：千円） 

図 書 費 
視聴覚資料費 定期刊行物費 合 計 

消耗品図書 備品図書 計 

総 計 
７０，９２２ 

(６９，５４９) 

  ３，０１５ 

（３，０１５） 

７３，９３７ 

(７２，５６４) 

１，３０６ 

（１，４８５） 

 １０，３４３ 

（１０，３０３） 

８５，５８６ 

(８４，３５２) 

※（  ）内は平成29年度当初予算額 

※ 定期刊行物費は、新聞、雑誌及び加除式図書追録代の合計額

※ 資料費のより一層の有効活用を図るため、各館のリクエスト図書購入費を一本化し、「全館リクエスト」として計上

※ 歳出（予算）は切り上げ



○市川市図書館資料費当初予算額推移表

（単位：千円） 

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

図書費 83,385 79,274 95,357 83,377 77,044 75,927 86,140 71,450 67,616 69,408 

消耗品図書費 77,457 73,889 85,797 78,377 72,544 72,362 82,572 68,032 64,601 66,393 

備品図書費 5,928 5,385 9,560 5,000 4,500 3,565 3,568 3,418 3,015 3,015 

視聴覚資料費 3,566 3,731 10,655 3,714 835 1,924 2,121 2,911 1,485 1,306 

消耗品費 3,101 3,263 3,246 3,245 835 1,451 1,651 2,157 855 793 

備品購入費 465 468 7,409 469 0 473 470 754 630 513 

定期刊行物費 12,015 11,423 11,669 11,597 10,437 10,437 10,489 10,489 10,289 10,289 

合 計 98,966 94,428 117,681 98,688 88,316 88,288 98,750 84,850 79,390 81,003 



９.平成29年度統計
（１）蔵書冊数（平成29年度）

(単位：冊）

一般書 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
０総記 11,134 74 348 2,268 437 321 346 14,928
１哲学 22,020 220 756 3,383 1,210 632 686 28,907
２歴史 30,456 313 1,617 8,718 2,271 1,682 2,955 48,012

３社会科学 55,014 438 2,337 15,053 3,162 2,459 1,723 80,186
４自然科学 25,969 381 1,434 6,701 1,953 1,406 1,090 38,934

５技術 19,809 1,648 3,115 8,436 3,534 2,697 5,714 44,953
６産業 8,302 191 732 2,718 743 549 895 14,130
７芸術 34,712 406 2,157 9,194 2,721 1,536 2,866 53,592
８言語 9,589 50 428 1,866 481 312 539 13,265
９文学 50,628 5,496 9,235 28,244 15,548 8,797 7,469 125,417

郷土行政 50,675 0 388 3,875 594 613 424 56,569
参考資料 25,488 0 149 2,102 369 237 403 28,748

外国語資料 13,493 0 0 668 0 0 0 14,161
障がい者資料 10,682 240 0 588 0 0 0 11,510
ｺｰﾅｰ別資料 258,830 0 4,369 23,240 11,077 5,853 47,363 350,732

一般計 626,801 9,457 27,065 117,054 44,100 27,094 72,473 924,044
(単位：冊）

児童書 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
０総記 443 29 91 308 185 71 96 1,223
１哲学 523 23 97 226 93 65 64 1,091
２歴史 4,544 93 492 1,685 621 551 448 8,434

３社会科学 4,203 100 472 1,477 484 508 464 7,708
４自然科学 8,727 562 1,334 2,714 1,476 1,350 1,245 17,408

５技術 2,831 254 446 1,182 503 455 584 6,255
６産業 1,654 72 262 530 227 251 229 3,225
７芸術 3,794 365 605 1,398 771 588 805 8,326
８言語 853 21 140 332 136 133 140 1,755
９文学 25,716 1,819 3,908 10,346 5,182 4,788 3,339 55,098
Ｅ絵本 37,256 2,971 6,462 15,618 5,148 6,034 6,474 79,963

Ｐ紙芝居 1,027 149 247 460 169 176 331 2,559
児童郷土 1,496 0 7 286 83 16 0 1,888
児童参考 764 0 18 203 72 27 83 1,167
児童研究 2,928 0 0 719 123 138 0 3,908
児童計 96,759 6,458 14,581 37,484 15,273 15,151 14,302 200,008

図書計 723,560 15,915 41,646 154,538 59,373 42,245 86,775 1,124,052
(単位：点）

図書以外 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
雑誌 40,194 0 1,353 6,247 1,609 1,127 1,266 51,796

ビデオ 3,781 0 0 48 0 0 0 3,829
ＤＶＤ 1,866 0 0 347 0 0 992 3,205
ＣＤ 13,387 0 0 7,661 0 0 0 21,048

その他付録等 3,776 0 49 522 15 17 141 4,520
図書以外計 63,004 0 1,402 14,825 1,624 1,144 2,399 84,398

総計 786,564 15,915 43,048 169,363 60,997 43,389 89,174 1,208,450



（1-2）分野別蔵書冊数内訳（平成29年度）
(単位：冊）

郷土行政 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
市川市 17,020 0 300 2,357 346 420 322 20,765
千葉県 22,192 0 88 1,518 248 193 102 24,341

市民文庫 5,802 0 0 0 0 0 0 5,802
特別ｺﾚｸｼｮﾝ 5,661 0 0 0 0 0 0 5,661

合計 50,675 0 388 3,875 594 613 424 56,569

外国語資料 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
英語 6,489 0 0 635 0 0 0 7,124

中国語 3,748 0 0 10 0 0 0 3,758
韓国語 1,625 0 0 20 0 0 0 1,645
ドイツ語 118 0 0 0 0 0 0 118

フランス語 343 0 0 1 0 0 0 344
スペイン語 311 0 0 1 0 0 0 312

ポルトガル語 126 0 0 1 0 0 0 127
イタリア語 220 0 0 0 0 0 0 220

西洋の諸言語 50 0 0 0 0 0 0 50
東洋の諸言語 463 0 0 0 0 0 0 463

合計 13,493 0 0 668 0 0 0 14,161

障がい者資料 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
点字図書 3,124 0 0 0 0 0 0 3,124
音訳図書 2,685 0 0 0 0 0 0 2,685

DAISY図書 515 0 0 0 0 0 0 515
大活字本 2,771 240 0 588 0 0 0 3,599
CDブック 1,072 0 0 0 0 0 0 1,072

文芸カセット 336 0 0 0 0 0 0 336
布の絵本 130 0 0 0 0 0 0 130
その他 49 0 0 0 0 0 0 49
合計 10,682 240 0 588 0 0 0 11,510

コーナー別資料 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
Ａヤング 19,224 0 0 2,002 1,086 1,527 0 23,839
Ｂ文庫 51,864 0 4,214 20,318 9,991 4,326 13,843 104,556
V新書 13,354 0 155 920 0 0 12,161 26,590

Ｍ外国文学 17,379 0 0 0 0 0 0 17,379
Ｎ環境 4,604 0 0 0 0 0 0 4,604

Ｊビジネス 30,509 0 0 0 0 0 12,251 42,760
Ｘ日本文学 51,173 0 0 0 0 0 0 51,173

Ｗ平和 8,988 0 0 0 0 0 0 8,988
Ｈ暮らし 26,807 0 0 0 0 0 9,108 35,915
Ｄ趣味 18,785 0 0 0 0 0 0 18,785

Ｓスポーツ 5,310 0 0 0 0 0 0 5,310
Ｇ旅行 10,833 0 0 0 0 0 0 10,833
合計 258,830 0 4,369 23,240 11,077 5,853 47,363 350,732

※市川駅南口のＨは「健康医療」

※ 



（1-3）蔵書冊数の推移

ａ）一般書の推移
(単位：冊）

中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
平成24年度 579,323 8,494 26,843 107,088 48,163 28,752 61,709 860,372
平成25年度 584,972 9,231 27,144 109,418 48,586 29,334 66,363 875,048
平成26年度 598,006 9,920 27,463 109,920 47,685 27,579 69,097 889,670
平成27年度 609,978 10,469 27,521 107,595 47,273 27,230 71,575 901,641
平成28年度 621,677 8,967 27,528 112,809 44,516 28,596 72,867 916,960
平成29年度 626,801 9,457 27,065 117,054 44,100 27,094 72,473 924,044

b）児童書の推移
(単位：冊）

中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
平成24年度 99,794 7,069 14,019 37,393 17,184 15,990 13,041 204,490
平成25年度 99,621 7,046 14,375 38,115 16,826 16,221 13,615 205,819
平成26年度 101,774 7,338 14,534 38,832 16,383 15,682 13,865 208,408
平成27年度 103,348 7,497 14,568 35,704 16,045 15,837 14,093 207,092
平成28年度 100,122 6,231 14,545 36,393 15,445 15,970 14,317 203,023
平成29年度 96,759 6,458 14,581 37,484 15,273 15,151 14,302 200,008

ｃ）全体(図書)の推移
(単位：冊）

中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
平成24年度 679,117 15,563 40,862 144,481 65,347 44,742 74,750 1,064,862
平成25年度 684,593 16,277 41,519 147,533 65,412 45,555 79,978 1,080,867
平成26年度 699,780 17,258 41,997 148,752 64,068 43,261 82,962 1,098,078
平成27年度 713,326 17,966 42,089 143,299 63,318 43,067 85,668 1,108,733
平成28年度 721,799 15,198 42,073 149,202 59,961 44,566 87,184 1,119,983
平成29年度 723,560 15,915 41,646 154,538 59,373 42,245 86,775 1,124,052

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 （冊） 

市川駅南口 

南行徳 

信篤 

行徳 

平田 

自動車 

中央 



（２）分類別貸出冊数（平成29年度）

(単位：冊）

一般書 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
０総記 5,731 51 571 4,333 473 426 1,902 13,487
１哲学 27,298 253 1,546 14,150 1,830 2,100 8,968 56,145
２歴史 22,214 389 3,359 27,172 3,818 4,125 24,299 85,376

３社会科学 37,429 329 2,663 30,128 2,920 3,505 11,866 88,840
４自然科学 19,950 387 1,625 13,085 2,103 1,720 6,257 45,127

５技術 18,688 1,746 5,485 36,962 6,450 6,518 31,707 107,556
６産業 5,792 151 668 6,822 714 960 4,070 19,177
７芸術 21,705 265 1,703 13,533 3,126 1,822 11,945 54,099
８言語 13,140 80 418 4,835 1,000 589 4,194 24,256
９文学 24,734 4,829 11,249 65,843 12,803 12,287 46,831 178,576

郷土行政 3,838 12 83 739 186 122 818 5,798
参考資料 914 0 1 38 16 8 36 1,013

外国語資料 3,944 12 80 831 28 22 428 5,345
障がい者資料 7,009 65 75 905 37 31 209 8,331
ｺｰﾅｰ別資料 590,712 1,217 18,283 143,673 34,495 22,545 218,734 1,029,659

一般計 803,098 9,786 47,809 363,049 69,999 56,780 372,264 1,722,785
(単位：冊）

児童書 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
０総記 798 35 124 558 99 82 399 2,095
１哲学 1,462 17 110 617 70 55 540 2,871
２歴史 5,627 76 336 3,516 281 383 1,488 11,707

３社会科学 6,400 305 249 3,617 181 482 1,637 12,871
４自然科学 16,031 744 1,102 10,617 973 1,432 4,731 35,630

５技術 8,231 476 783 6,313 1,133 1,189 3,154 21,279
６産業 2,271 106 240 1,347 193 334 695 5,186
７芸術 11,318 883 971 7,225 1,229 1,086 4,940 27,652
８言語 1,661 57 116 1,085 95 158 605 3,777
９文学 69,544 3,380 6,609 50,002 6,151 6,193 21,252 163,131
Ｅ絵本 197,748 5,055 14,757 110,661 18,766 17,126 59,221 423,334

Ｐ紙芝居 6,245 215 506 3,273 195 471 2,246 13,151
児童郷土 655 0 4 99 14 8 3 783
児童参考 61 0 0 20 0 3 17 101
児童研究 1,116 0 4 277 25 41 119 1,582
児童計 329,168 11,349 25,911 199,227 29,405 29,043 101,047 725,150

図書計 1,132,266 21,135 73,720 562,276 99,404 85,823 473,311 2,447,935
(単位：点）

図書以外 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
雑誌 47,917 117 3,662 26,001 4,004 5,980 11,778 99,459

ビデオ 1,440 0 4 106 4 8 29 1,591
ＤＶＤ 17,371 0 178 3,200 212 218 5,256 26,435
ＣＤ 48,141 0 678 18,803 910 659 3,248 72,439

その他付録等 21,831 33 314 6,438 558 361 30,072 59,607
図書以外計 136,700 150 4,836 54,548 5,688 7,226 50,383 259,531

総計 1,268,966 21,285 78,556 616,824 105,092 93,049 523,694 2,707,466

塩焼市民図書室 3,117 大野公民館図書室 75,766 男女共同参画センター 7,947 図書館以外
稲越市民図書室 2,072 西部公民館図書室 10,266 情報プラザ 32,062 市民図書室
福栄市民図書室 5,638 曽谷公民館図書室 5,578 千葉商科大学図書館 893 公民館図書室 147,605
大柏市民図書室 1,512 東部公民館図書室 2,626 宅配 128 その他
市民図書室計 12,339 公民館図書室計 94,236 その他計 41,030 合計

       他施設含む総計 2,855,071



（2-2）分野別貸出冊数内訳（平成29年度）
(単位：冊）

郷土行政 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
市川市 1,595 8 54 405 108 89 541 2,800
千葉県 658 1 17 236 65 19 142 1,138

市民文庫 684 3 2 69 9 12 101 880
特別ｺﾚｸｼｮﾝ 901 0 10 29 4 2 34 980

合計 3,838 12 83 739 186 122 818 5,798
(単位：冊）

外国語資料 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
英語 2,738 12 42 791 26 20 379 4,008

中国語 893 0 0 18 2 0 34 947
韓国語 135 0 1 1 0 0 2 139
ドイツ語 22 0 1 0 0 0 0 23

フランス語 69 0 0 5 0 1 4 79
スペイン語 52 0 36 3 0 0 5 96

ポルトガル語 3 0 0 0 0 0 0 3
イタリア語 8 0 0 0 0 1 1 10

西洋の諸言語 1 0 0 0 0 0 1 2
東洋の諸言語 23 0 0 13 0 0 2 38

合計 3,944 12 80 831 28 22 428 5,345
(単位：冊）

障がい者資料 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
点字図書 237 0 0 4 1 0 8 250
音訳図書 59 0 0 0 0 0 0 59

DAISY図書 9 0 0 1 0 0 0 10
大活字本 3,472 65 21 680 29 22 107 4,396
CDブック 3,012 0 54 212 7 8 91 3,384

文芸カセット 163 0 0 4 0 0 0 167
布の絵本等 57 0 0 4 0 1 3 65

合計 7,009 65 75 905 37 31 209 8,331
※上記貸出は郵送のうち、電算による貸出手続きをしたものも含む。
※大活字図書・ＣＤブック・文芸カセットの貸出は、健常者への貸出を含む。

(単位：冊）

郵送貸出 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
点字図書郵送 218 0 0 0 0 0 0 218
音訳図書郵送 31 0 0 0 0 0 0 31

DAISY図書郵送 137 0 0 0 0 0 0 137
CDブック郵送 165 0 0 0 0 0 0 165

合計 551 0 0 0 0 0 0 551
※郵送は相互協力による借用資料を含む。

(単位：冊）

コーナー別資料 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
Ａヤング 33,494 71 442 5,488 793 1,196 3,099 44,583
Ｂ文庫 171,183 489 12,927 110,967 28,098 15,935 121,070 460,669
V新書 12,042 41 790 4,480 403 430 23,485 41,671

Ｍ外国文学 8,213 18 126 600 110 110 1,280 10,457
Ｎ環境 1,245 1 6 117 14 9 89 1,481

Ｊビジネス 41,138 67 1,094 5,839 1,034 1,228 29,675 80,075
Ｘ日本文学 114,370 166 957 6,114 1,486 1,344 6,872 131,309

Ｗ平和 3,190 6 36 144 27 50 242 3,695
Ｈ暮らし 103,951 239 1,116 6,137 1,400 1,410 27,074 141,327
Ｄ趣味 37,232 72 280 1,412 335 344 2,190 41,865

Ｓスポーツ 12,520 11 126 595 289 102 821 14,464
Ｇ旅行 52,134 36 383 1,780 506 387 2,837 58,063
合計 590,712 1,217 18,283 143,673 34,495 22,545 218,734 1,029,659



（2-3）貸出点数の推移（平成29年度）

ａ）一般書の推移
(単位：冊）

中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
平成24年度 1,006,087 13,652 57,919 392,445 79,288 71,860 409,068 2,030,319
平成25年度 944,774 12,276 54,179 383,142 76,582 66,684 398,745 1,936,382
平成26年度 919,675 12,207 53,973 382,740 77,251 63,643 399,362 1,908,851
平成27年度 896,060 11,275 52,164 388,747 75,297 62,982 396,763 1,883,288
平成28年度 836,669 10,458 52,055 362,709 73,019 60,763 377,264 1,772,937
平成29年度 803,098 9,786 47,809 363,049 69,999 56,780 372,264 1,722,785

b）児童書の推移
(単位：冊）

中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
平成24年度 308,505 19,622 25,672 186,205 32,316 38,366 105,116 715,802
平成25年度 296,879 16,764 26,132 179,971 28,278 36,975 96,798 681,797
平成26年度 294,853 13,985 28,383 176,847 28,404 34,765 98,229 675,466
平成27年度 323,980 13,437 27,053 190,204 30,011 33,754 100,553 718,992
平成28年度 323,015 13,017 28,816 192,552 30,809 30,033 98,193 716,435
平成29年度 329,168 11,349 25,911 199,227 29,405 29,043 101,047 725,150

c）一般、児童書、視聴覚、雑誌等合計の推移
(単位：点）

中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
平成24年度 1,535,588 33,747 90,536 639,863 117,613 119,334 568,646 3,105,327
平成25年度 1,432,031 29,291 86,983 621,029 111,152 111,906 548,863 2,941,255
平成26年度 1,395,619 26,386 88,626 618,130 112,051 105,765 550,598 2,897,175
平成27年度 1,391,724 24,912 84,726 637,415 111,411 103,736 552,165 2,906,089
平成28年度 1,313,972 23,652 85,984 608,820 110,210 98,113 526,643 2,767,394
平成29年度 1,268,966 21,285 78,556 616,824 105,092 93,049 523,694 2,707,466
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（３）蔵書回転率＝貸出冊数÷蔵書冊数（平成29年度）

(単位：回）

一般書 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
０総記 0.51 0.69 1.64 1.91 1.08 1.33 5.50 0.90
１哲学 1.24 1.15 2.04 4.18 1.51 3.32 13.07 1.94
２歴史 0.73 1.24 2.08 3.12 1.68 2.45 8.22 1.78

３社会科学 0.68 0.75 1.14 2.00 0.92 1.43 6.89 1.11
４自然科学 0.77 1.02 1.13 1.95 1.08 1.22 5.74 1.16

５技術 0.94 1.06 1.76 4.38 1.83 2.42 5.55 2.39
６産業 0.70 0.79 0.91 2.51 0.96 1.75 4.55 1.36
７芸術 0.63 0.65 0.79 1.47 1.15 1.19 4.17 1.01
８言語 1.37 1.60 0.98 2.59 2.08 1.89 7.78 1.83
９文学 0.49 0.88 1.22 2.33 0.82 1.40 6.27 1.42

郷土行政 0.08 --- 0.21 0.19 0.31 0.20 1.93 0.10
参考資料 0.04 --- 0.01 0.02 0.04 0.03 0.09 0.04

外国語資料 0.29 --- --- 1.24 --- --- --- 0.38
障がい者資料 0.66 0.27 --- 1.54 --- --- --- 0.72
ポピュラー 2.28 --- 4.18 6.18 3.11 3.85 4.62 2.94

一般計 1.28 1.03 1.77 3.10 1.59 2.10 5.14 1.86

中央 Ａヤング Ｂ文庫 V新書 Ｍ外国文学 Ｎ環境 Ｊビジネス
ポピュラー 1.74 3.30 0.90 0.47 0.27 1.35

総数 Ｘ日本文学 Ｗ平和 Ｈ暮らし Ｄ趣味 Ｓスポーツ Ｇ旅行
2.28 2.23 0.35 3.88 1.98 2.36 4.81

市川駅南口 Ｊビジネス Ｈ健康・医療 Ｂ文庫 V新書
ｺｰﾅｰ別資料 2.42 2.97 8.75 1.93

児童書 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
０総記 1.80 1.21 1.36 1.81 0.54 1.15 4.16 1.71
１哲学 2.80 0.74 1.13 2.73 0.75 0.85 8.44 2.63
２歴史 1.24 0.82 0.68 2.09 0.45 0.70 3.32 1.39

３社会科学 1.52 3.05 0.53 2.45 0.37 0.95 3.53 1.67
４自然科学 1.84 1.32 0.83 3.91 0.66 1.06 3.80 2.05

５技術 2.91 1.87 1.76 5.34 2.25 2.61 5.40 3.40
６産業 1.37 1.47 0.92 2.54 0.85 1.33 3.03 1.61
７芸術 2.98 2.42 1.60 5.17 1.59 1.85 6.14 3.32
８言語 1.95 2.71 0.83 3.27 0.70 1.19 4.32 2.15
９文学 2.70 1.86 1.69 4.83 1.19 1.29 6.36 2.96
Ｅ絵本 5.31 1.70 2.28 7.09 3.65 2.84 9.15 5.29

Ｐ紙芝居 6.08 1.44 2.05 7.12 1.15 2.68 6.79 5.14
児童郷土 0.44 --- 0.57 0.35 0.17 0.50 --- 0.41
児童参考 0.08 --- 0.00 0.10 0.00 0.11 0.20 0.09
児童研究 0.38 --- --- 0.39 0.20 0.30 --- 0.40
児童計 3.40 1.76 1.78 5.31 1.93 1.92 7.07 3.63

図書計 1.56 1.33 1.77 3.64 1.67 2.03 5.45 2.18

図書以外 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
雑誌 1.19 --- 2.71 4.16 2.49 5.31 9.30 1.92

ビデオ 0.38 --- --- 2.21 --- --- --- 0.42
ＤＶＤ 9.31 --- --- 9.22 --- --- 5.30 8.25
ＣＤ 3.60 --- --- 2.45 --- --- --- 3.44

総計 1.61 1.34 1.82 3.64 1.72 2.14 5.87 2.24

　市民図書室・公民館図書室・情報プラザ等への市立図書館所蔵資料の貸出数含む総計⇒⇒ 2.36



（４）リクエスト統計

平成29年度リクエスト受付施設別件数
（図書・雑誌　Web上での受付を含む）

受付館 受付件数 構成比 前年比 図書・雑誌 視聴覚資料 合計

中央 122,162 24.92% 100.7% 28年度 487,007 19,190 506,197

自動車 2,302 0.47% 88.3% 29年度 490,193 16,720 506,913

平田 15,517 3.17% 92.5%
行徳 106,603 21.75% 100.4%
信篤 21,227 4.33% 100.5% 市内 市外 提供

南行徳 22,218 4.53% 94.4% 所蔵 借用 不能

市川駅南口 119,754 24.43% 102.2% 24年度 480,337 10,278 6,196 509 497,320

 図書館合計 409,783 83.60% 100.3% 25年度 469,375 9,224 5,723 598 484,920

ウィズ 4,949 1.01% 97.3% 26年度 472,359 9,049 5,392 560 487,360

情報プラザ 30,337 6.19% 108.6% 27年度 478,388 9,003 5,528 510 493,429

塩焼市民 2,647 0.54% 94.1% 28年度 471,289 8,621 6,545 552 487,007

稲越市民 967 0.20% 101.0% 29年度 475,488 8,414 5,854 437 490,193

福栄市民 4,158 0.85% 110.6%
大柏市民 1,377 0.28% 82.1% リクエスト資料別件数（視聴覚資料）
大野公民 18,599 3.79% 103.2%
西部公民 8,894 1.81% 98.5%
曽谷公民 5,271 1.08% 101.3% 24年度 21,722 699 4,942 27,363

東部公民 2,212 0.45% 83.8% 25年度 19,470 425 3,871 23,766

千葉商大 962 0.20% 83.7% 26年度 18,551 240 4,498 23,289

宅配 37 0.01% 105.7% 27年度 17,820 190 4,078 22,088

関連施設合計 80,410 16.40% 102.7% 28年度 15,102 137 3,951 19,190

総　計 490,193 100% 100.7% 29年度 13,185 108 3,427 16,720
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（５）登録者集計表
(単位：人）

新規登録者数 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 ウィズ 大野公 全館
平成26年度 9,216 125 145 2,939 384 456 2,722 11 ― 15,998
平成27年度 5,801 116 118 2,542 338 410 2,248 8 ― 11,581
平成28年度 4,695 109 125 2,559 347 355 2,264 9 228 10,691
平成29年度 4,577 74 143 2,443 273 284 2,086 11 226 10,117

（計） 24,289 424 531 10,483 1,342 1,505 9,320 39 454 48,387
有効登録者数 57,986 472 1,719 20,985 3,201 3,487 22,400 72 1,182 111,504

内１２歳以下 5,712 237 240 2,250 402 533 1,257 8 187 10,826
実利用者数 35,161 320 1,331 13,874 2,172 2,288 15,204 54 1,067 71,471

累積登録者数 587,730
更新者数 19,084

※新規登録者数  ：一年間に新しい利用券番号の付与を受けた登録者数。

※有効登録者数　：有効期限内の登録者数。（有効期限は３年）

※実利用者数   ：一年間に資料の貸出をした利用者数。

※累積登録者数  ：電算導入の昭和60年度より登録者の累積件数。二重登録なども含む。(長期未利用者のデータは平成19年度削除)

※更新者数  ：平成29年度に更新した登録者数

※数値には団体登録等も含む パスワード申請数 (単位：人）

平成13年度

有効期限内隣接地域登録者 (単位：人） ～ 61,079
隣接 在勤 在学 障害 計 平成23年度

船橋市 5,631 447 228 9 6,315 平成24年度 5,791
松戸市 928 151 110 3 1,192 平成25年度 5,138

鎌ヶ谷市 141 48 21 2 212 平成26年度 5,113
浦安市 124 31 14 0 169 平成27年度 5,466

江戸川区 241 0 0 0 241 平成28年度 5,953
計 7,065 677 373 14 8,129 平成29年度 5,726

累計 94,266

(６)延べ利用者数の推移
(単位：人）

年度 中央 自動車 平田 行徳 信篤 南行徳 市川駅南口 全館
平成24年度 378,081 7,434 25,040 168,605 33,299 30,566 200,824 843,849
平成25年度 352,590 6,565 24,326 164,681 32,705 28,984 198,485 808,336
平成26年度 342,579 5,898 24,390 163,570 32,779 27,363 197,889 794,468
平成27年度 338,107 5,421 23,666 165,257 33,164 26,957 200,357 792,929
平成28年度 321,266 5,074 23,931 159,743 32,850 25,720 193,545 762,129
平成29年度 306,234 4,333 22,131 163,595 32,079 24,902 190,805 744,079

※平成13年度11月より受付(累計)
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（７）中央図書館月別利用者数・貸出点数の推移
※地域館では年間の開館日数が違うため、中央図書館のみの統計とした。

（単位：日） 蔵書点検
開館日数 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 休館月

平成24年度 25 25 25 25 27 25 15 25 23 22 23 26 286 10月
平成25年度 24 26 25 25 27 24 26 21 18 22 23 25 286 11月
平成26年度 25 26 21 26 27 24 26 23 23 22 23 25 291 6月
平成27年度 25 26 21 26 26 25 26 22 24 23 23 26 293 6月
平成28年度 25 25 22 26 26 25 25 25 23 22 21 26 291 6月
平成29年度 25 25 22 25 27 25 25 25 23 22 22 25 291 6月

（単位：人）

利用者数 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 前年比

33,677 32,209 33,627 34,363 38,076 35,290 20,245 31,045 28,279 28,221 29,893 33,156 378,081

平成24年度 1,347 1,288 1,345 1,375 1,410 1,412 1,350 1,242 1,230 1,283 1,300 1,275 1,322 96.8%

29,287 31,746 32,578 32,267 37,250 31,269 29,628 26,533 20,939 26,849 25,658 28,586 352,590

平成25年度 1,220 1,221 1,303 1,291 1,380 1,303 1,140 1,263 1,163 1,220 1,116 1,143 1,212 93.3%

28,949 30,625 25,711 31,619 35,290 28,495 28,877 27,873 24,347 25,826 26,870 28,097 342,579

平成26年度 1,158 1,178 1,224 1,216 1,307 1,187 1,111 1,212 1,059 1,174 1,168 1,124 1,177 97.2%

27,809 30,750 25,062 29,897 32,170 27,748 29,529 26,307 25,897 27,587 27,126 28,225 338,107

平成27年度 1,112 1,183 1,193 1,150 1,237 1,110 1,136 1,196 1,079 1,199 1,179 1,086 1,154 98.7%

28,027 27,959 25,876 30,649 29,441 26,694 27,969 25,514 23,838 24,469 24,427 26,403 321,266

平成28年度 1,121 1,118 1,176 1,179 1,132 1,068 1,119 1,021 1,036 1,112 1,163 1,016 1,104 95.0%

26,537 25,887 23,745 28,791 30,239 26,758 24,587 25,426 23,174 23,218 22,480 25,392 306,234

平成29年度 1,061 1,035 1,079 1,152 1,120 1,070 983 1,017 1,008 1,055 1,022 1,016 1,052 95.3%
※下段は一日平均

（単位：点）

貸出点数 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 前年比

136,386 128,240 135,398 136,516 149,864 146,746 84,736 125,490 117,952 115,950 122,484 135,826 1,535,588

平成24年度 5,455 5,130 5,416 5,461 5,551 5,870 5,649 5,020 5,128 5,270 5,325 5,224 5,369 93.0%

119,777 125,219 132,474 128,436 146,224 125,891 119,620 110,817 89,816 111,623 105,111 117,023 1,432,031

平成25年度 4,991 4,816 5,299 5,137 5,416 5,246 4,601 4,277 4,990 5,074 4,570 4,681 4,921 93.3%

116,592 123,659 106,468 127,292 139,561 114,386 117,668 115,496 102,147 108,374 110,138 113,852 1,395,633

平成26年度 4,664 4,756 5,070 4,896 5,169 4,766 4,526 5,022 4,441 4,926 4,789 4,554 4,796 97.5%

113,510 127,413 103,456 123,745 129,458 114,015 120,151 109,763 110,726 115,836 110,551 113,100 1,391,724

平成27年度 4,540 4,901 4,926 4,759 4,979 4,561 4,621 4,989 4,614 5,036 4,807 4,350 4,750 99.7%

114,594 113,561 106,974 124,802 116,832 107,626 114,446 103,047 100,657 102,446 102,128 106,859 1,313,972

平成28年度 4,584 4,542 4,862 4,800 4,494 4,305 4,578 4,122 4,376 4,657 4,863 4,110 4,515 94.4%

113,037 104,555 98,213 119,063 121,767 110,181 101,598 104,109 98,932 98,475 93,778 105,258 1,268,966

平成29年度 4,521 4,182 4,464 4,763 4,510 4,407 4,064 4,164 4,301 4,476 4,263 4,210 4,361 96.6%

※下段は一日平均
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（８）受入・除籍冊数（平成29年度）

一般書 中央 自動車 平田 行徳

購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減

 ０総記 239 9 387 -5 -144 1 0 0 0 1 16 0 43 -3 -30 87 7 11 -2 81

１哲学 547 37 919 110 -225 6 0 4 0 2 40 8 25 -8 15 185 25 71 14 153

２歴史 635 10 306 62 401 37 2 7 0 32 154 8 194 1 -31 606 19 363 20 282

３社会科学 1,347 44 1,967 208 -368 13 3 2 1 15 100 9 200 -40 -131 682 64 122 18 642

４自然科学 767 6 278 33 528 24 1 1 0 24 107 4 93 -1 17 327 26 49 3 307

５技術 444 21 114 74 425 92 1 19 0 74 222 6 282 2 -52 490 28 84 10 444

６産業 290 5 891 72 -524 8 0 2 0 6 37 2 38 2 3 184 9 24 2 171

７芸術 659 68 182 39 584 15 0 4 0 11 71 6 75 -2 0 285 61 47 9 308

８言語 234 9 431 21 -167 1 0 1 0 0 26 1 34 0 -7 66 10 19 1 58

９文学 286 55 497 181 25 256 48 22 43 325 456 11 666 9 -190 1,065 75 558 667 1,249

郷土行政 266 993 261 282 1,280 0 0 0 0 0 3 25 69 -84 -125 7 142 9 7 147

参考資料 498 30 202 62 388 0 0 0 0 0 4 0 1 -5 -2 66 7 15 17 75

外国語資料 193 79 106 3 169 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 33 200 91 -73

障がい者資料 127 117 143 0 101 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 7 0 2

ポピュラー 10,637 612 9,526 928 2,651 0 0 0 0 0 248 62 250 10 70 1,502 559 1,356 -306 399

一般計 17,169 2,095 16,210 2,070 5,124 453 55 62 44 490 1,484 142 1,970 -119 -463 5,564 1,065 2,935 551 4,245

中央 Ａヤング Ｂ文庫 V新書

ポピュラー内訳 599 87 1,757 92 -979 2,825 293 1,190 218 2,146 345 2 432 166 81

Ｘ日本文学 Ｗ平和 Ｈ暮らし Ｄ趣味

1,872 130 842 85 1,245 67 4 27 6 50 1,492 28 1,499 123 144 802 20 277 1 546

児童書 中央 自動車 平田 行徳

購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減

０総記 23 1 4 -6 14 0 0 1 0 -1 3 2 5 -2 -2 15 2 1 -1 15

１哲学 28 4 10 1 23 2 0 0 0 2 4 0 0 2 6 8 2 2 -1 7

２歴史 68 42 90 86 106 0 0 0 0 0 2 1 16 0 -13 52 0 9 0 43

３社会科学 97 9 39 8 75 11 0 0 0 11 5 1 9 2 -1 54 3 6 -5 46

４自然科学 194 25 402 19 -164 15 0 0 -1 14 19 4 13 12 22 100 3 28 -1 74

５技術 93 12 355 -1 -251 23 0 1 1 23 17 3 28 7 -1 85 3 25 2 65

６産業 34 4 31 0 7 7 0 0 0 7 2 5 9 3 1 25 4 2 0 27

７芸術 123 9 359 18 -209 22 0 2 0 20 19 2 27 3 -3 72 11 25 5 63

８言語 23 6 28 2 3 0 0 0 0 0 1 1 11 -1 -10 45 3 5 1 44

９文学 559 188 2,454 68 -1,639 97 4 7 2 96 111 15 155 5 -24 225 66 63 -21 207

Ｅ絵本 1,707 174 3,402 46 -1,475 77 3 20 -4 56 191 21 132 -19 61 739 76 365 15 465

Ｐ紙芝居 56 10 4 0 62 0 0 1 0 -1 0 0 0 0 0 13 2 1 0 14

児童郷土 7 10 0 1 18 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 2 4 4

児童参考 17 0 3 -5 9 0 0 0 0 0 1 0 0 -1 0 5 0 6 5 4

児童研究 47 7 8 12 58 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 0 2 2 13

児童計 3,076 501 7,189 249 -3,363 254 7 32 -2 227 375 56 406 11 36 1,452 176 542 5 1,091

図書計 20,245 2,596 23,399 2,319 1,761 707 62 94 42 717 1,859 198 2,376 -108 -427 7,016 1,241 3,477 556 5,336

図書以外 中央 自動車 平田 行徳

購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減

雑誌 4,596 333 4,062 194 1,061 0 0 0 0 0 529 0 581 -4 -56 1,722 18 2,143 12 -391

ビデオ 0 0 176 9 -167 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 -1

ＤＶＤ 45 6 29 18 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 1 11 42

ＣＤ 35 7 2,437 88 -2,307 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 40 60 25 -1 74

その他付録等 95 8 248 4 -141 0 0 0 0 0 0 0 1 0 -1 20 3 14 0 9

図書以外計 4,771 354 6,952 313 -1,514 0 0 0 0 0 529 0 582 -4 -57 1,814 81 2,184 22 -267

総計 25,016 2,950 30,351 2,632 247 707 62 94 42 717 2,388 198 2,958 -112 -484 8,830 1,322 5,661 578 5,069



（単位：冊）

一般書 信篤 南行徳 市川駅南口 全館

購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減

 ０総記 14 5 44 2 -23 18 10 67 -27 -66 9 1 14 1 -3 384 32 566 -34 -184

１哲学 41 57 113 -10 -25 46 21 70 -104 -107 34 0 68 0 -34 899 148 1,270 2 -221

２歴史 143 24 62 1 106 135 8 333 -71 -261 229 0 296 -11 -78 1,939 71 1,561 2 451

３社会科学 81 84 60 4 109 139 20 129 -57 -27 101 0 95 -19 -13 2,463 224 2,575 115 227

４自然科学 89 35 77 -1 46 91 9 98 -29 -27 63 3 43 -27 -4 1,468 84 639 -22 891

５技術 144 53 231 1 -33 168 9 318 -64 -205 243 0 181 -208 -146 1,803 118 1,229 -185 507

６産業 39 12 5 1 47 41 6 81 -42 -76 47 0 9 -59 -21 646 34 1,050 -24 -394

７芸術 82 24 17 -3 86 60 12 142 -77 -147 84 0 45 -1 38 1,256 171 512 -35 880

８言語 15 11 2 0 24 12 5 73 -12 -68 28 0 34 0 -6 382 36 594 10 -166

９文学 477 89 1,245 -27 -706 467 38 970 -139 -604 449 3 573 -152 -273 3,456 319 4,531 582 -174

郷土行政 6 46 31 -24 -3 4 40 15 -71 -42 7 34 0 -4 37 293 1,280 385 106 1,294

参考資料 9 0 2 -5 2 13 1 10 -29 -25 10 1 1 -14 -4 600 39 231 26 434

外国語資料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 196 112 306 94 96

障がい者資料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 136 117 150 0 103

ポピュラー 434 817 1,246 -51 -46 249 288 458 74 153 2,745 21 2,092 -561 113 15,815 2,359 14,928 94 3,340

一般計 1,574 1,257 3,135 -112 -416 1,443 467 2,764 -648 -1,502 4,049 63 3,451 -1,055 -394 31,736 5,144 30,527 731 7,084

Ｍ外国文学 Ｎ環境 Ｊビジネス

272 3 39 12 248 53 1 21 6 39 1,162 29 2,351 156 -1,004

Ｓスポーツ Ｇ旅行 Ｗ1ウ行政

262 5 138 0 129 886 10 953 63 6 0 0 0 0 0

（単位：冊）

児童書 信篤 南行徳 市川駅南口 全館

購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減

０総記 3 0 35 1 -31 1 1 4 1 -1 8 1 9 0 0 53 7 59 -7 -6

１哲学 5 3 3 -2 3 4 0 3 0 1 1 0 4 0 -3 52 9 22 0 39

２歴史 5 1 52 -6 -52 35 2 15 -68 -46 4 1 11 0 -6 166 47 193 12 32

３社会科学 2 3 33 0 -28 15 4 63 -4 -48 7 2 22 2 -11 191 22 172 3 44

４自然科学 16 5 141 -1 -121 19 5 63 0 -39 26 4 21 2 11 389 46 668 30 -203

５技術 13 4 14 0 3 10 4 35 0 -21 21 5 28 0 -2 262 31 486 9 -184

６産業 5 3 6 0 2 5 4 43 0 -34 7 4 2 0 9 85 24 93 3 19

７芸術 35 1 23 1 14 10 8 51 -15 -48 22 1 26 0 -3 303 32 513 12 -166

８言語 1 2 3 0 0 6 1 37 0 -30 2 1 0 0 3 78 14 84 2 10

９文学 101 107 220 -15 -27 104 57 294 -39 -172 68 5 80 0 -7 1,265 442 3,273 0 -1,566

Ｅ絵本 246 71 234 -20 63 195 60 503 -42 -290 269 3 283 -1 -12 3,424 408 4,939 -25 -1,132

Ｐ紙芝居 10 0 0 0 10 0 0 80 0 -80 12 0 2 0 10 91 12 88 0 15

児童郷土 0 1 0 -2 -1 0 1 0 4 5 0 0 0 0 0 8 14 3 7 26

児童参考 1 0 0 0 1 4 0 22 -3 -21 4 0 4 -4 -4 32 0 35 -8 -11

児童研究 0 0 3 -5 -8 1 4 0 0 5 0 0 0 0 0 61 11 13 9 68

児童計 443 201 767 -49 -172 409 151 1,213 -166 -819 451 27 492 -1 -15 6,460 1,119 10,641 47 -3,015

図書計 2,017 1,458 3,902 -161 -588 1,852 618 3,977 -814 -2,321 4,500 90 3,943 -1,056 -409 38,196 6,263 41,168 778 4,069

（単位：点）

図書以外 信篤 南行徳 市川駅南口 全館

購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減 購入 寄贈他 除籍 保転等 増減

雑誌 571 0 595 -1 -25 627 0 1,249 -28 -650 674 19 545 -167 -19 8,719 370 9,175 6 -80

ビデオ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 177 9 -168

ＤＶＤ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 47 4 11 -26 14 124 10 41 3 96

ＣＤ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 75 67 2,462 87 -2,233

その他付録等 0 1 0 0 1 0 0 6 -1 -7 4 0 3 -1 0 119 12 272 2 -139

図書以外計 571 1 595 -1 -24 627 0 1,255 -29 -657 725 23 559 -194 -5 9,037 459 12,127 107 -2,524

総計 2,588 1,459 4,497 -162 -612 2,479 618 5,232 -843 -2,978 5,225 113 4,502 -1,250 -414 47,233 6,722 53,295 885 1,545



（９）自動車図書館ステーション別統計（平成29年度）

ステーション名 巡回数 貸出冊数 利用人員
一日平均 前年度比(%) 一日平均 前年度比(%)

1 市営大町第1団地 22 682 31.0 86.9 148 6.7 84.1
2 市営大町第2団地 23 691 30.0 74.6 173 7.5 83.6
3 養護老人ホームいこい荘 21 330 15.7 64.5 110 5.2 72.8
4 柏井小学校 19 1,827 96.2 94.3 578 30.4 82.7
5 大野小学校 23 534 23.2 70.3 122 5.3 60.4
6 宮久保小学校 23 2,315 100.7 140.0 361 15.7 164.1
7 若宮児童公園 20 420 21.0 73.9 93 4.7 67.9
8 北国分２丁目公園 21 1,774 84.5 121.5 305 14.5 110.5
9 堀之内公園 44 3,623 82.3 68.0 716 16.3 64.0
10 歴史博物館 21 561 26.7 75.2 95 4.5 77.2
11 国府台児童公園 23 701 30.5 83.5 136 5.9 72.7
12 山王公園 23 732 31.8 108.4 115 5.0 102.7
13 石橋下公園 21 1,557 74.1 98.4 279 13.3 90.3
14 菅野小学校 21 863 41.1 83.9 164 7.8 87.7
15 ㈱クボタ菅野ハイツ 21 1,807 86.0 111.0 270 12.9 98.9
16 塩浜体育館 44 2,019 45.9 98.5 436 9.9 103.8
17 島尻西公園 23 441 19.2 47.7 102 4.4 56.7

ステーション外利用 - 408 - 165.2 130 - 134.0
合  計 413 21,285 51.5 90.0 4,333 10.5 85.4

※ いちかわ環境・防災フェアにおける自動車図書館展示での利用等

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

年間巡回日数 156 155 155 155 149 153
年間巡回ステーション数 429 420 426 409 390 413
年間貸出冊数 33,747 29,291 26,386 24,912 23,652 21,285

一日平均 216.3 189.0 170.2 160.7 158.7 139.1
一ステーション平均 78.7 69.7 61.9 60.9 60.6 51.5

年間利用人員 7,434 6,565 5,898 5,421 5,074 4,333
一日平均 47.7 42.4 38.1 35.0 34.1 28.3
一ステーション平均 17.3 15.6 13.8 13.3 13.0 10.5
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（10）市川市の図書館サービス指標

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

貸出点数 3,190,633 3,024,572 2,983,506 2,999,604 2,873,532 2,855,071

人口 468,318 470,236 474,291 483,749 487,991 491,214

6.81 6.43 6.29 6.2 5.89 5.81

登録者数 150,463 136,569 130,171 124,353 117,210 111,504

人口 468,318 470,236 474,291 483,749 487,991 491,214

登録率（単位：％） 32.1 32.1 27.4453869 25.7 24.0 22.7

貸出点数 3,190,633 3,024,572 2,983,506 2,999,604 2,873,532 2,855,071

登録者数 150,463 136,569 130,171 124,353 117,210 111,504

実質貸出密度（点） 21.2 22.2 22.92 24.12 24.5 25.6

貸出点数 3,190,633 3,024,572 2,983,506 2,999,604 2,873,532 2,855,071

資料点数 1,152,412 1,169,458 1,187,137 1,196,227 1,206,905 1,208,450

蔵書回転率（単位：回） 2.8 2.6 2.5 2.5 2.4 2.4

年間購入点数 58,285 55,061 54,608 53,353 49,534 47,233

人口 468,318 470,236 474,291 483,749 487,991 491,214

0.12 0.12 0.12 0.11 0.10 0.10

資料点数 1,152,412 1,169,458 1,187,137 1,196,227 1,206,905 1,208,450

人口 468,318 470,236 474,291 483,749 487,991 491,214

2.46 2.49 2.5 2.47 2.47 2.46

資料購入費：Ａ 102,657,936 91,387,452 90,705,502 88,854,101 88,170,496 82,891,298

人口 468,318 470,236 474,291 483,749 487,991 491,214

219 194 191 184 181 169

資料購入費：Ｂ 99,671,548 88,425,661 87,556,430 85,688,011 84,975,860 79,691,130

÷購入点数 58,285 55,061 54,608 53,353 49,534 47,233

×貸出点数 3,190,633 3,024,572 2,983,506 2,999,604 2,873,532 2,855,071

－総経費 1,034,271,710 763,320,301 755,932,691 767,807,631 753,499,706 714,449,345

4,421,940,527 4,094,015,714 4,027,709,527 4,049,730,287 4,176,060,857 4,102,603,017

総経費 1,034,271,710 763,320,301 755,932,691 767,807,631 753,499,706 714,449,345

貸出点数 3,190,633 3,024,572 2,978,271 2,997,695 2,873,532 2,855,071

324.2 252.4 253.8 256.1 262.2 250.2

※資料購入費：Ｂは、資料購入費：Ａより新聞費を除いたもの。

※資料点数・貸出点数・購入点数はＡＶ・雑誌を含む。

※総経費は、図書館費と人件費（職員）を足したもの。

※登録者数は、有効登録者数（有効期限３年内の登録者）とした。

行政効果（単位：円）

貸出コスト（単位：円）

人口１人当たりの貸出点数（点）

人口１人当たりの年間購入点数（点）

人口１人当たりの資料点数（点）

人口１人当たりの資料費（円）



（11）千葉県の公共図書館サービス指標（平成29年度）

横 芝 光 416.8

匝 瑳 70.8 横 芝 光 16.68 成 田 347.7

佐 倉 ＊ 67.1 袖 ケ 浦 11.05 成 田 594 浦 安 298.6

木 更 津 58.9 横 芝 光 12.13 白 井 8.83 横 芝 光 584 匝 瑳 255.6

山 武 51.8 浦 安 11.39 匝 瑳 7.99 浦 安 455 袖 ケ 浦 229.8

市 原 50.4 成 田 9.43 成 田 7.11 匝 瑳 426 山 武 187.9

横 芝 光 ＊ 46.5 君 津 8.77 浦 安 6.58 袖 ケ 浦 409 君 津 182.6

袖 ケ 浦 ＊ 44.1 印 西 8.75 君 津 6.32 白 井 270 多 古 181.4

大 多 喜 ＊ 41.4 袖 ケ 浦 8.73 大 多 喜 5.81 山 武 268 白 井 170.5

鎌 ケ 谷 40.5 我 孫 子 7.99 山 武 5.75 佐 倉 228 野 田 167.6

香 取 40.2 佐 倉 7.71 印 西 5.70 酒 々 井 218 大 多 喜 158.8

八 千 代 40.1 白 井 7.51 八 街 4.59 君 津 211 佐 倉 157.8

君 津 38.3 匝 瑳 6.70 佐 倉 4.28 鴨 川 208 印 西 148.0

我 孫 子 37.8 野 田 6.38 市 原 4.13 印 西 200 酒 々 井 140.6

四 街 道 37.5 流 山 6.27 富 里 4.03 野 田 197 我 孫 子 125.9

銚 子 35.8 八 千 代 5.98 酒 々 井 3.99 富 里 193 船 橋 124.1

八 街 34.3 習 志 野 5.95 野 田 3.97 四 街 道 182 富 里 121.7

成 田 ＊ 34.2 山 武 5.30 南 房 総 3.48 南 房 総 171 四 街 道 117.5

習 志 野 33.0 市 川 5.29 館 山 3.39 習 志 野 169 習 志 野 112.8

白 井 32.3 市 原 5.26 我 孫 子 3.22 船 橋 165 鴨 川 112.6

多 古 31.5 酒 々 井 4.70 鴨 川 3.00 我 孫 子 155 八 街 104.0

酒 々 井 ＊ 31.0 柏 4.69 四 街 道 2.86 八 街 146 南 房 総 103.5

船 橋 ＊ 30.9 松 戸 4.65 八 千 代 2.83 市 川 145 茂 原 97.1

松 戸 ＊ 30.8 富 里 4.45 鎌 ケ 谷 2.76 多 古 141 館 山 93.4

旭 30.4 東 金 4.37 木 更 津 2.66 松 戸 134 香 取 90.9

鴨 川 29.9 船 橋 4.16 流 山 2.61 流 山 134 市 川 90.5

野 田 29.7 八 街 4.11 茂 原 2.61 東 金 132 八 千 代 90.1

印 西 ＊ 29.4 千 葉 3.89 東 金 2.56 鎌 ケ 谷 128 流 山 87.9

富 里 29.1 四 街 道 3.80 船 橋 2.48 八 千 代 124 木 更 津 86.4

東 金 27.9 鎌 ケ 谷 3.44 銚 子 2.46 柏 120 鎌 ケ 谷 86.3

南 房 総 ＊ 27.7 茂 原 3.16 千 葉 2.31 銚 子 117 松 戸 84.5

流 山 27.0 木 更 津 3.02 市 川 2.29 市 原 111 柏 82.8

浦 安 ＊ 26.3 館 山 2.99 勝 浦 2.28 旭 111 東 金 82.3

千 葉 ＊ 25.6 大 多 喜 2.99 習 志 野 2.18 館 山 111 市 原 82.0

東 庄 25 鴨 川 2.88 柏 2.18 勝 浦 103 東 庄 81.4

市 川 22.4 香 取 2.80 多 古 2.09 木 更 津 96 銚 子 75.4

茂 原 19.3 南 房 総 2.60 香 取 1.97 茂 原 91 旭 75.2

柏 ＊ 18.8 多 古 2.43 東 庄 1.78 香 取 88 勝 浦 72.5

勝 浦 18.8 銚 子 2.09 旭 1.65 東 庄 88 千 葉 47.8

館 山 ＊ 16.4 勝 浦 1.56 松 戸 1.21 大 多 喜 80

旭 1.55 千 葉 59

東 庄 1.04

(注)　　1 複数館ある市町村は，一つにまとめた

2 人口の数値は，千葉県毎月常住人口調査月報より（平成30年4月1日現在）

3 市町村平均・市町村合計欄の数値は，39市町村の平均・合計である

4 図書費には臨時的経費のうち図書費を含む

5 個人貸出登録率は累計で自治体内数か自治体外数を含めるかは自治体による　　　（＊印は、自治体内数）

6 個人貸出冊数には，近隣自治体住民に対する貸出冊数が含まれる自治体がある

『千葉県の図書館2018（平成30年度）』

項目
個 人 貸 出
登 録 率

市町村平均 32.1% 5.18冊

　　／千葉県公共図書館協会より

111.0冊

人　 　口　 　１　 　人　 　あ　 　た　 　り
人 口 1,000 人
あ た り
年間受入冊数個 人 貸 出 冊 数 蔵 書 冊 数

図 書 費
（29年度決算）

666,208冊

3.15冊 159円

市町村合計 1,928,959人 31,118,647冊 18,934,745冊 954,766千円 



（12）関連施設統計（平成29年度）

①市民図書室
開 室 貸 出 受 入 除 籍 蔵 書 冊 数
日 数 一 日 平 均 日 数 一 日 平 均 冊 数 冊 数

塩焼市民図書室 148 17,263 116.6 148 31,124 210.3 733 1,802 21,023
稲越市民図書室 147 2,938 20.0 147 7,865 53.5 531 471 15,985
福栄市民図書室 147 11,548 78.6 147 29,448 200.3 496 391 18,562
大柏市民図書室 146 7,259 49.7 146 7,744 53.0 245 670 17,836

計 588 39,008 66.3 588 76,181 129.6 2,005 3,334 73,406

②公民館図書室
開 室 貸 出 受 入 除 籍 蔵 書 冊 数
日 数 一 日 平 均 日 数 一 日 平 均 冊 数 冊 数

大野公民館図書室* 278 22,743 81.8 278 75,766 272.5 3,492 180 15,897
西部公民館図書室* 280 20,031 71.5 244 35,474 145.4 475 476 15,881
曽谷公民館図書室* 297 14,345 48.3 123 18,996 154.4 525 771 16,799
東部公民館図書室* 294 10,235 34.8 122 15,005 123.0 572 2,000 13,147
市川公民館図書室 293 4,481 15.3 96 3,233 33.7 2,155 0 6,952

市川駅南公民館図書室 249 4,875 19.6 80 5,176 64.7 197 7,370 6,995
本行徳公民館図書室 150 3,271 21.8 150 5,650 37.7 186 0 17,552

計 1,841 79,981 43.4 1,093 159,300 145.7 7,602 10,797 93,223

③返却ポスト
受付件数 構成比

（上記のうち、市民図書室・公民館図書室での図書館資料の利用統計） 42,166 19.75%
利用者数 貸出 返却 予約 19,310 9.05%

塩焼市民図書室 1,442 3,117 4,177 2,647 11,335 5.31%
稲越市民図書室 535 2,072 2,312 967 2,121 0.99%
福栄市民図書室 2,013 5,638 6,116 4,158 1,214 0.57%
大柏市民図書室 679 1,512 2,256 1,377 14,909 6.98%
市民図書室小計 4,669 12,339 14,861 9,149 3,955 1.85%

大野公民館図書室 22,743 75,766 89,149 18,599 5,694 2.67%
西部公民館図書室 4,229 10,266 13,489 8,894 3,895 1.82%
曽谷公民館図書室 2,207 5,578 9,643 5,271 70,537 33.05%
東部公民館図書室 1,237 2,626 7,970 2,212 35,154 16.47%
公民館図書室小計 30,416 94,236 120,251 34,976 3,166 1.48%

合計 35,085 106,575 135,112 44,125 213,456 100%

情報プラザ

※貸出冊数は各施設の蔵書利用と図書館資料利用の合算

※ *印の施設の貸出冊数は各施設の蔵書利用と図書館資料利用の合算

設置場所

利 用 者 数 貸 出 冊 数

利 用 者 数 貸 出 冊 数

合計

八幡市民談話室

市川公民館
千葉商大

歴史博物館

ベルクス堀之内

中山連絡所

大柏出張所

市役所

イオン妙典
南行徳市民センター

塩浜体育館
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利  用  者  数 貸  出  冊  数 



④男女共同参画センター情報資料室
開館日数 除籍冊数 蔵書冊数

一 日 平 均 一 日 平 均

平成24年度 265 4,316 16.3 9,748 36.8 291 488 16,084
平成25年度 268 4,228 15.8 9,135 34.1 290 577 15,797
平成26年度 271 4,236 15.6 9,269 34.2 244 85 15,956
平成27年度 268 3,917 14.6 8,320 31.0 282 92 16,146
平成28年度 270 3,816 14.1 8,687 32.2 229 26 16,349
平成29年度 267 3,406 12.8 7,947 29.8 239 737 15,851

⑤情報プラザ
開館日数

一 日 平 均 一 日 平 均

平成24年度 284 14,428 50.8 28,190 99.3
平成25年度 283 13,853 49.0 27,355 96.7
平成26年度 285 14,224 49.9 28,319 99.4
平成27年度 286 14,814 51.8 29,423 102.9
平成28年度 284 14,878 52.4 29,446 103.7
平成29年度 284 15,965 56.2 32,062 112.9

※平成15年７月より市立図書館資料の貸出サービス開始

⑦宅配
開館日数 利用者数 貸出点数

一 日 平 均 一 日 平 均 平成24年度

平成24年度 253 367 1.5 1,015 4.0 平成25年度 17 106
平成25年度 251 328 1.3 862 3.4 平成26年度 15 130
平成26年度 255 350 1.4 860 3.4 平成27年度 4 20
平成27年度 254 362 1.4 942 3.7 平成28年度 22 122
平成28年度 255 389 1.5 1,089 4.3 平成29年度 20 128
平成29年度 260 313 1.2 893 3.4 ※平成18年10月より宅配サービス開始

※平成17年10月より市立図書館資料の貸出サービス開始 ※一時休止後、平成25年7月より再開

⑥千葉商科大学付属図書館(市立図書館所蔵資料の貸出数)

休止

利 用 者 数 貸 出 点 数

利 用 者 数 貸 出 点 数

利 用 者 数 貸 出 点 数

受入冊数
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10．平成29年度事業概要 

概況 

・イベントや連携企画等の拡充と情報発信

本の福袋や「ぬいぐるみたんけんおとまり会」等

の好評イベントを継続・発展させるとともに、絵本

作家の田島征三氏の講演会（４月９日）と関連原画

展（４月１日～27日）、百田稔作品展（９月～10

月）、和洋女子大学（施設見学会：８月３日）や企

画課（婚活支援事業の一環：２月11日）との連携に

よるバックヤードツアー、金井宇宙飛行士（稲荷木

小出身）の宇宙長期滞在に合わせた宇宙に関する特

集展示（９月～10月）など、地域や行政と連携した

企画展示・イベントの開催等を行った。また市民ま

つり（大洲防災公園：11月３日）には、図書館の

ブースを出展し、各種ＰＲ活動も展開した。 

・自動車図書館による図書館ＰＲ活動

自動車図書館を、通常の巡回コースでの活動とは

別に、環境防災フェスタ（現代産業科学館、６月４

日）に合わせてメディアパーク前に配置し、図書館

のＰＲや新規登録受付などを行った。 

・中央図書館の蔵書へのＩＣ貼付開始

蔵書管理効率化事業の一環として、既に蔵書管理

のＩＣ化がされている市川駅南口図書館、28年度に

完了している行徳図書館に続き、中央図書館の蔵書

管理ＩＣ化の作業に平成29年度から着手した。中央

図書館の全蔵書を対象にICタグを貼付していく計画

を当初の３年から２年に短縮した。初年度の平成29

年度中にＩＣ貼付をした蔵書は約40万冊に達した。 

・３つのワーキンググループの設置

平成30年度に予定している図書館電算システムの

更新、平成31年度に計画しているＩＣ機器の導入、

及びその後の図書館のあり方、それぞれについて検

討・準備を進めるため、３つのワーキンググループ

を図書館内に設置し、活動を開始した（11月）。

・大野公民館図書室蔵書バーコード化後の充実

平成28年度に蔵書管理のバーコード化を行った大

野公民館図書室において、引き続き蔵書の充実を

図った。平成29年度末には蔵書冊数が15,000冊を超

え、バーコード化作業前の蔵書数約12,000冊を大き

く上回る規模となった。 

（１）資料収集と利用状況

①図書館の利用状況

平成29年度の図書館及び図書館関連施設（市民

図書室・公民館図書室・情報プラザ・ウィズ・千葉 

商科大学付属図書館・宅配）の貸出点数は、

2,855,071点、延べ利用者数は798,868人であった。 

図書館及び図書館関連施設の図書・雑誌・視聴覚

資料のリクエスト総数は506,913件であった。 

②資料収集

平成29年度の全館の図書費（装備費を含む）は、

7,256万円であった。中央図書館、行徳図書館、市

川駅南口図書館で、前年度より減少している。（平

成30年度予算はp.30に掲載） 

全館のＩＣによる蔵書管理に向けて、29年度から

中央図書館でもＩＣタグの貼付を始めた。ＩＣタグ

貼付にあたり、既存資料については、適正で有効な

資料群を構成しておく必要があるため、書庫の資料

の見直しを行った。 

中央図書館では蔵書構成検討委員会を設置し、 

年度ごとの収集計画の立案、選定会議の運営、逐次

刊行物の選定等を協議している。資料の収集につい

ては、「市川市立図書館の蔵書の構築に関する指

針」に基づき「市川市図書館分野別資料収集基準」、

年度ごとの「資料収集計画」という体系のもとで

行っている。また、書架の棚揃えを管理する書架担

当制度を設け、各担当で積極的に既刊本の買い替え

や不足分野の補充などを行った。 

選定会議はリクエスト選定会議と新刊図書の選書

会議をそれぞれ毎週開催し、未所蔵のリクエスト資

料の選定と、中央図書館、市川駅南口図書館の購入

資料の選定及び全館分の最終的な選書確認を行って

いる。 



（２）リクエストサービス

①リクエストサービス

平成29年度図書・雑誌のリクエスト件数は、平成

28年度より0.3％増加し、関連施設を含めた総計で

は0.7％増加した。視聴覚資料のリクエスト件数は

12.9％減少した。図書・雑誌のリクエスト件数はこ

こ数年多少の増減はあるものの、大きな変化はない

が、視聴覚資料のリクエストは年々減少傾向にあり、

28年度、29年度で10％以上減少している。 

予約方法別に見ると、平成28年３月に開始した

「スマートフォン対応Web-OPACサービス」を利用し

た予約が、前年度よりも27,000件以上増加している。

インターネットを利用した予約の件数は全体の約

58.9％を占めているが、館内ＯＰＡＣ・携帯電話に

よる予約の件数とともに減少傾向にある。（リクエ

ストに関する統計は、p.40「９．平成29年度統計

（４）リクエスト統計」を参照） 

平成29年度リクエスト受付方法別総数 

（図書・雑誌・視聴覚資料） 

受付方法 件数 

窓口 74,134 

インターネット 298,517 

432,779 
スマートフォン 100,697 

館内ＯＰＡＣ 28,925 

携帯電話 4,640 

合計 506,913 

②国・県・市町村図書館との相互協力

平成29年度の、市川市から県内各図書館への貸出

冊数は4,190冊で、前年度より増加した。県外の図

書館への貸出冊数は21冊であった。市外からの借用

のうち、県立及び県内各市町村図書館からの借用冊

数は5,795冊で、県外からの借用冊数は33冊であっ

た。 

リクエスト全体の件数が若干増加している中で、

相互協力は昨年度より約１割減となっているが、リ

クエストの中で既に市内で所蔵しているものへのリ

クエストに対し、未所蔵リクエストの数は減少して

いるためと推測される。 

県内他自治体への貸出冊数内訳 

平成28年度 平成29年度 

千葉県立 195 211 

千葉県 

市町村立 3,543 3,970 

その他 34 9 

合 計 3,772 4,190 

借受け先別の借用冊数 

平成28年度 平成29年度 

国立国会 4 7 

千葉県立 1,486 1,233 

千葉県 

市町村立 5,013 4,562 

その他 42 52 

合 計 6,545 5,854 

借用冊数館別内訳 

平成28年度 平成29年度 

中 央 2,471 2,065 

自動車 16 21 

平 田 290 267 

行 徳 1,656 1,497 

信 篤 424 430 

南行徳 183 241 

市川駅南口 1,505 1,333 

合 計 6,545 5,854 



（３）レファレンスサービス

平成29年度は、67,636件の質問が寄せられた。 

カウンターだけでなく電話やメールも含めて、利

用者から受けた質問及びその調査過程・回答は「レ

ファレンス記録票」に記録している。この記録票を

基に、実際のレファレンス回答の情報を「新・参考

業務月報」として記録・発行し、「レファレンス事

例集」としてホームページ上に掲載するとともに、

同じ事例データを、国立国会図書館のレファレンス

協同データベースにも提供している。市川市立図書

館からのレファレンス事例提供数が多かったことか

ら、国立国会図書館より市川市中央図書館へ９度目

の礼状が贈られた。さらに１年分をまとめて『新・

参考業務年報』として市役所内部はじめ関係部署へ

配布している。 

また、「パスファインダー」の作成を継続し、29

年度には８点の新規パスファインダーを作成・配布 

した。 

中央図書館と市川駅南口図書館では、レファレン

スの用に供するため、12種類の民間データベースを

導入している。（p.27参照）平成26年度から開始し

た国立国会図書館デジタル化資料の公衆送信サービ

スも年々利用が増えている。地域館のレファレンス

については中央図書館がバックアップするなどし、

小規模館においても、様々な市民の資料相談に応え

られる体制を整えている。 

平成29年度レファレンス受付館別件数 

（４）類縁機関との連携

①「学校図書館支援センター事業」に参加

公共図書館と学校図書館、また学校図書館相互が

連携し図書資料や情報を流通させることにより、各

図書館の所蔵資料を広く有効に活用し、学校での

「調べ学習」、読書等の諸活動を活発に展開させ、

「自ら学ぶ力」を養い、生涯にわたって学び続ける

児童・生徒の育成をめざしている。 

ア.平成29年度参加校数

イ.ネットワーク用資料の整備

複数の学校からの要望にも対応するため、中央図

書館や市内図書館所蔵の資料を提供するほかにネッ

トワーク専用資料10,802冊（平成30年３月末現在）

を中央図書館で管理している。平成29年度は専用図

書費として８万円を配分し、52冊を購入した。 

ウ.資料提供

参加校（園）の教職員からの依頼により、各校の

学校司書（常勤）・学校図書館員（非常勤）が取り

まとめ、公共図書館及び参加校（園）に対してメー

ルで貸出依頼を行う。依頼を受けた側は、自校

（館）の資料の中から依頼内容に沿った資料を選び、

物流便で配送する。物流は、委託業者による週２

回・各２台の運搬車が学校図書館支援センターと公

共図書館と全校を結んでいる。 

エ.指導研究・調整事務

教育センター・指導課共催の公共図書館・学校図

書館双方の実務担当者によるネットワーク会議及び

研修会を３回実施した。平成29年度の実績は下表の

通り。 

中央図書館 35,679 信篤図書館 3,137 

行徳図書館 11,167 平田図書室 1,708 

南行徳図書館 2,153 市川駅南口図書館 13,792 

合計  67,636 

小学校 38 中学校 15 

義務教育学校 １ 幼稚園 ６ 

特別支援学校 １ 

物流回数 70回 

貸出冊数 7,776冊 

依頼件数 

503件 

（小学校387件） 

（中学校111件） 

（幼稚園5件） 



②大学図書館及び他機関との

ネットワーク事業

ア.千葉商科大学付属図書館

・市川市国府台１－３－１

・ＴＥＬ 047（373）9798

・内容 18歳以上の市内在住・在勤・在学の市立図

書館利用者は、市立図書館窓口で紹介状の発行を

申し込むことで千葉商科大学付属図書館の利用

（閲覧、貸出、複写）が可能となり、現年度有効

の図書館利用券が発行される。

また、市立図書館所蔵の予約図書・雑誌の受取、

及び大学付属図書館内に設置されている返却ポス

トへこれらの返却が可能である。

平成29年度新規紹介状申込みは117件。 

イ.和洋女子大学メディアセンター

・市川市国府台２－３－１

・ＴＥＬ 047（371）1111（代表）

047（371）1126（メディアセンター） 

・内容 市川市在住・在勤・在学の市立図書館利用

者は、和洋女子大学メディアセンター（図書館）

所蔵の図書を市立図書館の館内で閲覧することが

できる。市立図書館に所蔵がない図書が対象で、

市立図書館のカウンターで申し込む。閲覧期間は

２週間以内である。なお、雑誌・視聴覚資料・貴

重書・館内閲覧資料は除く。相互間の物流は、毎

週金曜日に中央図書館との間で行っている。平成

29年度の実績は下表の通り。

件数 冊数 

和洋女子大への貸出 23 23 

和洋女子大からの借受 １ １ 

ウ.その他

市川市民（在勤含む）が上記以外の大学図書館を

利用する場合、１回（１日）の閲覧ごとに紹介状が

必要である。学生の場合は基本的に所属する大学の

図書館からの紹介状による。 

平成29年度に紹介状を発行した大学は以下の通り

（６大学６件）。 

埼玉県立大学図書館 

順天堂大学学術メディアセンター 

上智大学図書館 

聖徳大学川並弘昭記念図書館 

日本大学経済学部図書館 

立教大学図書館 



（５）対象別サービス

①児童サービス

子どもの発達に応じて豊かな読書体験ができるよ

うな児童書の選定・収集に努め、館内展示を行うと

ともに、ブックリストの作成や読み聞かせの会など

を実施している。さらに、教育センターなど行政各

部門と連携を図り、サービスの拡大を図っている。

尚、各表の数値は平成29年度の実績である。 

ア. ブックリスト

子どもの発達段階に応じたブックリストを作成し、

配布している。 

「本のぽけっと」基本版１号及び30号 

「本のぽけっと」付録（読み聞かせリスト） 

「新一年生の保護者の皆様へ」 

「よんであげたいえほん」 

（０～２才）（３・４才）（５・６才） 

イ．館内特集展示

こどもとしょかんや、地域館の児童コーナーに、

季節やテーマに沿った本の展示を行っている。 

ウ．読み聞かせ等

中央・行徳・信篤・南行徳の各図書館で、絵本の

読み聞かせ会などを定例化して行っている。 

平田図書室では、平田保育園に出向いて読み聞か

せを行っている。 

読み聞かせ統計 

えほんの会 

対象年齢 回数 人数 

中央 ４歳～小学生 82 607 

行徳 ４歳～小学生 31 285 

信篤 ３歳～親子 ８ 24 

南行 ３歳～親子 11 24 

らっこの会 

対象年齢 回数 人数 

中央 ０～３歳親子 59 902 

おはなし会 

対象年齢 回数 人数 

中央 ４歳～小学生 12 118 

行徳 ５歳～小学生 10 68 

わらべうたであそぼう 

対象年齢 回数 人数 

中央 ０～３歳親子 33 345 

エ．館内行事

中央・行徳・信篤・南行徳の各図書館で、定例

の読み聞かせのほかに、イベントを実施している。 

今年度、中央図書館では、６月に「「こそあど

の森の物語」を読みながら、住んでみたいお家を

絵にしよう！」（理論社と共催）、「秋空絵本の

会 環境紙芝居ｗｉｔｈ絵本の読み聞かせ」（環

境政策課と共催）、７月に自然博物館との共催で

「きょうだけ生き虫ずかん」などを開催した。 

オ．出張サービス

市内の公立小学校・公立保育園・幼稚園を対

象に「出張おはなし会」を行っている。 

カ．学級招待

クラスや学年単位で図書館に来館した子ども達

に対して読み聞かせなどを行っている。 

キ．まちたんけん

市内の小学生が授業の一環として行う「まちた

んけん」として来館。 

ク．学級文庫

市内公立小中学校等に、対象年齢に応じたセッ

ト貸出を行った。（学校ネットワーク物流便利

用） 

校数 回数 人数 

中央図書館 11 28 1,505 

信篤図書館 １ １ 91 

平田図書室 １ ４ 159 

校数 回数 人数 

中央図書館 ３ ６ 239 

信篤図書館 ２ ２ 71 

校数 回数 人数 

中央図書館 １ ２ 14 

行徳図書館 １ １ 19 

信篤図書館 １ １ 23 

平田図書室 １ １ 11 



ケ．乳幼児サービス

市川市版のブックスタート事業である、こども館

事業の「たのしく絵本！はじめの一歩」に選書面な

どで協力している。 

②ヤングアダルトサービス

ア．中央図書館

中学生以上19歳までの世代を、児童サービスの対

象としてではなく、Young Adult（若い大人）とし

てとらえサービスを行っている。児童書、一般書の

枠にとらわれず対象資料を集めたYoung Adultコー

ナーを、一般書のコーナー（ポピュラーライブラ

リー）の中に設けている。

また、グループで調べ学習等の活動ができる

Young Adult Roomに掲示板を設置し、職場体験学習

において中学生が作成した作品等を掲示、展示して

いる。 

・「Young Adult通信」

Young Adult世代向けのブックリストとして年３

回作成。各号、市内公立中学校のいずれかの学年の

全生徒に学校ネットワーク物流便を通じて配布。同

内容を図書館のホームページ上にも掲載している。 

また、「Young Adult通信」に１年を通じて掲載

する年間キャラクターを市内の中学生、及び中央図

書館内で募集した（平成29年度応募数 67件）。 

館内では、Young Adultコーナーにおいて「Young 

Adult通信」とタイアップした形で本の展示を行っ

ている。展示ポスターは市内の中学生から募集して

いる。 

・「Young Adult通信 入門編」

Young Adult世代向けの利用案内として図書館内

で配布するほかに、夏休み前に市内公立中学校１年

生全員を対象に、学校ネットワーク物流便を通じて

配布している。 

。 

・「Young Adult通信 号外 新生活応援号」

春休み前に、市内公立中学校３年生全員に、学校

ネットワーク物流便でお薦めの本のリストを配布し

ている。 

・ＹＡイベントアイデア大募集 

中央図書館でやってみたいイベントのアイデアを

７月に市内の中学生、高校生、及び館内で募集した。

８件の応募があり、今後のYoung Adult世代向けイ

ベントの参考とした。 

・ＹＡ図書館本Ａ-Ｚ

12月に中学生以上の19歳までの方に特におすすめ

の本をアルファベットのＡからＺまでのしるしをつ

け、１冊ずつ包み中身を隠して一般フロアで貸し出

し、好評だった（平成29年度貸出数 26冊）。 

・学校との連携展示

11月８日から12月27日まで昭和学院、１月５日か

ら３月29日まで市川学園の高校生が校内で作成した

本のＰＯＰを借用し、Young Adultコーナーにおい

て本とともに展示した。一緒に展示した本は、常に

貸出され好評だった。 

・夏休み対策

夏休みの宿題支援のため、７、８月は課題図書、

自由研究コーナーを作る。課題図書は貸出期間を 

一週間としている。 

イ．地域館

行徳図書館、信篤図書館、南行徳図書館において

は、児童サービスの延長として、Young Adult世代

向けのサービスを行っている。 

資料は、中学生以上向けの児童書とYoung Adult 

向け文庫が中心である。 

貸出冊数 

（内特別支援） 

小学校  3,980冊 （260冊） 

中学校  160冊  (40冊) 

義務教育学校  120冊 



③障がい者サービス（図書館利用に障がいのある

利用者へのサービス） 

図書館を利用する上で心身等に何らかの障がいが 

ある方を対象として、それぞれの状況に応じ、図書

館を利用しやすいように配慮したサービスを提供す

ることを目的とする。 

一般の図書の形態（墨字資料）での読書が困難な

方に対して、点字図書、音訳図書、DAISY図書、大

活字図書、ＣＤブック、文芸カセット、布の絵本・

布のおもちゃ等を、ボランティア団体が製作、また

は購入し、蔵書として提供している。 

中央図書館障がい者サービス室にはインターネッ

ト閲覧用パソコン（音声読み上げ可能）、DAISY図

書再生機、拡大読書器、音声読書器などの機器類を、 

行徳図書館には拡大読書器をそれぞれ備えている。 

来館困難者へのサービスは、郵送貸出や代理人 

貸出による資料の提供を行い、視覚障がい者に対し

ては、対面朗読も実施している。 

市内公立小学校の特別支援学級と、こども発達 

センター内にある通園施設「あおぞらキッズ」

「おひさまキッズ」へ、布の絵本・布のおもちゃ計

17点を貸し出した。 

布の絵本・布のおもちゃ及びマルチメディア

DAISY図書の個人利用の促進を図るため、市内公立

小・中学校の特別支援学級並びに須和田の丘支援学

校・県立市川特別支援学校の保護者等を対象として

案内パンフレットを配布した。 

職員を対象に「認知症サポーター養成講座」を開

催し、認知症の方への対応方法の研修を行った。 

登録者数         （ ）は平成29年度新規登録者数 

累積登録者数 

視覚障がい者 97（３） 

聴覚障がい者 146（２） 

内部疾患・肢体不自由者 145（６） 

外来困難者・その他 89（５） 

合計 477（16） 

（所蔵資料に関する統計は、p.34「９．平成29年度

統計（１－２）分野別蔵書冊数内訳」を参照） 

④外国人利用者へのサービス

国際化社会に対応した多文化サービスの実現を

目的とする。市川市に居住する外国人を図書館サー

ビスの対象者として明確にとらえ、日本での生活・

学習・娯楽等に役立つ図書や行政機関による外国人

向けの資料を重点的に収集している。 

平成29年度は英語図書239冊（行徳図書館38冊を

含む）、中国語図書56冊、ドイツ語図書１冊、スペ

イン語図書２冊の新規購入と寄贈受入を行った。

ア. 楽山市図書コーナー

平成13年、友好都市締結20周年にあたり、楽山市

から中国語図書約300冊の贈呈を受けて設置したが、

経年による本の劣化等により、平成18年にコーナー

を終了し、従来の中国語資料の中に収めた。 

イ.江南区電子図書コーナー

市川市は、平成17年、大韓民国ソウル特別市江南

（カンナム）区と情報化分野及び職員交流に関する

協定を締結。その一環として、江南区がインター 

ネット上で運営している電子図書館のＩＤ１万件の

贈呈を受けた。これにあわせて中央図書館では、 

韓国語資料約700冊を追加購入してコーナーの充実

を図り、その一画に平成18年電子図書館閲覧コン

ピュータを１台設置した。 

ウ.原州市寄贈韓国語資料

市川市と同じく健康都市連合に加盟している大韓

民国江原道原州（ウォンジュ）市より、韓国語資料

の12回目の贈呈を受けた。原州市から11冊の寄贈が

あり、市川市からも11冊の贈呈を行っている。 

エ．逐次刊行物（平成29年度:市内全館）

（所蔵タイトル数）

雑誌 英語10 

  新聞 英語５／中国語１／韓国語１ 

（所蔵資料に関する統計は、p.34「９．平成29年度

統計（１－２）分野別蔵書冊数内訳」を参照） 



⑤団体へのサービス

ア．団体としての利用

読書活動に関わる団体及び市内福祉施設・学校

等で図書館資料を利用する団体へのサービス。 

・登録・貸出

市川市内在住・在勤・在学者を主な構成者とし、

利用に際し継続性があり図書館資料を営利目的と

して利用しないことを登録要件とする。更新は 

年度ごととする。 

貸出期間は貸出日を含め図書は31日、ＣＤは15

日である。貸出冊数は図書が無制限、ＣＤは３点。 

予約は窓口のみで受け付ける。１日５タイトル、 

累計20点まで。団体の予約において新規資料の購

入はしない。 

・活動場所の提供

中央図書館では、以下の図書館関連５団体に活

動場所として集会室・サークル室を提供している。 

市川図書館友の会 市川点訳音訳友の会 

点訳ビーアイ うずしお読書会 

子どもの本を考える会 

イ．読書会サポート

・資料の提供

読書会で使用するため同タイトルの資料が複数

必要となる場合は、市内図書館の所蔵冊数内で 

希望冊数を用意する。原則として受取希望日の 

３週間前から予約を受け付ける。 

千葉県立図書館において「十冊文庫」の名称で

読書会向けに同じタイトルの本が10冊ずつ準備さ

れており、市立図書館を窓口にして取り寄せる。 

登録団体数・貸出冊(点)数 

登録団体数 貸出冊(点)数 

平成27年度 45 4,502 

平成28年度 51 4,212 

平成29年度 58 5,640 

（６）資料別サービス

①地域資料

ア．地域行政資料と市民文庫

地域行政資料（市川市、千葉県に関する資料）の

収集、整理を行った。地域行政資料は、市川独自の

地域区分、資料分類を付与し、地域の歴史を後世に

伝えるため永年保存としている。 

中央図書館では７月～８月には、昨年度に引続き

「浮世絵に見る市川」の第２弾として、正面入り口

のガラスケースを利用して、歴史博物館の企画展示

にあわせ「利根川東岸弌覧」を中心とした浮世絵関

連の資料を展示した。11月には、文学ミュージアム

の企画展「永井荷風展：荷風の見つめた女性たち」

にあわせて、永井荷風が原作の映画「踊子」「夢の

女」に関係する古い新聞記事や書庫で保存している

貴重な資料を展示し、展示リストを図書館ホーム

ページに掲載した。 

イ．特別コレクション（永井荷風・東山魁夷・

星野道夫・渡邊二郎の著作及び関連著作） 

特別コレクションは論文や記事、新刊書から古書

まで積極的に収集し、整理を行った。 

ウ．電子化とホームページによる情報発信

著作権の保護期間満了の資料を電子化して、中

央図書館内のWeb-OPACで随時公開している。平成

29年度は昭和40年版「市川市住宅詳細図」（株式

会社三洋堂）と41年版の「市川市動態図」（日本

広飾企画研究所）を新たに追加した。 

また、ホームページでは地域情報データベース

に「市川の地名」として、市川市の地名の由来に

ついての情報を新たに作成し、地域情報のページ

を追加更新した。 

（所蔵資料に関する統計は、p.34「９．平成29年

度統計（１－２）分野別蔵書冊数内訳」を参照） 



②視聴覚資料

流通する記録媒体の変化から、映像資料について

は今後の蔵書の在り方について検討を開始し、市川

駅南口図書館では、平成30年３月31日よりナクソス

ミュージックライブラリーの館内視聴サービスを開

始した。 

ア．視聴覚資料（ＣＤ・ビデオ・ＤＶＤ）の収

集・提供に関すること 

・貸出点数

１人ＣＤ３点、ビデオ２点、ＤＶＤ２点（試行）。

貸出期間は、貸出日を含む15日間。視聴覚資料の

貸出対象及び試聴ブースの利用対象は、中学生以

上の市内在住・在勤・在学者。 

イ．試聴ブースに関すること

［ブース数］利用時間は、いずれも１回30分以内

・中央図書館：

ＣＤ用（２台）カセットテープ用（４台）

ＣＤ用〔車椅子対応可能〕(１台) 

カセットテープ用〔車椅子対応可能〕（１台）

・行徳図書館：

ＣＤ用（２台）

 

（７）主催事業

①リサイクルブック市

図書館の不用図書、雑誌など（除籍資料および

寄贈資料のうち既に所蔵していたり資料収集方針

に沿わない等の理由で受け入れないもの）を有効

に再活用するため、利用者に無償で提供するリサ

イクルブック市を開催している。

中央図書館では市川市生涯学習センター内グ

リーンスタジオを、行徳図書館では行徳公民館レ

クリエーションホールをそれぞれ会場として、

「市川図書館友の会」の協力により開催。平成14

年度より「市川図書館友の会」が図書館支援のた

めの募金活動を行っている。

そのほかの図書館においても、小規模であるが

リサイクルブック市の単独開催、またはリサイク

ルコーナー設置を行っている。

実  施  日 対象及び参加数 
準備冊数及び 

提供冊数（提供率） 
備 考 

中央 

（第 24回） 

平成 29年 10月 27日(金) 図書室等  83団体 準備：19,515冊 

提供：11,775冊 

（提供率：60.3%） 市川図書館友の会

の協力 

平成 29年 10月 28日(土) 一般市民  1,095人 

行徳 

（第 20回） 
平成 30年 1月 27日(土) 一般市民  457人 

準備：10,184冊 

提供： 5,012冊 

（提供率：49.2%） 

信篤 

(第 19回) 
平成 29年 10月 21日(土)～22日(日) 一般市民  120人 

準備： 3,552冊 

提供： 2,577冊 

（提供率：72.6%） 

信篤公民館の文化

祭とあわせて実施 

平田 平成 29年６月 10日(土)～11日(日) 集計なし 

準備： 3,030冊 

提供： 2,174冊 

（提供率：71.7%） 

南行徳 

平成 29年９月 12日(火)～９月 26日(火) 

12月６日(水)～12月 20日(水) 

平成 30年２月 14日(水)～２月 28日(水) 

集計なし 

準備： 1,636冊 

提供： 1,104冊 

(提供率：67.5%） 

リサイクルコー

ナーの設置

平成29年度リサイクルブック市等実施状況 



②特集展示

平成29年度中央図書館特集展示・一般   [ ]は連携先 

展示月 展示１ 展示２ 小展示・臨時展示 ガラス展示 ガラス展示 絵画ラック 

４月 

いろいろな不思議 
小さな不思議から 

大きな不思議まで おとなも楽しめる 

児童書 

あれから６年 

もりモリさまの森 

田島征三 

立体作品 
「 森 の 小 人 た

ち」 

田島征三 

立体作品 
「森の中で静か 

にパーティ」 

「もりモリさまの森」 

原画展（同時展示）和 

洋女子大学学生作成原 

画展・講演会ＰＲポス 

ター〔理論社〕〔和洋〕

５月 

建築物 

ﾌﾗﾝｸ・ﾛｲﾄﾞ・ﾗｲﾄ

生誕150周年

図書館に 

行きませう 世界の絵本 

オズボーン

コレクション

世界の絵本 

オズボーン

コレクション

大草原の小さな家 

シリーズ画

６月 
青の世界 

In to the Blue 

恋がしたくなる本 

婚活イベント連携 

[企画課]*1 

７月 
本で知る 

オリンピック・

パラリンピック

雨の季節を 

さわやかに 

東京オリン

ピックの記録 

オリンピック

ポスター
（第1回ｱﾃﾈから第21  

 回ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙまで） 

浮世絵に見る

市川*2 

利根川東岸弌

覧を中心に 

[歴史博物館] 
８月 

冒険へ行こう！ 

９月 

宇宙 
金井宇宙飛行士を 

応援 

絵筆を持ってぶら

り旅*3/ 

自殺予防週間*4/ 

ノーベル文学賞*5/

発酵[現産博]*6

百田稔展 

放浪のお絵描

きおじさん*3 

百田稔展 

放浪のお絵描

きおじさん*3 

百田稔展 

放浪のお絵描き 

おじさん*3 10月 

科学道 

[理化学研究所 

科学道100冊] 
11月 

テレビを読む 金井宇宙飛行士を 

応援ポスター*7/ 

犬・いぬ・戌*8 

永井荷風と 

夢の女 

[文学ﾐｭｰｼﾞｱﾑ] 

永井荷風と 

踊子 

[文学ﾐｭｰｼﾞｱﾑ] 
オリンピック

ポスター
（第1回ｱﾃﾈから第21 

回ﾓﾝﾄﾘｵｰﾙまで） 
12月 

敬天愛人－西郷隆

盛とその時代－ 

[歴史博物館] 

戊辰戦記絵巻

物や古文書

[歴史博物館]

戊辰戦記絵巻

物や古文書

[歴史博物館]１月 

笑 

寄席のあった 

街 市川 

[文学ﾐｭｰｼﾞｱﾑ] 

２月 

ほっとひといき 

平昌オリンピック・

パラリンピック*9/ 

恋がしたくなる本 

婚活イベント連携 

［企画課］*10

寄席のあった

街 市川 

寄席のあった

街 市川 

[文化振興財団] 

３月 
ものから歴史をみ

てみよう 

春になるたび想う

こと/  

3月11日あれから

７年*11/ 

桜と日本*12

図書館用品か

ら歴史をみて

みよう 

＊1 6月11日～18日 ＊2 7月15日～8月27日    ＊3 8月29日～10月29日  ＊4 9月10日～9月16日 

＊5 10月5日～無くなり次第（Kazuo Ishiguro） ＊6 10月14日～12月3日 ＊7 12月14日まで *8 12月12日～1月30日 

＊9 2月1日～    ＊10 婚活イベント共催2月11日～2月14日   ＊11 3月7日～3月11日まで   ＊12 3月20日～ 



平成29年度中央図書館特集展示・児童 ヤングアダルト   [   ]は連携先 

展示月 メイン展示

ガラスケー

ス 

（手前） 

ガラスケー

ス 

（奥） 

ロビー側 小展示 
一般 

展示塔 

４月 
たしませいぞうの 

せかい 
わらべうた はる たのしいことば 

入園・入学/ 

こいのぼり 
わらべうた 

５月 にっぽんのおにぎり 

［理論社］ 

にっぽんの

おかし 

[理論社] 

にっぽんの

おかず 

[理論社] 

おにぎり 
こいのぼり/ 

母の日 岡田淳の世界 

６月 岡田淳の世界 父の日 

７月 
五味太郎の世界 

［文学ミュージアム］ 
みず 

五味太郎の

世界[文学

ミュージアム]

本のぽけっと 

七夕 五味太郎の 

世界[文学

ミュージアム]８月 
工作・ 

自由研究 

９月 うちゅうにはなにが

ある！？［企画課］ 
かこさとし

だるまちゃ

ん50周年 

石井桃子 

生誕110年 

かこさとしだるま

ちゃん50周年 
お月さま 

石井桃子生誕

110年 10月 
発酵［現産博］ 

ハロウィン

11月 
クリスマス

― 

12月 

ふゆ 

クリスマス クリスマス ― クリスマス

１月 
いってみたいな   

せかいのくに 

干支 

いぬの本 
いぬとねこ お正月 

いぬとねこ 

２月 
かがく 

えほん 

ことば 

あそび かがくえほん／ 

角野栄子さんアン

デルセン賞受賞 

おに/ 

おひなさま 

３月 みんななかよし 

早野たづこ

人形[文化振

興財団] 

早野たづこ

人形[文化振

興財団] 

防災/春/ 

入園・入学 

早野たづ子人

形[文化振興財

団] 

展示月 特集タイトル（ヤングアダルト） 

４月～６月 時間 

７月～９月 クール

10月～12月 お国自慢 

１月～３月 イチオシ本

11/8(水)～

12/27(水) 
昭和学院作成ＰＯＰ掲示 [昭和学院高等学校] 

１/５(金)

～3/29(木) 
市川学園作成ＰＯＰ掲示 [市川中学校・高等学校] 

平成29年度行徳図書館特集展示・一般   ［   ］は連携先 

展示月 特集タイトル 

３月～４月 昭和の時代 

５月～６月 内で楽しく外で楽しく 

７月～８月 戦争と平和 

９月～10月 宇宙 

11月～12月 家族 〔子育て支援課〕 

１月～２月 オリンピック・パラリンピック

３月～ 新生活スタート 



平成29年度行徳図書館特集展示・児童   ［ ］は連携先 

展示月 特集タイトル 小展示 ヤングアダルト

４月 世界旅行 春/新入園入学/こいのぼり 

中

学

生

が

Ｐ 

Ｏ 

Ｐ

を

つ

く 

っ

た 

よ 

！ 

５月 
おいしいおはなし 

こいのぼり/こどもの日/母の日 

事件です！ ６月 父の日 

７月 もっと知りたい！科学の本/ 

夏に読みたいかがくのほん/戦争と平和 

七夕/幕末～明治 

８月 
とびだせうちゅう

へ［企画課］ 

動物愛護週間 
大学生のオススメの 

本 

９月 
まほう！ 

お月見 
こんな人知ってる？ 

10月 

11月 
クリスマス

家族（きょうだい）［子育て支援課］ 

過去の世界へ 12月 冬のスポーツとオリンピック 

１月 
走る 

お正月/ゆき/節分 

２月 
入園入学新し

いスタート 

ひなまつり 

部活動 
３月 どきどきしよう！ 

科学道100選ジュニア 

［理化学研究所］ 

平成29年度信篤図書館特集展示・児童   ［   ］は連携先 

展示月 特集タイトル 

４月 本のポケット基本版/新一年生/入園入学おめでとう 

５月 春 

６月 雨/七夕 

７月 本のぽけっと30号/課題図書/雨/夏 

８月 本のぽけっと30号/課題図書/夏 

９月 本のぽけっと30号/お月見 

10月 家族［子育て支援課］/ハロウィン/まほうつかい・まじょの本 

11月 家族［子育て支援課］/クリスマス 

12月 クリスマス

１月 お正月/今年の干支/鬼（節分）/冬 

２月 鬼（節分）/冬 

３月 冬/本のポケット基本版/新一年生/入園入学おめでとう 

平成29年度南行徳図書館特集展示・児童   ［   ］は連携先 

展示月 特集タイトル 

４月 新一年生/はる 

５月 西巻芽子の本－絵本デビュー40周年－/ミニ展示 こいのぼり 

６月 西巻芽子の本－絵本デビュー40周年－/ミニ展示 雨がふってもたのしいね/七夕 

７月 東京2020 

８月 課題図書・自由研究・工作 

９月 そら・ほし・うちゅう［企画課］ 

10月 そら・ほし・うちゅう［企画課］/ミニ展示 月 

11月 かぞくっていいね［子育て支援課］ 

12月 クリスマス/ミニ展示 宇宙へ［企画課］

１月 いぬ・犬/ミニ展示 お正月/冬の本/鬼 

２月 いぬ・犬/ミニ展示 節分/ひな祭り 

３月 図書館がおすすめする本/ミニ展示 地震/春の本 



平成29年度平田図書室特集展示・児童   ［   ］は連携先

展示月 特集タイトル 

４月 にゅうえんにゅうがく、おめでとう 

５月 おみせやさん 

６月 あめ 

７月～８月 海へ、山へ 

９月 おじいちゃんおばあちゃんありがとう 

10月 うちゅう・そら［企画課］ 

11月 かぞく［子育て支援課］ 

12月 クリスマス/お正月

１月 いぬどし 

２月 おに 

３月 もうすぐ春 

③その他イベント

講 座 

開催日 館名 講座名・内容 人数 連携先ほか 場所 

４/９(日) 中央 

田島征三さん講演会 

「森の生きものたちに代わって話しましょう！」 

81人 

田島征三事務所 

理論社 

和洋女子大学 

ﾒﾃﾞｨｱﾊﾟｰｸ

第２･３研修

室 

４/21(金) 中央 読み聞かせ講座（初心者向け） 22人 
ﾒﾃﾞｨｱﾊﾟｰｸ

第３研修室 

福袋関係 

開催日 館名 イベント名 貸出数 内容・連携先ほか 場所 

12/23(土)～ 

１/８（火） 
中央 「福壱」 一般 176 ｾｯﾄ 

年末年始 

図書館員お勧めの本 

図書館内 

１/５(金)～ 

６(土) 
中央 「ワクワクいっぱいふくぶくろ」 180 ｾｯﾄ 

12/23(土)～

１/30(火) 
中央 「ＹＡ図書館本Ａ-Ｚ」 26 ｾｯﾄ 

１/５(金)～ 

８(月・祝) 
行徳 

「図書館員が選んだ本の福袋」 

一般 35、YA４、こども 44（セット） 
83 ｾｯﾄ 

１/５(金)～ 

10(水) 
信篤 

「図書館員が選んだ本の福袋」＊一般は 7 日（日）まで 

一般 10、こども 20（セット） 
30 ｾｯﾄ 

１/５(金)～ 

７(日) 
南行 

「図書館員が選んだ本の福袋」 

こども 30（セット） 
30 ｾｯﾄ 

その他イベント 

開催日 館名 イベント名 人数 内容・連携先ほか 

５/27(土)～

６/18(日) 
中央 

岡田淳“こそあどの森の物語”展 

～物語の世界へようこそ！～ 
943人 理論社 

文学ﾐｭｰｼﾞｱﾑ

企画展示室

１･２ 

６/４(日） 中央 
「市川環境・防災フェア 2017」 

自動車図書館展示・図書貸出 
― 

いちかわ環境・防災

フェア 環境政策課

ﾒﾃﾞｨｱﾊﾟｰｸ

入口 



④館内行事／児童・ヤングアダルト

６/11(日) 中央 
婚活支援事業「夜の図書館であなたも別世界へ・図

書館バックヤードツアー」 
31人 企画課 図書館内 

10/22(日) 中央 

鬼高さんしゃ祭イベント 

「中央図書館バックヤードツアー」 
７人 

さんしゃ祭・さん

しゃ祭実行委員会 

環境政策課 

図書館内 
鬼高さんしゃ祭イベント 

「秋空えほんの会」「マイエコバック作り」 
59人 

鬼高さんしゃ祭イベント「ブックコート体験」 ８人 

11/３(金) 中央 第 42回いちかわ市民まつり「出張図書館」 31人 いちかわ市民まつり 
大洲防災公
園 

11/19(日) 

中央 
いちかわファミリーフェスタ 2017 

「出張図書館」 
33人 

ファミリーフェスタ

参加イベント

ニッケコル
トンプラザ

中央 
いちかわファミリーフェスタ 2017 

「家族で楽しもう！絵本の世界」 
45人 ニッケコル

トンプラザ

２/11 

(日・祝) 
中央 

婚活支援事業「夜の図書館であなたも別世界へ・図

書館バックヤードツアー」 
26人 企画課 図書館内 

開催日 館名 児童行事名 人数 

４/23(日) 中央 はるかぜえほんの会 49 

６/10(土) 中央 「こそあどの森の物語」を読みながら、住んでみたいお家を絵にしよう 43 

６/15(木)､10/28(土)各２回 中央 絵本の読み聞かせの会（現代産業科学館主催） 121

７/23(日) 中央 きょうだけ生き虫ずかん ‐こどもとしょかんで虫を観察しよう‐ 269

８/２(水)､９(水)､16(水) 中央 小学生のためのこわいおはなし会（３回） 97 

７/27(木)、８/24(木) 信篤 小学生のためのおはなし会（２回） ３ 

８/４(金) 信篤 生きている虫が信篤図書館にやってくる！ 51 

８/23(水)、８/30（水） 行徳 夏のおたのしみ会 23 

10/22（日） 中央 秋空えほんの会 環境紙芝居ｗｉｔｈ絵本の読み聞かせ 59 

12/２(土)～10（日） 中央 ぬいぐるみとおとまり会ｉｎうちゅう 37 

12/17(日) 南行 冬のおたのしみ会 ６ 

12/20（水）、12/27（水） 行徳 冬のおたのしみ会 26 

12/23(土) 中央 冬のおたのしみ会 48 

２/24(土) 中央 芳澤ガーデンギャラリー市川文化人展「早野たづ子展」読み聞かせ 24 

３/10(土) 中央 科学あそびの会 — じしゃくのふしぎ‐ 107 

開催日 館名 ヤングアダルト行事名 人数 

６/９(金)～７/19(水) 中央 ＹＡイベントアイデア大募集！ ８ 

４/28(金)～６/25(日) 中央 ＹＡキャラクター大募集 67 



（８）市川駅南口図書館自主事業（指定管理館）

講座 

開催日 講座名 人数 講師 場所 

５/18(木) ビジネスに生かすホームページ作成入門 20人 志鎌真奈美氏 I-Linkルーム 1

６/29(木) 歯のケアで健康長寿 ５人 
市川市歯科医師会 

田中千元氏 
I-Linkルーム 2

９/15(金) 
健康×お金 ヘルスケア・ファイナンシャルプ
ランニングセミナー

16人 赤木禎文氏 I-Linkルーム 1

２/８(木) 高血圧予防は食事から 21人 
和洋女子大学 
准教授 高橋佳子氏 I-Linkルーム 2

イベント 

開催日 イベント名 人数 講師 等 場所 

４/22(土) 親子でうたってあそぼう 手あそびわらべうた 53人 (株)ヴィアックス 
神保和子氏 

I-Linkホール

５/23(火）～ 
５/26（金） 

公共図書館カード出張登録会 58人 市川駅南口図書館
職員 

千葉商科大学
付属図書館 

７/27(木)､28(金) 夏休み一日図書館員 16人 市川駅南口図書館
職員 

市川駅南口図書館 

８/19(土) 本の世界に入ってみよう! 50人 市川駅南口図書館
職員 

I-Linkルーム 1,2

10/29(日) うたとあそびのおんがくかい 57人 アンサンブル･ピエ I-Linkホール

11/１(水)～ 
11/29(水) 

私のおすすめの一冊(投稿文の掲示) 37人 利用者投稿 市川駅南口図書館 

12/25(月) えきなん 冬のおたのしみ会 (人形芝居) 35人 人形芝居 燕屋 I-Linkホール

１/7(日) 迎春 はなまるで、落語と寄席囃子! 46人 
落語芸術協会 
松本優子氏 
桂伸三氏 

I-Linkホール

３/11(日) プラネタリウム 星空の宅配便 70人 木村直人氏 I-Linkホール

えきなんギャラリー展示 

開催日 タイトル 作家・写真家・テーマ等 

４/１(土)～ 
４/27(木) 

つながる・ひろがる・感動体験！「特定非営利活動法人
市川子ども文化ステーション」のすべて 

市川子ども文化ステーションの活動内容を
紹介したパネルの展示

４/29(土)～ 
５/30(火) 

「市川クロマツ会」展Ⅱ 
市川クロマツ会の活動内容を紹介した写真

の展示 

６/1(木)～ 
６/29(木) 

ひとりで歩いて絵を描いて 
放浪のお絵描きおじさん 百田稔作品展 

13回の冒険旅で描いた絵の展示 

７/1(土)～ 
７/30(日) 

プレーパーク写真展 
～子どもたちにもっと外遊びを!～ 

市川子どもの外遊びの会によるパネル展示 

８/１(火)～ 
８/27(日) 

筑波大学附属聴覚特別支援学校 高等部専攻科造形芸術科 
生徒作品展 

イラスト・油絵等の作品展示

８/29(火)～ 
９/28(木) 

市川アートクラブ 
絵画作品展 

絵画サークル会員の作品展示

８/29(火)～ 
９/28(木) 

「創作絵本サークルぴよぴよ作品展」と 
「アトリエにじのわ こどもたちのむかしばなし展」 

小さなおやこ絵本館ぴよぴよで活動してい
る２サークルによる作品展示

９/30(土)～ 
10/29(日) 

まちかどの近代建築写真展 in 市川(Ⅲ) 
懐かしの学び舎 ～今に残る学校建築～ 

まちかどの近代建築写真展実行委員会、近
代建築探訪メーリングリスト、赤レンガを
いかす会の協力による写真展

11/１(水)～ 
11/29(水) ＮＨＫ学園 西城書道教室作品展 

ＮＨＫ学園市川オープンスクールの書道講
座の講師・生徒による作品展 

12/１(金)～ 
１/８(月) 

市川写真家協会アマ部門 IPPSクラブ作品展 

それぞれの四季 
市川写真家協会アマ部門の会員の写真展 

１/10(木)～ 
１/30(火) 

日台聾学校美術交流展 
台北台南２つの聾学校と筑波大学附属聴覚
特別支援学校造形芸術科生徒の作品展示

２/1(木)～ 
２/25(日) 

和洋女子大学服飾造形学類卒業制作写真展 
和洋女子大学生による卒業制作ショーの 
写真展

２/27(火)～ 
３/29(木) まちづくり家づくり Café Ichikawa活動写真展 

まちづくり家づくり café ichikawa の活動
内容を紹介した写真の展示 



（９）委員会等

①研修委員会

ア．職員研修参加実績

千葉県公共図書館協会や外部機関等の主催する

研修28件（64日）に延べ75人が参加し研鑽に努め

た。 

イ．異動者研修

図書館外からの異動職員５人を対象に、４月４日

に図書館業務の基本についての研修を実施した。 

ウ．非常勤職員研修

平成29年度に採用された図書館スタッフを対象に、

６月に第２回（参加者３人）、２月に第３回（参加

者２人）の研修を実施した。 

３月には平成30年４月に新規採用される図書館 

スタッフ９人を対象に新任研修を行った。

エ．図書館実習・インターンシップ

８月30日から９月12日にかけて、大学生４人

（青山学院大学２人、慶應義塾大学１人、立教大

学１人）を対象に図書館実習を実施した。 

また、８月２日から８日に、インターンシップの

大学生（和洋女子大学２人）を受け入れた。 

オ．職場体験学習・職場訪問

市内の小・中学生を受け入れ、職場体験指導等を

行った。 

カ．その他の研修

県教委主催「悉皆研修」のうち「社会奉仕体験

研修」として教諭11人を受け入れた。 

児童・生徒の職場体験学習の受入れ（平成 29年度） 

月 日 所 属 実施場所 人数 目 的 

６/22 福栄中学校 中央 ３ 職場体験学習 

７/７ 妙典中学校 中央 ４ 職場体験学習 

９/７～８ 第二中学校 
南行徳・信篤・

平田 
６ 職場体験学習 

９/12 高谷中学校 中央・行徳 ８ 職場体験学習 

10/４～５ 第三中学校 平田 １ 職場体験学習 

10/24 ふれんどルーム 中央 ２ 職場体験学習 

10/26～27 第八中学校 平田 ２ 職場体験学習 

11/１ 第七中学校 中央 ４ 職場体験学習 

11/１～２ 第七中学校 行徳 ４ 職場体験学習 

11/９～10 南行徳中学校 行徳 ２ 職場体験学習 

11/10 第四中学校 中央 ６ 職場体験学習 

11/15 塩浜学園 中央 ４ 職場体験学習 

11/16 塩浜学園 行徳 ４ 職場体験学習 

２/１ 下貝塚中学校 中央 ４ 職場体験学習 

２/１～２ 下貝塚中学校 行徳・平田 ５ 職場体験学習 

計 延べ 11校１団体 18日 59人 

教職員の体験研修の受入れ（平成29年度） 

月 日 所 属 実施場所 人数 目 的 

７/21 千葉県教育委員会 中央 ２ 教職員悉皆研修（社会奉仕体験） 

８/９～10 千葉県教育委員会 中央 ２ 教職員悉皆研修（社会奉仕体験） 

８/10 千葉県教育委員会 中央 ２ 教職員悉皆研修（社会奉仕体験） 

８/17 千葉県教育委員会 中央 １ 教職員悉皆研修（社会奉仕体験） 

11/７ 千葉県教育委員会 中央 ２ 教職員悉皆研修（社会奉仕体験） 

12/26 千葉県教育委員会 中央 １ 教職員悉皆研修（社会奉仕体験） 

２/23 千葉県教育委員会 中央 １ 教職員悉皆研修（社会奉仕体験） 

計 延べ １団体 ７日 11人 



②広報委員会

ア．図書館刊行物・ホームページの作成

図書館刊行物や図書館ホームページの編集及び作

成を行った。また、「市川市立図書館メールマガジ

ン」を月２回発行し、送信した。市川市の公式ホー

ムページやFacebookにも記事を提供した。

（p.67「10．平成29年度事業概要（10）図書館刊行

物」を参照） 

イ．マスコミへの情報提供

各新聞社（市役所記者クラブ）や地域のコミュニ

ティペーパー・放送局への情報提供を行った。

ケーブルテレビ(J:COM 市川)では、中央図書館の

展示「旅のお絵描きおじさん」や「図書館だより

100号」の取材・放映を行った。 

また、30年春から放映したフジテレビ系ドラマの

撮影場所として、中央図書館のフロアを提供した。 

ウ．オリジナルグッズの配布・販売

図書館オリジナルエコバッグ・クリアファイルの

販売は引き続き好調で、平成29年度はベージュ・

茶・黄・ピンクの四色を追加販売した。 

２月に図書館マナーキャンペーンを実施した。 

動植物園のコツメカワウソやレッサーパンダ、モ

ルモット、ミーアキャットの写真にマナーのお願い

文を記載した特製の栞を、写真やレイアウトを変え

て新しく作成し、特製のポケットティッシュと共に

配布した。 

エ．イベントの開催

鬼高さんしゃ祭や、企画課と連携の婚活イベント、

ニッケコルトンプラザで行われたファミリーフェス

タ、市民まつりに参加した。

（p.62「10．平成29年度事業概要（７）主催事業」

③その他イベントを参照）

③蔵書構成検討委員会

ア.資料収集・蔵書構成に関する検討

・「平成29年度市川市図書館資料収集計画」を策

定し、収集計画に基づいた資料収集を行なった。

・中央図書館では書架担当制とし、担当による資

料の更新（買い換え、除籍等）を行った。

・個別検討が必要な資料についての対応

・雑誌の休廃刊に対する対応

・新刊書の購入に関する選書会議の実施（毎週）

イ.資料費の配分と調整

・全館の資料費の配分計画を作成・執行

・資料費の執行庶務

ウ.蔵書点検・館内整理の計画と実行

中央図書館では、毎月末の館内整理日のほか、

６月と２月に特別休館期間を設け、蔵書点検、書

庫資料の見直しを行った。 

エ.特集展示の計画の立案と実施

・特集展示は年間計画を立てて実施

・行政等他の部署との連携による展示や講演を

行った。

・時節に臨機応変に対応した展示を実施

（年間の展示一覧は、p.59「10．平成29年度事業

概要（７）②特集展示」を参照） 

⑤その他各団体委員

・千葉県公共図書館協会理事・児童奉仕研究委

員会委員長           館長１名

・千葉県公共図書館協会理事・千葉県の図書館編

集委員会副委員長        主幹１名



（10）図書館刊行物

タ イ ト ル 形 態 刊行頻度 

① 市川市の図書館 2017 Ａ４・製本冊子 １回／年 

②  

市川図書館だより 

第98号 「連携しています！千葉商科大学・和洋女子大学｣ 

第99号 「特集：宇宙－金井宇宙飛行士を応援しよう!」 

第100号 「特集：図書館サービスのいまとこれから」 

第101号 「平成29年度図書館利用者アンケート実施報告」 

Ａ４・１枚 

※100号はＡ３・

二つ折り 

４回／年 

③  新・参考業務月報 2017 Ａ４・１枚 １回／月 

④  新・参考業務年報 2017 Ａ４・製本冊子 １回／年 

⑤  

地域資料レファレンス 市川市ってどんな街？ 

市川の歌 

市川の歌地図 

Ａ３・二つ折り 随時 

⑥  

市川市中央図書館調べ方案内 

２．図書館で使える外部データべース（改訂）

10．介護について調べるには

11．キノコについて調べてみよう

12．起業するには

13．天文学につて調べるには

14．自殺予防について調べるには

15．漢詩について調べるには

16．和歌を探すには

和歌を探そう（実践編）

17．「障害者差別解消法」について調べるには

Ａ４・各１枚 随時 

⑦  

各種利用案内（改訂版含む）

２．本の返却ポストのご案内

２-２．自動車図書館「みどり」号 
３．関連施設のご案内

４-４．千葉商科大学附属図書館で予約を受け取るには･･･ 
５-２．メールアドレス登録のご案内 
９-１．外部データベースとインターネット情報源 
９-２．インターネット接続利用サービス 
10．レファレンスサービスのご案内

閲覧席の利用案内

Ａ４・各１枚 

⑧  
婚活イベント

恋がしたくなる本（2017/６、2018/２）
Ａ４・各１枚 随時 

⑨  

テーマ展示

「東京 2020オリンピック・パラリンピックプロジェクトｉｎ市川市」連携

オリンピック金メダリストの著作及び関連リスト

（特集展示・図書館だより号外リスト）

オリンピック冬季競技大会データ

Ａ３・各１枚 随時 

⑩  

Young Adult通信 

第76号「時間」 

第77号「クール」 

第78号「お国自慢」 

Ａ４・１枚 ３回／年 

⑪  Young Adult通信 入門編 改訂 Ａ４・二つ折り １回／年 

⑫  Young Adult通信 号外 新生活応援号 改訂 Ａ４・三つ折り １回／年 

⑬  わらべうたであそぼう Ａ４・三つ折り 随時 



⑭  

本のぽけっと 

１・２年生におすすめする本 第30号 

３・４年生におすすめする本 第30号 

５・６年生におすすめする本 第30号 

Ａ４・各１枚 １回／年 

⑮  
市川市中央図書館調べ方案内パスファインダー 

梨（なし）をしらべるには Ａ３・二つ折り 随時 



（11）視察・講師派遣等
①視察

月 日 視 察 者 視察場所（目的） 人数 

４／８（土） 大韓民国原州市 図書館見学 14 

５／24（水） 
セイナヨキ応用科学大学（フィンランド）図書

館情報学科主任講師
生涯学習センター全般 １ 

６／16（金） 
国立教育政策研究所 図書館司書専門講座 

現地研修 
図書館全般 10 

７／７（金） 港区みなと図書館 学校図書館支援センター事業関連 ３ 

７／14（金） 墨田区曳船図書館 学校図書館支援センター事業関連ほか ４ 

７／27（木） 公明党長野市議員団 学校図書館支援センター事業関連 ３ 

８／３（木） 和洋女子大学 図書館見学 11 

８／24（木） 墨田区立小学校図書館研究部員 学校図書館支援センター事業関連 ７ 

10／24（火） 福岡教育大学 福祉社会教育講座教授 学校図書館利用教育 1 

11／10（金） ひたちなか市青少年センター 生涯学習センター全般 22 

１／26（金） 上尾市児童館運営委員会ほか こどもとしょかん等見学 17 

②講師派遣等

月 日 テーマ（講師） 集会名、主催団体等（講演場所） 

７／６（木） 
ノンフィクションの選書について

（髙栁公香） 

平成 29年度児童サービス基礎研修会 

主催：千葉県立中央図書館 

（千葉県立美術館） 

８／24（木） 
ビブリオバトルを体験しよう 

（前越裕子） 

第２回学校図書館研修会 

主催：教育センター   （市川市生涯学習センター） 

８／24（木） 
幼児と保護者のための図書講座 

（高橋とも子） 

第２回学校図書館研修会 

主催：教育センター   （市川市生涯学習センター） 

11／15（水） 
基調講演：公共図書運営の動向と展望 

（叶多泰彦） 

平成 29年度図書館地区別（北日本）研修 

主催：文部科学省・岩手県教育委員会 

主管：岩手県立図書館 

（いわて県民情報交流センター） 

12／14（木） 
中高生向けレファレンスサービス 

事例報告３ （小川健太郎） 

第 14回レファレンス共同データベース事業フォーラ

ム 

主催：国立国会図書館 

（国立国会図書館国際子ども図書館） 

２／６（火） 
公共図書館運営の動向と展望 

（叶多泰彦） 

平成 29年度群馬県公共図書館協議会市町村立図書館・

公民館図書室運営研究部会研修会 

主催：群馬県公共図書館協議会  

（群馬県立図書館） 

（12）市川市立図書館関係記事一覧
※市川市広報の記事は除く

①執筆記事
「タイトル」 執筆者 

『掲載紙』 巻号 （出版社 刊行年） 掲載ページ

「2016年度全国図書館大会に参加して」髙栁公香/著『ニューズ・レター19号』日本図書館協会 児童青少年委員会 

日本図書館協会ホームページに掲載 2017.11 



②図書館紹介記事（イベント以外）
記事見出しタイトル 【コラム名】 

『掲載紙』 掲載年月日 巻号 （出版社 刊行年） 掲載ページ

中央図書館 

図書館のレファレンス 年齢に合わせ利用者導く 【パパッと学ぶぅ】 

『CHUNICHIこどもウイークリー』2018年１月 13日，２面 

行徳図書館 

行徳ママを応援！ 本を読む大切さを知ろう 行徳図書館に聞く 【こども特集】 

『コミュニティーペーパー行徳新聞』2018年２月９日，1934号 ２面 

本を読む大切さを知ろう 図書館司書に聞く 【こども特集】 

『ポイントペーパーいちかわ』2018年３月２日，721号 ８面 

貸出ベスト 

今年人気だった本は？市内図書館の貸し出しベスト 10 

『コミュニティーペーパーいちかわ』2017年 12月 22日，712号 ２面 

その他 

図書館の外部データベース活用術 

『市川よみうり』2017年７月 22日，1891号 ２面 

図書館と博物館の共催イベントのご紹介 

  『市川よみうり』2017年９月 23日，1899号 ２面 

市川市市川駅南口図書館山口館長写真 【笑顔の玉手箱】 

『月刊いちかわ』2017年 10月号 ｐ.24 

図書館の地域資料について 

『市川よみうり』2018年１月 27日，1915号 ２面 

③イベント紹介記事
記事見出しタイトル 【コラム名】 

『掲載紙』 掲載年月日 巻号 （出版社 刊行年） 掲載ページ

絵本「もりモリさまの森」原画展 ４月 

絵本『もりモリさまの森』原画展 ※イベント告知

『市川よみうり』2017年４月 15日，1878号 ３面 

「こそあどの森」挿絵原画展 ６月 

「こそあどの森」挿絵原画を展示  ※イベント告知

『毎日新聞』2017年６月２日，千葉版 21面 

本の世界へ行ってみよう 岡田淳“こそあどの森の物語”展 ～物語の世界へようこそ！～ ※イベント告知

『コミュニティーペーパーいちかわ』2017年６月 16日，686号 ５面 

小学生のためのこわいおはなし会 8 月２日、９日、16 日 

ゾ～ッ！ 暑さ吹き飛ぶ 小学生のためのこわいおはなし会 ※イベント告知

『コミュニティーペーパー行徳新聞』2017年８月 25日，1911号 12面 

ゾ～ッ！ 暑さ吹き飛ぶ 小学生のためのこわいおはなし会 ※イベント告知

『コミュニティーペーパーいちかわ』2017年８月 25日，695号 ８面 

百田稔作品展 ９月～10月 

放浪絵描き 徒歩で 8600キロ 出会いは宝 旅の原動力に 市川の百田さん作品展  ※イベント告知

『読売新聞』2017年９月９日，千葉版 27面 

旅の感動描いた水彩画 200点 「百田稔 作品展」 ※イベント告知

『市川よみうり』2017年９月９日，1897号 ３面 



冬のおたのしみ会 12月 23日 

冬のおたのしみ会 【情報スクランブル】 ※イベント告知

『市川よみうり』2017年 12月 16日，1910号 ６面 

市川市中央図書館「福壱」「本の福袋」 12月～１月 

市川市中央図書館「福壱」 【情報スクランブル】 ※イベント告知

『市川よみうり』2017年 12月 16日，1910号 ６面 

「本の福袋」が人気 司書厳選「中身はお楽しみ」 ※イベント告知

『千葉日報』2018年１月３日，統合地方版 11面 

（13）市川市立図書館関係テレビ番組一覧

J:COM市川「マイタウンいちかわ」 

放送日 放送内容 

４／８（土） vol.２ 市川市からのお知らせ「もりモリさまの森」原画展 

６／10（土） vol.11 ウィークリーヘッドライン 岡田淳「こそあどの森の物語」展（５/27～６/18） 

７／29（土） vol.18 ウィークリーヘッドライン「きょうだけ生き虫ずかん」（７/23） 

９／２（土） vol.23 市民のみなさまへ 市長メッセージ：本と新たな出会いが待つ図書館へ 

10／28（土） vol.31 ウィークリーヘッドライン 「第 23回鬼高さんしゃ祭」（10/22） 

J:COM市川「デイリーニュース」 

放送日 放送内容 

４／５（水） 「もりモリさまの森原画展と田島征三さん講演会」（告知） 

５／26（金） 市川市中央図書館 原画展はじまる 

６／６（火） 岡田淳「こそあどの森の物語」展 

６／７（水） 百田稔作品展（1～29日）（市川駅南口図書館） 

７／27（木） きょうだけ生き虫ずかん 

８／11（金） 小学生のためのこわいおはなし会 

９／26（火） 百田稔作品展 

10／23（月） 第 23回鬼高さんしゃ祭 ニッケコルトンプラザ・現代産業科学館・メディアパーク市川 

12／６（水） 「ぬいぐるみおとまり会ｉｎうちゅう」開催 

12／26（火） 市川市中央図書館「福壱」開催 

１／25（木） 市川図書館だより創刊 100号 今年で発刊から 24年 

他番組一覧 

放送日 放送内容 撮影日 

10／30（月） AbemaＴＶ ふたりモノローグ 第４話 さよならのカロリー ８／14（月） 

２／８（木） フジテレビ 隣の家族は青く見える 第４話 母の愛、娘の願い 壊れた絆の架け橋 １／22（月） 



11．市川図書館友の会 

  ＦＩＬ (Friends of ICHIKAWA LIBRARY) 

①発足

平成６年９月 18日

②目的

市川市中央図書館でのボランティア活動を通じ

て図書館と図書館員を応援し、人と人との触れ合い

を目的とする。 

③会員数

87人(平成 30年４月１日現在)

④役員（平成 29年度）

会 長：橋場くみ

副会長：尾高有子 鵜殿幸夫

会 計：関和子  岩井みよ子 

監 事：藤井敏子 中里るみ 

⑤入会手続

会員資格 会の目的に賛同する人

会 費  ・個人会員 年額 1,000円

・賛助会員 年額 5,000円

特 典  一切なし

⑥活動内容（平成 29年度）

１．図書館講座

○第１回図書館講座   平成 29年６月 24日 

「図書館基礎講座」レファレンス入門 

講師：中央図書館主幹 叶多泰彦 

参加人数 16人 

○第２回図書館講座   平成 29年９月 23日 

「初代会長とボランティアの原点を探る」 

講師：初代会長 押樋良樹 

参加人数 18人 

○新入会員基礎講座 平成 29年 11月 25日 

配架の基礎知識 

各部会説明 

館内案内 

ＤＶＤ「図書館の達人」視聴 

講師：椎名昭洋 橘智子 橋場くみ 

参加人数８人 

２．リサイクルブック市の運営と募金活動 

○中央図書館（第 24回）平成 29年 10月 28日

グリーンスタジオ 

入場者 1,095人 

○行徳図書館（第 20回）平成 30年１月 27日

行徳公民館３階レクリエーションホール 

入場者 457人 

３．図書館見学会 

平成 30年２月２日 船橋市西図書館 

参加人数 14人 

４．夏休み体験ボランティア講座 

平成 29年７月 25、29、30日、８月１、４、５日

に中学生、高校生対象の体験ボランティアを実施。 

参加人数 26人 

⑦日常活動

実践活動を円滑に運営するため、活動内容ごとに

５つの部で構成されている。

１．アレンジ部 

返却された本の配架と書棚の整理作業を行って

いる。活動日数 291 日、延べ 1,294 人、１日平

均 4.4人。  

２．レファ・サポート部 

レファレンスカウンター等からの書庫出納と本

の修理を行っている。活動日数 236日、活動時間

846時間、月平均 25人。

３．インフォメーション部  

・夏休み体験ボランティアと新入会員研修会の

館内案内。

・総会の司会とリサイクルブック市のアナウン

スを担当。

・図書館見学会企画。

・毎月第３水曜日に学習会を開催。

４．広報部 

・会報「ＦＩＬ通信」88,89,90,91号を発行。

・「広報いちかわ」に募集告知を掲載。

５．総務部 

  入会申込みと継続会費受付を毎月第１・第３日曜

日に図書館入り口で行っている。  

本年度新入会員受付は 16人 
内訳：４月２人、５月２人、６月０人、７月０人 

８月３人、９月２人、10月０人、11 月１人 

12 月１人、１月０人、２月４人、３月１人 



12．新聞・雑誌一覧
（１）購入雑誌一覧

平成30年11月１日現在
ヨミ 雑誌タイトル 出版社名 刊行頻度 中央 平田 行徳 信篤 南行 駅南 ウィズ 配架 発売日 備考（年は西暦下2桁）
ｱｲ 愛犬の友 誠文堂新光社 隔月刊 ① ｳ-4 偶月 ２５日

ｱｲ アイデア 誠文堂新光社 季刊 ⑤ ｷ-1 3・6・9・12月10日

ｱｴ ＡＥＲＡ 朝日新聞出版 週刊 ③ ① ｱ-2 毎週月曜日

ｱｴ ＡＥＲＡ　ｗｉｔｈ　Ｋｉｄｓ 朝日新聞出版 季刊 ③ ② ③ ｲ-1 3・6・9・12月5日

ｱｴ ＡＥＲＡ　ｗｉｔｈ　Baby 朝日新聞出版 隔月刊 ③ ｲ-1 奇月 １５日 16年4月号で休刊

ｱｶ 赤ちゃんとママ 赤ちゃんとママ社 月刊 ③ ｲ-1 毎月 ２５日

ｱｸ アクアライフ エムピージェー 月刊 ① ｳ-4 毎月 １１日

ｱｸ アクセス 地方小出版流通センター 月刊 ① ｱ-1 毎月   １日

ｱｻ アサヒカメラ 朝日新聞出版 月刊 ◎ ③ ｳ-2 毎月 ２０日

ｱｻ 朝日ジャーナル 朝日新聞社 週刊 ◎ 書庫 92年5/29日号で休刊

ｱｽ 明日の友 婦人之友社 隔月刊 ② ③ 偶月 　５日

ｱﾆ アニメージュ 徳間書店 月刊 ③ ｴ-1 毎月 １０日

ｱﾈ Ａｎｅ Ｃａｎ 小学館 月刊 ② 毎月 　７日 16年12月号で休刊

ｱﾝ ａｎ・ａｎ マガジンハウス 週刊 ① ① ｱ-3 毎週水曜日

ｱﾝ ＆Ｐｒｅｍｉｕｍ マガジンハウス 月刊 ① ｱ-3 毎月 ２０日

ｱﾝ アントレ リクルート 季刊 ③ ｶ-2 3・6・9・12月27日

ｲｺ ＮＨＫ囲碁講座 ＮＨＫ出版 月刊 ① 毎月 １６日

ｲﾂ 一個人 ﾍﾞｽﾄｾﾗｰｽﾞ 月刊 ① 毎月 １０日

ｲﾅ 田舎暮らしの本 宝島社 月刊 ⑤ ｱ-5 毎月 　３日

ｳｧ ２５’ans ハースト婦人画報社/講談社（発売） 月刊 ① ｱ-4 毎月 ２８日

ｳｨ Ｗｅ フェミックス 隔月刊 ◎ 偶月 １０日

ｳｨ ｗｉｔｈ 講談社 月刊 ① 毎月 ２８日

ｳｨ Ｗｅ　ｌｅａｒｎ 日本女性学習財団 月刊 ◎ 毎月   １日

ｳｨ ＷｉＬＬ（月刊ウィル） ワック 月刊 ③ ｱ-2 毎月 ２６日

ｳｪ ＷＥＤＧＥ(ウェッジ) ウェッジ 月刊 ③ 毎月 ２０日

ｳｪ Web ｄｅｓｉｇｎｉｎｇ マイナビ出版 隔月刊 ① ｹ-3 偶月 １８日

ｳｪ ＶＥＲＹ（ヴェリィ） 光文社 月刊 ① ① ① ｱ-3 毎月 　７日

ｳｫ Ｖｏｉｃｅ ＰＨＰ研究所 月刊 ① ｱ-2 毎月 １０日

ｳｫ ＶｏＣＥ（ヴォーチェ） 講談社 月刊 ① ｱ-3 毎月 ２３日

ｳｼ 潮 潮出版社 月刊 ③ ｱ-2 毎月 　５日

ｳﾂ 美しいキモノ ハースト婦人画報社/講談社（発売） 季刊 ③ ③ ｱ-4 2･5･8･11月20日

ｳﾏ ＵＭＡ ＬＩＦＥ馬ライフ メトロポリタンプレス 月刊 ③ ｲ-3 毎月 １０日

ｴｲ ＨＲ(エイチアール) グラフィティ 隔月刊 ① ｴ-1 偶月 １０日 18年1.・2月号で休刊

ｴｲ 栄養と料理 女子栄養大学出版部 月刊 ③ ① ② ｱ-5 毎月 　９日

ｴｷ Ｅｘｐｅｒｔ Ｎｕｒｓｅ 照林社 月刊 ⑤ 毎月 ２０日

ｴｸ ｅｃｌａｔ(エクラ) 集英社 月刊 ② 毎月 　１日

ｴｺ Ｔｈｅ　Ｅｃｏｎｏｍｉｓｔ ［英語］ 輸入元：ＯＣＳ 週刊 ③ ｲ-5 毎週土曜日

ｴｺ エコノミスト 毎日新聞社 週刊 ③ ① ｶ-1 毎週月曜日

ｴｽ ＳＦマガジン 早川書房 隔月刊 ◎ ｳ-6 偶月 ２５日

ｴｽ Ｅｓｑｕｉｒｅ ［英語］ 輸入元：ＯＣＳ 月刊 ③ ｲ-5 毎月 ２８日

ｴｯ ＥＳＳＥ フジテレビジョン 月刊 ① ① ① ｱ-4 毎月 　７日

ｴﾑ ＭＪ無線と実験 誠文堂新光社 月刊 ① ｳ-3 毎月 １０日

ｴﾙ ＥＬＬＥ　ＤÉＣＯＲ ハースト婦人画報社/講談社（発売） 隔月刊 ③ ② 奇月 　７日

ｴﾝ 園芸ガイド 主婦の友社 季刊 ⑤ ｳ-2 3・5・9・12月８日

ｴﾝ 演劇界 演劇出版社 月刊 ◎ ｲ-2 毎月 　５日

ｵｽ oz magazine スターツ出版 月刊 ① ① ① ｱ-3 毎月 １２日

ｵｿ おそい・はやい・ひくい・たかい ジャパンマシニスト社 季刊 ◎ ⑤ ｵ-1 奇月 ２５日

ｵﾄ 男の隠れ家 三栄書房 月刊 ① ｱ-4 毎月 ２７日

ｵﾄ おとなの週末 講談社 月刊 ① ① 毎月 １５日

ｵﾑ ＯＨＭ オーム社 月刊 ③ ｷ-3 毎月　 ５日

ｵﾙ オール讀物 文藝春秋 月刊 ◎ ① ① ① ① ｳ-6 毎月 ２２日

ｵﾚ オレンジページ オレンジページ 月２回 ① ① ① ① ｱ-5 毎月２・17日

ｵﾝ 音楽の友 音楽之友社 月刊 ③ ③ ｳ-5 毎月 １８日

ｶｶ 科学 岩波書店 月刊 ③ ｸ-2 毎月 ２８日

ｶｶ 化学 化学同人 月刊 ③ ｷ-3 毎月 １８日

ｶｶ 化学と工業 日本化学会 月刊 ⑤ ｷ-3 毎月   １日 13年4月号から寄贈へ

ｶｶ かがくのとも 福音館書店 月刊 ◎ ◎ ⑤ ⑤ 子供 毎月   ３日

ｶｸ 岳人 ネイチュアエンタープライズ 月刊 ③ ｲ-3 毎月 １５日

ｶｻ Ｃａｓａ BRUTUS マガジンハウス 月刊 ③ ｱ-5 毎月 １０日

ｶｿ かぞくのじかん 婦人之友社 季刊 ③ ② ③ ② ｲ-1 3･6･9･12月５日



ヨミ 雑誌タイトル 出版社名 刊行頻度 中央 平田 行徳 信篤 南行 駅南 ウィズ 配架 発売日 備考（年は西暦下2桁）
ｶｯ 学校図書館 全国学校図書館協議会 月刊 ◎ ｱ-1 毎月 　７日

ｶｯ ＣＵＴ（カット） ロッキング・オン 月刊 ① 毎月 １９日

ｶﾂ かつくら　 新紀元社 季刊 ⑤ ｴ-1 1･4･7･10月25日 １３年春号より図書登録(桜雲社）

ｶﾃ 家庭画報 世界文化社 月刊 ③ ① ｱ-3 毎月   １日

ｶﾊ ガバナンス ぎょうせい 月刊 ③ ｵ-3 毎月 　１日

ｶﾗ 月刊空手道＆フルコンタクト 福昌堂 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ２７日 16年2月号で休刊

ｶﾝ 考える人 新潮社 季刊 ③ ｴ-3 1･4･7･10月４日 17年春号で休刊

ｶﾝ 環境と公害 岩波書店 季刊 ◎ ｷ-3 1･4･7･10月25日

ｶﾝ がんサポート エビデンス社 月刊 ③ 毎月 １６日 16年6月号で休刊

ｶﾝ 関東東北じゃらん リクルートホールディングス 月刊 ① ｳ-1 毎月　 １日

ｷｶ 機械技術 日刊工業新聞社 月刊 ③ ｸ-1 毎月 ２５日

ｷｷ 企業診断 同友館 月刊 ⑤ 毎月 ２７日

ｷﾈ キネマ旬報 キネマ旬報社 月２回 ◎ ③ ｲ-2 毎月 ５・２０日

ｷｬ ＣＡＰＡ 学研パブリッシング/学研マーケティング（発売） 月刊 ① ｳ-2 毎月 ２０日

ｷｬ GALAC 放送批評懇談会 月刊 ③ ｷ-1 毎月　 ６日

ｷｬ Cancam 小学館 月刊 ① 毎月 ２３日

ｷｮ 教育 かもがわ出版 月刊 ◎ ｵ-1 毎月 １０日

ｷｮ 教育ジャーナル 学研マーケティング 月刊 ◎ ｵ-1 毎月　 １日

ｷｮ ＮＨＫきょうの健康 ＮＨＫ出版 月刊 ① ① ① ① ① ② ｲ-1 毎月 ２１日

ｷｮ ＮＨＫきょうの料理 ＮＨＫ出版 月刊 ③ ① ③ ① ① ｱ-5 毎月 ２１日

ｷﾙ キルトジャパン 日本ヴォーグ社 季刊 ③ ｱ-5 3,6,9,12月の4日

ｷﾝ 銀花 文化出版局 季刊 ◎ ｲ-2 2・5・8・11月25日 10年春号で休刊

ｷﾝ 近代柔道 ベースボール・マガジン社 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ２２日

ｸｳ ku：ｎel マガジンハウス 隔月刊 ③ ② ｱ-4 奇月 ２０日

ｸｯ Ｇｏｏｄ　Ｈｏｕｓｅｋｅｅｐｉｎｇ　［英語］ 輸入元：ＯＣＳ 月刊 ③ ｲ-5 不定期

ｸﾖ 月刊クーヨン クレヨンハウス 月刊 ③ ｲ-1 毎月   ３日

ｸﾗ 暮しの手帖 暮しの手帖社 隔月刊 ◎ ② ⑤ ② ② ｱ-4 奇月 ２５日

ｸﾘ COURRIER JAPON 講談社 月刊 ③ ③ ｱ-2 毎月 ２５日 16年4月号で休刊

ｸﾙ 月刊ぐるっと千葉 ちばマガジン 月刊 ◎ ① ｱ-3 毎月 ２１日

ｸﾚ ＣＲＥＡ 文藝春秋 月刊 ① ① ｱ-4 毎月　 ７日

ｸﾚ ＣＲＥＡ　ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ 文藝春秋 季刊 ③ ② ｳ-1 3・6・9・12月10日

ｸﾛ クロワッサン マガジンハウス 月２回 ① ① ① ① ① ｱ-3 毎月１０・２５日

ｸﾝ 群像 講談社 月刊 ◎ ｳ-6 毎月   ７日

ｹｱ ケアマネジャー 中央法規出版 月刊 ③ ｸ-3 毎月 ２７日

ｹｲ 経済界 経済界 月刊 ③ 毎月 ２２日

ｹｲ 経済セミナー 日本評論社 隔月刊 ③ 奇月 ２７日

ｹｲ 芸術新潮 新潮社 月刊 ◎ ③ ｲ-2 毎月 ２５日

ｹｲ 毛糸だま 日本ヴォーグ社 季刊 ③ ③ ｱ-5 2・5・8・11月5日

ｹﾃ ＧＯＥＴＨＥ(ゲーテ) 幻冬舎 月刊 ② 毎月 ２４日

ｹﾝ 現代思想 青土社 月刊 ◎ ｴ-3 毎月 ２７日

ｹﾝ 現代詩手帖 思潮社 月刊 ◎ ｴ-3 毎月 ２８日

ｹﾝ 現代の図書館 日本図書館協会 季刊 ◎ ｱ-1 3・6・9・12月15日

ｹﾝ 建築知識 エクスナレッジ 月刊 ⑤ ｸ-1 毎月 ２０日

ｹﾝ 建築文化 彰国社 隔月刊 ◎ ｸ-1 隔月 ２５日 04年12月号で休刊

ｹﾝ 剣道時代 体育とスポーツ出版社 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ２５日

ｹﾝ 剣道日本 スキージャーナル 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ２５日 18年1月号で休刊

ｺｳ 工業材料 日刊工業出版プロダクション/日刊工業新聞社（発売） 月刊 ③ ｸ-1 毎月 １５日

ｺｳ 航空情報 酣燈社 月刊 ③ ｳ-1 毎月 ２１日

ｺｳ 公募ガイド 公募ガイド社 月刊 ① ｱ-3 毎月 　９日

ｺｶ 小型全国時刻表 交通新聞社 月刊 ① 毎月 ２０日

ｺｸ 國文学 学燈社 月刊 ◎ ｴ-3 毎月 １０日 09年7月号で休刊

ｺｸ 國語と國文學 東京大学国語国文学会 月刊 ◎ ｴ-3 毎月 １２日

ｺｸ 国文学解釈と鑑賞 ぎょうせい 月刊 ◎ ｴ-3 毎月 １２日 11年10月号で休刊

ｺｸ 國文學　解釈と教材の研究 學燈社 月刊 ◎ ｴ-3 09年７月で休止

ｺｺ こころの科学 日本評論社 隔月刊 ③ 偶月 ２５日

ｺｽ ＣＯＳＭＯＰＯＬＩＴＡＮ　［英語］ 輸入元：ＯＣＳ 月刊 ③ ｲ-5 不定期

ｺﾄ ｋｏｔｏｂａ 集英社 季刊 ⑤ ｱ-2 3･6･9･12月の6日

ｺﾄ ことばの翼　詩歌句 北溟社 不定期 ◎ ｴ-3 不定期

ｺﾄ 子どもと科学よみもの 科学読物研究会 月刊 ◎ 子供 毎月   １日

ｺﾄ こどもとしょかん 東京子ども図書館 季刊 ◎ ⑤ 子供 1・4・7・10月20日

ｺﾄ 子どもと昔話 小澤昔ばなし研究所 季刊 ◎ 子供 1・4・7・10月20日

ｺﾄ 子供の科学 誠文堂新光社 月刊 ③ ③ 子供 毎月 １０日

ｺﾄ こどもの図書館 児童図書館研究会 月刊 ◎ ⑤ 子供 毎月 ２５日 行徳13年3月号で中止

ｺﾄ こどものとも 福音館書店 月刊 ◎ ⑤ ⑤ ⑤ 子供 毎月 　３日



ヨミ 雑誌タイトル 出版社名 刊行頻度 中央 平田 行徳 信篤 南行 駅南 ウィズ 配架 発売日 備考（年は西暦下2桁）
ｺﾄ こどものとも　（０・１・２） 福音館書店 月刊 ◎ ⑤ ⑤ ⑤ 子供 毎月 　３日

ｺﾄ こどものとも（年少版） 福音館書店 月刊 ◎ ⑤ ⑤ 子供 毎月 　３日

ｺﾄ こどものとも（年中向き） 福音館書店 月刊 ◎ ⑤ 子供 毎月 　３日

ｺﾄ 月刊こどもの本棚 日本こどもの本研究会 月刊 ◎ 子供 毎月 １５日

ｺﾄ 子どもの館 福音館書店 月刊 ◎ 子供 83年3月号で休刊

ｺﾄ 月刊子ども論 クレヨンハウス 月刊 ◎ 子供 毎月 ２６日 06年3月号で休刊

ｺﾓ Ｃｏｍｏ 主婦の友社 季刊 ③ ① ｲ-1 2・5・9・12月7日 17年夏秋号で休刊

ｺﾙ ゴルフダイジェスト ゴルフダイジェスト社 月刊 ③ ① ｲ-4 毎月 ２１日

ｺﾜ 碁ワールド 日本棋院 月刊 ① ① ｳ-4 毎月 ２０日

ｻｲ CYCLE SPORTS 八重洲出版 月刊 ③ 毎月 ２０日

ｻｲ ｓａｉｔａ セブン＆アイ出版 不定期 ① ① ｱ-3 毎月   ７日

ｻﾀ ＴＨＥ　ＴＩＭＥＳ　ＭＡＧＡＺＩＮＥ[英語] ＴＨＥ　ＴＩＭＥＳ 週刊 ① ｲ-5 毎週 新聞付録

ｻｯ SOCCER MAGAZINE ZONE ベースボール・マガジン社 月刊 ③ ① ｲ-4 毎月 ２４日 16年9月号より「サッカーマガジン」に改題

ｻﾂ サッカーマガジン ベースボール・マガジン社 月刊 ③ ① ｲ-4 毎月 ２４日

ｻﾆ ＴＨＥ２１ ＰＨＰ研究所 月刊 ① ｶ-1 毎月 １０日

ｻﾋ ＳＡＰＩＯ 小学館 月刊 ③ 毎月 　４日

ｻﾌ ＳＵＲＦＩＮ’ＬＩＦＥ DIVER株式会社 隔月刊 ③ ｲ-3 偶月 １０日

ｻﾌ Ｓｕｒｆｔｒｉｐ ＪＯＵＲＮＡＬ 枻出版社 年３回 ③ ｲ-3 4.7.10月２４日

ｻﾗ サライ 小学館 月刊 ① ① ① ｱ-2 毎月 １０日

ｻﾗ サラサーテ せきれい社 隔月刊 ③ ｳ-5 奇月   ２日

ｻﾝ サンキュ！ ベネッセコーポレーション 月刊 ① ① ｱ-3 毎月　 ２日

ｻﾝ サンデー毎日 毎日新聞社 週刊 ③ ① ｱ-2 毎週火曜日

ｻﾝ ３分クッキング ＫＡＤＯＫＡＷＡ 月刊 ③ ｱ-5 毎月 １６日

ｻﾝ 散歩の達人 交通新聞社 月刊 ① ① ｳ-1 毎月 ２１日

ｼｪ ＪＲ時刻表 交通新聞社 月刊 ① 毎月 ２０日

ｼｪ ＪＪ 光文社 月刊 ① ｱ-4 毎月 ２３日

ｼｪ ＪＴＢ時刻表 ＪＴＢパブリッシング 月刊 ① ① ① 半年 ｳ-1 毎月 ２０日

ｼｴ ＣＮＮ　ＥＮＧＬＩＳＨ　ＥＸＰＲＥＳＳ 朝日出版社 月刊 ① ｴ-2 毎月 　６日

ｼﾞｪ JK Fan　空手道マガジン チャンプ 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ２３日

ｼｶ 月刊自家用車 内外出版社 月刊 ① ｳ-4 毎月 ２６日

ｼｷ ＣＱ　ham　ｒａｄｉｏ ＣＱ出版社 月刊 ① ｳ-3 毎月 １９日

ｼｼ ＣＧ（ＣＡＲ　ＧＲＡＰＨＩＣ） カーグラフィック 月刊 ① 毎月　 １日

ｼｾ しぜん フレーベル館 月刊 ◎ 子供 毎月 　１日 13年3月号で中止

ｼｿ 思想 岩波書店 月刊 ◎ ｴ-3 毎月 ２９日

ｼﾃ ＣＤジャーナル 音楽出版社 月刊 ① ｳ-5 毎月 ２０日

ｼﾄ 児童心理 金子書房 月刊 ③ ｵ-1 毎月 １２日

ｼﾅ シナリオ シナリオ作家協会 月刊 ◎ ｲ-2 毎月 　３日

ｼｬ 月刊社会教育 国土社 月刊 ◎ ｵ-1 毎月 １８日

ｼｬ 社会教育 日本青年館「社会教育」編集部 月刊 ◎ ｵ-1 毎月 　１日

ｼｬ ＪａＺＺ　ＪＡＰＡＮ ジャズジャパン 月刊 ① ｳ-5 毎月 ２３日

ｼｬ ＪＡＰＡＮ　ＦｉＴＮＥＳＳ ジャパンフィットネス 月刊 ③ ｲ-3 毎月 ２８日

ｼｭ 週刊朝日 朝日新聞出版 週刊 ③ ① ① ｱ-2 毎週火曜日

ｼｭ 週刊金曜日 金曜日 週刊 ① ① ｱ-2 毎週金曜日

ｼｭ 週刊新潮 新潮社 週刊 ③ ① ① ① ① ① ｱ-2 毎週木曜日

ｼｭ 週刊ダイヤモンド ダイヤモンド社 週刊 ① ① ① ① ｶ-1 毎週月曜日

ｼｭ 週刊東洋経済 東洋経済新報社 週刊 ① ① ① ｶ-1 毎週月曜日

ｼｭ 週刊プロレス ベースボール・マガジン社 週刊 ③ ｲ-4 毎週水曜日

ｼｭ 週刊文春 文藝春秋 週刊 ③ ① ① ① ① ① ｱ-2 毎週木曜日

ｼｭ 週刊ベースボール ベースボール・マガジン社 週刊 ③ ① ｲ-4 毎週水曜日

ｼｭ 自遊人 自遊人 季刊 ③ 3・6・9・12月26日

ｼｭ 住宅建築 建築資料研究社 隔月刊 ⑤ ｸ-1 偶月 １９日

ｼｭ 住民と自治 自治体研究社 月刊 ③ ｵ-3 毎月 １１日

ｼｭ 出版ニュース 出版ニュース社 旬刊 ③ ｱ-1 毎月1・11・21日

ｼｭ 月刊ジュニアエラ 朝日新聞出版 月刊 ③ 毎月 １５日

ｼｭ ＪＵＮＯＮ 主婦と生活社 月刊 ① 毎月 ２３日

ｼｭ ＮＨＫ趣味の園芸 ＮＨＫ出版 月刊 ③ ① ① ① ① ｳ-2 毎月 ２１日

ｼｭ ＮＨＫ趣味の園芸やさいの時間 ＮＨＫ出版 月刊 ③ ① ｳ-2 毎月 ２１日

ｼｭ ジュリスト 有斐閣 月刊 ◎ ｵ-3 毎月 ２５日

ｼｮ ＮＨＫ将棋講座 ＮＨＫ出版 月刊 ① 毎月 １６日

ｼｮ 将棋世界 日本将棋連盟 月刊 ① ① ｳ-4 毎月 　３日

ｼｮ 商業界 商業界 月刊 ③ 毎月 　１日

ｼｮ 小説現代 講談社 月刊 ◎ ｳ-6 毎月 ２２日 18年10月号で休刊

ｼｮ 小説新潮 新潮社 月刊 ◎ ① ① ① ｳ-6 毎月 ２２日

ｼｮ 小説推理 双葉社 月刊 ◎ ｳ-6 毎月 ２７日



ヨミ 雑誌タイトル 出版社名 刊行頻度 中央 平田 行徳 信篤 南行 駅南 ウィズ 配架 発売日 備考（年は西暦下2桁）
ｼｮ 小説すばる 集英社 月刊 ◎ ｳ-6 毎月 １７日

ｼｮ 小説宝石 光文社 月刊 ◎ ｳ-6 毎月 ２２日

ｼｮ 情報の科学と技術 情報科学技術協会 月刊 ◎ ｱ-1 毎月 　１日

ｼｮ 女性展望 市川房枝記念会 隔月刊 ◎ 毎月 １０日

ｼｮ 初等教育資料 東洋館出版社 月刊 ⑤ ｵ-1 毎月 ２８日 13年3月号で中止

ｼﾞｮ 乗馬ライフ ワイズファクトリー　メトロポリタンプレス（発売） 月刊 ③ ｲ-3 毎月 ２５日 16年11月号からUMA LiFEへ変更

ｼﾝ Ｔｈｉｎｋ！ 東洋経済新報社 不定期 ⑤ 1・4・7・10月25日 15年AUTUMNで中止

ｼﾝ 新建築 新建築社 月刊 ⑤ ｸ-1 毎月 　１日

ｼﾝ 新潮 新潮社 月刊 ◎ ③ ① ｳ-6 毎月 　７日

ｼﾝ 新潮４５ 新潮社 月刊 ③ ｱ-2 毎月 １８日 18年10月号で休刊

ｼﾝ 新電気 オーム社 月刊 ③ ｸ-1 毎月   １日

ｼﾝ 新聞ダイジェスト 新聞ダイジェスト社 月刊 ③ ｶ-1 毎月 １５日

ｽｲ ＳＷＩＭＭＩＮＧ　ＭＡＧＡＺＩＮＥ ベースボール・マガジン社 月刊 ③ ｲ-3 毎月  １１日

ｽｳ 数学セミナー 日本評論社 月刊 ③ ｴ-2 毎月  １２日

ｽｳ 数理科学 サイエンス社 月刊 ③ ｴ-2 毎月　２０日

ｽｷ ＳＫＩ　ＧＲＡＰＨＩＣ 芸文社 月刊 ③ ｲ-3 毎月　１０日

ｽｸ ＳＣＲＥＥＮ 近代映画社　ジャパンプリント（発売） 月刊 ① ｲ-2 毎月  ２１日

ｽﾃ すてきにハンドメイド NHK出版 月刊 ③ ① ③ ① ① ｱ-5 毎月　２１日

ｽﾃ Sｔｅｒｅｏ 音楽之友社 月刊 ① ｳ-5 毎月　１９日

ｽﾄ ＳＴＲＩＫＥＲ　DX 学研マーケティング 季刊 ③ 子供 3,6,9,12月12日

ｽﾄ ＳＴＯＲＹ 光文社 月刊 ① ① ① ｱ-3 毎月　　１日

ｽﾊ すばる 集英社 月刊 ◎ ｳ-6 毎月　　６日

ｽﾎ Sports　Graphic　Number 文藝春秋 隔週刊 ③ ① ① ｲ-3 隔週木曜日

ｽﾏ Ｓｕｍａｉ　住まいの設計 扶桑社 隔月刊 ⑤ ③ ｱ-5 奇月　２１日

ｽﾏ ｓｍａｒｔ 宝島社 月刊 ① ｴ-1 毎月  ２４日

ｽﾐ 墨 芸術新聞社 隔月刊 ◎ ｲ-2 奇月１日

ｽﾓ 相撲 ベースボール・マガジン社 月刊 ③ ｲ-4 毎月　２８日

ｾｲ 税理 ぎょうせい 月刊 ③ ｶ-2 毎月　２０日

ｾｲ 清流 清流出版 月刊 ② ｱ-4 毎月  １日

ｾｲ 正論 産経新聞社 月刊 ③ ｱ-2 毎月  １日

ｾｶ 世界 岩波書店 月刊 ◎ ③ ｱ-2 毎月　  ８日

ｾﾂ 設備と管理 オーム社 月刊 ③ ｸ-1 毎月  １１日

ｾﾌ ＳＥＶＥＮＴＥＥＮ 集英社 月刊 ① ｴ-1 毎月  １日

ｾﾝ 選択 選択出版 月刊 ⑤ ｱ-2 毎月　　１日

ｾﾝ 宣伝会議 宣伝会議 月刊 ③ 毎月　　１日

ｿｳ 装苑 文化出版局 隔月刊 ③ ① ｱ-5 奇月  ２８日

ｿｳ 壮快 マキノ出版 月刊 ① ｲ-1 毎月  １６日

ｿﾄ ソトコト 木楽舎 月刊 ⑤ ｱ-4 毎月 　５日

ｿﾌ Ｓｏｆｔｗａｒｅ　Ｄｅｓｉｇｎ 技術評論社 月刊 ① ｹ-3 毎月　１８日

ﾀｲ 大法輪 大法輪閣 月刊 ◎ ｴ-3 毎月　　８日

ﾀｲ ＤＩＭＥ 小学館 月刊 ① ① ｱ-4 毎月  １６日

ﾀｲ ＴＩＭＥ　アジア版［英語］ 輸入元：タイムインク社 週刊 ③ ① ｲ-5 毎週火曜日

ﾀｲ ダイヤモンド　ZAｉ ダイヤモンド社 月刊 ① ① ② ｶ-2 毎月　２１日

ﾀｳ ダ・ヴィンチ ＫＡＤＯＫＡＷＡ 月刊 ◎ ① ① ｱ-1 毎月　　６日

ﾀｸ たくさんのふしぎ 福音館書店 月刊 ◎ ⑤ 子供 毎月　　３日

ﾀｻ Ｔａｒｚａｎ マガジンハウス 月２回 ① ｲ-4 第２・４木曜日

ﾀｯ 卓球王国 卓球王国 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ２１日

ﾀｯ Touchdown タッチダウン 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ３０日 16年10月号で休刊

ﾀﾋ 旅の手帖 交通新聞社 月刊 ① ① ① ① ｳ-1 毎月 １０日

ﾀﾏ たまごクラブ ベネッセコーポレーション 月刊 ① ① ｲ-1 毎月 １５日

ﾀﾝ 短歌 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 月刊 ◎ ｴ-3 毎月 ２５日

ﾀﾝ ダンスファン 白夜書房 月刊 ③ ｲ-3 毎月 ２７日 17年12月号で休刊

ﾀﾝ ＤＡＮＣＥ ＭＡＧＡＺＩＮＥ 新書館 月刊 ③ ｲ-2 毎月 ２７日

ﾀﾝ ｄａｎｃｙｕ プレジデント社 月刊 ③ ① ｱ-5 毎月   ６日

ﾁｲ ちいさい・おおきい・よわい・つよい ジャパンマシニスト社 季刊 ◎ ② ⑤ ｲ-1 1・4・7・10月25日

ﾁｲ ちいさなかがくのとも 福音館書店 月刊 ◎ ⑤ ⑤ 子供 毎月 　３日

ﾁｸ ちくま 筑摩書房 月刊 ◎登 ｱ-1 毎月 ２９日

ﾁﾊ Ｃｈｉｂａ Ｗａｌｋｅｒ（千葉ウォーカー） ＫＡＤＯＫＡＷＡ 隔週刊 ◎ ｱ-3 隔週火曜日 09年4月号で休刊

ﾁﾎ 地方史研究 岩田書院 隔月刊 ③ ｵ-2 偶月下旬

ﾁﾎ 地方自治 ぎょうせい 月刊 ◎ ｵ-3 毎月 　５日

ﾁｬ チャイルドヘルス 診断と治療社 月刊 ⑤ 毎月   １日

ﾁｬ ＣＨＡＮＴＯ 主婦と生活社 月刊 ① ① ｱ-3 毎月　 ７日

ﾁｭ 中央公論 中央公論新社 月刊 ◎ ③ ｱ-2 毎月 １０日

ﾁｭ 中等教育資料 ぎょうせい 月刊 ⑤ ｵ-1 毎月 ２８日 13年3月号で中止



ヨミ 雑誌タイトル 出版社名 刊行頻度 中央 平田 行徳 信篤 南行 駅南 ウィズ 配架 発売日 備考（年は西暦下2桁）
ﾁﾘ 月刊地理 古今書院 月刊 ⑤ ｵ-2 毎月 ２５日

ﾁﾘ 治療 南山堂 月刊 ⑤ ⑤ ｸｰ3 毎月　 １日 駅南13年3月号で中止

ﾁﾙ チルチンびと 風土社 季刊 ⑤ ｱ-5 3･6･9･12月11日

ﾂｸ 創 創出版 月刊 ◎ ｱ-2 毎月　 ７日

ﾂﾘ つり人 つり人社 月刊 ① ① ｳ-2 毎月 ２５日

ﾃｱ テアトロ カモミール社 月刊 ◎ ｲ-2 毎月 １３日

ﾃｨ ＤＶＤ＆動画配信でーた ＫＡＤＯＫＡＷＡ 月刊 ① ｳ-3 毎月 ２０日

ﾃｨ ＤＶＤ＆ブルーレイでーた ＫＡＤＯＫＡＷＡ 月刊 ① ｳ-3 毎月 ２０日 18年4月号より「ＤＶＤ＆動画配信でーた」へ変更

ﾃｨ ディテール 彰国社 季刊 ③ ｸ-1 3･6･9･12月15日

ﾃﾂ 鉄道ジャーナル 鉄道ジャーナル社 月刊 ① ｳ-1 毎月 ２１日

ﾃﾂ 鉄道ピクトリアル 電気車研究会 月刊 ① 毎月 ２０日

ﾃﾂ 鉄道ファン 交友社 月刊 ③ 子供 毎月 ２１日

ﾃﾆ Ｔｅｎｎｉｓ Ｍａｇａｚｉｎｅ ベースボール・マガジン社 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ２１日

ﾃﾚ ＴＶガイド 関東版 東京ニュース通信社 週刊 ① ｳ-3 毎週水曜日

ﾃﾝ 点字ジャーナル 東京ヘレン・ケラー協会 月刊 ① 障害 毎月 ２５日

ﾃﾝ 天然生活 地球丸 月刊 ③ ① 毎月 ２０日

ﾃﾝ 天文ガイド 誠文堂新光社 月刊 ③ ｸ-2 毎月 　５日

ﾄｳ Ｔｏｋｙｏ　Ｗａｌｋｅｒ ＫＡＤＯＫＡＷＡ 月刊 ① ｱ-3 毎月 ２０日

ﾄｳ 東京カレンダー 東京カレンダー 月刊 ② 毎月 ２１日

ﾄｳ 東京人 都市出版 月刊 ③ ｱ-2 毎月 　３日

ﾄｳ 陶磁郎 双葉社 季刊 ◎ ｲ-2 不定期 06年48号で休刊

ﾄｳ ドゥーパ！ 学研マーケティング 隔月刊 ③ 奇月 　８日

ﾄｳ 陶遊 新企画出版局 隔月刊 ◎ ｲ-2 奇月 ２５日 12年2月号で休刊

ﾄｸ 特選街 マキノ出版 月刊 ① ① ｱ-4 毎月　 ３日

ﾄｸ 特別支援教育研究 東洋館出版社 月刊 ◎ ｵ-1 毎月 ２８日

ﾄｼ 図書館界 日本図書館研究会 隔月刊 ◎ ｱ-1 奇月 １７日

ﾄｼ 図書館雑誌 日本図書館協会 月刊 ◎ ｱ-1 毎月 ２２日

ﾄﾌﾞ 飛ぶ教室 光村図書出版 季刊 ◎ 子供 1・4・7・10月25日　 13年SPRINGより図書登録

ﾄﾎ 土木技術 土木技術社 月刊 ③ ｸ-1 毎月 ２８日

ﾄﾗ ドライバー 八重洲出版 月刊 ① 毎月 ２０日

ﾄﾗ トランジスタ技術 ＣＱ出版社 月刊 ③ ｷ-2 毎月 １０日

ﾅｼ NATIONAL　GEOGRAPHIC　［英語］ 輸入元：ＯＣＳ 月刊 ③ ｲ-5 毎月 下旬

ﾅｼ NATIONAL　GEOGRAPHIC 日本版 日経ナショナルジオグラフィック 月刊 ③ ｸ-2 毎月 ３０日

ﾅｼ ＮＵＲＳｉＮＧ 学研メディカル秀潤社 月刊 ③ ｸ-3 毎月 ２０日

ﾆｺ ｎｉｃｏｌａ（ニコラ） 新潮社 月刊 ① ｴ‐1 毎月　 １日

ﾆｯ 日経アーキテクチュア 日経ＢＰ社 月２回 ⑤ ｸ-1 毎月10・25日

ﾆｯ 日経WOMAN 日経ＢＰ社 月刊 ① ① ① ｱ-3 毎月　 ７日

ﾆｯ 日経エンタテインメント！ 日経ＢＰ社 月刊 ① 毎月　 ４日

ﾆｯ 日経おとなのOFF 日経ＢＰ出版センター 月刊 ① ② 毎月　 ６日

ﾆｯ 日経会社情報 日本経済新聞社/日本経済新聞出版社（発売） 季刊 ⑤ ｶ-2 3･6･9･12月15日 17.2春号で休刊

ﾆｯ 日経コミュニケーション 日経ＢＰ社 月刊 ① ｹ-5 毎月 　１日 17年7月号で休刊

ﾆｯ 日経コンピュータ 日経ＢＰ社 隔週刊 ① ｹ-4 隔週木曜日

ﾆｯ 日経サイエンス 日経サイエンス 月刊 ③ ③ ｸ-2 毎月 ２５日

ﾆｯ 日経ソフトウェア 日経ＢＰ社 隔月刊 ① ｹ-2 奇月 ２４日

ﾆｯ 日経デザイン 日経ＢＰ社 月刊 ③ ｷ-1 毎月 ２４日

ﾆｯ 日経トップリーダー 日経ＢＰ社 月刊 ① ｶ-1 毎月 　１日

ﾆｯ 日経ＴＲＥＮＤＹ 日経ＢＰ社 月刊 ① ① ① ｶ-1 毎月 　４日

ﾆｯ 日経パソコン 日経ＢＰ社 月２回 ① ｹ-4 第２・４月曜日

ﾆｯ 日経PC２１ 日経ＢＰ社 月刊 ① ① ① ① ① ｹ-2 毎月 ２４日

ﾆｯ 日経ビジネス 日経ＢＰ社 週刊 ① ① ① ｶ-1 毎週月曜日

ﾆｯ 日経ビジネスＡｓｓｏｃｉｅ′ 日経ＢＰ社 月刊 ① ① ① 毎月 １０日 18年9月号で休刊

ﾆｯ 日経ヘルス 日経ＢＰ社 月刊 ① ① ｲ-1 毎月 　２日

ﾆｯ 日経マネー 日経ＢＰ社 月刊 ① ① ① ① ｶ-1 毎月 ２１日

ﾆｯ 日経メディカル 日経ＢＰ社 月刊 ③ 毎月 １０日

ﾆﾎ 日本カメラ 日本カメラ社 月刊 ① ｳ-2 毎月 ２０日

ﾆﾎ 日本古書通信 日本古書通信社 月刊 ③ ｱ-1 毎月 １５日

ﾆﾎ 日本児童文学 日本児童文学者協会/小峰書店（発売） 隔月刊 ◎ 子供 奇月 　９日

ﾆﾎ 日本の参考図書：四季版 日本図書館協会 季刊 ◎ 図書 1･4･7･10月

ﾆﾎ 日本の美術 ぎょうせい 月刊 ◎ ｲ-2 毎月  １２日 11年10月号で休刊

ﾆﾎ 日本歴史 吉川弘文館 月刊 ⑤ ｵ-2 毎月  ２５日

ﾆｭ Ｎｅｗｓｗｅｅｋ　日本版 阪急コミュニケーションズ 週刊 ③ ① ｱ-2 毎週火曜日

ﾆｭ 月刊Ｎｅｗｓがわかる 毎日新聞社 月刊 ◎ ③ ｴ-1 毎月 １５日

ﾆｭ Ｎｅｗｔｙｐｅ ＫＡＤＯＫＡＷＡ 月刊 ③ 毎月 １０日

ﾆｭ Ｎｅｗｔｏｎ ニュートンプレス 月刊 ◎ ① ｸ-2 毎月  ２６日
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ﾆｭ THE　NEW　YORKER [英語] 輸入元：ＯＣＳ 週刊 ③ ｲ-5 毎週木曜日 14年3月31日号で中止

ﾈｲ ｎａｔｕｒｅ [英語］ 輸入元：ＯＣＳ 週刊 ⑤ ｲ-5 毎週木曜日 13年3月28日号で中止

ﾈｺ 猫びより 辰巳出版 隔月刊 ① ｳ-4 偶月 １２日

ﾈﾊ ネバーランド てらいんく 不定期 ◎ 子供 2・5・8・11月５日 10年Vol.14で中止

ﾉｼ ノジュール（nodule） JTBパブリッシング 月刊 ③ 毎月 ２８日

ﾉﾏ ノーマライゼイション 日本障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ協会 月刊 ③ ｸ-3 毎月   １日 18年3月号で休刊

ﾉﾝ ｎｏｎ・ｎｏ 集英社 月刊 ① ① ｱ-4 毎月 ２０日

ﾊｲ Ｈｉ　Ｗｉｎｄ マリン企画 季刊 ③ ｲ-3 3･6･9･12月5日 16年7月号で休刊

ﾊｲ 俳句 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 月刊 ◎ ③ ｴ-3 毎月 ２５日

ﾊｲ ＢｉＣＹＣＬＥ　ＣＬＵＢ 枻出版社 月刊 ① ① ｳ-4 毎月 ２０日

ﾊｳ Harvard Business Review ダイヤモンド社 月刊 ③ ｶ-1 毎月 １０日

ﾊｳ ＨＯＵＳＩＮＧ リクルート 月刊 ⑤ ① ① ｱ-5 毎月 ２１日

ﾊｽ ＨＥＲＳ 光文社 月刊 ① ｱ-4 毎月 １２日

ﾊｽ バスケットボール 日本文化出版 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ２５日

ﾊｯ パッチワーク通信 パッチワーク通信社 隔月刊 ③ ｱ-5 偶月 ２２日 15年6月号で休刊

ﾊﾞｯ Ｂ=ＰＡＳＳ シンコーミュージック・エンタテイメント 月刊 ① ｴ-1 毎月 ２７日

ﾊﾄ 鳩よ！ マガジンハウス 月刊 ◎ ｴ-3 02年5月号で休刊

ﾊﾞﾄﾞ Ｂａｄｍｉｎｔｏｎ ＭＡＧＡＺＩＮＥ ベースボール・マガジン社 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ２２日

ﾊﾅ Hanako マガジンハウス 月刊 ① ① ｱ-3 第２・４木曜日

ﾊﾅ 花時間 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 季刊 ③ ｱ-3 3･6･9･12月７日 15年7月号で休刊

ﾊﾊ 母の友 福音館書店 月刊 ◎ ① ① ② 子供 毎月   ３日

ﾊﾔ ハヤカワミステリマガジン 早川書房 隔月刊 ◎ ① ｳ-6 奇月 ２５日

ﾊﾙ ハルメク ハルメク 月刊 ① ｱ-3 毎月 １０日

ﾊﾚ 月刊バレーボール 日本文化出版 月刊 ③ ｲ-4 毎月 １５日

ﾊﾝ 判例時報 判例時報社 旬刊 ◎ ｵ-3 毎月1・11・21日

ﾊﾝ 判例タイムズ 判例タイムズ社 月刊 ◎ ｵ-3 毎月 ２５日

ﾊﾞﾝ バンドジャーナル 音楽之友社 月刊 ① ｳ-5 毎月 １０日

ﾋｼ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　ｉ．ＥＮＥＣＯ 日本工業新聞社 月刊 ③ ｸ-1 毎月 ２８日

ﾋｼ ビジネスチャンス ビジネスチャンス 隔月刊 ③ 偶月 ２２日

ﾋｼ ビジネス法務 中央経済社 月刊 ⑤ 毎月 ２１日

ﾋｼ 美術手帖 美術出版社 隔月刊 ◎ ｲ-2 毎月 １７日

ﾋﾂ ＢＩＧ　ｔｏｍｏｒｒｏｗ 青春出版社 月刊 ③ 毎月 ２５日 18年1月号で休刊

ﾋﾂ Ｈｉｔ＆Ｒｕｎ ベースボール・マガジン社 不定期 ③ 子供 不定期 17年3月号で中止

ﾋﾃ ビデオＳＡＬＯＮ 玄光社 月刊 ① ｳ-2 毎月 ２０日

ﾋﾊ ＢＥ－ＰＡＬ 小学館 月刊 ③ ① ｲ-3 毎月 １０日

ﾋﾌ Pee Boo ブックローン社 季刊 ◎ 子供 98年30号で休刊

ﾋﾖ ひよこクラブ ベネッセコーポレーション 月刊 ① ① ｲ-1 毎月 １５日

ﾋﾗ ひらがなタイムズ [英語] ヤック企画 月刊 ③ ｲ-5 毎月 ２０日

ﾌｫ Forbes Japan プレジデント社 月刊 ① ｶ-1 毎月 ２５日

ﾌｸ 月刊福祉 全国社会福祉協議会 月刊 ③ ｸ-3 毎月　 ９日

ﾌｼ 婦人画報 ハースト婦人画報社/講談社（発売） 月刊 ① ｱ-3 毎月　 １日

ﾌｼ 婦人公論 中央公論新社 月２回 ③ ① ① ① ① ｳ-6 第２・４火曜日

ﾌｼ 婦人之友 婦人之友社 月刊 ③ ｳ-6 毎月 １２日

ﾌﾗ ＦＲａＵ 講談社 不定期 ① ｱ-3

ﾌﾗ プラス１リビング 主婦の友社 季刊 ⑤ ① ｱ-5 3・6・9・12月7日

ﾌﾘ ＢＲＩＤＧＥ ロッキング・オン 不定期 ③ ｳ-5 不定期 15年6月号80号で中止

ﾌﾙ フルコンタクトＫＡＲＡＴＥ 福昌堂 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ２３日 15年7月から「月刊空手道」と統合

ﾌﾙ ＢＲＵＴＵＳ マガジンハウス 月２回 ① 毎月１･１５日

ﾌﾚ プレジデント プレジデント社 月２回 ① ① ① ｶ-1 第２・４月曜日

ﾌﾚ ＰＲＥＳＩＤＥＮＴ WOMAN プレジデント社 月刊 ① ① ｱ-3 毎月   ７日

ﾌﾚ プレジデント　Ｆａｍｉｌｙ プレジデント社 季刊 ③ ② ② ｲ-1 3･6･9･12月5日

ﾌﾚ Ｐｒｅ-ｍｏ 主婦の友社 季刊 ① 1・4・7・10月15日

ﾌﾚ ブレーン 宣伝会議 月刊 ③ ｷ-1 毎月   １日

ﾌﾛ フローリスト 誠文堂新光社 月刊 ③ ｳ-2 毎月   ８日

ﾌﾝ 文学 岩波書店 隔月刊 ◎ ｴ-3 奇月 ２５日 16年11・12月号で休刊

ﾌﾝ 文學界 文藝春秋 月刊 ◎ ｴ-3 毎月　 ７日

ﾌﾝ 文藝 河出書房新社 季刊 ◎ ｳ-6 1・4・7・10月7日

ﾌﾝ 文藝春秋 文藝春秋 月刊 ◎ ① ③ ① ① ① ｱ-2 毎月 １０日

ﾌﾝ 別冊文藝春秋 文藝春秋 隔月刊 ◎ ｳ-6 偶月　 ８日 15年3月号で休刊

ﾌﾝ 文藝春秋ＳＰＥＣＩＡＬ 文藝春秋 季刊 ⑤ ｱ-2 2・5・8・11月26日 17年秋号で休刊

ﾍﾞｽ Ｂａｓｅｂａｌｌ Ｃｌｉｎｉｃ ベースボール・マガジン社 月刊 ③ ｴ-1 毎月 １７日

ﾍﾋ Ｂａｂｙ-ｍｏ 主婦の友社 季刊 ① ① 3･6･9･12月15日

ﾍﾝ ｐｅｎ 阪急コミュニケーションズ 月２回 ③ ｱ-4 毎月１･１５日

ﾎｳ 法学教室 有斐閣 月刊 ◎ ｵ-3 毎月 ２８日
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ﾎｳ 法学セミナー 日本評論社 月刊 ◎ ｵ-3 毎月 １２日

ﾎｳ 訪問看護と介護 医学書院 月刊 ⑤ ｸ-3 不定期

ﾎｳ 法律時報 日本評論社 月刊 ◎ ｵ-3 毎月 ２７日

ﾎｸ ボクシングマガジン ベースボール・マガジン社 月刊 ③ ｲ-4 毎月 １５日

ﾎｽ 月刊ＢＯＳＳ 経営塾 月刊 ③ 毎月 ２２日

ﾎﾋ Ｈｏｂｂｙ　ＪＡＰＡＮ ホビージャパン 月刊 ① ｳ-3 毎月 ２５日

ﾎﾑ HOMES ＆ GARDENS　［英語］ 輸入元：紀伊國屋書店 月刊 ③ ｲ-5 毎月 １０日

ﾎﾝ 本　読書人の雑誌 講談社 月刊 ◎ ｱ-1 毎月 ２５日 16年5月号から寄贈へ変更

ﾎﾝ 本の雑誌 本の雑誌社 月刊 ③ ① ｱ-1 毎月 １０日

ﾏｲ 毎日が発見 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 月刊 ① ① ｱ-3 毎月 ２８日

ﾏｯ Ｍａｃ　Ｆａｎ マイナビ 月刊 ① ｹ-１ 毎月 ２９日

ﾏﾄ Ｍａｒｔ 光文社 月刊 ① ① ③ ｱ-4 毎月 ２８日

ﾏﾘ Ｍａｒｉｎｅ　Diving 水中造形センター 月刊 ③ ｲ-3 毎月 １０日

ﾐｾ ミセス 文化出版局 月刊 ① ① ① ｱ-3 毎月 　７日

ﾐｾ ミセスのスタイルブック 文化出版局 季刊 ③ ｱ-5 2・4・6・10月12日

ﾐﾀ 三田文學 三田文学会 季刊 ◎ ｴ-3 １,４,７,１０月の１１日

ﾐﾐ ＭＩＭＩ 全日本ろうあ連盟 季刊 ③ ｸ-3 3･6･9･12月15日

ﾐｭ ミュージカル ミュージカル社 隔月刊 ① ｲ-2 奇月 　５日

ﾐｮ Ｍｙｏｊｏ 集英社 月刊 ① ｴ-1 毎月 ２３日

ﾐﾝ みんなの図書館 教育史料出版会 月刊 ◎ ｱ-1 毎月 １０日

ﾑｼﾞ MUSICA ＦＡＣＴ 月刊 ① ｳ-5 毎月 １５日

ﾒﾉ 目の眼 目の眼 月刊 ◎ ｲ-2 毎月 １５日

ﾒﾌ メフィスト（小説現代別冊) 講談社 年３回 ◎ ｳ-6 不定期 16年Vol.1で休刊

ﾒﾝ ＭＥＮ’Ｓ　ＥＸ 世界文化社 月刊 ① 毎月 　６日

ﾒﾝ ＭＥＮ’Ｓ　ＣＬＵＢ ハースト婦人画報社/講談社（発売） 月刊 ① ｱ-4 毎月 ２４日

ﾒﾝ ＭＥＮ’Ｓ　ＮＯＮ・ＮＯ 集英社 月刊 ① ｱ-4 毎月 １０日

ﾓｱ ＭＯＲＥ 集英社 月刊 ① ① ｱ-4 毎月 ２８日

ﾓｴ ＭＯＥ 白泉社 月刊 ③ ① ｴ-1 毎月 　３日

ﾓﾀ 別冊MOTOR CYCLIST 八重洲出版 隔月刊 ③ ｳ-4 偶月 １５日 15年5月号で休刊

ﾓﾀ Ｍoｔｏｒｃｙｃｌｉｓｔ 八重洲出版 月刊 ③ ｳ-4 毎月 　１日

ﾓﾀ Ｍｏｔｏｒ　Ｍａｇａｚｉｎｅ モーターマガジン社 月刊 ③ ③ ｳ-4 毎月 　１日

ﾓﾀ モダンリビング ハースト婦人画報社/講談社（発売） 隔月刊 ⑤ ｱ-5 偶月　 ７日

ﾓﾉ ｍｏｎｏマガジン ワールドフォトプレス 月２回 ① ｱ-4 毎月2･16日

ﾔｻ やさい畑 家の光協会 隔月刊 ③ ｳ-2 奇月　 ３日

ﾔﾏ 山と渓谷 山と渓谷社 月刊 ③ ① ｲ-3 毎月 １５日

ﾕｳ ゆうゆう 主婦の友社 月刊 ① ｱ-3 毎月   １日

ﾕﾎ ゆほびか マキノ出版 月刊 ① ｲ-1 毎月 １６日

ﾕﾘ ユリイカ 青土社 月刊 ◎ ｴ-3 毎月 ２７日

ﾖｳ 幼稚園 小学館 月刊 ① 子供 毎月 　１日

ﾖﾑ ｙｏｍｙｏｍ 新潮社 季刊 ◎ ｳ-6 2・5・8・11月1日 17年冬号で休刊

ﾗｲ ｌｉｇｈｔ＆ｌｉｆｅ 東京ヘレン・ケラー協会 月２回 ① 障害 毎月1・15日

ﾗｸ ラグビーマガジン ベースボール・マガジン社 月刊 ③ ｲ-4 毎月 ２５日

ﾗﾝ ランナーズ アールビーズ 月刊 ③ ① ｲ-3 毎月 ２２日

ﾗﾝ ランニングマガジン･クリール ベースボール・マガジン社 月刊 ③ 毎月 ２２日

ﾘ ＬＥＥ 集英社 月刊 ① ① ① ｱ-3 毎月　 ７日

ﾘｶ ＲｉｋａＴａｎ理科の探検 ＳＡＭＡ企画　文理（発売） 隔月刊 ③ ｸ-2 偶月 ２６日

ﾘｸ 月刊陸上競技 講談社 月刊 ③ ｲ-4 毎月 １４日

ﾘﾀ ＲＥＡＤＥＲ’Ｓ　ＤＩＧＥＳＴ[英語] 輸入元：ＯＣＳ 月刊 ③ ｲ-5 毎月 　５日

ﾘｭ 留学ジャーナル 留学ジャーナル 季刊 ③ ｴ-2 3、6、9、12月の10日

ﾘｮ 旅行読売 旅行読売出版社 月刊 ① ｳ-1 毎月 ２８日

ﾚｷ 歴史街道 ＰＨＰ研究所 月刊 ① ① 毎月   ６日

ﾚｷ 歴史人 ベストセラーズ 月刊 ③ ｵ-2 毎月   ６日

ﾚｷ 歴史読本 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 季刊 ③ ｳ-6 1・4・7・10月6日 15年秋号で休刊

ﾚｺ レコード芸術 音楽之友社 月刊 ③ ｳ-5 毎月 ２０日

ﾚﾀ レタスクラブ ＫＡＤＯＫＡＷＡ 月刊 ③ ① ｱ-5 毎月 ２５日

ﾛｯ Ｒｏｃｋｉｎ’　ｏｎ ロッキング・オン 月刊 ① 毎月   １日

ﾛｯ ＲＯＣＫＩＮ’ＯＮ　ＪＡＰＡＮ ロッキング・オン 月刊 ① ｴ-1 毎月 ３０日

ﾜﾗ 和楽 小学館 隔月刊 ③ ③ ｱ-3 奇月　 １日

ﾜﾝ ワンダーフォーゲル 山と渓谷社 年６回 ③ 奇月 １０日

購入タイトル数 380 327 35 105 37 37 42 3
注1：所蔵館名欄〇数字は、保存年限を示す。◎は永年保存。
注2：配架欄は中央図書館の分野別雑誌架を示す。
注3：網掛けはタイトル変更、休刊、購入中止等になったもの。



（２）寄贈雑誌一覧

ヨミ 雑誌タイトル 出版社名 刊行頻度 中央 平田 行徳 信篤 南行 駅南 ウィズ 配架 備考（年は西暦下2桁）
ｱｳ あうる 図書館振興財団 季刊 ◎ ｱ-1 12年冬号より「図書館の学校」に変更

ｱﾌ ａｆｆ（農林水産省広報誌） 農林水産省 月刊 ① ○ ｷ-1

ｱﾙ ＡＬＰＳ　ライフプラン情報誌 地域社会ライフプラン協会 季刊 ② ｱ-3

ｲﾁ 月刊いちかわ ㈱エピック 月刊 ①登 ◎登 ｱ-2

ｳｫ Ｖｏｔｅｒｓ 明るい選挙推進協会 隔月刊 ② ｵ-3

ｳﾏ 馬の科学 日本中央競馬会競走馬総合研究所 季刊 ② ｲ-3

ｴｼ ACE　建設業界 日本建設業連合会 月刊 ① ｸ-1

ｴｽ ＥＳＴＲＥＬＡ 統計情報研究開発センター 月刊 ① ｵ-2

ｴﾇ ＮＡＢＡニューズ・レター ＮＡＢＡ 不定期 ○

ｴﾈ エネルギーレビュー エネルギーレビューセンター 月刊 ② ｷ-2

ｴﾌ ＦＦＩジャーナル　食品・食品添加物研究誌 ＦＦＩジャーナル編集委員会 季刊 ② ｷ-2

ｶｶ 化学と工業 日本化学会 月刊 ⑤登 ｷ-3

ｶｸ 学遊圏 丸善 半年刊 ◎登 ｵ-1 07年26号で休刊

ｶﾜ 河 河発行所 月刊 ◎登 ｴ-3

ｶﾝ 環境儀 国立環境研究所 季刊 ③ ｷ-3

ｶﾝ 季刊　環境研究 日立財団 季刊 ◎登 ｷ-3 17年3月号で休刊

ｷｮ 行政＆情報システム 行政情報システム研究所 隔月刊 ① ｵ-2

ｷｮ 月刊　京都 白川書院 月刊 ②登 ｳ-1

ｸﾗ くらし塾きんゆう塾 金融広報中央委員会 季刊 ② ｶ-2

ｸﾛ クローバー ジェイ・ブロード 年３回 ③登 ｸ-3

ｺｳ 公営企業 地方財務協会 月刊 ① ｵ-3

ｺｳ 航空と文化 日本航空協会 年２回 ② ｷ-1

ｺｳ 皇室　 扶桑社 季刊 ③登 ｵ-2

ｺｳ 交通科学 交通科学研究会 年２回 ③ ｷ-1

ｺｳ 広報 日本広報協会 月刊 ① ｵ-2

ｺｳ 高齢社会をよくする女性の会会報 高齢社会をよくする女性の会 隔月刊 ○

ｺｸ 国土交通 国土交通省 隔月刊 ② ｷ-1

ｺｸ 国立国会図書館月報 国立国会図書館 月刊 ◎登 ｱ-1

ｺﾋ Coffee Break 全日本コーヒー協会 年２回 ③ ｷ-2

ｺﾋ コピライト 著作権情報センター 月刊 ◎ ｱ-1 13年3月号で寄贈中止

ｺﾐ The　Community 第一生命財団 年２回 ② ｱ-2

ｺﾘ Koreana 韓国国際交流財団 季刊 ② ｵｰ3

ｻｲ 菜果フォーラム 日本青果物輸出入安全推進協会 年４回 ② ｷ-1 2017年Autumn27号で休刊

ｻﾅ サ～ナ　ｓａｎａ イフ 不定期 ②登 ｸ-3

ｻﾌ SUBWAY 日本地下鉄協会 年４回 ② ｷ-1

ｼｳﾞ Civil Engineering Consultant 建設コンサルタンツ協会 季刊 ③ ｸ-1

ｼﾁ 自治体国際化フォーラム 自治体国際化協会 月刊 ② ○ ｵ-2

ｼﾃ ｃｉｔｙ　＆　ｌｉｆｅ 第一生命財団 年３回 ② ｵ-3

ｼﾆ しにか 大修館書店 月刊 ◎ ｵ-2 04年3月号Vol.15で休刊

ｼﾎ 司法の窓 最高裁判所 不定期 ⑤ ｵ-3

ｼｬ ＪＡXA'ｓ 宇宙航空研究開発機構 隔月刊 ③ ｸ-2

ｼｬ ＪＡＦ　Ｍａｔｅ ＪＡＦ 月刊 ① ｳ-4

ｼｭ 首都高 首都高速サービス推進協会 季刊 ② ｷ-1

ｼｭ 春秋 春秋社 月刊 ◎登 ｱ-1 18年6月号で休刊

ｼｮ 食品安全 内閣府食品安全委員会 年４回 ② ｷ-2

ｼｮ 書斎の窓 有斐閣 隔月刊 ◎登 ① ○ ｱ-1

ｼﾝ 人民日報（海外版日本月刊） 日本新華僑通信社 月刊 ① ｵ-3

ｼﾝ 心理臨床の広場 日本心理臨床学界 年２回 ③ ｸ-3

ｾｲ 青春と読書 集英社 月刊 ◎登 ｱ-1

ｾｶ 世界と議会 尾崎行雄記念財団 年３回 ① ｵ-3

ｿｳ 創文 創文社 季刊 ◎登 ｱ-1

ｿｳ 総務省広報誌 総務省 月刊 ② ○ ｵ-2

ｿﾊ 蕎麦春秋 リベラルタイム出版社 季刊 ②登 ｶ-1

ﾀﾉ たのくら 明光企画 月刊 ◎登 07年12月で休刊

ﾀﾍ 食べもの通信 食べもの通信社 月刊 ① ｷ-2

ﾁｸ ちくま 筑摩書房 月刊 ◎登 ｱ-1 16年5月号で寄贈中止・購入へ

ﾁｭ 中国図書 内山書店 月刊 ◎ ｱ-1 12年2月号で休刊

平成30年11月１日現在



ヨミ 雑誌タイトル 出版社名 刊行頻度 中央 平田 行徳 信篤 南行 駅南 ウィズ 配架 備考（年は西暦下2桁）
ﾂｳ 通信文化 通信文化協会 月刊 ① ｷ-2

ﾂﾊ 翼の王国 ＡＮＡ「翼の王国」編集部 月刊 ① ｳ-1

ﾃﾝ 電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ ＫＡＤＯＫＡＷＡ 月刊 ①登 ｴ-1

ﾄｳ とうきょうの地域教育 東京都教育委員会 隔月刊 ② ｵ-1

ﾄｸ ＴＡＬＫ　ＴＡＬＫ 経心会 年刊 ② ｱ-2

ﾄｼ 図書 岩波書店 月刊 ◎登 ○ ① ○ ｱ-1

ﾄｼ 図書館の学校 図書館振興財団 季刊 ◎登 ｱ-1

ﾄﾄ 都道府県展望 全国知事会 月刊 ◎ ｱ-2 11年3月号で休刊

ﾅﾐ 波 新潮社 月刊 ◎登 ｱ-1

ﾆﾁ にちぎん 日本銀行 季刊 ② ｶ-2

ﾆｭ THE　NEW　YORKER [英語] CONDE NAST PUBLICATIONS 週刊 ③ ｲ-5 18年1月15日号で寄贈中止

ﾉﾝ のんびる パルシステム生活協同組合連合会 月刊 ①登 ｱ-4

ﾊｲ 俳句界 文學の森 月刊 ③登 ｴ-3

ﾊｳ ハウジング・トリビューン（Housing Tribune） 創樹社 月２回 ① ｸ-1

ﾊｽ Ｈｅｒ  Ｓｔｏｒｙ 世界平和女性連合 月刊 ② ｵ-2

ﾊｯ はっぴーママ 明光企画 隔月刊 ◎登 ｲ-1 13年9・10月より「ママともぷらす」へ変更

ﾌｧ ファイナンス 財務省 月刊 ① ｶ-2

ﾌｨ Ｆｉｓｈｉｎｇ　Ｃａｆｅ シマノ 年３回 ②登 ○ ｳ-2

ﾌﾄ 武道 日本武道館 月刊 ①登 ｲ-4

ﾎｳ 法苑 新日本法規出版 年３回 ② ｵ-3

ﾎｳ 防炎ニュース 日本防炎協会 年４回 ② ｵ-2

ﾎｳ ぼうさい 内閣府（防災担当） 季刊 ② ｵ-2

ﾎｳ ほうてらす 日本司法支援センター（法テラス）本部 季刊 ② ｵ-3

ﾎｽ Hostelling Magazine 日本ユースホステル協会 季刊 ② ｳ-1

ﾎﾑ ホームエコノミストワイズ 山雄 月刊 ① ｱ-3

ﾎﾝ 本  読書人の雑誌 講談社 月刊 ◎ ｱ-1

ﾎﾝ 本が好き！ 光文社 月刊 ◎ ｱ-1 10年1月号で休刊

ﾎﾝ 本郷 吉川弘文館 隔月刊 ◎登 ① ｱ-1

ﾎﾝ 本の旅人 角川書店 月刊 ◎登 ｱ-1

ﾎﾝ 本の話 文藝春秋 月刊 ◎ ｱ-1 11年10月号で休刊

ﾏﾏ ママともぷらす 明光企画 隔月刊 ②登 ◎登 ｲ-1

ﾏﾓ ＭＡＭＯＲ 扶桑社 月刊 ②登 ｵ-2

ﾐｽ みすず みすず書房 月刊 ◎登 ｱ-1

ﾐｽ mr partner for real life ミスター・パートナー 隔月刊 ②登 ②登 ｱ-3

ﾐｽ 水とともに 水資源機構 月刊 ① ｸ-1

ﾐﾄ 緑と水のひろば 東京都公園協会 季刊 ② ○ ｳ-1

ﾐﾗ 未来 未来社 季刊 ◎登 ｱ-1

ﾐﾗ 未来へげんき 日本原子力研究開発機構 季刊 ② ｷ-3

ﾐﾙ ミルククラブ 中央酪農会議 季刊 ② ｷ-1

ﾐﾝ みんてつ 日本民営鉄道協会 季刊 ② ｷ-1

ﾑﾝ ｍｕｎｄｉ 国際協力機構 月刊 ② ｵ-3

ﾕﾋ ＵＰ 東京大学出版会 月刊 ◎登 ｱ-1

ﾗﾒ ラ・メール（LA MER） 日本海事広報協会 隔月刊 ② ｷ-1 17年3-4月号で休刊

ﾘﾍ リベラルタイム リベラルタイム出版社 月刊 ②登 ｶ-1

ﾚｷ 歴史研究 歴研 月刊 ① ｵ-2

ﾚｷ 歴博 国立歴史民俗博物館 隔月刊 ○ ○

ﾛｳ 労働判例 産労総合研究所 月２回 ◎登 ｵ-3

寄贈雑誌タイトル数 88 85 2 5 8 0 1 2
注1：所蔵館名○数字は、保存年限を示す。◎は永年保存。「登」は所蔵登録あり。
注2：配架欄は中央図書館の分野別雑誌架を示す。
注3：網掛けは休刊、中止を示す。



タイトル 発行機関 配架・分類※
1 アエルデ（浦安・行徳） 株）スターツ 製本登録（I/A7）
2 赤レンガ通信 赤レンガをいかす会 黄ファイル（I/A6)
3 あしなみ（葦波） 市川市少年センター 緑ファイル
4 あっさり君：浦安市郷土博物館ニュース 浦安市郷土博物館 ピンクファイル
5 ｅパートナーちば　 ちば県民共生センター 青ファイル
6 いちかわ　商工会議所報 市川商工会議所 緑ファイル
7 市川市医師会会報 市川市医師会 図書登録(I/P5)
8 いちかわ市議会だより 市川市議会 BOX（いちかわ市議会だより）
9 いちかわ市史編さんだより 市川市史編纂室 緑ファイル
10 いちかわし農業委員会だより 市川市農業委員会 緑ファイル

11 いちかわ白ばら：せんきょ
市川市明るい選挙推進協議会・市
川市選挙管理委員会

緑ファイル

12 市川図書館だより 市川市中央図書館 緑ファイル（I/R1)
13 いちかわ夢マガジン：市川市メールマガジン 市川市 緑ファイル（I/F5)
14 市川よみうり 市川よみうり新聞社 BOX（市川よみうり）
15 いちぼ：いちかわのボランティアNPO情報誌 市川市市民部ボランティア・ＮＰＯ課 緑ファイル(I/N0)

16
生命のにぎわいとつながり：
生物多様性ちばニュースレター

千葉県環境生活部自然保護課 青ファイル

17 Ｅｖｅｎｔ　Ｇｕｉｄｅ：市川市文化振興財団の催し物案内 市川市文化振興財団 緑ファイル
18 Ｗｅｓｔ　Ｗｉｎｄ：メディアセンター報 和洋女子大学メディアセンター 黄ファイル
19 Ｗｅｓｔ　Ｌｉｂｒａｒｙ（千葉県立西部図書館だより） 千葉県立西部図書館 青ファイル
20 ＳＳＵ市川会報 ＳＳＵ市川 黄ファイル
21 江戸川 江戸川を守る会 図書登録C20.02/S9）
22 ＦＩＬ通信 市川市図書館友の会 緑ファイル（I/R1)
23 沖 沖発行所 BOX（沖）
24 思いやり交通千葉 千葉県交通安全対策推進委員会 青ファイル
25 かいづか 市川市博物館友の会 緑ファイル
26 かずさDNA研究ニュースレター かずさDAN研究所 BOX（かずさDNA研究ニュースレター）
27 学校図書館支援センター通信 市川市学校図書館支援センター 図書登録(I/Q4)
28 鎌ケ谷市史研究 鎌ケ谷市教育委員会 図書登録(C22.4)
29 かわらば～ん！ ＡＳＡ 黄ファイル
30 瓦版　大木戸：千葉県立房総のむら館報 千葉県立房総のむら 青ファイル
31 環境だより 千葉県環境研究センター 青ファイル
32 監査結果 千葉県 青ファイル（C10/F7)
33 監査結果の報告について 市川市監査委員会 緑ファイル（I/F7)
34 企業情報 千葉県中小企業振興センター 青ファイル（C10/K5)
35 教育いちかわ 市川市教育委員会 BOX(市川市役所教育委員会）
36 教育広報夢気球 千葉県教育委員会 青ファイル
37 行政監査の結果に基づく措置結果 千葉県教育委員会 青ファイル（C10/F7)
38 行徳文化ホールＩ＆Ｉ　イベントカレンダー 行徳文化ホールＩ＆Ｉ BOX（行徳文化ホールI&I)
39 クォリティライフいちかわ 市川市市民生活課 緑ファイル
40 Ｇｒｅｅｎ　Ｐｏｒｔ　Ｒｅｐｏｒｔ 成田国際空港株式会社 BOX
41 京成らいん 京成電鉄 BOX（京成らいん）
42 芸文協ちば 千葉県芸術文化団体協議会 青ファイル
43 京葉タイムズ 有）行徳ニュース BOX（京葉タイムズ）
44 月刊いちかわ エピック社 BOX（月刊いちかわ）
45 県警からのお知らせ 千葉県読売防犯協力会 青ファイル
46 けんこうＣｈｉｂａ ちば県民保健予防財団 青ファイル
47 県水だより 千葉県水道局 BOX（県水だより）
48 考古･歴史博物館だより 市川市立考古博物館／歴史博物館 緑ファイル
49 国府台経済研究 千葉商科大学経済研究所 図書登録(I/Q3)
50 広報いちかわ 市川市 専用ファイル（I/F5)
51 国際交流つうしん ちば国際コンベンションビューロー 青ファイル
52 国際交流伝言板 ちば国際コンベンションビューロー 青ファイル
53 こちら１１９番 市川市消防局 緑ファイル
54 ｋｏｔｏｔｏｉ（1～4号）で終了 菊谷文庫 図書登録（I/A2）
55 コミサポだより／コミュニティサポートだより コミュニィテーサポート委員会 緑ファイル
56 コミュニティーペーパーいちかわ新聞 ㈱明光企画 BOX（コニュニティペーパー市川新聞）
57 コミュニティクラブ遊びの情報 市川市教育委員会地域教育課 緑ファイル
58 コミュニティペーパー行徳新聞 行徳新聞社（明光企画） BOX（コミュニティペーパー行徳新聞）
59 コルトン　ハピネス　プレス ニッケコルトンプラザ 黄ファイル

60
しいむじな：
房総の山のフィールド･ミュージアムニュースレター

房総の山のフィールド・ミュージアム 青ファイル

61 CUC：Ｖｉｅｗ & Ｖｉｓｉｏｎ 千葉商科大学経済研究所 図書登録(I/Q3)

平成30年４月１日現在
（３）中央図書館収集地域雑誌・定期刊行物一覧　　　　　　　



タイトル 発行機関 配架・分類※

62 Ｃ’ｎ 千葉市美術館 ピンクファイル
63 ＪＩＣＡシニアボランティア千葉 千葉県ＪＩＣＡシニアボランティアの会 黄ファイル
64 市史研究いちかわ 市川市役所 図書登録(I/B0)
65 自然通信 自然通信社 製本棚へ(1部のみのため)
66 Ｃｉｔｙ　Ｖｏｉｃｅ　：市川の街から 市川市 製本登録（I/F5）
67 写真で綴る千葉県の百年 京葉銀行 専用ファイル(C10/C1)
68 淑徳大学アーカイブズ・ニュース 淑徳大学アーカイブズ 黄ファイル
69 じゅんかんニュース 市川市環境清掃部 緑ファイル
70 情報紙一寸法師 読売新聞一寸法師事務局 黄ファイル
71 昭和学院短期大学紀要 昭和学院短期大学 図書登録(I/Q3)
72 市川自然博物館だより 市立市川市自然博物館 緑ファイル
73 新・参考業務月報 市川市中央図書館 ファイル（I/R1)
74 新樹 中津攸子 図書登録(I/A5)
75 すずがも通信：行徳野鳥観察舎友の会会報 行徳野鳥観察舎友の会 緑ファイル
76 瀬流　 三番瀬フォーラム 製本登録（Ｉ/Ｔ０）
77 千本銀杏 風の会 BOX（市川市内その他）
78 たかっぽ通信：大利根 川のフィールドミュージアムレター 千葉県立中央博物館大利根分館 青ファイル
79 楽しい働き方暮らし方（ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽを進める情報誌） 千葉県 BOX（千葉県内その他）
80 地域新聞　市川北部版（553～） 地域新聞社　船橋支社 BOX（地域新聞）
81 地域新聞　市川中央版（533～） ㈱地域新聞社　船橋支社 BOX（地域新聞）
82 地域新聞　中山版（541～） ㈱地域新聞社　船橋支社 BOX（地域新聞）
83 地域新聞　本八幡版（533～） 地域新聞社　船橋支社 BOX（地域新聞）
84 地域新聞　八幡北版（533～） ㈱地域新聞社　船橋支社 BOX（地域新聞）
85 知識は旅をする（千葉県立東部図書館だより） 千葉県立東部図書館 青ファイル
86 ちばＮＰＯ・ボランティア活動ニュースレター 千葉県環境生活部 青ファイル
87 ちば魚～きんぐ 京葉銀行 専用ファイル（C10/L3）
88 千葉が語る日本一 京葉銀行 専用ファイル(C10/A0)
89 ちば経済季報 千葉経済センター 図書登録（C10/K0)
90 千葉県議会時報 千葉県議会事務局 図書登録(C10/H5)
91 ちば県議会だより 千葉県議会 BOX（千葉県議会だより）
92 千葉県行政関係資料（新着案内） 千葉県文書館行政資料室 青ファイル
93 千葉県財政事情 千葉県 青ファイル（C10/G2)
94 千葉県史研究 千葉県史料研究財団 図書登録(C10/B0)
95 千葉県職員措置請求の監査結果の公表 千葉県 青ファイル（C10/F7)
96 千葉県生物多様性センター研究報告 千葉県環境生活部自然保護課 図書登録（C10/U6）
97 千葉県毎月常住人口調査 市川市総務部 青ファイル（I/M2)
98 ちば県民だより 千葉県総合企画部 BOX（ちば県民だより）
99 千葉県立中央図書館だより 千葉県立中央博物館 青ファイル（C10/R3)
100 千葉県立中央博物館研究報告  人文科学 千葉県立中央博物館 図書登録(C10/R3)
101 千葉県立中央博物館自然誌研究報告 千葉県立中央博物館 図書登録(C10/R3)
102 中央博物館だより（千葉県立中央博物館） 千葉県立中央博物館 青ァイル（C10/R3）
103 ちば里山新聞 ちば里山センター 黄ファイル
104 千葉市史編さんだより 千葉市史編さん担当 ピンクファイル
105 千葉生物誌 千葉県生物学会 図書登録(C10/U6)
106 ちばの統計 千葉県総合企画部統計課 青ファイル（C10/M1）
107 ちばの博物館 千葉県博物館協会 青ファイル
108 千葉文化（千葉県立中央図書館報） 千葉県立中央図書館 青ファイル
109 ちばまなびの森 千葉市生涯学習センター ピンクファイル
110 中央学院大学社会システム研究所紀要 中央学院大学社会システム研究所 図書登録(C22.1/Q3)
111 中央学院大学商経論叢 中央学院大学商学部 図書登録(C22.1/Q3)
112 中央学院大学人間・自然論叢 中央学院大学商学部・法学部 図書登録(C22.1/Q3)
113 町丁別世帯人口表 市川市 緑ファイル（I/M2)
114 定年時代ー千葉版ー 朝日新聞編集センター BOX（定年時代）
115 鉄道で行く千葉 京葉銀行 専用ファイル（C10/C1)
116 都市計画道路３・４・１８号ニュース紙 市川市道路交通部 緑ファイル（I/S2)
117 利根川文化研究 利根川文化研究会 図書登録(C20.05/B0)
118 なかやま 中山法華経寺 黄ファイル
119 中山参道どっと混む 千葉商科大学 図書登録（I/C1)
120 夏休み体験ボランティア 市川市 緑ファイル(I/N0)
121 なのはな通信 なのはなメイト BOX（なのはな通信）
122 成田山仏教研究所紀要 成田山仏教研究所 図書登録(C23.2/X2)
123 ニューライフ千葉 千葉県広報協会 製本登録（C10/A5)
124 干潟を守る 千葉の干潟を守る会 ファイル綴り（I/T0)



タイトル 発行機関 配架・分類※

125 ひまわり倶楽部 ちばぎん総合研究所 BOX（千葉県内その他）
126 史 現代史懇話会 図書登録（I/A5)
127 ふみくら 千葉市文庫連絡協議会 黄ファイル
128 ふれあい：市川市子ども会・育成会だより 市川市子ども会育成会連絡協議会 緑ファイル
129 文通 小泉文人後援会　千葉県議会議員 ＢＯＸ（議会・議員・選挙）
130 ヘルシースクールだより 市川市教育委員会保健体育課 緑ファイル／電子文書
131 房総芸文協 房総芸術文化協会 図書登録（C21.1/R0)
132 房総大地のめぐみ 京葉銀行 専用ファイル（C10/L1)
133 房総の郷土史 千葉県郷土史研究連絡協議会 図書登録（C10/B0)
134 房総の文化財 千葉県教育振興財団 青ファイル
135 房総文化 和洋女子大学房総文化研究所 図書登録（I/Q3)
136 ほくそう 北総鉄道 BOX
137 まいたうん：市川・本八幡版 加藤新聞舗 BOX（まいたうん市川・本八幡）
138 槙：文学同人誌 文学グループ槇の会 図書登録(C34.1/W0)
139 真木（千葉県俳句作家協会会報） 千葉県俳句作家協会事務局 青ファイル
140 松戸史談 松戸史談会 図書登録(C22.8/A6)
141 真間：季刊→2009霜月で休刊 真間山弘法寺 製本登録(I/X3)
142 ママとも＋ぷらす　東京ベイ・千葉 ㈱明光企画 BOX（ママとも＋）
143 ミーティアムガイド：市川市公民館主催講座情報 市川市教育委員会公民館センター BOX（ミーティアムガイド）
144 みどりのふぉーらむ：市川緑の市民フォーラム会報 市川緑の市民フォーラム 黄ファイル
145 みどりの道：外環千葉県区間情報誌 国土交通省関東地方整備局 BOX（みどりの道）
146 ミュージアムレター 文学ミュージアム BOX（ミュージアムレター）
147 みる　つくる　かたる：千葉県立美術館報 千葉県立美術館 青ファイル
148 ミレニアム 社）千葉県医師会 BOX（ミレニアム）
149 ＵＮＥＳＣ０いちかわ 市川市ユネスコ協会 黄ファイル
150 読売地域防犯ニュース 読売新聞 黄ファイル
151 ＬＯＵＮＧＥ　ラウンジ 千葉銀行広報室 BOX（Lounge)
152 例月出納検査結果の報告について 市川市監査委員 緑ファイル(I/F7)
153 歴博 国立歴史民俗博物館 BOX（歴博）
154 わが街中山 中山町会「中山の歴史」編集部会 図書登録(I/C1)
155 和洋教育 和洋国府台女子中学校・高等学校 図書登録(I/Q3)
156 和洋女子大学、和洋女子短期大学関係 BOX（和洋女子大／和洋女子短大）
157 和洋女子大学紀要 和洋女子大学 図書登録（I/Q3)

注1：配架分類欄の色は分類しているファイルの色を示す。（緑：市川市　青：千葉県　ピンク：県内他市町村　黄：団体・民間施設）



（４）新聞ほか一覧

ﾖﾐ タイトル 中央平田行徳信篤南行駅南

ｱｻ Ａｓａｈｉ　Wｅｅｋｌｙ［英語］ ○
ｱｻ 朝日新聞 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
ｱｻ 朝日中高生新聞 ○
ｵﾔ おやばと(寄贈) ○ ①
ｶﾝ 官報 ⑤ ⑤
ｷｬ Campus Scope（寄贈） ○
ｺｳ 高校生新聞(寄贈) ○
ｺｳ 公明新聞 ○
ｺｸ 国民民主Press（寄贈） ○
ｻﾝ 産経新聞 ○ ○
ｻﾝ サンケイスポーツ ○
ｼｬ 社会新報 ○
ｼｬ The　Japan　Times［英語］ ○ ○
ｼｭ 週刊読書人 ○
ｼﾕ 自由民主 ○
ｼﾝ しんぶん赤旗 ○
ｼﾝ 人民日報　海外版［中国語］ ○
ｽﾎ スポーツニッポン ○
ｾｲ 政府刊行物新聞(寄贈) ○
ﾀｲ The　Times　［英語］ ○
ﾁﾊ 千葉県報（寄贈） ⑤ ① ① ① ①
ﾁﾊ 千葉日報 ◎ ○ ○
ﾁﾕ 中小企業振興(寄贈) ①
ﾃﾝ 点字毎日 ○
ﾄｳ 東亜日報　日本版［韓国語］ ○
ﾄｳ 東京新聞 ○ ○
ﾆｯ 日刊工業新聞 ○
ﾆｯ 日刊スポーツ ○ ○ ○ ○ ○
ﾆｯ 日経ヴェリタス ○ ○ 昭和33年９月～
ﾆｯ 日経産業新聞 ○ 欠号：昭和41年８月
ﾆｯ 日経MJ(流通新聞) ○
ﾆﾎ 日本経済新聞 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 　昭和20年１月～昭和23年12月
ﾆｭ The New York　Times［英語］ ○ ○
ﾌｸ 福島民報（寄贈） ○ ○
ﾌｸ 福島民友（寄贈） ○ ○ 昭和32年11月～12月

ﾏｲ 毎日小学生新聞 ○ 昭和56年３月～昭和59年12月
ﾏｲ 毎日新聞 ◎ ○ 平成20年１月～
ﾐﾝ MINSHIN Press(寄贈) ○

ﾕｴ USA TODAY　［英語］ ○ 昭和52年１月～昭和54年１2月
ﾖﾐ 読売新聞 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 昭和55年４月～

注1：所蔵館名欄　◎縮刷版あり　〇所蔵あり　①１年保存　⑤５年保存

注2：網掛けはタイトル変更、休刊、購入中止等になったもの。 「千葉日報縮刷版」（平成16年４月～CD-ROM化）

昭和52年４月～平成16年３月
保存状況 欠号：昭和60年７月 欠号：昭和63年７月
　新聞原紙 欠号：昭和61年７月 欠号：平成元年７月

　中央（原則として１年）　 欠号：昭和62年７月
　平田・行徳・信篤・南行徳（６ヶ月）　 「千葉日報製本版」
　駅南（３ヶ月） 平成16年４月～12月
※朝日新聞、読売新聞、毎日新聞の地方版のみ新聞原紙 「千葉日報原紙」

平成１7年１月～

「読売新聞縮刷版」

「読売新聞縮刷版復刻版」

18年5月18日より「国民民主
プレス」へ名称変更

平成30年11月1日現在

「京葉子ども新聞」昭和40年～昭和56年

　欠号：昭和15年５月

「毎日新聞縮刷版」

「日本経済新聞縮刷版」

「朝日新聞縮刷版復刻版」
中央：明治21年７月～

　欠号：昭和13年１～２月
　欠号：昭和14年９月

　欠号：昭和27年11月

　欠号：昭和31年３月，５～12月
　欠号：昭和34年11月

　欠号：昭和30年12月
　欠号：昭和29年４月

　欠号：昭和45年11月
　欠号：昭和49年６月，８月
　欠号：昭和50年２月

行徳：昭和57年３月～

　欠号：昭和39年10月
　欠号：昭和35年11月

　欠号：昭和41年８月

「朝日新聞縮刷版」

「萬朝報」　明治25年１1月～大正９年12月
「日本」　明治22年２月～明治39年６月

「千葉日報」　昭和32年～平成７年
「市川市民新聞」　昭和27年～昭和42年
「京葉新聞」　昭和43年～平成13年

マイクロフィルム　＊現在閲覧休止



13．条例・規則等 

○市川市立図書館の設置及び管理に関する条例

平成20年12月12日 

条例第39号 

改正  平成23年12月７日 条例第45号 

市川市立図書館設置条例（昭和39年条例第47号）の全部を改正する。 

（設置） 

第１条 本市は、図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般公衆の利用に供し、その教養、

調査研究、レクリエーション等に資するため、図書館法（昭和25年法律第118号。以下「法」という。）第10条

の規定に基づき、図書館を設置する。 

（名称及び位置等） 

第２条  図書館の名称及び位置は、次の表のとおりとする。 

名称 位置 

市川市行徳図書館 市川市末広１丁目１番31号 

市川市信篤図書館 市川市高谷１丁目８番１号 

市川市南行徳図書館 市川市相之川１丁目２番４号 

市川市市川駅南口図書館 市川市市川南１丁目10番１号 

２ 前項に定めるもののほか、本市に市川市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例（平成６年条例第22号。

以下「生涯学習センター条例」という。」）に基づき、市川市中央図書館を設置する。 

（平23条例45・一部改正） 

（事業） 

第３条 図書館においては、法第３条各号に掲げる事項を実施する。 

（館外貸出しを受けることができるもの） 

第４条 法第３条第１号に規定する図書館資料（以下「図書館資料」という。）の館外貸出し（以下「館外貸出

し」という。）を受けることができるものは、本市に住所を有し、勤務し、又は通学する者及びこれらの者で

構成される団体であって読書会等を主催するものとする。ただし、教育委員会が適当と認めるものは、この限り

でない。 

（館外貸出しの登録） 

第５条 館外貸出しを受けようとするものは、あらかじめ教育委員会の登録を受けなければならない。ただし、

生涯学習センター条例第10条第１項本文の登録を受けているものは、この限りでない。 

２ 前項本文の登録（以下「登録」という。）の有効期間は、次の各号に掲げるものの区分に応じ、当該各号に定

めるとおりとする。 

(1) 個人 登録の日から起算して３年

(2) 団体 登録の日からその日の属する年度の末日まで

３ 有効期間の満了後、引き続き館外貸出しを受けようとするものは、教育委員会規則で定めるところにより、

教育委員会に登録の更新の申請をしなければならない。 

４ 前項の登録の更新がされたときは、その登録の有効期間は、次の各号に掲げるものの区分に応じ、当該各号に

定めるとおりとする。 

(1) 個人 従前の登録の有効期間の満了の日の翌日から起算して３年

(2) 団体 従前の登録の有効期間の満了の日の翌日から起算して１年

（平23条例45・一部改正） 

（登録の申請等） 

第６条 登録を受けようとするものは、教育委員会規則で定めるところにより、教育委員会に登録の申請をしなけ

ればならない。 

２ 教育委員会は、前項の規定による申請をしたものが第４条に規定するものであるときは、その登録をするもの



とする。 

３ 教育委員会は、登録をしたときは、第１項の規定による申請をしたものに対し、図書館利用券を交付するもの

とする。ただし、その者が市川市住民基本台帳カードの利用に関する条例（平成16年条例第37号）第４条第３項

又は第４項の規定により同条例第２条第２項に規定する多目的サービスに係る情報の記録がされた住民基本台帳

カード（第９条第１項において「館外貸出対応住基カード」という。）の返還を受ける者であるときは、この

限りでない。 

４ 図書館利用券の交付を受けたものは、当該図書館利用券を壊し、汚し、又は失ったときは、教育委員会規則で

定めるところにより、教育委員会に申請して、その再交付を受けることができる。 

５ 図書館利用券は、他に譲渡し、又は転貸してはならない。 

（変更の届出） 

第７条 登録を受けたものは、前条第１項の規定による申請をした事項に変更があったときは、速やかに、その旨

を教育委員会に届け出なければならない。 

（登録の取消し） 

第８条 教育委員会は、登録を受けたものが次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、その登録を取り消す

ことができる。 

(1) 第４条に規定するものでなくなったとき。

(2) 不正の手段により登録（第５条第３項の登録の更新を含む。）を受けたとき。

（館外貸出しの承認等） 

第９条 館外貸出しを受けようとするものは、図書館利用券（生涯学習センター条例第11条第３項本文の規定に

より交付されている図書館利用券を含む。）又は館外貸出対応住基カードを提示して、教育委員会の承認を受け

なければならない。 

２ 教育委員会は、館外貸出しを受けようとするものが次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前項の

承認をしないことができる。 

(1) 図書館資料を壊し、汚し、又は失わせるおそれがあるとき。

(2) 次条に規定する期間を経過してもなお館外貸出しを受けた図書館資料を返還しないとき。

(3) 生涯学習センター条例第14条第２項第２号に該当するとき。

（平23条例45・一部改正） 

（館外貸出しを受けることができる図書館資料等） 

第10条 館外貸出しを受けることができる図書館資料及びその数量並びに期間は、次の表のとおりとする。ただし、

教育委員会が必要と認めるときは、これらを変更することができる。 

区分 館外貸出しを受けることができ

る図書館資料 

館外貸出しを受けることができ

る図書館資料の数量 (現に館外

貸出しを受けている図書館資料

及び生涯学習センター条例に基

づく館外貸出しを受けている図

書館資料の数量を含む。) 

館外貸出しを受けることができ

る期間 

個人 図書 20 前条第１項の承認を受けた日

から起算して15日 コンパクトディスク ３ 

ビデオテープ ２ 

ビデオディスク １ 

団体 図書 無制限 前条第１項の承認を受けた日

から起算して31日 

コンパクトディスク ３ 前条第１項の承認を受けた日

から起算して15日 

（平23条例45・一部改正） 

（館外貸出しの制限） 

第11条 図書館資料のうち貴重図書その他教育委員会が指定するものは、館外貸出しは行わない。 

２ 館外貸出しを受けた図書館資料は、他に譲渡し、又は転貸してはならない。 



（開館時間） 

第12条 図書館の開館時間は、次の表の左欄に掲げる図書館の区分に応じ、同表の右欄に定めるとおりとする。 

ただし、教育委員会が必要と認めるときは、これを変更することができる。 

区分 開館時間 

市川市行徳図書館 午前10時から午後７時30分（日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律

（昭和23年法律第178号。以下「祝日法」という。）に規定する休日にあっ

ては、午後５時）まで 

市川市信篤図書館及び市川市南行

徳図書館 

午前９時30分から午後５時まで 

市川市市川駅南口図書館 午前９時30分から午後９時（日曜日、土曜日及び祝日法に規定する休日に

あっては、午後６時）まで 

（休館日） 

第13条 図書館の休館日は、次の表の左欄に掲げる図書館の区分に応じ、同表の右欄に定めるとおりとする。ただ

し、教育委員会が必要と認めるときは、これを変更し、又は臨時に休館日を設けることができる。 

区分 休館日 

市川市行徳図書館及び市川市市川

駅南口図書館 

１ 月曜日（その日が祝日法に規定する休日に当たるときは、その日後に

おいてその日に最も近い祝日法に規定する休日以外の日） 

２ 毎月末日（その日が１に掲げる日、日曜日、土曜日又は祝日法に規定

する休日に当たるときは、その日前においてその日に最も近い１に掲げる

日、日曜日、土曜日及び祝日法に規定する休日以外の日） 

３ １月１日から同月４日まで 

４ 12月28日から同月31日まで 

市川市信篤図書館及び市川市南行

徳図書館 

１ 月曜日 

２ 祝日法に規定する休日（その日が月曜日に当たるときは、その翌日） 

３ 毎月末日（その日が１若しくは２に掲げる日、日曜日又は土曜日に当た

るときは、その日前においてその日に最も近い１及び２に掲げる日、日曜

日並びに土曜日以外の日） 

４ １月２日から同月４日まで 

５ 12月28日から同月31日まで 

（入館の制限等） 

第14条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、図書館を利用するもの（第１号及び第２

号において「利用者」という。）に対し、入館を禁じ、又は退館を命ずることができる。 

(1) 利用者が公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがあるとき。

(2) 利用者が図書館の施設、附属設備又は図書館資料（以下「施設等」という。）を壊し、汚し、又は失わせ

るおそれがあるとき。 

(3) その他図書館の管理運営上支障を生ずるおそれがあるとき。

（損害賠償） 

第15条 施設等を壊し、汚し、又は失わせたものは、速やかに、原状に回復し、又はその損害を賠償しなければ

ならない。ただし、市長がやむを得ない事情があると認めるときは、この限りでない。 

（指定管理者による管理） 

第16条 教育委員会は、市川市市川駅南口図書館の管理を指定管理者（地方自治法（昭和22年法律第67号）第244

条の２第３項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）に行わせるものとする。 

２ 指定管理者が行う業務の範囲は、次のとおりとする。 

(1) 法第３条各号（第５号を除く。）に掲げる事項を行うこと。

(2) 図書館利用券を交付し、及び再交付すること。

(3) 館外貸出しの承認を行うこと。

(4) 入館を禁じ、及び退館を命ずること。

(5) 施設等の維持管理（軽微なものに限る。）を行うこと。



(6) その他前各号に掲げる業務を行うに当たり必要な行為をすること。

３ 指定管理者が行う市川市市川駅南口図書館の管理の基準は、市川市公の施設の指定管理者の指定の手続等に

関する条例（平成16年条例第２号）に定めるもののほか、第４条、第６条第３項及び第４項並びに第９条から第

14条までに定めるところによる。この場合において、これらの規定の適用については、第４条ただし書中「教育

委員会」とあるのは「指定管理者」と、第６条第３項本文中「教育委員会は、登録」とあるのは「指定管理者は、

教育委員会が登録」と、同条第４項中「教育委員会に」とあるのは「指定管理者に」と、第９条及び第10条ただ

し書中「教育委員会」とあるのは「指定管理者」と、第12条ただし書及び第13条ただし書中「教育委員会が必要

と認める」とあるのは「指定管理者が教育委員会の承認を得た」と、第14条中「教育委員会」とあるのは「指定

管理者」とする。 

（委任） 

第17条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成21年４月１日から施行する。ただし、改正後の市川市立図書館の設置及び管理に関する条例

（以下「新条例」という。）第２条第１項、第12条及び第13条の規定（市川市市川駅南口図書館に係る部分に限

る。）並びに第16条の規定は、同月30日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に改正前の市川市立図書館設置条例（次項において「旧条例」という。）に基づく教育

委員会規則の規定により図書館利用券の交付を受けているものは、この条例の施行の日において、新条例第５条

第１項本文の登録を受けたものとみなす。この場合において、当該登録の有効期間は、同条第２項の規定にかか

わらず、教育委員会が別に定める。 

３ この条例の施行の際現に旧条例に基づく教育委員会規則の規定により交付されている図書館利用券は、新条例

第６条第３項本文の規定により交付された図書館利用券とみなす。 

附 則（平成23年12月７日条例第45号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成24年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に第１条の規定による改正前の市川市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例又

は第２条の規定による改正前の市川市立図書館の設置及び管理に関する条例に基づき20以上の数量の図書の館外

貸出しを受けている個人は、その数量が20未満となるまでの間は、新たに第１条の規定による改正後の市川市

生涯学習センターの設置及び管理に関する条例及び第２条の規定による改正後の市川市立図書館の設置及び管理

に関する条例に基づく図書の館外貸出しを受けることができない。 



○市川市立図書館の設置及び管理に関する条例施行規則

平成21年３月31日 

教育委員会規則第６号 

改正  平成23年３月25日教委規則第２号 

平成24年３月14日教委規則第２号 

平成28年３月31日教委規則第５号 

市川市立図書館規則（平成６年教育委員会規則第11号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規則は、市川市立図書館の設置及び管理に関する条例（平成20年条例第39号。以下「条例」とい

う。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（運営状況の評価等） 

第１条の２ 教育委員会は、図書館の運営の改善を図るため、その運営の状況について評価を行い、これを公開

するものとする。 

（平24教委規則２・追加） 

（蔵書の構築） 

第２条 教育委員会は、図書館の蔵書の構築に関する指針を定め、これに基づき当該蔵書の構築を行うものとする。 

２ 教育委員会は、市民等から資料の寄贈又は寄託の申出があったときは、前項の指針に適応するか否かを調査し、

適合すると認めたときは、当該資料を図書館資料として収蔵することができる。 

３ 教育委員会は、公の刊行物その他の資料を収集するため、国、県、県内の市町村その他の団体に当該資料の

提供を依頼するものとする。 

（平24教委規則２・一部改正） 

（館内利用） 

第２条の２ 教育委員会は、図書館の適正な利用環境を維持するため、館内の利用方法を定める等の必要な措置を

講ずるものとする。 

２ 図書館を利用するものは、前項の規定により講じられた措置に基づき、図書館資料を閲覧し、又は視聴するも

のとする。 

（平24教委規則２・追加） 

（レファレンスサービス）

第３条 教育委員会は、図書館を利用するものに対し、レファレンスサービス（そのものの求めに応じ、図書館

資料及び情報の提供、紹介等を行うことをいう。次項において同じ。）を提供するものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、教育委員会は、レファレンスサービスに係る事項が次の各号のいずれかに該当する

と認めるときは、レファレンスサービスを提供しないものとする。 

(1) 法令等の規定により公表を禁じられている事項

(2) 古文書、美術品等の鑑定及び価格に関する事項

(3) 身上、医療又は法律の相談に関する事項

(4) 学習課題、卒業論文その他これらに類する事項

(5) その他教育委員会がレファレンスサービスの提供を不適当と認める事項

３ 教育委員会は、レファレンスサービスを提供するために必要があると認めるときは、公立図書館等にレファレ

ンスサービスに係る情報の提供を依頼するものとする。

４ 教育委員会は、公立図書館等からレファレンスサービスに係る情報の提供の依頼を受けたときは、図書館が

保有する情報を提供することができる。ただし、当該依頼に係る情報が第２項各号のいずれかに該当すると

認めるときは、この限りでない。 

（平24教委規則２・一部改正） 

（登録の申請等） 

第４条 条例第６条第１項の規定による登録の申請は、次に掲げるものの区分に応じ、当該各号に掲げる書類を教

育委員会に提出して行うものとする。 

(1) 個人 市川市立図書館館外貸出個人登録・更新申請書（様式第１号）



(2) 団体 市川市立図書館館外貸出団体登録・更新申請書（様式第２号）及び団体構成員名簿（様式第３号）

２ 前項の場合において、当該申請をするもの（団体にあっては、その代表者）は、運転免許証、健康保険証その

他の住所及び氏名を確認するため教育委員会が適当と認める書類（本市に勤務し、又は通学する者にあっては、

当該書類及び身分証明書、学生証その他の本市に勤務し、又は通学する者であることを確認するため教育委員会

が適当と認める書類）を提示しなければならない。 

３ 前２項の規定は、条例第５条第３項の規定による登録の更新の申請について準用する。この場合において、

第１項中「条例第６条第１項の規定による登録」とあるのは「条例第５条第３項の規定による登録の更新」と、

「書類」とあるのは「書類及び図書館利用券又は条例第６条第３項ただし書に規定する館外貸出対応住基カー

ド」と読み替えるものとする。 

４ 前項の規定により読み替えて適用される第１項の書類及び図書館利用券又は条例第６条第３項ただし書に規定

する館外貸出対応住基カードの提出期間は、条例第５条第２項の登録の有効期間の満了する日の前日の１月前の

日から当該登録の有効期間の満了する日までとする。ただし、教育委員会が必要と認めるときは、この限りで

ない。 

（平23教委規則２・一部改正） 

（登録の実施） 

第５条 条例第６条第２項の規定による登録は、市川市立図書館館外貸出登録簿（様式第４号）に次に掲げる事項

を記載することにより行うものとする。 

(1) 住所及び氏名（団体にあっては、その名称及び代表者の氏名）

(2) 登録年月日及び登録番号

（図書館利用券） 

第６条 条例第６条第３項本文に規定する図書館利用券は、図書館利用券（様式第５号）とする。 

（図書館利用券の再交付の申請） 

第７条 条例第６条第４項の規定による図書館利用券の再交付の申請は、次に掲げるものの区分に応じ、当該各号

に掲げる申請書を教育委員会に提出して行うものとする。この場合において、第４条第２項の規定は、当該申請

について準用する。 

(1) 個人 市川市立図書館利用券再交付申請書（個人用）（様式第６号）

(2) 団体 市川市立図書館利用券再交付申請書（団体用）（様式第７号）

（変更の届出） 

第８条 条例第７条の規定による登録の申請事項の変更の届出は、次に掲げるものの区分に応じ、当該各号に掲げ

る届出書を教育委員会に提出して行うものとする。この場合において、当該届出書を提出するものは、当該変更

を証する書類を当該職員に提示しなければならない。 

(1) 個人 市川市立図書館館外貸出個人登録申請事項変更届出書（様式第８号）

(2) 団体 市川市立図書館館外貸出団体登録申請事項変更届出書（様式第９号）

（図書館資料の貸出しの予約等） 

第９条 条例第６条第３項本文に規定する図書館利用券又は同項ただし書に規定する館外貸出対応住基カードの

交付を受けたもの（本市に住所を有し、勤務し、又は通学する者及びこれらの者で構成される団体であって

読書会等を主催するものに限る。）は、貸出しを希望する図書館資料について、教育委員会に対し、当該図書

館資料の貸出しの予約、他の市川市立図書館からの取寄せの申出等をすることができる。 

２ 教育委員会は、前項の規定による予約、申出等を受けた場合において、公立図書館等に当該図書館資料（コン

パクトディスクその他の視聴覚資料を除く。）が所蔵されていることを確認したときは、当該公立図書館等に

対し、当該図書館資料の借受けを申し出ることができる。 

（平24教委規則２・追加） 

（図書館資料の複製等） 

第10条 教育委員会は、著作権法（昭和45年法律第48号）第31条の規定に基づき、図書館資料の複製を行うものと

する。 

２ 図書館資料の複製を依頼しようとするものは、市川市立図書館資料複製申込書（様式第10号）を教育委員会に

提出しなければならない。 

３ 教育委員会は、図書館資料の複製を行うことにより当該図書館資料が壊れ、又は汚れるおそれがあると認める

ときは、前項の規定による依頼を拒否することができる。 



４ 第２項の規定による依頼に基づき行う図書館資料の複製に要する費用は、当該依頼をしたものの負担とする。 

（平24教委規則２・旧第９条繰下） 

（障害者サービス） 

第11条 条例第６条第２項の規定による登録を受けた者のうち、身体障害、高齢、傷病等により図書館を利用する

ことが困難な者に対する図書館資料の貸出し等に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

（平24教委規則２・追加） 

（指定管理者による管理） 

第12条 指定管理者が市川市市川駅南口図書館の管理を行う場合におけるこの規則の規定の適用については、第２

条の２、第３条、第７条、第９条及び第10条第１項から第３項までの規定中「教育委員会」とあるのは、

「指定管理者」とする。 

（平24教委規則２・旧第10条繰下・一部改正） 

（補則） 

第13条 この規則に定めるもののほか、市川市立図書館の管理に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

（平24教委規則２・追加） 

附 則（平成28年３月31日教育委員会規則第５号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に交付されている第１条の規定による改正前の市川市中央図書館の管理に関する規則様 

式第５号による図書館利用券及び第２条の規定による改正前の市川市立図書館の設置及び管理に関する条例施行

規則様式第５号による図書館利用券は、それぞれ第１条の規定による改正後の市川市中央図書館の管理に関する

規則様式第５号による図書館利用券及び第２条の規定による改正後の市川市立図書館の設置及び管理に関する条

例施行規則様式第５号による図書館利用券とみなして使用することができる。



○市川市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例

平成６年９月28日 

条例第22号 

改正  平成15年６月25日 条例第42号 

平成17年９月22日 条例第38号 

平成19年12月20日 条例第44号 

平成20年12月12日 条例第40号 

平成23年12月７日 条例第45号 

平成25年３月25日 条例第20号 

平成28年９月28日 条例第40号 

（設置） 

第１条 本市は、市民が生涯にわたって学習する機会を広く提供することにより、市民の生涯学習の振興及び普及

を図るため、生涯学習センターを設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 生涯学習センターの名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 市川市生涯学習センター 

位置 市川市鬼高１丁目１番４号 

（事業） 

第３条 生涯学習センターは、次に掲げる事業を行う。 

(1) 生涯学習情報の提供に関すること。

(2) 生涯学習支援体制の整備充実に関すること。

(3) 生涯学習のための指導者及び助言者の養成及び研修に関すること。

(4) その他生涯学習の振興及び普及を図るために必要な事項に関すること。

（施設等） 

第４条 前条の事業を行うため、生涯学習センターに次の表の左欄に掲げる施設を置き、各施設の主な業務は、

同表の右欄に定めるとおりとする。 

施設名 業務 

市川市中央図書館 図書館法（昭和25年法律第118号）第３条各号に掲げる事項に関すること。 

市川市文学ミュージアム (1) 文学、映像等に関する資料の収集、保管、展示及び利用に関すること。

(2) 文学、映像等の調査研究に関すること。

(3) 文学、映像等に係る講座、講演会等の開催に関すること。

(4) 施設及び附属設備の利用に関すること。

市川市教育センター (1) 教育課程の調査研究に関すること。

(2) 教育関係職員の研修に関すること。

(3) 教育関係資料及び情報の収集、作成及び提供に関すること。

(4) 教育相談に関すること。

市川市中央こども館 (1) 児童の健全な遊びの指導に関すること。

(2) 児童の健康増進の指導に関すること。

(3) 児童の生活相談に関すること。

(4) 子育てを支援するものと児童との交流を図ることその他児童の健全な育成

に関すること。

(5) 児童厚生員及び遊びの指導者等の養成に関すること。

２ 市川市文学ミュージアム（以下「文学ミュージアム」という。）は、次に掲げるもので構成する。 

(1) 通常展示フロア

(2) 企画展示室

(3) グリーンスタジオ（控室を含む。）

(4) ベルホール



(5) 文学研修室

(6) 映像メディア編集室

(7) アナウンスブース

(8) 音楽スタジオ

(9) 資料室

３ 市川市教育センター（以下「教育センター」という。）に所長その他の必要な職員を置く。 

（平17条例38・平20条例40・平25条例20・一部改正） 

（運営） 

第５条 生涯学習センターは、生涯学習センターを構成する各施設相互の連携を図ることにより、生涯学習に関す

る総合施設として有機的に運営されなければならない。 

（使用することができるもの） 

第６条 市川市中央こども館（以下「中央こども館」という。）を使用することができるものは、本市に住所を有 

する18歳未満の者及びその保護者並びにこれらの者で構成される団体とする。ただし、市長が適当と認めるもの 

は、この限りでない。 

（平17条例38・平20条例40・平25条例20・平28条例40・一部改正） 

（使用の許可等） 

第７条 文学ミュージアム(第４条第２項第２号から第８号までに掲げるものに限る。以下この条、次条第１項、

第20条及び第21条第１項において同じ。)を使用しようとするものは、市長の許可を受けなければならない。 

２ 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前項の許可をしないことができる。 

(1) 文学ミュージアムを使用しようとするものが公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがあるとき。

(2) 文学ミュージアムを使用しようとするものがその施設、附属設備等を壊し、汚し、又は失わせるおそれが

あるとき。 

(3) 文学ミュージアムを使用しようとするものが営利を目的として使用するおそれがあるとき。

(4) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団

（第21条第１項第６号において「暴力団」という。）の利益になるとき。 

(5) その他文学ミュージアムの管理運営上支障を生ずるおそれがあるとき。

３ 中央こども館を使用しようとするものは、規則で定める名簿に住所、氏名その他規則で定める事項を記入しな

ければならない。 

４ 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、中央こども館を使用させないことができる。 

(1) 中央こども館を使用しようとするものがその事業に係る目的に適合しない目的で中央こども館を使用しよ

うとするとき。 

(2) 中央こども館を使用しようとするものが前条第２項に規定するものに該当しないとき。

(3) 中央こども館を使用しようとするものが公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがあるとき。

(4) 中央こども館を使用しようとするものがその施設、附属設備等を壊し、汚し、又は失わせるおそれがある

とき。 

(5) その他中央こども館の管理運営上支障を生ずるおそれがあるとき。

５ 市長は、文学ミュージアムの管理運営上必要があると認めるときは、第１項の許可について条件を付けること

ができる。 

（平17条例38・全改、平19条例44・平20条例40・平25条例20・平28条例40・一部改正） 

（使用料） 

第８条 前条第１項の許可を受け、文学ミュージアムを使用するもの及び市が行う特別の企画による展示を観覧す

る者は、市川市使用料条例（平成11年条例第39号）に定める使用料を納めなければならない。 

２ 中央こども館の使用料は、無料とする。 

３ 生涯学習センターの自動車駐車場（以下「駐車場」という。）を使用するものは、市川市使用料条例に定める

使用料を納めなければならない。ただし、次に掲げる自動車を駐車する場合については、この限りでない。 

(1) 道路交通法（昭和35年法律第105号）第39条第１項に規定する緊急自動車

(2) 身体障害者、知的障害者又は精神障害者が乗車している自動車

(3) 市が主催する講座、講演会、研修会等において講師を務める者が乗車している自動車

(4) 市川市中央図書館（以下「中央図書館」という。）、中央こども館等においてボランティア活動を行う者



が乗車している自動車 

(5) その他使用料を徴収する必要がないものとして市長が特に認める自動車

４ 前項の使用料は、自動車が駐車場から出場する際に、駐車場を使用したものから徴収する。 

（平15条例42・平20条例40・平25条例20・平28条例40・一部改正） 

（館外貸出しを受けることができるもの） 

第９条 中央図書館の図書館法第３条第１号に規定する図書館資料（以下「図書館資料」という。）の館外貸出し

（以下「館外貸出し」という。）を受けることができるものは、本市に住所を有し、勤務し、又は通学する者

及びこれらの者で構成される団体であって読書会等を主催するものとする。ただし、教育委員会(以下「委員

会」という。)が適当と認めるものは、この限りでない。 

（平20条例40・追加、平25条例20・一部改正） 

（館外貸出しの登録） 

第10条 館外貸出しを受けようとするものは、あらかじめ委員会の登録を受けなければならない。ただし、市川市

立図書館の設置及び管理に関する条例（平成20年条例第39号。以下「図書館条例」という。）第５条第１項本文

の登録を受けているものは、この限りでない。 

２ 前項本文の登録（以下「登録」という。）の有効期間は、次の各号に掲げるものの区分に応じ、当該各号に

定めるとおりとする。 

(1) 個人 登録の日から起算して３年

(2) 団体 登録の日からその日の属する年度の末日まで

３ 有効期間の満了後、引き続き館外貸出しを受けようとするものは、教育委員会規則で定めるところにより、

委員会に登録の更新の申請をしなければならない。 

４ 前項の登録の更新がされたときは、その登録の有効期間は、次の各号に掲げるものの区分に応じ、当該各号に

定めるとおりとする。 

(1) 個人 従前の登録の有効期間の満了の日の翌日から起算して３年

(2) 団体 従前の登録の有効期間の満了の日の翌日から起算して１年

（平20条例40・追加、平23条例45・一部改正） 

（登録の申請等） 

第11条 登録を受けようとするものは、教育委員会規則で定めるところにより、委員会に登録の申請をしなければ

ならない。 

２ 委員会は、前項の規定による申請をしたものが第９条に規定するものであるときは、その登録をするものと

する。 

３ 委員会は、登録をしたときは、第１項の規定による申請をしたものに対し、図書館利用券を交付するものと

する。ただし、その者が市川市住民基本台帳カードの利用に関する条例（平成16年条例第37号）第４条第３項又

は第４項の規定により同条例第２条第２項に規定する多目的サービスに係る情報の記録がされた住民基本台帳

カード（第14条第１項において「館外貸出対応住基カード」という。）の返還を受ける者であるときは、この

限りでない。 

４ 図書館利用券の交付を受けたものは、当該図書館利用券を壊し、汚し、又は失ったときは、教育委員会規則で

定めるところにより、委員会に申請して、その再交付を受けることができる。 

５ 図書館利用券は、他に譲渡し、又は転貸してはならない。 

（平20条例40・追加） 

（変更の届出） 

第12条 登録を受けたものは、前条第１項の規定による申請をした事項に変更があったときは、速やかに、その旨

を委員会に届け出なければならない。 

（平20条例40・追加） 

（登録の取消し） 

第13条 委員会は、登録を受けたものが次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、その登録を取り消すこと

ができる。 

(1) 第９条に規定するものでなくなったとき。

(2) 不正の手段により登録（第10条第３項の登録の更新を含む。）を受けたとき。

（平20条例40・追加） 



（館外貸出しの承認等） 

第14条 館外貸出しを受けようとするものは、図書館利用券（図書館条例第６条第３項本文の規定により交付され

ている図書館利用券を含む。）又は館外貸出対応住基カードを提示して、委員会の承認を受けなければならない。 

２ 委員会は、館外貸出しを受けようとするものが次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前項の承認を

しないことができる。 

(1) 図書館資料を壊し、汚し、又は失わせるおそれがあるとき。

(2) 次条に規定する期間を経過してもなお館外貸出しを受けた図書館資料を返還しないとき。

(3) 図書館条例第９条第２項第２号に該当するとき。

（平20条例40・追加、平23条例45・一部改正） 

（館外貸出しを受けることができる図書館資料等） 

第15条 館外貸出しを受けることができる図書館資料及びその数量並びに期間は、次の表のとおりとする。ただし、

委員会が必要と認めるときは、これらを変更することができる。 

区分 館外貸出しを受けることができ

る図書館資料 

館外貸出しを受けることができ

る図書館資料の数量 (現に館外

貸出しを受けている図書館資料

及び図書館条例に基づく館外貸

出しを受けている図書館資料の

数量を含む。) 

館外貸出しを受けることができ

る期間 

個人 図書 20 前条第１項の承認を受けた日

から起算して15日 コンパクトディスク ３ 

ビデオテープ ２ 

ビデオディスク １ 

団体 図書 無制限 前条第１項の承認を受けた日か

ら起算して31日 

コンパクトディスク ３ 前条第１項の承認を受けた日か

ら起算して15日 

（平20条例40・追加、平23条例45・一部改正） 

（館外貸出しの制限） 

第16条 図書館資料のうち貴重図書その他委員会が指定するものは、館外貸出しは行わない。 

２ 館外貸出しを受けた図書館資料は、他に譲渡し、又は転貸してはならない。 

（平20条例40・追加） 

（開館時間） 

第17条 生涯学習センターを構成する各施設の開館時間は、次の表の左欄に掲げる施設の区分に応じ、同表の右欄

に定めるとおりとする。ただし、委員会（文学ミュージアム及び中央こども館にあっては、市長）が必要と認め

るときは、これを変更することができる。 

区分 開館時間 

中央図書館 午前10時から午後７時30分（日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律

（昭和23年法律第178号。以下「祝日法」という。）に規定する休日にあっ

ては、午後６時）まで 

文学ミュージアム 午前10時から午後７時30分(日曜日、土曜日及び祝日法に規定する休日に

あっては、午後６時)まで。ただし、第４条第２項第９号に掲げるものに

あっては、午前10時から午後５時までとする。 

教育センター 午前10時から午後５時まで 

中央こども館 午前10時から午後６時（日曜日、土曜日及び祝日法に規定する休日にあって

は、午後５時）まで 

（平20条例40・追加、平25条例20・一部改正） 

（休館日） 

第18条 生涯学習センターを構成する各施設の休館日は、次の表の左欄に掲げる施設の区分に応じ、同表の右欄に



定めるとおりとする。ただし、委員会（文学ミュージアム及び中央こども館にあっては、市長）が必要と認める

ときは、これを変更し、又は臨時に休館日を設けることができる。 

区分 休館日 

中央図書館、文学ミュージアム及

び中央こども館 

(1) 月曜日（その日が祝日法に規定する休日に当たるときは、その日後に

おいてその日に最も近い祝日法に規定する休日以外の日） 

(2) 毎月末日（その日が前号に掲げる日、日曜日、土曜日又は祝日法に規定

する休日に当たるときは、その日前においてその日に最も近い前号に掲げ

る日、日曜日、土曜日及び祝日法に規定する休日以外の日） 

(3) １月１日から同月４日まで

(4) 12月28日から同月31日まで

教育センター (1) 月曜日

(2) 祝日法に規定する休日（その日が月曜日に当たるときは、その翌日）

(3) 毎月末日（その日が前２号に掲げる日、日曜日又は土曜日に当たるとき

は、その日前においてその日に最も近い前２号に掲げる日、日曜日及び

土曜日以外の日） 

(4) １月２日から同月４日まで

(5) 12月28日から同月31日まで

（平20条例40・追加、平25条例20・一部改正） 

（駐車場の供用日等） 

第19条 駐車場の供用日は、前条の規定により生涯学習センターを構成する各施設のすべてが休館する日以外の日

とする。 

２ 駐車場の供用時間は、午前９時45分から午後７時40分（日曜日、土曜日及び祝日法に規定する休日にあっては、

午後６時10分）までとする。 

３ 前２項の規定にかかわらず、市長が必要と認めるときは、これらに規定する駐車場の供用日又は供用時間を

変更することができる。 

（平20条例40・追加） 

（使用権の譲渡等の禁止） 

第20条 第７条第１項の許可を受け、文学ミュージアムを使用するものは、その使用する権利を他に譲渡し、又は

転貸してはならない。 

（平17条例38・一部改正、平20条例40・旧第９条繰下、平25条例20・一部改正） 

（使用の停止等） 

第21条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、文学ミュージアムの使用を停止し、使用の許可

を取り消し、又は退館を命ずることができる。 

(1) 文学ミュージアムを使用するものが公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがあるとき。

(2) 文学ミュージアムを使用するものがその施設、附属設備等を壊し、汚し、又は失わせるおそれがあるとき。

(3) 文学ミュージアムを使用するものが使用の目的に違反したとき。

(4) 文学ミュージアムを使用するものが使用の許可に際して付された条件に違反したとき。

(5) 文学ミュージアムを使用するものがこの条例又はこれに基づく規則に違反したとき。

(6) 暴力団の利益になるとき。

(7) その他文学ミュージアムの管理運営上支障があるとき。

２ 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、中央こども館の使用を停止し、又は退館を命ずる

ことができる。 

(1) 中央こども館を使用するものが公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがあるとき。

(2) 中央こども館を使用するものがその施設、附属設備等を壊し、汚し、又は失わせるおそれがあるとき。

(3) 中央こども館を使用するものが使用の目的に違反したとき。

(4) 中央こども館を使用するものが使用の際に指示された事項に違反したとき。

(5) 中央こども館を使用するものがこの条例又はこれに基づく規則に違反したとき。

(6) その他中央こども館の管理運営上支障があるとき。

（平15条例42・平17条例38・平19条例44・一部改正、平20条例40・旧第10条繰下・一部改正、平25条例20・一部改正）



（入館の制限等） 

第22条 委員会又は市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、生涯学習センターを利用する者

（第１号及び第２号において「利用者」という。）に対し、入館を禁じ、又は退館を命ずることができる。 

(1) 利用者が公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがあるとき。

(2) 利用者が生涯学習センターの施設、附属設備等を壊し、汚し、又は失わせるおそれがあるとき。

(3) その他生涯学習センターの管理運営上支障を生ずるおそれがあるとき。

（平15条例42・平17条例38・一部改正、平20条例40・旧第11条繰下・一部改正） 

（駐車の拒否等） 

第23条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、駐車場における自動車の駐車を拒否することが

できる。 

(1) 駐車しようとする自動車に発火性又は引火性を有する物品その他危険な物品が積載されているとき。

(2) 駐車しようとする自動車が駐車場の施設、設備等を壊し、汚し、又は失わせるおそれがあるとき。

(3) その他駐車場の管理上支障があるとき。

２ 駐車場を使用するものは、第19条に規定する駐車場の供用日及び供用時間以外に自動車を駐車してはならない。

ただし、市長が適当と認めるものについては、この限りでない。 

（平20条例40・追加） 

（意見聴取） 

第24条 市長は、必要があると認めるときは、第７条第２項第４号又は第21条第１項第６号に該当するかどうかに

ついて、千葉県市川警察署長の意見を聴くことができる。 

（平19条例44・追加、平20条例40・旧第12条繰下・一部改正、平25条例20・一部改正） 

（損害賠償） 

第25条 生涯学習センターの施設、附属設備等を壊し、汚し、又は失わせたものは、速やかに、原状に回復し、又

はその損害を賠償しなければならない。ただし、市長がやむを得ない事情があると認めるときは、この限りでな

い。 

（平15条例42・平17条例38・一部改正、平19条例44・旧第12条繰下、平20条例40・旧第13条繰下・一部改正） 

（中央図書館の分館の設置等） 

第26条 中央図書館の奉仕機能を充実させるため、中央図書館に分館を設置し、その名称及び位置は、次のとおり

とする。 

名称 市川市中央図書館平田図書室 

位置 市川市平田１丁目20番16号 

２ 市川市中央図書館平田図書室（以下「平田図書室」という。）の開室時間は、午前９時30分から午後５時まで

とする。ただし、委員会が必要と認めるときは、これを変更することができる。 

３ 平田図書室の休室日は、次のとおりとする。ただし、委員会が必要と認めるときは、これを変更し、又は臨時

に休室日を設けることができる。 

(1) 月曜日

(2) 祝日法に規定する休日（その日が月曜日に当たるときは、その翌日）

(3) 毎月末日（その日が前２号に掲げる日、日曜日又は土曜日に当たるときは、その日前においてその日に最

も近い前２号に掲げる日、日曜日及び土曜日以外の日） 

(4) １月２日から同月４日まで

(5) 12月28日から同月31日まで

４ 第22条の規定は平田図書室における入室の制限等について、前条の規定は平田図書室における損害賠償につい

て、それぞれ準用する。この場合において、第22条中「委員会又は市長」とあるのは「委員会」と、「生涯学習

センター」とあるのは「市川市中央図書館平田図書室」と、「入館」とあるのは「入室」と、「退館」とあるの

は「退室」と、前条中「生涯学習センター」とあるのは「市川市中央図書館平田図書室」と読み替えるものとす

る。 

（平19条例44・旧第13条繰下、平20条例40・旧第14条繰下・一部改正） 

（委任） 

第27条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則（文学ミュージアム、中央こども館及び駐車場に

あっては、規則）で定める。 



（平19条例44・旧第14条繰下、平20条例40・旧第15条繰下・一部改正、平25条例20・一部改正） 

附 則（抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成６年11月１日から施行する。ただし、附則第4項の規定は、公布の日から施行する。 

（市川市教育センター設置条例の廃止） 

３ 市川市教育センター設置条例（昭和36年条例第９号）は、廃止する。 

（市川市立中央図書館建設基金の設置、管理及び処分に関する条例の廃止） 

４ 市川市立中央図書館建設基金の設置、管理及び処分に関する条例（昭和63年条例第20号）は、廃止する。 

附 則（平成15年６月25日条例第42号） 

この条例は、平成15年10月１日から施行する。 

附 則（平成17年９月22日条例第38号抄） 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成17年11月15日から施行する。 

附 則（平成19年12月20日条例第44号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成20年12月12日条例第40号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成21年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に改正前の市川市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例(次項において「旧条

例」という。)に基づく教育委員会規則の規定により図書館利用券の交付を受けているものは、この条例の施行

の日において、改正後の第10条第１項本文の登録を受けたものとみなす。この場合において、当該登録の有効

期間は、同条第２項の規定にかかわらず、教育委員会が別に定める。 

３ この条例の施行の際現に旧条例に基づく教育委員会規則の規定により交付されている図書館利用券は、改正後

の第11条第３項本文の規定により交付された図書館利用券とみなす。 

附 則（平成23年12月７日条例第45号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成24年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に第１条の規定による改正前の市川市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例又

は第２条の規定による改正前の市川市立図書館の設置及び管理に関する条例に基づき20以上の数量の図書の館外

貸出しを受けている個人は、その数量が20未満となるまでの間は、新たに第１条の規定による改正後の市川市生

涯学習センターの設置及び管理に関する条例及び第２条の規定による改正後の市川市立図書館の設置及び管理に

関する条例に基づく図書の館外貸出しを受けることができない。 

附 則（平成25年３月25日条例第20号） 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から起算して５月を超えない範囲内において規則で定める日から施行する。（平成25年

７月規則第41号で、同25年７月20日から施行） 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に改正前の第７条第１項の規定により教育委員会から使用の許可を受けているものは、

この条例の施行の日において、改正後の第７条第１項の規定により市長から使用の許可を受けたものとみなす。 

附 則（平成28年９月28日条例第40号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成29年４月１日から施行する。ただし、次項の規定は、平成28年10月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ 平成29年４月１日以降に改正後の第４条第２項第２号に規定する企画展示室、同項第５号に規定する文学研修

室、同項第６号に規定する映像メディア編集室、同項第７号に規程するアナウンスブース及び同項８号に規定す

る音楽スタジオを使用しようとするものに係る使用の許可及びこれに関し必要な手続その他の行為は、この条例



の施行前においても、改正後の第７条第１項、第２項及び第５項、第８条第１項、第21条第１項並びに第24条の

規定の例により行うことができる。 



○市川市中央図書館の管理に関する規則

平成６年10月18日 

教育委員会規則第９号 

改正  平成８年２月７日教委規則第１号 

平成10年６月10日教委規則第７号 

平成15年８月13日教委規則第11号 

平成17年２月16日教委規則第３号 

平成18年３月22日教委規則第１号 

平成19年10月24日教委規則第14号 

平成19年12月20日教委規則第18号 

平成21年３月19日教委規則第４号 

〔題名改正〕 

平成23年３月25日教委規則第２号 

平成24年３月14日教委規則第１号 

平成25年７月12日教委規則第５号 

〔題名改正〕 

平成28年３月31日教委規則第５号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、市川市生涯学習センターの設置及び管理に関する条例（平成６年条例第22号。以下「条例」

という。）第27条の規定に基づき、市川市中央図書館（分館を含む。以下同じ。）の管理に関し必要な事項を

定めるものとする。 

（平21教委規則４・平25教委規則５・一部改正） 

（運営状況の評価等） 

第２条 教育委員会（以下「委員会」という。）は、市川市中央図書館の運営の改善を図るため、その運営の状況

について評価を行い、これを公開するものとする。 

（平24教委規則１・追加） 

（蔵書の構築） 

第２条の２ 委員会は、市川市中央図書館の蔵書の構築に関する指針を定め、これに基づき当該蔵書の構築を行う

ものとする。 

２ 委員会は、市民等から資料の寄贈又は寄託の申出があったときは、前項の指針に適合するか否かを調査し、

適合すると認めたときは、当該資料を図書館資料として収蔵することができる。 

３ 委員会は、公の刊行物その他の資料を収集するため、国、県、県内の市町村その他の団体に当該資料の提供を

依頼するものとする。 

（平21教委規則４・全改、平24教委規則１・旧第２条繰下・一部改正） 

（館内利用） 

第２条の３ 委員会は、市川市中央図書館の適正な利用環境を維持するため、館内の利用方法を定める等の必要な

措置を講ずるものとする。 

２ 市川市中央図書館を利用するものは、前項の規定により講じられた措置に基づき、図書館資料を閲覧し、又は

視聴するものとする。 

（平24教委規則１・追加） 

（レファレンスサービス）

第３条 委員会は、市川市中央図書館を利用するものに対し、レファレンスサービス（そのものの求めに応じ、

図書館資料及び情報の提供、紹介等を行うことをいう。次項において同じ。）を提供するものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、委員会は、レファレンスサービスに係る事項が次の各号のいずれかに該当すると

認めるときは、レファレンスサービスを提供しないものとする。 

(1) 法令等の規定により公表を禁じられている事項

(2) 古文書、美術品等の鑑定及び価格に関する事項

(3) 身上、医療又は法律の相談に関する事項



(4) 学習課題、卒業論文その他これらに類する事項

(5) その他委員会がレファレンスサービスの提供を不適当と認める事項

３ 委員会は、レファレンスサービスを提供するために必要があると認めるときは、公立図書館等にレファレンス

サービスに係る情報の提供を依頼するものとする。

４ 委員会は、公立図書館等からレファレンスサービスに係る情報の提供の依頼を受けたときは、市川市中央図書

館が保有する情報を提供することができる。ただし、当該依頼に係る情報が第２項各号のいずれかに該当する

と認めるときは、この限りでない。 

（平21教委規則４・全改、平24教委規則１・一部改正） 

（登録の申請等） 

第４条 条例第11条第１項の規定による登録の申請は、次に掲げるものの区分に応じ、当該各号に掲げる書類を 

委員会に提出して行うものとする。 

(1) 個人 市川市立図書館館外貸出個人登録・更新申請書（様式第１号）

(2) 団体 市川市立図書館館外貸出団体登録・更新申請書（様式第２号）及び団体構成員名簿（様式第３号）

２ 前項の場合において、当該申請をするもの（団体にあっては、その代表者）は、運転免許証、健康保険証その

他の住所及び氏名を確認するため委員会が適当と認める書類（本市に勤務し、又は通学する者にあっては、当該

書類及び身分証明書、学生証その他の本市に勤務し、又は通学する者であることを確認するため委員会が適当と

認める書類）を提示しなければならない。 

３ 前２項の規定は、条例第10条第３項の規定による登録の更新の申請について準用する。この場合において、

第１項中「条例第11条第１項の規定による登録」とあるのは「条例第10条第３項の規定による登録の更新」と、

「書類」とあるのは「書類及び図書館利用券又は条例第11条第３項ただし書に規定する館外貸出対応住基カー

ド」と読み替えるものとする。 

４ 前項の規定により読み替えて適用される第１項の書類及び図書館利用券又は条例第11条第３項ただし書に規定

する館外貸出対応住基カードの提出期間は、条例第10条第２項の登録の有効期間の満了する日の前日の１月前の

日から当該登録の有効期間の満了する日までとする。ただし、委員会が必要と認めるときは、この限りでない。 

（平21教委規則４・全改、平成23教委規則２・一部改正） 

（登録の実施） 

第５条 条例第11条第２項の規定による登録は、市川市立図書館館外貸出登録簿（様式第４号）に次に掲げる事項

を記載することにより行うものとする。 

(1) 住所及び氏名（団体にあっては、その名称及び代表者の氏名）

(2) 登録年月日及び登録番号

（平21教委規則４・全改） 

（図書館利用券） 

第６条 条例第11条第３項本文に規定する図書館利用券は、図書館利用券（様式第５号）とする。 

（平21教委規則４・全改） 

（図書館利用券の再交付の申請） 

第７条 条例第11条第４項の規定による図書館利用券の再交付の申請は、次に掲げるものの区分に応じ、当該各号

に掲げる申請書を委員会に提出して行うものとする。この場合において、第４条第２項の規定は、当該申請につ

いて準用する。 

(1) 個人 市川市立図書館利用券再交付申請書（個人用）（様式第６号）

(2) 団体 市川市立図書館利用券再交付申請書（団体用）（様式第７号）

（平21教委規則４・全改） 

（変更の届出） 

第８条 条例第12条の規定による登録の申請事項の変更の届出は、次に掲げるものの区分に応じ、当該各号に掲げ

る届出書を委員会に提出して行うものとする。この場合において、当該届出書を提出するものは、当該変更を

証する書類を当該職員に提示しなければならない。 

(1) 個人 市川市立図書館館外貸出個人登録申請事項変更届出書（様式第８号）

(2) 団体 市川市立図書館館外貸出団体登録申請事項変更届出書（様式第９号）

（平21教委規則４・全改） 

（図書館資料の貸出しの予約等） 



第８条の２ 条例第11条第３項本文に規定する図書館利用券又は同項ただし書に規定する館外貸出対応住基カード

の交付を受けたもの（本市に住所を有し、勤務し、又は通学する者及びこれらの者で構成される団体であって

読書会等を主催するものに限る。）は、貸出しを希望する図書館資料について、委員会に対し、当該図書館資料

の貸出しの予約、他の市川市立図書館からの取寄せの申出等をすることができる。 

２ 委員会は、前項の規定による予約、申出等を受けた場合において、公立図書館等に当該図書館資料（コンパク

トディスクその他の視聴覚資料を除く。）が所蔵されていることを確認したときは、当該公立図書館等に対し、

当該図書館資料の借受けを申し出ることができる。 

（平24教委規則１・追加） 

（図書館資料の複製等） 

第９条 委員会は、著作権法（昭和45年法律第48号）第31条の規定に基づき、図書館資料の複製を行うものとする。 

２ 図書館資料の複製を依頼しようとするものは、市川市立図書館資料複製申込書（様式第10号）を委員会に提出

しなければならない。 

３ 委員会は、図書館資料の複製を行うことにより当該図書館資料が壊れ、又は汚れるおそれがあると認めるとき

は、前項の規定による依頼を拒否することができる。 

４ 第２項の規定による依頼に基づき行う図書館資料の複製に要する費用は、当該依頼をしたものの負担とする。 

（平21教委規則４・追加） 

（障害者サービス） 

第９条の２ 条例第11条第２項の規定による登録を受けた者のうち、身体障害、高齢、傷病等により市川市中央図

書館を利用することが困難な者に対する図書館資料の貸出し等に関し必要な事項は、委員会が別に定める。 

（平24教委規則１・追加） 

 （自動車図書館） 

第９条の３ 委員会は、図書館資料を広く市民の利用に供するため、市内を巡回する自動車図書館により図書館

資料の貸出し等を行うものとする。 

２ 自動車図書館が巡回する場所、貸し出す図書館資料その他自動車図書館の運営に関し必要な事項は、委員会が

別に定める。 

（平24教委規則１・追加） 

  （補則） 

第10条 この規則に定めるもののほか、市川市中央図書館の管理に関し必要な事項は、委員会が別に定める。 

（平24教委規則１・追加） 

  附則（平成28年３月31日教育委員会規則第５号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成28年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規則の施行の際現に交付されている第１条の規定による改正前の市川市中央図書館の管理に関する規則様

式第５号による図書館利用券及び第２条の規定による改正前の市川市立図書館の設置及び管理に関する条例施行

規則様式第５号による図書館利用券は、それぞれ第１条の規定による改正後の市川市中央図書館の管理に関する

規則様式第５号による図書館利用券及び第２条の規定による改正後の市川市立図書館の設置及び管理に関する条

例施行規則様式第５号による図書館利用券とみなして使用することができる。 



○市川市立図書館の蔵書の構築に関する指針

平成21年３月30日 

改正 平成25年12月20日 

平成26年８月26日 

（趣旨） 

第１条 この指針は、市川市立図書館の設置及び管理に関する条例施行規則（平成21年教育委員会規則第６号）

第２条及び市川市中央図書館の管理に関する規則（平成６年教育委員会規則第９号）第２条の２の規定に基づき、

市川市立図書館の資料収集、保存及び除籍等について必要な事項を定める。 

（蔵書構築の基本） 

第２条 市川市の図書館（以下、「図書館」という。）は、すべての市民が、教養、調査研究及びレクリエーショ

ンのために、各自の自由な意思に基づいて利用する生涯学習の場であるとともに、地域文化の発展を支え、住み

よい地域社会の形成に寄与する教育機関であるという公共図書館の基本的役割を果たすために、ユネスコ公共図

書館宣言（1994年採択）の精神に則り、蔵書の構築を行うものとする。 

（収集にあたっての基本的姿勢） 

第３条 図書館は、図書館の自由に関する宣言（1979年改訂 社団法人日本図書館協会総会決議）前文の本旨に基

づき、市民のニーズを総合的に勘案して収集に努める。 

２ 対立する意見のある問題については、バランスを考慮し、できるだけ客観的な立場で書かれている資料を幅広

く収集する。 

３ 著者の思想的、宗教的又は党派的立場にとらわれて、その著作を排除することはしない。 

４ 図書館に置かれる専門的職員（以下、「図書館員」という。）の個人的関心や好みによって選択しない。 

５ 個人、組織又は団体からの圧力や干渉によって収集の自由を放棄したり紛糾をおそれて自己規制したりしない。 

６ 図書館の収集した資料がどのような思想や主張をもっていようとも、それを図書館又は図書館員が支持するこ

とを意味しない。 

（収集資料の範囲） 

第４条 収集する資料の範囲は、国内で刊行される資料を中心とし、幅広く多様な形態のものを収集する。ただし、

書き込むこと、切り取ること若しくは組み立てることを目的として作られた資料又は著しく破損しやすい資料は

原則として収集しない。 

（収集資料の種類） 

第５条 収集する資料の種類は、次の各号のとおりとする。 

(1) 図書（一般図書、参考図書、児童図書及び外国語図書）

(2) 逐次刊行物

(3) 地域資料

(4) 視聴覚資料

(5) 障害者用資料

(6) 電磁的記録

(7) その他

（資料別収集方針） 

第６条 資料の種類別収集方針は、次の各号のとおりとする。 



(1) 図書

ア 一般図書については、市民の教養、調査研究及びレクリエーション等に資する資料を収集する。ただし、

学習参考書、受験参考書及び各種試験問題集は原則として収集しない。 

イ 参考図書については、市民の調査研究に必要な辞典、事典、便覧、統計、目録、索引及び書誌等を幅広

く収集する。 

ウ 児童図書については、子どもの読書活動を推進するため、子どもの発達に応じて豊かな読書体験ができ

るような資料を収集する。 

エ ヤングアダルト図書については、児童図書又は一般図書の枠にとらわれず、中学生及び高校生を対象と

した資料を幅広く収集する。 

オ 外国語図書については、多文化サービスを展開させるため、各種言語で書かれた資料を収集する。

(2) 逐次刊行物

ア 新聞については、主要な全国紙を中心に収集する。

イ 雑誌については、各分野における最新の動向が提供できるように、各分野の主要なものを幅広く収集す

る。 

ウ 年鑑、年報及び白書については、(1)ア及びイの規定を準用する。

エ 法規集及び判例集については、最新の情報を提供できるように、加除式資料を収集する。

(3) 地域資料

ア 地域資料は、市川市及び千葉県に関する資料とし、これらのうち市川市に関する資料については、文化

的、地理的特性に立脚した特色ある資料を、図書を中心に、パンフレット、地図等形態にとらわれず、幅

広く積極的に収集する。ただし、古文書は収集しない。 

イ 地域資料の逐次刊行物については、系統的に収集する。

ウ 市民文庫は市民の著作、伝記及び評論について収集する。

エ 市川市の行政資料については、積極的に収集する。

オ 特別コレクション（永井荷風、東山魁夷、星野道夫及び渡邊二郎）については、網羅的に収集する。た

だし、直筆原稿及びオリジナル作品は原則として収集しない。 

(4) 視聴覚資料

ア 録音資料については、市民の趣味、教養及びレクリエーション等に資するため、クラシック音楽、

ポピュラー音楽、児童音楽、演芸及び文学作品等の基本的作品及び代表的演者による作品を中心に収集す

る。 

イ 映像資料については、活字ではなく音と映像によって情報を得るという視聴覚資料の特性を生かせる

ような、映画、記録及び演芸等の基本的作品を中心に、図書館での貸出許諾が得られているものの中から

収集する。 

(5) 障害者用資料 障害者用資料については、図書館利用が困難な市民の要求に応えるため、点字資料、録音

図書、大活字本、布の絵本及び字幕・手話入りビデオ等を収集する。

(6) 電磁的記録 電磁的記録については、必要に応じて収集する。

（中央図書館及び地域図書館の収集方針）

第７条 図書館は、各々の館の規模、機能及び地域性に応じ、概ね次の各号に掲げる方針に基づいて資料収集を

計画的に行い、体系的な蔵書の構築を図るものとする。 

(1) 中央図書館においては、図書館の中心館として、地域図書館、分室及び図書館関連施設等への協力及び

支援を行うため、以下に掲げる資料を幅広く収集する。



ア 市民の生活、趣味及びレクリエーション等に資する資料。

イ 調査研究に役立つ、基本的、入門的乃至専門的資料。ただし、細分化された個別の高度な専門的資料を

除く。 

(2) 地域図書館及び分室においては、市民の身近な図書館として、地域性を考慮し、資料を収集する。

（収集計画） 

第８条 前条の規定を実施するために、各々の館の資料収集計画を別に定める。 

（収集資料の選定） 

第９条 収集資料の選定にあたっては、この指針に基づいて図書館員の合議によって行い、中央図書館長が決定す

る。 

（寄贈資料等の収集） 

第 10 条 寄贈資料及び寄託資料等の受入れについては、前条の規定を準用する。 

（資料の保存） 

第11条 各資料の利用方法、利用度又は利用年限を考慮し保存する。 

２ 図書館として体系的な資料構成を図るため、中央図書館又は各地域図書館で保存する資料を選択し、効率的な

保存を行う。 

３ 市川市に関する資料については、地域の歴史を後世に伝えるため保存する。 

４ 逐次刊行物の保存年限については、別に定める。 

（除籍の目的） 

第12条 常に適正な資料構成を維持し、また資料を更新し、活力ある蔵書の充実を図るために除籍を行う。 

（除籍の対象資料） 

第13条 除籍の対象となる資料及び基準は次の各号のとおりとする。 

(1) 汚損・破損

ア 汚損・破損が甚だしく、修理不可能又は修理する価値がないと認めたもの。

イ 一部汚破損が甚だしく全体が利用に耐えないもの。

(2) 不用

ア 時間の経過によって、内容が古くなり、保存価値がなくなったもの。

イ 時間の経過によって、利用の可能性が低下したもの。

ウ 新版・改訂版又は同種資料の入手によって、代替可能となったもの。

(3) 数量更正 すでに受入れの済んでいる資料を分冊若しくは合冊しようとするもの。

(4) 移管 市川市の内部において所属換えをするもの。

(5) 亡失

ア ３回の資料点検を経て、調査してもなお所在不明なもの。

イ 貸出資料のうち督促等の努力にもかかわらず、10年以上回収不能なもの。

ウ 利用者が汚損・破損又は紛失した資料で、やむを得ない事情により現品での弁償が不可能なもの。

エ 不可抗力による災害その他の事故により汚損・破損又は紛失した資料で、その発生事実が証明されたもの。

（除籍資料の選定） 

第14条 除籍資料の選定にあたっては、この指針に基づいて図書館員の合議によって行い、中央図書館長が決定す

る。 

（補則） 

第 15 条 前各条に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める 

附 則 この指針は、平成 21 年４月１日から施行する。 



○図書館法

昭和25年4月30日 

法律第118号 

最終改正 平成23年12月14日法律第122号 

第一章 総則  

（この法律の目的）  

第一条  この法律は、社会教育法 （昭和二十四年法律第二百七号）の精神に基き、図書館の設置及び運営に関し

て必要な事項を定め、その健全な発達を図り、もつて国民の教育と文化の発展に寄与することを目的とする。  

（定義）  

第二条  この法律において「図書館」とは、図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般公

衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーシヨン等に資することを目的とする施設で、地方公共団体、日

本赤十字社又は一般社団法人若しくは一般財団法人が設置するもの（学校に附属する図書館又は図書室を除く。）

をいう。  

２  前項の図書館のうち、地方公共団体の設置する図書館を公立図書館といい、日本赤十字社又は一般社団法人

若しくは一般財団法人の設置する図書館を私立図書館という。  

（図書館奉仕）  

第三条  図書館は、図書館奉仕のため、土地の事情及び一般公衆の希望に沿い、更に学校教育を援助し、及び家

庭教育の向上に資することとなるように留意し、おおむね次に掲げる事項の実施に努めなければならない。  

一  郷土資料、地方行政資料、美術品、レコード及びフィルムの収集にも十分留意して、図書、記録、視聴覚教

育の資料その他必要な資料（電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によつては認識することができ

ない方式で作られた記録をいう。）を含む。以下「図書館資料」という。）を収集し、一般公衆の利用に供するこ

と。  

二 図書館資料の分類排列を適切にし、及びその目録を整備すること。 

三 図書館の職員が図書館資料について十分な知識を持ち、その利用のための相談に応ずるようにすること。  

四 他の図書館、国立国会図書館、地方公共団体の議会に附置する図書室及び学校に附属する図書館又は図書室

と緊密に連絡し、協力し、図書館資料の相互貸借を行うこと。 

五 分館、閲覧所、配本所等を設置し、及び自動車文庫、貸出文庫の巡回を行うこと。 

六 読書会、研究会、鑑賞会、映写会、資料展示会等を主催し、及びこれらの開催を奨励すること。  

七 時事に関する情報及び参考資料を紹介し、及び提供すること。  

八 社会教育における学習の機会を利用して行つた学習の成果を活用して行う教育活動その他の活動の機会を提

供し、及びその提供を奨励すること。 

九 学校、博物館、公民館、研究所等と緊密に連絡し、協力すること。 

（司書及び司書補） 

第四条 図書館に置かれる専門的職員を司書及び司書補と称する。 

２  司書は、図書館の専門的事務に従事する。 

３  司書補は、司書の職務を助ける。  

（司書及び司書補の資格） 

第五条 次の各号のいずれかに該当する者は、司書となる資格を有する。 

一 大学を卒業した者で大学において文部科学省令で定める図書館に関する科目を履修したもの  

二 大学又は高等専門学校を卒業した者で次条の規定による司書の講習を修了したもの  

三 次に掲げる職にあつた期間が通算して三年以上になる者で次条の規定による司書の講習を修了したもの 

イ 司書補の職

ロ 国立国会図書館又は大学若しくは高等専門学校の附属図書館における職で司書補の職に相当するもの

ハ ロに掲げるもののほか、官公署、学校又は社会教育施設における職で社会教育主事、学芸員その他の司書補の

職と同等以上の職として文部科学大臣が指定するもの 

２ 次の各号のいずれかに該当する者は、司書補となる資格を有する。 

一 司書の資格を有する者 



二  学校教育法 （昭和二十二年法律第二十六号）第九十条第一項 の規定により大学に入学することのできる者

で次条の規定による司書補の講習を修了したもの  

（司書及び司書補の講習）  

第六条 司書及び司書補の講習は、大学が、文部科学大臣の委嘱を受けて行う。 

２  司書及び司書補の講習に関し、履修すべき科目、単位その他必要な事項は、文部科学省令で定める。ただし、

その履修すべき単位数は、十五単位を下ることができない。  

（司書及び司書補の研修）  

第七条  文部科学大臣及び都道府県の教育委員会は、司書及び司書補に対し、その資質の向上のために必要な研

修を行うよう努めるものとする。  

（設置及び運営上望ましい基準）  

第七条の二 文部科学大臣は、図書館の健全な発達を図るために、図書館の設置及び運営上望ましい基準を定め、

これを公表するものとする。  

（運営の状況に関する評価等）  

第七条の三  図書館は、当該図書館の運営の状況について評価を行うとともに、その結果に基づき図書館の運営

の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない。  

（運営の状況に関する情報の提供）  

第七条の四  図書館は、当該図書館の図書館奉仕に関する地域住民その他の関係者の理解を深めるとともに、こ

れらの者との連携及び協力の推進に資するため、当該図書館の運営の状況に関する情報を積極的に提供するよう努

めなければならない。  

（協力の依頼）  

第八条  都道府県の教育委員会は、当該都道府県内の図書館奉仕を促進するために、市（特別区を含む。以下同

じ。）町村の教育委員会に対し、総合目録の作製、貸出文庫の巡回、図書館資料の相互貸借等に関して協力を求め

ることができる。  

（公の出版物の収集）  

第九条  政府は、都道府県の設置する図書館に対し、官報その他一般公衆に対する広報の用に供せられる独立行

政法人国立印刷局の刊行物を二部提供するものとする。  

２  国及び地方公共団体の機関は、公立図書館の求めに応じ、これに対して、それぞれの発行する刊行物その他

の資料を無償で提供することができる。  

 第二章 公立図書館 

（設置）  

第十条  公立図書館の設置に関する事項は、当該図書館を設置する地方公共団体の条例で定めなければならない。 

第十一条 削除 

第十二条 削除 

（職員） 

第十三条 公立図書館に館長並びに当該図書館を設置する地方公共団体の教育委員会が必要と認める専門的職員、

事務職員及び技術職員を置く。  

２  館長は、館務を掌理し、所属職員を監督して、図書館奉仕の機能の達成に努めなければならない。  

（図書館協議会）  

第十四条  公立図書館に図書館協議会を置くことができる。  

２  図書館協議会は、図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書館奉仕につき、館長

に対して意見を述べる機関とする。  

第十五条  図書館協議会の委員は、当該図書館を設置する地方公共団体の教育委員会が任命する。  

第十六条  図書館協議会の設置、その委員の任命の基準、定数及び任期その他図書館協議会に関し必要な事項に

ついては、当該図書館を設置する地方公共団体の条例で定めなければならない。この場合において、委員の任命の

基準については、文部科学省令で定める基準を参酌するものとする。  

（入館料等）  

第十七条  公立図書館は、入館料その他図書館資料の利用に対するいかなる対価をも徴収してはならない。  

第十八条 削除



第十九条  削除  

（図書館の補助） 

第二十条  国は、図書館を設置する地方公共団体に対し、予算の範囲内において、図書館の施設、設備に要する

経費その他必要な経費の一部を補助することができる。  

２ 前項の補助金の交付に関し必要な事項は、政令で定める。 

第二十一条 削除  

第二十二条 削除  

第二十三条 国は、第二十条の規定による補助金の交付をした場合において、左の各号の一に該当するときは、

当該年度におけるその後の補助金の交付をやめるとともに、既に交付した当該年度の補助金を返還させなければな

らない。  

一 図書館がこの法律の規定に違反したとき。 

二 地方公共団体が補助金の交付の条件に違反したとき。  

三 地方公共団体が虚偽の方法で補助金の交付を受けたとき。 

 第三章 私立図書館  

第二十四条  削除  

（都道府県の教育委員会との関係） 

第二十五条 都道府県の教育委員会は、私立図書館に対し、指導資料の作製及び調査研究のために必要な報告を

求めることができる。 

２ 都道府県の教育委員会は、私立図書館に対し、その求めに応じて、私立図書館の設置及び運営に関して、専

門的、技術的の指導又は助言を与えることができる。 

（国及び地方公共団体との関係）  

第二十六条 国及び地方公共団体は、私立図書館の事業に干渉を加え、又は図書館を設置する法人に対し、補助

金を交付してはならない。 

第二十七条 国及び地方公共団体は、私立図書館に対し、その求めに応じて、必要な物資の確保につき、援助を

与えることができる。 

（入館料等）  

第二十八条 私立図書館は、入館料その他図書館資料の利用に対する対価を徴収することができる。 

（図書館同種施設） 

第二十九条 図書館と同種の施設は、何人もこれを設置することができる。 

２ 第二十五条第二項の規定は、前項の施設について準用する。 
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資料（３）-１



第 1 章  計画の策定にあたって  

１．計画期間  

＊計画作成期間に当たる平成２６年度についても、計画に基づいた図書館評価を行うため、市川市立図書

館中期計画の一年間の延長を行っています。  

２．計画の位置付け  

本計画は、「市川市基本構想」（平成１

２（2000）年）、「市川市総合計画第二

次基本計画」（平成 23（2011）年）の

下、教育に関する部門計画の「市川市教

育振興基本計画」（平成 26（2014）年

から第 2 期）、さらに、生涯学習部門の

個別計画である「市川市生涯学習推進計

画」（平成 27（2015）年から第 4 次）

の下に策定するものです。  

市川市総合計画 

本計画は、「市川市立図書館中期計画」(平成 23 年度～平成 25 年度)を見直し、

平成 27 年度に新たに「市川市立図書館運営基本計画」として策定するものです。  

本計画の第 2 章は、これからの本市図書館のあるべき姿を示すものですが、社会

情勢や市民ニヸズの変化に応じ、概ね３年ごとに見直しを図るものとします。また、

第 3 章の実施計画では、3 年ごとの期間で実施していく具体的事業を掲げています

が、その実施結果についての評価に基づき、次の３年には改めて実施事業を計画す

るものとします。  

22年度 25年度23年度 30年度28年度24年度 26年度 27年度 29年度

24年度
の評価

25年度
の評価

教育振興基本計画

を受け策定 市川市立図書館中期計画(3ヶ年)

市川市立図書館運営基本計画 部分見直し

中期計画

の評価
新計画
の策定

期間の延長と
評価指標の策定
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３．計画の成り立ち 

 

 

指定管理者の運営である市川駅南口図書館では、年２回のモニタリングを行い、うち１回

は外部有識者を交えてモニタリングを実施しているものの、市直営の図書館については、定

期的な評価の実施はありませんでした。  

これらのことから、平成 24（2012）年に「市川市立図書館の設置及び管理に関する条例

施行規則」を改正し、図書館の評価とその公開を実施することとしました。  

これまでの評価は、市川市教育振興基本計画に基づき策定された「市川市立図書館中期計

画」を拠り所としてきましたが、同計画期間終了に伴い、新たに将来のあるべき姿を示す図

書館運営計画を策定する必要から「市川市立図書館運営基本計画」を策定するものです。  

「図書館法」  

（運営の状況に関する評価等）  

第七条の三  図書館は、当該図書館の運営の状況について評価を行うとともに、その結果に基づ

き図書館の運営の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない。 

（運営の状況に関する情報の提供）  

第七条の四   図書館は、当該図書館の図書館奉仕に関する地域住民その他の関係者の理解を深め

るとともに、これらの者との連携及び協力の推進に資するため、当該図書館の運営の状況に関す

る情報を積極的に提供するよう努めなければならない。 

市川市立図書館
の設置及び管理
に関する条例等  

規則  
図書館の設置及び運営
上の望ましい基準

(本計画 ) 

市川市立図書館  

運営基本計画  

市川市立図書館

中期計画  

市川市教育振興基本計画 

改 正 図 書 館

「図書館法」（昭和２５年法律

第１１８号  平成２３年１２月

最終改正）の平成２０年（2008）

の改正にともない、公共図書館の

運営状況についての自己評価と

公表が努力義務となりました。  

また、「図書館の設置及び運営

上の望ましい基準」が平成２４年

（201２）に告示されましたが、

図書館は図書館事業の基本的運

営方針を策定し、運営の状況につ

いて自ら点検及び評価ヷ公開する

よう努めるものとされています。 
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「市川市立図書館の設置及び管理に関する条例施行規則」 

（運営状況の評価等）  

第１条の２ 教育委員会は、図書館の運営の改善を図るため、その運営の状況について評価を行

い、これを公開するものとする。  

「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」  

第二 公立図書館  

一 市町村立図書館  

１ 管理運営  

（一）基本的運営方針及び事業計画

１ 市町村立図書館は、その設置の目的を踏まえ、社会の変化や地域の実情に応

じ、当該図書館の事業の実施等に関する基本的な運営の方針（以下「基本的運営

方針」という。）を策定し、公表するよう努めるものとする。  

２ 市町村立図書館は、基本的運営方針を踏まえ、図書館サービスその他図書館

の運営に関する適切な指標を選定し、これらに係る目標を設定するとともに、事

業年度ごとに、当該事業年度の事業計画を策定し、公表するように努めるものと

する。  

３ 市町村立図書館は、基本的運営方針並びに前項の指標、目標及び事業計画の

策定に当たっては、利用者及び住民の要望並びに社会の要請に十分留意するもの

とする。  

（二）運営の状況に関する点検及び評価等

１ 市町村立図書館は、基本的運営方針に基づいた運営がなされることを確保し、

その事業の水準の向上を図るため、各年度の図書館サービスその他図書館の運営

の状況について、(一 )の 2 の目標及び事業計画の達成状況等に関し自ら点検及び

評価を行うよう努めなければならない。  

２ 市町村立図書館は、前項の点検及び評価のほか、当該図書館の運営体制の整

備の状況に応じ、図書館協議会（法第十四条第一項に規定する図書館協議会をい

う。以下同じ。）の活用その他の方法により、学校教育又は社会教育の関係者、

家庭教育の向上に資する活動を行う者、図書館の事業に関して学識経験のある

者、図書館の利用者、住民その他の関係者・第三者による評価を行うよう努める

ものとする。  

３ 市町村立図書館は、前二項の点検及び評価の結果に基づき、当該図書館の運

営の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない。  

４ 市町村立図書館は、第一項及び第二項の点検及び評価の結果並びに前項の措

置の内容について、インターネットその他の高度情報通信ネットワーク（以下「イ

ンターネット等」という。）をはじめとした多様な媒体を活用すること等により、

積極的に公表するよう努めなければならない。  
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4．計画の策定経過 

  計画の策定に当たり、社会教育委員会議、ｅ-モニタヸ制度、パブリックコメント等によ  

り、様々な市民意見を聴取し計画案を作成し、市川市教育委員会議に諮りました。  

策定経過

平 4月23日 策定方針についての意見聴取 （関係各課）

成

26

年 10月25日

2月5日
～3月6日

パブリックコメント実施結果公表

平

成

27

年

4月 ｢市川市立図書館運営基本計画｣の施行

9月26日
～10月6日

ｅ-モニターの実施

時　期 内　　　容

2月13日

4月3日

策定方針についての意見聴取　（市川市社会教育委員会議）

策定方針について(議決)　（定例教育委員会議）

計画(素案)についての意見聴取　(パブリックコメント)

計画(素案)についての意見聴取 （図書館ボランティア）

11月15日
～12月14日

11月20日 計画(素案)についての意見聴取　(市川市社会教育委員会議）

計画(案)について　（定例教育委員会議）

計画について(報告)　 (市川市社会教育委員会議)

2月5日

2月12日
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5. 現状と課題

（1）図書館サ-ビスの現状

固定 12

日本の公共図書館は、1960 年代後半から貸出しを中心としたサヸビスを展開し、市民の

支持を広げながら、現在では高度情報化、少子ヷ高齢化や国際化社会への急激な進展の中で、

地域における身近な問題解決のための機関として、また芸術や文化に気軽に触れることので

きる「市民の書斎」として、生涯学習の拠点となる重要な役割を担うよう変化してきました。  

本市では 5 館 1 室（直営による中央ヷ行徳ヷ信篤ヷ南行徳ヷ平田図書室、及び指定管理に

よる市川駅南口図書館）及び自動車図書館による体制で図書館サヸビスを実施し、市民図書

室、公民館図書室、男女共同参画センタヸ情報資料室、情報プラザ（委託）等の市の施設や、

千葉商科大学付属図書館と連携して図書館ネットワヸクの整備と拡充を進めてきました。  

また平成 21 年に蔵書構築に関する基準を設け、資料面での充実を図るとともに、多様な

市民要望に対応できるよう、千葉県立図書館、国立国会図書館、和洋女子大学メディアセン

タヸ等の各種図書館と相互貸借による連携を強化し、幅広い情報の提供を行ってきました。

また、子ども読書活動の推進、学校とのネットワヸク事業の実施、情報技術の積極的な活用

等々、多彩な事業を展開することでも図書館としての役割を遂行できるよう努めてまいりま

した。  固定 18 

（2）図書館計画の実施状況

市川市教育振興基本計画に基づいて、平成 23 年度に「市川市立図書館中期計画」(以下「中

期計画」という)を策定し、３ヵ年の計画期間の中で具体的施策として掲げた全ての事業に取

り組むことができました。特に電算システムでは、市民要望を取り入れた新着図書検索お知

らせメヸル（ＳＤＩ）サヸビスの開始やログイン機能の改善等を行い市民が資料や情報を入

手するための利便性の向上を図り、児童サヸビスでは初めて参加する子どものためのえほん

の会など、年齢に応じた様々なイベントを実施しました。他にも、特別コレクションの充実

など市川に関する資料の収集や、ＩＣタグの地域図書館への導入計画の策定及び予算化を進

めました。一方、視聴覚資料の購入等、予算として割り当てられなかったため、目標達成が

一部困難なものがありましたが、実施計画の目標は概ね達成できたといえます。  

中期計画が示す方向は、本市図書館のサヸビスの基本であるため、新たな課題に対応した

目標も加えながら今後も継続し、充実させていく必要があります。中期計画の 6 つの柱は、

相互に関連する部分も多いため、整理を行い、目指す目標を明確にしていきます。また、中

期計画では年度ごとの目標をできる限り数値によるものとしていましたが、本計画において

は、数値ヷ取り組み内容ヷ満足度等から、より適切な評価を行い、次の事業展開に繋げてま

いります。  
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（３）今後の課題と方向性

計画で掲げた施策を確実に進め、市川市立図書館のあるべき姿を実現させるためには、組

織や施設といったサヸビス基盤の整備を進める必要があります。また、限られた資源を有効

に活用するためには、業務プロセスの見直しやコスト削減などの効率性の向上も重要です。

人的なリソヸスシフトについては、市川版 ABC 分析等を通じて中央図書館を中心に進めて

きたところですが、今後も長期的視点に立って、正規職員ヷ非正規職員等の配置について点

検するとともに、業務委託や指定管理者制度についての検証を通じて、各事業（サヸビス）

の最適な担い手について検討していきます。また地域の課題に対する取り組みへの支援につ

いては、図書館だけで行うのではなく、地域における産学官民の多様な主体との連携ヷ協力

を通じて実現していきます。  

施設面では、施設管理についての全庁的な方向性に沿って、老朽化する施設の修繕を計画

的に進め、また市内各地域へのバランスのとれた図書館サヸビスを展開できるよう、地理的

な分布や事業効果等も踏まえ、図書館だけでなく関連施設やその空間の有効活用も含め、関

係各方面と調整を図り、将来的なサヸビスポイントの再配置についても検討を進めます。  

物流については、市内連絡便の運行ルヸトや運行頻度を見直し、効率的ヷ効果的な資料の

流通体制の実現に努めます。また、関連施設等との連携が進む中、自動車図書館についても

利用実態の検証を通じて、巡回地域や巡回頻度だけでなく、利用対象や巡回施設などについ

ても見直していきます。   

今後の時代の変化を見据え、それに対応できる図書館であり続けるために、全てのサヸビ

スを支える基盤としての職員の資質の向上を図り、多様で高度な図書館サヸビスの実現をめ

ざします。  
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6. 本計画の構成

本計画は 3 つの柱の下に、7 つの「施策の方向」を置き、それぞれに具体的な施策を位置付けます。 

これらを確実に実施していくために、３ヶ年ごとに具体的な施策に基づく実施計画を策定します。 

市川市立図書館運営基本計画 体系図 

3 つの柱 ７つの施策の方向 

①行政情報の市民への提供

②行政各課への情報発信

域資料の保存 

①地域資料の収集と提供

②地域資料の保存

③地域情報の積極的な発信

②調べ学習及び読書環境向上

のためのサポート

①出張おはなし会・学級招待の実施

①児童・青少年資料の充実

②行事の実施と情報の発信

③レファレンス・読書相談の実施

④ヤングアダルトサービスの実施

①関連機関との連携による、各地域

における図書館サービスの充実

③ボランティアとの連携強化

②大学図書館との連携と利用の促進

②利用しやすい情報環境の整備

①レファレンスサービスの充実

③生涯学習機会の拡充

①蔵書の維持と更新

②利用に応じた
様々な形態の資料の充実

③効果的な蔵書管理

④資料保存のための書庫の確保

サヸビスの基盤整備

1.情報拠点として

市民の学びを支える図書館

2.子どもの成長を

サポヸトする図書館

3.地域の文化を育み、豊かな

まちづくりを支える図書館

図書館機能を活用した、 

生涯学習機会の提供と充実 

関連機関とのネットワヸクの充実と、

質の高いサヸビスの提供 

発達に応じた豊かな読書のための 

環境整備 

市川市の歴史ヷ文化の保存と継承 

行政の情報拠点としての役割 

様々な市民の学習要求に応えられる、 

蔵書の収集と維持 

公共図書館と学校等との連携の強化 

1-(1)

1-(2) 

3-(2) 

1-(3) 

2-(1) 

2-(2) 

3-(1) 

21 の具体的な施策 
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第 2 章  市川市の図書館サヸビスの目指すもの  

公立図書館は、図書館法に基づいて地方公共団体が設置する公の施設であると同時に、教育

委員会が管理運営する教育機関でもあり、教育や文化、生活や仕事、精神的自由などに深い関

わりを持っています。「知識基盤社会」において知識や情報の重要性が増すなか、地域の知識ヷ

情報ヷ文化の拠点としての公立図書館の存在意義は高まっています。本市図書館ではこのよう

な状況を踏まえ、効果的な図書館サヸビスための施設や組織の基盤整備を進めるとともに、本

市の実情に即した事業展開を行っていきます。  

今後の目指すべき方向性を本市図書館の使命と位置付け、3 つの柱を設定します。この使命

に基づき、図書館の果たすべき役割を明確にしながら多様な事業を展開し、市民の期待に応え

られるよう努めてまいります。  

固定 15 

１．情報拠点として市民の学びを支える図書館  
固定 10 

現代の図書館には、趣味や教養を深める役割だけでなく、市民のもつ様々な課題の解決の

ための資料を迅速かつ的確に提供することが求められています。  

 このため、市川市の図書館は、身近な図書館として市民の興味やニヸズに対応するととも  

に、社会情勢や生活の変化に応じ、必要とされる情報の収集及び提供や調査ヷ研究の支援を 

行い、市民の学びを支えていきます。  

 また、すべての市民がより高質なサヸビスを等しく享受できるよう、 ICT を活用したサヸ  

ビスを展開するほか、図書館資源を利用するに当っての、居住地域や心身の障害等による利 

用しにくさを解消できるような工夫を行うとともに、職員の能力の向上や関係機関との連携 

によるサヸビスの充実を目指します。固  

定 13 

（１）「様々な市民の学習要求に応えられる、蔵書の収集と維持」  
固定 10 

①蔵書の維持と更新

日常生活の疑問や仕事上の疑問等、各種課題解決に対応できるよう資料の充実に努め、利

用に応じた適正な蔵書の維持と更新を図ります。  
固定 8 

②利用に応じた様々な形態の資料の充実

市民の趣味、教養等に資するため、図書ヷ雑誌や視聴覚資料の充実を図ります。図書館を

利用する上でハンデキャップがある方が、それぞれの状況に応じた資料が利用できるよう、

障害者向け資料の収集に努めます。また、電子資料等、新しい形態での資料の収集ヷ提供に

ついての調査と、導入についての検討を進めます。  
固定 8 

③効果的な蔵書管理

IC タグ等による効果的な蔵書管理や、自動貸出機等の導入による貸出ヷ返却業務等の効

率化を進め、職員の人的な能力を、案内ヷ調査相談など、より質の高いサヸビスへと集中さ

せます。  
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固定 15 

④資料保存のための書庨の確保

市川市として必要な資料を適正に保存していくため、書庨の増設に努めます。また、 ICT

の進展等に合わせた資料の収集や保存についても検討していきます。  

固定 17 

（２）「図書館機能を活用した、生涯学習機会の提供と充実」  
固定 10 

①レファレンスサヸビスの充実

市民の調査研究活動を積極的に支援します。的確に資料を探せるよう、案内ヷ回答機能の

一層の充実を図ります。そのため、印刷資料とインタヸネット等による電子媒体を組み合わ  

せた高度な情報提供といった、図書館のハイブリッド化の進展に対応できるよう継続的に職 

員研修を行い、司書のレファレンス技量の向上に努め、国立国会図書館ヷ千葉県立図書館ヷ  

その他専門機関との連携体制を強化しレファレンスの充実を図ります。また、地域館におい 

ても市民が専門的な調査支援等のサヸビスが受けられるよう中央図書館がバックアップしま  

す。  
固定 8 

②利用しやすい情報環境の整備

電磁的記録も含め多様な情報源を用意し、誰もが資料や情報にたどり着けるような環境の

整備を進めます。また、図書館ホヸムペヸジの機能の向上を図り、ＩＣＴによる各種図書館  

サヸビスへのアクセスの拡大を目指します。
固定 8

③生涯学習機会の拡充

大学、企業、ＮＰＯ、行政等の多様な主体との連携を促進することにより、地域の抱える

それぞれの課題に対応し、実情に即した生涯学習機会を提供していきます。また、子育てや 

起業など地域の活性化に繋がるような情報の提供に努めます。  

固定 17 

（３）「関連機関とのネットワヸクの充実と、質の高いサヸビスの提供」  
固定 10 

①関連機関との連携による、各地域における図書館サヸビスの充実

公民館等、関連施設との連携や活用等について調整を行い、各サヸビスポイントにおける

サヸビス内容の変更ヷ整理を進め、市全域で質の高い図書館サヸビスが提供できるよう努め

ます。  
固定 8 

②大学図書館との連携と利用の促進

市民が公共図書館のサヸビスを通じて大学図書館の持つ専門的な資料を利用できるよう、

大学図書館と連携するとともに、利用促進のための市民への PR を行います。  
固定 8 

③ボランティアとの連携強化

図書館ボランティアとの連携を強化し、その活動を応援します。また、障害者サヸビスに

関するボランティアとの連携を充実させていきます。  
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２．子どもの成長をサポヸトする図書館  全体固定 18 
固定 10 

地域社会が子どもの読書環境を整えていくことは、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現

力を高め、創造力を豊かなものにしていく上で大変重要です。そのため図書館では、子どもた

ちが幼い頃から本に親しみ多種多様な興味を見出せるように、資料を充実させるとともに、レ

ファレンスや読書相談などにきめ細かく対応していきます。また、読み聞かせやブックリスト

の発行、子ども向けのイベントの開催などを関連機関と連携を図りながら継続的に行い、子ど

もと本を結びつける活動を積極的に展開していきます。  

固定 15 

（１）「発達に応じた豊かな読書のための環境整備」  
固定 10 

①児童ヷ青少年資料の充実

子どもの読書活動を推進するため、子どもの発達に応じて豊かな読書体験ができるような、

資料の収集ヷ更新に努めます。  
固定 10 

②行事の実施と情報の発信

子どもと本を結びつけるために、年齢に応じて読み聞かせやストヸリヸテリング、ブック

トヸクなどのイベントを開催し、子どもが読書に親しむ機会の提供に努めます。更に、年齢

別のブックリストの作成と配布を行い、子どもの読書活動を支援します。また、子どもに関  

わる様々な部署との連携を深め、子どもの読書活動に関する情報発信に努めます。  
固定 10 

③レファレンスヷ読書相談の実施

子どもたちの興味や関心を本に結びつけ、読書の楽しみを知ることができるよう、読書相

談を行います。また、調べ学習に対応し適切な資料や情報にたどり着けるよう、レファレン  

スサヸビスを充実させます。子どもを取り巻く大人に対しても、的確な読書相談に努め、読

み聞かせ講座などを開催します。  
固定 10 

④ヤングアダルトサヸビスの実施

本離れが著しい中学生ヷ高校生のヤングアダルト世代に向けて、進路や就職、生き方、多

文化や国際化社会等への理解を深められるような資料の充実と提供に努めます。また、参加 

型イベント等の実施により、図書館の利用促進を図ります。  
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（２）「公共図書館と学校等との連携の強化」  
固定 10 

①出張おはなし会ヷ学級招待の実施

学校等への出張おはなし会や、図書館への学級招待などを通じて、子どもが図書館や本に

親しむきっかけを提供し、図書館利用の促進を行うとともに、「自ら学ぶ力」を養い、生涯に  

わたって学び続ける力の育成をサポヸトします。  
固定 10 

②調べ学習及び読書環境向上のためのサポヸト

学校図書館支援センタヸ事業を通じて調べ学習をサポヸトし、学校図書館だけでは対応し

きれないレファレンスにも応じていきます。学習指導要領に沿って計画的な学校向け貸出図  

書の更新を図り、学習活動に役立つ資料の充実に努めます。また、児童生徒のキャリア教育 

をサポヸトするため、図書館での職場体験の受入れを継続的に行います。  

図書館だけでなく、子育て支援にかかわる部署や施設とも連携及び協力をし、子どもたち

の読書活動を充実させるよう努めます。  
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３．地域の文化を育み、豊かなまちづくりを支える図書館  固定 18 

固定 15 

市川の歴史や文化についての郷土資料は、市川への理解と愛着を深め、地域の魅力を高め

る大切な市民の財産です。また、市川市の行政資料は、市民と行政が環境、教育、福祉など

様々な分野において、市川のまちづくりに協働して取り組み、地域の課題解決へと導くため

の重要な手がかりとなります。これら地域資料を収集し、体系的に整理し保存することは、

図書館が責任を持って行うべき重要な任務です。  

本市図書館は、市民誰もが地域の情報にアクセスできるように環境を整え、行政の情報拠

点としての役割を果たします。また、市川の魅力を発信し、豊かなまちづくりに貢献できる

よう努めていきます。  

固定 15 

（１）「市川市の歴史ヷ文化の保存と継承」  
固定 10 

① 地域資料の収集と提供

地域社会の歴史、文化、行政などに関する資料、並びに地域または地域に関わりが深い個

人や団体が作成、発行した資料の積極的な収集を進めます。また、刊行物として発行されな

いインタヸネット上の地域情報の取得に努めます。利便性の向上を図るため、資料や情報を

体系的に整理し、提供していきます。  
固定 10 

②地域資料の保存

地域の歴史や文化、行政の記録を後世に継承していくために、地域の資料や情報を蓄積し、

保存に努めます。また、貴重な資料の劣化防止のための電子化を進めます。  
固定 10 

③地域情報の積極的な発信

市民が地域について学ぶ機会を拡げるため、地域資料の電子化を図り、広く利用できる環

境を整備し、ホヸムペヸジ等を活用した地域情報の発信を行っていきます。  

固定 15 

（２）「行政の情報拠点としての役割」  
固定 10 

① 行政情報の市民への提供

行政の情報窓口として、行政各部署と連携し、市民生活に必要な情報を収集、整理し、提

供に努めます。また、行政への市民参加を促し、市川のまちづくりにおいて、市民と行政が

協働して地域の課題解決に取り組めるよう支援します。  
固定 10 

② 行政各課への情報発信

市の行政各部署の政策決定、行政事務に必要な情報を収集、整理し、提供に努めます。関

係各課の課題解決のためのレファレンス機能を強化し、積極的に情報を発信していきます。  
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第 3 章 実施計画編 (平成 27 年度～平成 29 年度) 

第 2 章で掲げた 3 つの柱の下、7 つの「施策の方向」と 21 の「具体的な施策」に基づき、

平成 27 年度～平成 29 年度の実施事業を定めます。また、事業の計画、評価指標設定を通じ

た計画的事業の展開を点検ヷ評価し運営や事業の改善へとつなげる PDCA（PLAN（計画）－

DO（実施）－CHECK（評価）－ACT（調整ヷ改善））のマネジメントヷサイクルに沿った運

営を行なうため、各事業の実施状況、指標の達成度及び満足度等から、総合的に毎年の評価を

行い公表していきます。  固定 18 

◇具体的な施策①  「蔵書の維持と更新」

実施事業 1 新規資料の受入れと劣化資料の買い替え  

数値目標等  

継続的な資料の受入 (購入と寄贈の合計冊数 ) 

平成 27 年度  平成 28 年度  平成 29 年度  

50,000 冊  50,000 冊  50,000 冊  

◇具体的な施策②  「利用に応じた様々な形態の資料の充実」

実施事業 1 利用しやすい電子資料等の収集についての調査及び導入の検討  

実施事業 2 障害者向け資料の充実  

◇具体的な施策③  「効果的な蔵書管理」

実施事業 1 行徳図書館の図書へのＩＣタグの貼付と、全館的な IC タグによる蔵書管理  

についての検討  

◇具体的な施策④  「資料保存のための書庨の確保」

実施事業 1  中央図書館の書庨への可動式集密書架の計画的な設置  

数値目標等  

それぞれの障害に配慮した資料の充実 (受入れ点数) 

平成 27 年度  平成 28 年度  平成 29 年度  

200 点  200 点  200 点  

一つめの柱  情報拠点として市民の学びを支える図書館  

施策の方向 1-(1) 「様々な市民の学習要求に応えられる、蔵書の収集と維持」 
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◇具体的な施策①「レファレンスサヸビスの充実」

実施事業 1 レファレンスツヸル及び事例集の作成

数値目標等  

レファレンス事例集及びレファレンスツヸル (パスファインダヸ等 )の発行

平成 27 年度  平成 28 年度  平成 29 年度  

発行  継続発行、発展  継続発行、発展  

実施事業 2  市内外の図書館等との連携の強化  

実施事業 3 レファレンスツヸルとしてのデヸタベヸスの拡充等、市民の学習要求や調査研

究に応える環境の整備 

◇具体的な施策②「利用しやすい情報環境の整備」

実施事業 1 利便性の向上のための、ＩＣＴ関連機器の更新及び導入計画の策定  

実施事業 2 図書館ホヸムペヸジのお知らせ機能やデヸタベヸス等の充実  

◇具体的な施策③「生涯学習機会の拡充」

実施事業 1 図書館サヸビスの PR と、利用の促進  

実施事業 2 イベントの開催や、地域イベントへの参加協力

◇具体的な施策①「関連機関との連携による、各地域における図書館サヸビスの充実」

実施事業 1 関連施設との連携による図書館サヸビスの拡充と利用の拡大

◇具体的な施策②「大学図書館との連携と利用の促進」

実施事業 1 市民の大学図書館利用のための紹介状の発行  

  実施事業 2  市内大学図書館と市立図書館の各種行事等の相互ＰＲと利用の促進  

  実施事業 3  大学生の図書館実習、インタヸンシップ等の受入れ  

◇具体的な施策③「ボランティアとの連携強化」

実施事業 1  図書館友の会と連携した行事等の実施とボランティア活動の支援  

実施事業 2 障害者サヸビス関連のボランティアと連携した、障害者向け資料の作製と収集  

数値目標等  

図書館利用登録者の拡大 (登録率 ) 

平成 27 年度  平成 28 年度  平成 29 年度  

前年度比増  前年度比増  前年度比増  

施策の方向 1-(2) 「図書館機能を活用した、生涯学習機会の提供と充実」  

施策の方向 1-(3) 「関連機関とのネットワヸクの充実と、  
質の高いサヸビスの提供」  
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◇具体的な施策①「児童ヷ青少年資料の充実」

実施事業 1 子どもの発達段階に応じて豊かな読書体験ができるような資料の収集と更新

◇具体的な施策②「行事の実施と情報の発信」

実施事業 1  子どもの読書活動の推進のための行事の実施と情報の発信

◇具体的な施策③  「レファレンスヷ読書相談の実施」

  実施事業 1 調べ物に役立つ資料の充実や探し方についての案内の実施  

  実施事業 2 大人に対しての子どもの本についての読書相談等の実施  

◇具体的な施策④  「ヤングアダルトサヸビスの実施」

  実施事業 1 中学ヷ高校生のもつ課題解決(学習､生活､進路等)を支援するための資料の提供 

  実施事業 2 図書館と中学ヷ高校生を結びつける行事の実施や刊行物の発行  

 

◇具体的な施策①  「出張おはなし会ヷ学級招待の実施」

実施事業 1 「出張おはなし会」「学級招待」の対象学年の拡大とプログラムの充実  

◇具体的な施策②  「調べ学習及び読書環境向上のためのサポヸト」

実施事業 1  教育センタヸが所管する「学校図書館支援センタヸ事業」への参加と協力  

  実施事業 2  学校図書館向け貸出資料の更新  

実施事業 3 こども館等と連携した児童サヸビスの拡大  

数値目標等  

受入れ冊数  (購入と寄贈の合計冊数 ) 

平成 27 年度  平成 28 年度  平成 29 年度  

9,000 冊  9,000 冊  9,000 冊  

数値目標等  

ブックリスト、読み聞かせの会、テヸマ展示等子どもの読書活動推進のた

めの様々な取り組み   

平成 27 年度  平成 28 年度  平成 29 年度  

各種行事の実施  継続実施及び拡大  継続実施及び拡大  

二つめの柱  子どもの成長をサポートする図書館  

施策の方向 2-(1) 「発達に応じた豊かな読書のための環境整備」  

施策の方向 2-(2) 「公共図書館と学校等との連携の強化」  
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◇具体的な施策①  「地域資料の収集と提供」

実施事業 1 地域行政資料の収集と整理

◇具体的な施策②  「地域資料の保存」

実施事業 1 著作権保護期間満了の資料の電子化

◇具体的な施策③  「地域情報の積極的な発信」

実施事業 1 図書館ホヸムペヸジの地域情報に関するコンテンツの追加及び更新

 

固定 11 

◇具体的な施策①  「行政情報の市民への提供」

実施事業 1 行政各部署や関連団体と連携した行事や展示等の実施

実施事業 2 入手しにくい市の刊行物等の販売

◇具体的な施策②　 「行政各課への情報発信」

実施事業 1 図書館で利用できるデヸタベヸス等、レファレンスツヸル情報の市の行政各課

への発信  

数値目標等  

地域行政資料の蔵書冊数  

平成 27 年度  平成 28 年度  平成 29 年度  

52,000 冊  53,000 冊  54,000 冊  

三つめの柱  地域の文化を育み、豊かなまちづくりを支える図書館  

施策の方向 3-(1) 「市川市の歴史ヷ文化の保存と継承」  

施策の方向 3-(2) 「行政の情報拠点としての役割」  
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平成29年度 市川市立図書館評価報告書 
平成30年12月  

１．趣旨 

この報告書は、「図書館法」（昭和25 年法律第118号）第７条の３、「図書館の設置及び運営上の望

ましい基準」（平成24年文部科学省告示第172号）、「市川市立図書館の設置及び管理に関する条例施

行規則」（平成21年教育委員会規則第６号）第１条の２及び「市川市中央図書館の管理に関する規

則」（平成６年教育委員会規則第９号）第２条に基づき、平成29年度の市川市立図書館の運営状況に

ついて評価・分析を行いサービス向上に資するものである。

２．評価内容

「市川市立図書館運営基本計画」第３章 実施計画編（平成27 年度～平成29 年度）の具体的な施策

に沿って行った取り組み内容と、目標値等の達成度に基づき、平成29年度の市川市立図書館の評価を

行った。

３．評価の基準について

市川市立図書館の「7つの施策の方向」の各項目ついて、取り組み内容と目標値の達成度を総合して

Ａ～Ｄの4段階評価を行った。これに基づき、総合結果として「3つの柱」についての取り組みを4段

階評価で表した。(3つの柱と7つの施策については市川市立図書館運営基本計画p.7を参照) 

実施内容  評価 

十分達成できた。 (目標どおり取り組みを実施し、目標を上回る成果があった。) A 

概ね達成できた。 (目標どおり取り組みを実施し、一定の成果をあげた。) B 

やや不十分だった。 (実施したが、十分な成果をあげることができなかった。) C 

不十分だった。 (実施できていない。課題の整理、計画の見直しが必要である。) D 

４．自己評価結果 

５．平成29年度市川市立図書館評価に対する外部有職者からの意見 …詳細は別紙1 
外部有識者2名（図書館情報学）から、平成29年度の市川市立図書館評価についてご意見をいただ

き、自己評価は概ね適切であると認められた。また、実施結果や評価方法に対していただいた課題や

アドバイスについては、今後の図書館運営に活かしていく。

６．e-モニターによるリーディングプラン(平成29年度結果)  …詳細は別紙2 
市川市立図書館運営基本計画の策定時に、市民モニターが重要と考える具体的施策について、e-モニ

ターによるアンケートを行い、選ばれた施策を「e-モニターによるリーディングプラン」とした。これ

らの施策について、平成29年度の実施結果をまとめた。 

平成29 年度は、「市川市立図書館運営基本計画」の3 つの柱のうち「子どもの成長をサポートす

る図書館」「地域の文化を育み、豊かなまちづくりを支える図書館」の2 つについては、目標を達

成することができＡ評価となった。特に、子どもに対するサービスでは、乳幼児サービスの充実や 
   中学校でのブックトークなど対象年齢を広げた新たな取り組みを行い、図書館利用の促進と読書環

境の整備を進めることができた。「情報拠点として市民の学びを支える図書館」については、大学

や関連施設と連携した出張登録会の実施や図書館サービスのPR に努めたが、利用登録者数が目標

値に達しなかったためB 評価となった。 
全体としては、7 つの施策の方向のうち6 つがA 評価であったため、29年度の目標はほぼ達成で

  き、一定の成果をあげたといえる。

資料（３）-２



平成 29 年度 「市川市立図書館運営基本計画」に基づく図書館評価結果 

1．情報拠点として市民の学びを支える図書館

資料の受入冊数については目標値に届かなかったが、今後予定している IC タグによる全館的な資料管理が活かせ

るよう、中央図書館の保存機能を意識した資料の選定や適正な蔵書の維持に努めた。近隣商業施設との共催イベント

や、関連施設、大学等様々な機関と連携を行い、双方の利用促進につなげることができた。引き続き、図書館がない

北部地域の利便性の向上に努め、連携やイベントなどの機会を活かし、図書館の利用の拡大を進めていく。 

２.子どもの成長をサポートする図書館

  関連施設との新規共催イベントの実施など、全館で児童に対するサービスを積極的に展開し、目標を達成した。乳幼 

児サービスやレファレンスサービスにおいては、ブックリストやパスファインダーを新たに作成し、図書館の活用を促した。 

今後は、本の魅力をより伝えられるように、出張おはなし会の内容充実や時流にあったイベントを実施し、子どもたちや 

ヤングアダルト世代が図書館を利用する機会を増やしていく。

３．地域の文化を育み、豊かなまちづくりを支える図書館 

地域行政資料の収集や地図の電子化、地域情報データベースに新しいコンテンツを追加する等、様々な媒体によ

るサービスの充実に努め、全項目で目標を達成した。また、行政各部署が市川に関するイベントを行う際には、連携し

て図書館でも資料展示を行い、地域の情報や魅力を発信していくよう努めた。今後さらに、図書館が収集した情報が

地域の課題解決につながるよう内容の充実を図るとともに、デジタルアーカイブシステム等を効果的に活用していく。 

 

施策の方向 １－(１) 「様々な市民の学習要求に応えられる、蔵書の収集と維持」 

評 価 □A〔十分達成できた〕 ■B〔概ね達成できた〕 □C〔やや不十分だった〕 □D〔不十分だった〕

評 価 ■A〔十分達成できた〕 □B〔概ね達成できた〕 □C〔やや不十分だった〕 □D〔不十分だった〕

評 価 ■A〔十分達成できた〕 □B〔概ね達成できた〕 □C〔やや不十分だった〕 □D〔不十分だった〕

       受入れ冊数は目標値の約9割であった。予算減に加え、図書館としての保存に耐えうるような資料の選定を心が

け文庫の購入を控えめにしたこと等により購入単価が上がり、冊数の増加に結びつかなかったことも一因と考えら

れる。障がい者向け資料は目標値を大きく上回る点数を受入れた。平成 30 年度からのデジタルアーカイブシステ

ム導入に向けた予算措置を行った。IC タグの貼付・登録については予定通り中央図書館の開架部分を完了し、

書庫資料への貼付に向けて保存資料の見直しを行った。

   限られた予算を有効に利用するため、資料の収集については、的確な資料選定を行っていく必要がある。資料 

管理面では、IC 機能の活用に向け、全館での既存資料の見直しも含めた適切な蔵書管理を進めていくことが課 

題である。  

  図書館全体で市民の学びを支えられるよう、引き続き各図書館の役割やニーズを意識した資料の選定を行うと

ともに、中央図書館が地域図書館の蔵書面での支援を行っていく。効果的に蔵書を管理するため、全館的な IC

化を計画的に進めていくほか、新しい媒体や方法による蔵書の構築についても検討していく。

方向性

総合結果

課 題

一つめの柱 情報拠点として市民の学びを支える図書館 

実績と 

評価 

具体的な施策 実施事業 目標値等 結果 評価

①蔵書の維持と更新 ・新規資料の受入れと劣化資料の買い替え
受入れ冊数

50,000冊
受入れ冊数

44,459冊

・利用しやすい電子資料等の収集についての調査及び導入の検討
調査・検討

の実施
調査・検討

の実施

・障がい者向け資料の充実
受入れ点数

200点
受入れ点数

253点

③効果的な蔵書管理
・行徳図書館の図書へのＩＣタグの貼付と、全館的なICタグによる蔵
書管理についての検討

ICタグの貼付
（３０万冊）

ICタグの貼付
（40万冊）

④資料保存のための書庫の確保 ・中央図書館の書庫への可動式集密書架の計画的な設置 ━ ━

Ａ
②利用に応じた様々な形態の資料の

充実

29 年度の取り組み内容 
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施策の方向 １－(2) 「図書館機能を活用した、生涯学習機会の提供と充実」 

施策の方向 １－(3) 「関連機関とのネットワークの充実と、質の高いサービスの提供」 

歴史博物館、現代産業科学館、文化振興財団等、様々な機関との連携を行い、関連施設と図書館双方の利 

用の拡大と図書館サービスの充実を図ることができた。また、大学図書館との連携では、市内大学から講師を招 

聘した講座の開催や図書館主催講演会で学生ボランティアの協力を得たほか、大学行事の図書館でのＰＲ、紹 

介状の発行等、資料面だけではなく人的な面においてもネットワークの強化を行い、相互の利用を促進した。 

   図書館利用登録者については、「市民まつり」や市内大学で行った「出張登録会」等での呼びかけにより、新規  

登録者があったものの、図書館利用機能付住基カードの期限切れが進んだことで統計上の利用登録者が減少傾 

向にあり、全体として目標値の達成には至らなかった。今後も継続して関連施設と連携をとり、利用の拡大につな 

がるよう、新たな方策を検討していく必要がある。 

   大学や関連施設との連携により、図書館サービスの拡充と、図書館未設置地域である市北部をはじめとした地 

       域住民の利便性の向上を目指す。また、ボランティアとの連携を強化し、より質の高い図書館サービスの提供に 

   努めていく 

実績と 

評価 

国立国会図書館デジタル化資料送信サービス（閲覧用）を行徳図書館でも開始した。法令・判例関係の商用デ

ータベースとして「ウエストロージャパン」を新たに中央図書館に導入し、市川駅南口図書館では音楽配信サービ

ス「ナクソスミュージックライブラリー」を導入した。また、図書館情報システムの更新と ICＴ機器導入に向けてワー

キンググループを設置し、それぞれの課題について検討を開始した。そのほかに、市民の調査研究に役立つよ

う、パスファインダーを新規作成し、図書館ホームページで公開した。

出版社や他部署と連携して作家の講演会や原画展を開催し、通常の特集展示よりも奥行きのある本の世界を

市民に提供することができた。また、地域のイベントに積極的に参加し、昨年同様、自動車図書館の展示や出張

図書館の開催のほか、「鬼高さんしゃ祭」では毎年好評の「中央図書館バックヤードツアー」に加え、新たに「ブック

コート体験」を実施し、図書館の仕事を体験することで図書館を理解してもらえるよう努めた。

平成 30 年度の図書館システム更新、31 年度の ICＴ機器導入に向けて、図書館の方向性や運用を再確認して
いく必要がある。図書館未利用者の来館につながるようなイベントの企画と広報活動は引き続きの課題である。  

  ICT 機器を導入し、効果的に図書館サービスを行っていくための具体的な方法を検討していく。図書館の利用

を促進するため、イベントの開催や広報活動を引き続き積極的に行なっていく。 

方向性

課 題

実績と 

評価 

方向性

課 題

具体的な施策 実施事業 目標値等 結果 評価

①関連機関との連携による、各地域

における図書館サービスの充実

関連施設との連携による図書館サービスの拡充と利用の拡大

（図書館利用登録者数の拡大）
前年度比増

（前年度117,210人）
111,504人

市民の大学図書館利用のための紹介状の発行
実施

100件以上

実施

123件

市内大学図書館と市立図書館の各種行事等の相互ＰＲと

利用の促進
実施 実施

大学生の図書館実習、インターンシップ等の受入れ 実施 実施（6名）

図書館友の会と連携した行事等の実施とボランティア活動の支援 実施（4回） 実施（6回）

障がい者サービス関連のボランティアと連携した、障がい者向け資

料の作製と収集
実施（20タイトル） 実施(28タイトル)

B
②大学図書館との連携と利用の促進

③ボランティアとの連携強化

具体的な施策 実施事業 目標値等 結果 評価

・レファレンスツールおよび事例集の作成
継続発行・発展

19回
継続発行・発展

19回

・市内外の図書館等との連携の強化
(レファレンス協同データベースへの事例提供)

実施（200点） 実施（210点）

・レファレンスツールとしてのデータベースの拡充等、市民の学習要
求や調査研究に応える環境の整備

実施 実施

・利便性向上のための、ＩＣＴ関連機器の更新及び導入計画の策定
機器導入計画

（中央）

機器導入準備

（中央）

・図書館ホームページのお知らせ機能やデータベース等の充実 拡大実施 実施

・図書館サービスの PR と、利用の促進 実施 実施

・イベントの開催や、地域イベントへの参加協力 実施 実施

Ａ
②利用しやすい情報環境の整備

③生涯学習機会の拡充

①レファレンスサービスの充実
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施策の方向 ２－(1) 「発達に応じた豊かな読書のための環境整備」 

施策の方向 ２－(２) 「公共図書館と学校等との連携の強化」 

 

 

 

出張おはなし会については、対象学年を拡大し中学生へのサービスを開始した。また、今まで依頼のなかった 

幼稚園・小学校からの申込みが増加した。ブックトークを中心としたプログラムを組み、テーマに合ったリストを配布 

するなど、本に興味を持てるよう工夫をした。同時に、子ども用図書館利用券のＰＲをしたところ、後日、図書館へ  

来館する児童も見られた。学級招待については、前年度に続き校外学習として図書館を活用してもらい、また、中 

学生の職場体験も多数受け入れた。 

教育センター主催の学校図書館研修会に図書館職員が講師として参加し、各学校の担当者との交流も行い

好評であった。調べ学習につながる児童サービスとして、環境政策課と共催の「エコバッグをつくろう」や、現代産

業科学館の企画展(発酵)に出向き、関連する読み聞かせを行うなど、関連機関との連携を積極的に行った。 

各年代に対応した出張おはなし会の内容の充実が課題である。調べ学習については、多様化する要求に応え 

  られる資料の収集、更新が必要である。 

中学生にも図書館に親しんでもらうため、引き続き中学校での出張おはなし会を行っていく。また、幼稚園・小

学校だけでなく、地域で子ども達に読み聞かせをしている団体・地域コミュニティにも出張サービスを行っていく。 

調べ学習に対応していくため、資料の更新を進めるとともに、蔵書の十分な活用を図る。 

実績と 

評価 

課 題

方向性

二つめの柱  子どもの成長をサポートする図書館 

資料の充実については、今年度は行事や展示用の本の買い替えを重点的に行った。 

展示では、文学ミュージアムとの連携で五味太郎氏の特集展示を行った。そのほかに、利用者投票型の企画 

展示や市内人形作家の人形展を実施した。イベントでは、親子で楽しめる「科学あそびの会 ‐じしゃくのふしぎ‐」 

の開催や、出版社と共催の岡田淳原画展に併せて絵を描くワークショップなども行った。また、情報発信として、ブ 

ックリスト「わらべうたであそぼう」を発行し、わらべうたの会も並行して実施し、乳幼児サービスの充実を図った結 

果、乳幼児の親子での来館が増えた。 

レファレンスに関しては、市川名産の梨についてのパスファインダーを作成し、郷土の調べ学習に役立つと、学

校司書から好評を得た。また、児童書に関するレファレンス数が多い図書館として小学生向け新聞で紹介された。 

ヤングアダルトサービスとしては、「ヤングアダルト通信」の発行や図書館員のおすすめ本「YA 図書館本 A-Z」

の貸出し、市内中学・高校生が作成した本のポップを掲示するなど、図書館とつながるきっかけ作りに努めた。

児童書の単価が上昇している中、各年代に合った資料をいかにバランスよく購入していくかが課題である。ヤン 

  グアダルト世代が気軽に図書館に来られるような新しい企画を計画し、ＰＲしていくことが必要である。 

様々な角度から魅力のある企画を実施するなど、子どもたちやヤングアダルト世代が本や図書館に興味を持

ち、読書につながるような環境整備を進めていく。引き続きブックリストやパスファインダー等を作成し、年代にあっ

た資料を紹介していく。 

実績と 

評価 

課 題

方向性

具体的な施策 実施事業 目標値等 結果 評価

①児童・青少年資料の充実
・子どもの発達段階に応じて豊かな読書体験ができるような資料の

収集と更新

（受入れ冊数）

9,000冊
（受入れ冊数）

 8,459冊

②行事の実施と情報の発信 ・子どもの読書活動の推進のための行事の実施と情報の発信 継続実施及び拡大 継続実施及び拡大

・調べ物に役立つ資料の充実や探し方についての案内の実施 実施 実施

・大人に対しての子どもの本についての読書相談等の実施 実施 実施

・中学・高校生のもつ課題解決(学習、生活、進路等)を支援するた
めの資料の提供

実施 実施

・図書館と中学・高校生を結びつける行事の実施や刊行物の発行 実施 実施（１０回）

③レファレンス・読書相談の実施

④ヤングアダルトサービスの実施

Ａ

具体的な施策 実施事業 目標値等 結果 評価

①出張おはなし会・学級招待の実施
・「出張おはなし会」「学級招待」の対象学年の拡大とプログラムの
充実

実施 実施

・教育センターが所管する「学校図書館支援センター事業」への参

加と協力
参加・協力

参加・協力
(資料依頼件数503件)

・学校図書館向け貸出資料の更新 実施 実施

・こども館等と連携した児童サービスの拡大 実施 実施

②調べ学習及び読書環境向上のた
めのサポート

Ａ
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施策の方向 ３－(１) 「市川市の歴史・文化の保存と継承」 

 

施策の方向 ３－(２) 「行政の情報拠点としての役割」 

具体的な施策 実施事業 目標値等 結果 評価

・行政各部署や関連団体と連携した行事や展示等の実施 内容充実
内容充実

（ 32回）

・入手しにくい市の刊行物等の販売 実施 実施

②行政各課への情報発信
・図書館で利用できるデータベース等、レファレンスツール情報の市

の行政各課への発信
実施 実施

①行政情報の市民への提供

Ａ

三つめの柱  地域の文化を育み、豊かなまちづくりを支える図書館 

    行政各部署や関連団体と連携した展示は､金井宇宙飛行士（稲荷木小学校卒）の宇宙ステーション滞在にあ

わせた「市川市宇宙交信関連事業」の一環として、特集展示を全館で実施したほか、「東京 2020 オリンピック・パ

ラリンピックプロジェクト in 市川市」に関連して中央図書館で展示を行うなど、市を挙げての企画に参加した。その

他の部署からも各事業に合わせた資料展示の依頼が来るなど、連携が定着したほか、現代産業科学館や理化学

研究所と新たに連携をとることができた。また、図書館で市の刊行物等の販売や、市民向け冊子類の配布を行っ

ていることも市民に認識されつつある。

庁内各課へ向けた情報発信としては、各部署での政策研究等に活かせるよう、調べ方案内やレファレンス事例

を発信した。 

   図書館が行政の情報拠点として活発に利用されるために、市民生活に役立つ地域行政情報を分かりやすく発

信していくことが課題である。行政各部署へ向けて、図書館サービスについての定期的なＰＲを行い、更に連携を

強化していく必要がある。 

関連団体等と連携して、市川への理解と愛着が深まるような魅力的な展示やイベントを企画するほか、身近な

行政情報を市民に積極的に提供していく。図書館の活用法を行政各部署にＰＲし、地域の課題解決やまちづくり

に活かせるよう情報発信していく。 

実績と 

評価 

    地域行政資料は、寄贈を中心に、新刊書から古書まで積極的に収集した結果、蔵書冊数の目標値に達した。 

資料保存のため、著作権保護期間が満了した「市川市住宅詳細図」(1965)と、「市川市動態図鑑」 (1966)を電

子化し、館内のパソコンで公開した。 

中央図書館では、ディスプレイケースを利用して書庫保存の貴重資料などを紹介している。歴史博物館の企画

展にあわせて「利根川東岸弌覧（とねがわとうがんいちらん）」関連の資料を、文学ミュージアムの企画展にあわせ

永井荷風原作映画「踊子」「夢の女」関連の資料を、それぞれ展示した。そのほかに、市内在住画家の原画展（絵

葉書）を行ったところ、新聞等に掲載され、多数の問合せがあり、来館者にも好評であった。 
 地域情報の発信としては、レファレンスの多い市川の地名のデータベースを作成し、ホームページで公開した。 

 地域行政資料を永く保存していくための十分なスペースの確保と資料の劣化対策を計画的に進めることが課題

となっている。収集保存している資料について、広く市民が利用できる環境を整備する必要がある。 

地域行政資料の積極的な収集と受入れに努め、引き続き資料の充実を図る。資料の劣化対策として、著作権保

護期間満了の資料の電子化を進め、デジタルアーカイブシステムを導入し、地域行政資料を広く活用できるよう

検討していく。地域情報データベースを随時更新しコンテンツの充実を図るとともに、ホームページ等を利用した

情報発信を行っていく。 

実績と 

評価 

課 題

方向性

課 題

方向性

具体的な施策 実施事業 目標値等 結果 評価

①地域資料の収集と提供 ・地域行政資料の収集と整理
（蔵書冊数）

54,000冊
（蔵書冊数）

56,569冊

②地域資料の保存 ・著作権保護期間満了の資料の電子化
実施

2点以上

実施

2点

③地域情報の積極的な発信
・図書館ホームページの地域資料に関するコンテンツの追加及び

　更新
実施 実施

Ａ
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平成29年度 市川市立図書館評価に対する外部有識者からの意見   （別紙1）  

３つの柱に対する、図書館の自己評価、今後の課題等について、外部有識者(図書館情報学)２名から意見をいただいた。 

１．情報拠点として市民の学びを支える図書館 

・評価は適正です。基本的な業務にしっかり取り組んでいます。 「様々な市民の学習要求に応えられる、蔵書の収集と維持」につ

いては，受入冊数の減少が予算減と文庫の購入抑制によることは理解できるので、平均購入単価の数値を示すとより客観的な記

述になると思います。また、ＩＣタグの作業と合わせ、書庫資料の見直しを進め、公立図書館の保存機能を明確にしていくことはた

いへん重要になると考えます。 「図書館機能を活用した、生涯学習機会の提供と充実」については、電子的なサービスの充実が

評価できます。レファレンス事例なども含め、図書館の活動だけでなく成果を記述できれば、実施事業の明確な位置づけができる

と思います。また、イベント等については、これまでと同じくたいへん充実しています。評価結果中に、実施の回数や参加者数など

の総括的な数値があるとさらに分かりやすくなります。 「関連機関とのネットワークの充実と、質の高いサービスの提供」について

は、図書館利用登録者が減少しているとのことですが、有効登録者はどうなっているのでしょうか。見かけの数値によらない検証が

必要だと思います。なお、図書館未設置の北部地域については、例年課題に取り上げられていますが、市民の目に映る具体策を

そろそろ講ずる必要があるように思います。 

･受入冊数の目標値には届いていないが、中央館の保存機能を重視した選定を行うなど、 予算減の状況下で相応の対応・工夫が

なされた結果であるとむしろ肯定的に受けとめるべき側面もある。IC タグの貼付・登録も順調であることから、今後は、IC タグの特

性を活かした取り組みが進展することを期待したい。各種のオンラインサービスやデータベースの導入などは情報源の拡充に向

けて重要である。館内に留まらず、各種機関・地域など多方面との連携・協力関係を、図書館から出向くことを含めて、構築してい 

る点、とりわけ人的なネットワークにも注力している点は、学習機会を「提供」するだけでなく、利用者とともに「創出」するという、今

後における図書館のあり方から考えて高く評価できる。 

２．子どもの成長をサポートする図書館

･評価は適正です。全国的にも高いレベルにあると思います。 「発達に応じた豊かな読書のための環境整備」については、受入冊

数の減少が児童書の単価上昇によるのでしたら、前項と同様に、平均購入単価を示すとよいでしょう。イベント等も、きわめて充実

しているので、前項と同様に、評価結果中に実施の回数や参加者数など、総括的な数値があるとよい記述になります。なお、ヤン

グアダルトサービスは例年課題となっていますが、図書館の活動と成果の関係を記述する必要があるように思います。「公共図書

館と学校等との連携の強化」については、全国のモデルとなっているだけに、実施事業の維持だけでも相当の努力を重ねている

ことが伺えます。サービス対象を中学生に拡大した出張おはなし会など、今後も事業の拡大深化が期待されます。この項の全体

において、目標値等と結果の実際が分かりにくいということがあります。数値で表現できるものは数値で示し、それが難しい場合に

は、「実施」だけとするのではなく、たとえば、「実施拡大」「実施継続」「実施縮小」とするなど、ある程度の状況を示すことができれ

ばよいと考えます。

･文学ミュージアムとの連携による展示など、新規イベントの開催をはじめ、ブックリストの発行、パスファインダーの作成など、子ども

たちが図書館ひいては読書に親しみ、情報活用を学ぶ機会を非常に積極的につくりだしており、図書館として次世代を育む姿 

勢を強く持っていることは高く評価できる。とりわけ、中学生に対する出張おはなし会に象徴されるとおり、読書率が下がる中・高生

へも多彩な働きかけを行なっている点は重要である。乳幼児から中・高生（ヤングアダルト）まで発達・成長段階をトータルにとらえ

ていく取り組みは今後も継続・強化が望まれる。中・高生が作成したポップの掲示などから発展させて、子どもたち同士による読み

聞かせ（年上が年下に）など、子どもたちが「参加」するタイプの企画を増やしていくことがさらなる段階に進むカギのひとつになる

のではないだろうか。図書館ですべてをマネジメントするのではなく、人的なネットワークを活かして図書館以外の協力を得ていく

こともポイントとなろう。

３．地域の文化を育み、豊かなまちづくりを支える図書館

・評価は適正です。積極的な取り組みが伺えます。「市川市の歴史・文化の保存と継承」については、地域行政資料の収集と整理、

著作権保護期間満了の資料の電子化が着実に実施されています。いずれもホームページ等からの電子的な情報発信が重要で

あり、デジタルアーカイブ化は早期に導入すべきものと思料します。まずは、各種企画展の展示資料について、デジタル展示会

を試みては如何かと思います。 「行政の情報拠点としての役割」については、市民や行政各部署から、地域行政情報の集積発信

基地として、その有用性が認識される必要があります。目標値等と結果が「実施」だけでは評価の内実が見えないので、レファレン

スサービスの提供件数、市職員などに対する利用調査、満足度調査などにより、成果に対する検証が可能となるような仕掛けが必

要だと考えます。 

･地域行政資料を積極的に収集した結果として、蔵書冊数の目標を達したことは喜ばしい。収集・保存に留まらず、地図・図

鑑の電子化を進めたり、貴重資料を公開したりするなど、提供・活用においても積極的な取り組みが展開されていることも

注目すべきである。さらに、地名データベースを作成・公開するなど、地域情報の作成・編集にも取り組んでおり、市立図

書館の役割・責任を果たそうとする意欲が感じ取れる。また、行政の情報拠点として、とくに情報発信の強化を図っている

点も今後に期待が持てる。レファレンス事例など、図書館ならではの情報が広まり、各部署・関連団体のみでなく、利用者

にも広く図書館の有効性・必要性が認識されることを期待したい。
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総 評 

・市川市の図書館は、高いサービスレベルにあるだけに、従来の事業を継続していくだけでも、相当の人的・物的資源を要します。

図書館サービスに対する市民の高い要求に応えながら、情報環境や市民生活の変化に即した活動を展開していくことは容易で

はなく、職員の皆様のご尽力には敬意を表したいと思います。 

今後の自己評価にあたっては、事実と根拠に基づく検証可能なエビデンスが求められます。この点については、個々の事業の評

価について、図書館からもう少し説明が必要となりますし、数値で表現できる事項は数値で表現していかなければなりません。評

価の指標についても、これまでの活動実績中心から、成果に重点を移すことが非常に大切となります。 

評価のための評価とならないように、また、市民の目線に耐えうる評価となるように、今後とも評価項目と評価方法の改善に取り組

んでいただきたいと念じています。

･自己評価は妥当であると考えられる。図書館内における「閉じた」サービス・活動を推進するに留まらず、図書館外の組織・団体・

個人などと積極的に連携・協力しながら、旧来の取り組みを工夫したり、新しい取り組みを開始したりするなど、「開かれた」サービ

ス・活動を、（場所としての）図書館以外の場でも積極的に展開しており、地域における情報拠点ひいては生活拠点としての図書

館の姿を体現している点は、全国の手本となるとも言ってもよかろう。 今後は、利用者（潜在的利用者を含む）のニーズ把握・分析

にいっそう務めつつ、限られた人員 ・予算をより有効に活かしたサービス・活動を期待したい。ポイントとなるのは、すでに注力さ

れている図書館外とのネットワークを活かしながら、さらなる利用者─ そこには一人でふらりと図書館を訪れる市民も含まれよう─

を企画・運営にまで巻き込んでいくような「利用者協働」の方向であろう。市川市の取り組みが、公共図書館は本来、利用者とともに

つくっていくものであるという原点を常に思い起こさせてくれるものとなっていくことを願う次第である。
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（別紙 2） 

施策の方向1-(1） 様々な市民の学習要求に応えられる、蔵書の収集と維持 

 〇具体的施策  利用に応じた様々な形態の資料の充実 

施策の方向1-(2） 図書館機能を活用した、生涯学習機会の提供と充実 

〇具体的施策  利用しやすい情報環境の整備  

施策の方向1-(3） 関連機関とのネットワークの充実と、質の高いサービスの提供 

〇具体的施策 関連施設との連携による、各地域における図書館サービスの充実 

施策の方向2-(1） 発達に応じた豊かな読書のための環境整備 

〇具体的施策  行事の実施と情報の発信  

施策の方向2-(2） 公共図書館と学校等との連携の強化 

〇具体的施策 調べ学習及び読書環境向上のためのサポート 

施策の方向3-(1） 市川市の歴史・文化の保存と継承 

〇具体的施策  地域資料の収集と提供 

施策の方向3-(2） 行政の情報拠点としての役割 

〇具体的施策  行政情報の市民への提供 

 

e-モニターによるリーディングプラン

市川市立図書館運営基本計画の策定時に、市民の声を広く集め本市図書館の運営に反映していくため、ｅ-モニタ

ーによるアンケートを実施し、市民モニターが重要と考える施策について尋ねました。 

7 つの施策の方向の中で、「特に重要」という回答が多かった具体的施策を、図書館運営を俯瞰的に把握すること

ができる主要施策として位置づけ、「ｅ-モニターによるリーディングプラン」としました。 

これら施策について、平成29年度の実施結果を報告します。 

1 つめの柱 情報拠点として市民の学びを支える図書館 

2 つめの柱 子どもの成長をサポートする図書館 

＜リーディングプラン 平成29 年度結果＞ 

市民モニターが重要として選んだ具体的施策 

3 つめの柱 地域の文化を育み、豊かなまちづくりを支える図書館 

図書館のミッション 

1.情報拠点として 

市民の学びを支える図書館 

2.子どもの成長を 
サポートする 
図書館 

3.地域の文化を育み、 
豊かなまちづくり 
を支える図書館 

市民モニターが重要として選んだ

7つ具体的施策のうち、6つについて

は目標を達成することができました

（取り組み内容については、p.1～４

参照）。 

施策の方向 1‐(3) の「関連施設と

の連携による、各地域における図書

館サービスの充実」については、利

用拡大につながるよう、関連施設や

大学等との連携し、図書館サービス

のPRや出張登録会などを実施しまし

たが、目標値の利用者登録数の「前

年度比増」には届きませんでした。今

後も関連施設との連携を強化し、市

内各地域で図書館サービスが利用さ

れるよう努めていきます。 

今回、目標が達成できた 6 つの具

体的施策についても、拡大実施に努

め、サービスの充実を図ってまいりま

す。 

1-(1)

利用に応じた様々な 
形態の資料の充実 

1-(2)

1-(3)

関連施設との連携に 
よる、各地域における 
図書館サービスの充実 

利用しやすい 
情報環境の整備 

2-(1)

2-(2)

調べ学習及び読書環境向上
のためのサポート 

3-(1)

地域資料の 
収集と提供 

3-(2)

行政情報の 
市民への提供 

行事の実施と 
情報の発信 
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「市川市立図書館運営基本計画(平成 27～29 年度実施計画)」評価報告書 

１．趣旨

この報告書は、平成 27 年度に策定した「市川市立図書館運営基本計画 実施計画(平成 27 年～29
年度)」の実施結果について評価と分析を行い、今後の図書館運営に活かしサービスの向上に資するも

のである。

２．実施結果・評価概要

図書館運営の目標として立てた 3 つの柱の下に掲げた全ての事業に取り組むことができた。 
一つ目の柱「情報拠点として市民の学びを支える図書館」については、次期計画期間で予定してい

る IC タグによる全館での蔵書管理に向けて着実に準備を進め、また、利用者の利便性の向上のため関

連施設と連携を強化し市北部地域への図書館サービスの拡大を図った。二つ目の柱「子どもの成長を

サポートする図書館」では、子どもやヤングアダルト世代向けの多様なイベントを行い、また、教育

センター等と連携して継続的に調べ学習を支援するなど、子どもの読書環境の充実に努めた。三つめ

の柱「地域の文化を育み、豊かなまちづくりを支える図書館」では、地域の魅力や情報を伝えるため

に、関連機関と連携した展示やホームページからの情報発信を行った。全体として、目標はほぼ達成

することができ、３ヵ年の図書館運営は一定の成果を上げたといえる。

今後は、次の３ヵ年で予定している ICT 機器を使った蔵書管理やデジタルアーカイブシステムを活 
用した情報発信等、効率的かつ効果的な図書館運営を進め、市民が全市域で様々な図書館サービスを

利用できるよう努めていく。

評 価 □ 十分達成できた ■ 概ね達成できた □ やや不十分だった □ 不十分だった

全館での IC タグによる蔵書管理に向けた準備を進め、行徳図書館では先行して自動貸出機等
を導入し IC タグによる管理を開始した。関連機関やボランティアと連携した新規イベントや
特集展示を積極的に展開し、サービスの拡大や PR に努めた。大野公民館図書室の蔵書管理を
図書館と一元化したことで資料検索や予約等が可能となり、北部地域住民の利便性の向上に繋
がった。この数年、利用登録者数が伸び悩んでいるが、資料や情報の充実と利用しやすい環境
整備を進め、図書館全体で市民の学びが支えられるよう努めていく。

一つめの柱  情報拠点として市民の学びを支える図書館

 
・蔵書の維持と更新
・利用に応じた様々な形態の資料の充実
・効果的な蔵書管理
・資料保存のための書庫の確保

・レファレンスサービスの充実
・利用しやすい情報環境の整備
・生涯学習機会の拡充

積極的な資料の更新／国立国会図書館デジタル化送信サービスの実施／行徳図書館の IC タグによる

蔵書管理の開始･自動貸出機の導入／中央図書館蔵書への IC タグの貼付・全館 IC 化準備／地域資料

の電子化（中央）／音楽配信サービスの導入（市川駅南口）／保健センター赤ちゃん講座・千葉商科大

学・地域イベントでの登録促進／特集展示と併せた各種講座の実施／大野公民館図書室の蔵書管理を

図書館と一元化／大学とのネットワークの強化（イベント等の相互ＰＲ・インターンシップ受入れ・紹介状発

行） ／ 図書館関連ボランティアとの連携（イベント連携・障がい者向け資料の作成） 

図書館機能を活用した、 
生涯学習機会の提供と充実 

様々な市民の学習要求に 
応えられる、蔵書の収集と維持 

関連機関とのネットワークの充実
と、質の高いサービスの提供 

平成 27 年度～平成 29 年度の主な取り組み内容

評価と今後の方向性 

・関連機関との連携による、各地域における図書館サービスの充実
・大学図書館との連携と利用の促進
・ボランティアとの連携強化

施策の方向 具体的な施策 

［ 3 ヵ年の実施結果と評価 ］ 

資料（３）-３



   

 

価と今
評十分達成できた 
価 ■ 概ね達成できた □ やや不十分だった □ 不十分だった

・児童・青少年資料の充実
・行事の実施と情報の発信
・レファレンス・読書相談の実施
・ヤングアダルトサービスの実施

・出張おはなし会・学級招待の実施

・調べ学習及び読書環境向上のためのサポート

・地域行政資料の収集と整理

・地域資料の保存

・地域情報の積極的な発信

資料の更新／えほんの会等のプログラム見直し／関連機関と連携したイベントの実施／大人に

対する子どもの本についての相談会の実施／商業施設及び地域イベントへの参加／小・中学生
向きブックリストの改訂と乳児向けブックリトの発行／子ども向けパスファインダーの発行／
中高校生向け「Young Adult 通信」の発行／中高生参加型イベントの実施（特集ポスター・キャ

ラクター募集・本のＰＯＰ作成・手作り絵本等）／出張おはなし会・学級招待の拡大充実／教育
センターとの連携による調べ学習に対応した資料提供

三つめの柱 地域の文化を育み、豊かなまちづくりを支える図書館

発達に応じた豊かな読書のための 

環境整備 

公共図書館と学校等との連携の強化 

市川市の歴史・文化の保存と継承 

地域行政資料の積極的収集／特別コレクションの新刊から古書までの積極的収集／地域情報デ
ータベースのコンテンツの追加更新（市川ゆかりの作家・市川の地名・音楽等）／著作権保護期

間満了の地域資料の電子化（貴重な行政資料・地図・楽譜）と公開／関連部署、機関と連携した
行事や展示の実施／市の刊行物の販売と市民向け各種冊子類の配布 

 平成 27 年度～平成 29 年度の主な取り組み内容 

平成 27 年度～平成 29 年度の主な取り組み内容 

評 価 ■ 十分達成できた 

 
□概ね達成できた □ やや不十分だった □ 不十分だった

評価と今後の方向性 

評価と今後の方向性 

評 価 □ 概ね達成できた □ やや不十分だった □ 不十分だった

学校、幼稚園等へ出張して行うおはなし会の拡大や地域イベントへの参加、関連機関と連携し
た多様なイベントを積極的に実施した。また、中学・高校生の意見を参考にした参加型イベント
の開催や年代に応じたブックリストの配布等、子どもたちと図書館や本を結びつけるための
様々なアプローチを行った。図書館司書と学校の担当者との研修会に参加し、学校での調べ学習
のための資料提供を行う「学校図書館支援センター事業」も活発に利用され成果をあげている。
今後も、発達に応じたきめ細やかなサービスを提供するため、随時イベント等の見直しを行い、
子どもの読書環境の整備に力を入れていく。

地域行政資料の収集を積極的に行い目標の蔵書冊数 5,400 冊を達成した。市川ゆかりの人物や

音楽、地名に関連する情報を整理しホームページで発信し、関連部署と連携した地域の文化や歴

史に関わる展示を実施した。また、市民向け地域行政情報冊子の配布を行うなど、市川の情報が

市民に伝わるよう努めた。そのほかに、貴重な地域資料の電子化を継続的に進めた。引き続き、

行政各部署等と連携し、幅広く資料の収集を行い、平成 30 年度に導入するデジタルアーカイブ

システムを活用し、市川市の歴史と文化の保存と継承に努めていく。

行政の情報拠点としての役割 
・行政情報の市民への提供

・行政各課への情報発信

施策の方向 具体的な施策 

施策の方向 具体的な施策 

■　十分達成できた
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市民要望（平成 29年度） 

図書館に寄せられる要望は、主に、市の公式Ｗｅｂ

サイトの『市民の意見箱』投稿フォームから、広報広

聴課がシステムで受付けているが、29年度は、12月に

システム変更があり、新たに「市民の声システム」と

して運用が開始された。 

また、新たな機能として、Ｗｅｂからの問い合わせ

を各課が直接受けてメールで回答する「各課問い合わ

せフォーム」の機能も３月に追加された。 

そのほか、各図書館に直接寄せられる要望として、

「利用者の声」投稿箱があり、窓口での要望も様式に

書き留めている。 

市民要望・内容分類別 件数 

「質問」 …利用案内、施設案内等について 18 

「意見」 …対応の違い・悪さ、間違い等について 37 

「苦情」 16 

「要望」 …現状実施していないことに対して 25 

「その他」…情報提供、相談、宣伝、許諾など 4 

合計 100 

市民要望・内容詳細別 件数 

運営に関すること 26 

資料に関すること（寄贈・レファレンスを含む） 19 

システムに関すること（ホームページ含む） 20 

施設に関すること（備品を含む） 16 

職員に関すること（接遇・手続きミスを含む） 8 

その他 11 

合計 100 

※市川駅南口図書館分 47件は除く

今回のご意見で反映できたもの

○ 図書館利用券の有効期限表示 ⇒シール作成

○ センター裏側の自転車置場に至る通路は、バイク

や自転車に乗ったまま乗り入れるのを禁止してほ

しい ⇒立て札を設置

○ インターネットブースのＰＣ起動が遅いことに対

する運用改善 ⇒電源を入れたままの運用に変更

運営に関すること

○ 休館日について

○ 開館時間について

○ 閲覧席の利用について

○ 学習ができるスペース設置について

○ 貸出冊数の緩和と利用券の家族利用について

○ レファレンスという言葉がわかりにくい

○ ベルクスやイオンに設置された返却ポストが満杯

になることについて

資料に関すること

○ DVDの全体本数増加と貸出期間について

○ 週刊誌の最新号について

○ 複写サービスの申込書について

○ しかけ絵本について

○ 漫画の購入について

システムに関すること

○ 貸出履歴の参照機能について

○ 予約かごの登録可能件数について

○ 自動貸出機の設置について

○ ホームページトップ画面での開館時間表示につい

て

○ スマホを図書館利用券とする機能について

職員に関すること

○ リクエストをするときの口頭説明について

○ 予約の取置期限を伸ばすことをお願いしたときの

対応について

施設に関すること

○ トイレの臭いと整備について

○ 椅子について

○ 妙典地域の新図書館設置について

資料（５） 
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